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　新年を間近に控ひかえた魔都ワルキュラ、魔王城じようである。

「あうー、だいじょぶかなぁ」

　城内の一いち隅ぐうにある管理職しよく員いん室しつに弱り切った声が響ひびいた。

　机つくえが整然と向き合わせてならべられ、壁かべにはファイルの収おさまった戸と棚だなが行列しているいかにもなお部屋。その窓まどを背せにした席で頭を抱かかえている女じよ性せいが声の主ぬしである。

　見かけは実に若わかい。人族でいえばせいぜい一五、六歳さいにしかみえない。美少女、というより周囲の者たちを暖あたたかな気分にさせてしまう顔立ちの持ち主だ。そのおかげか、本人が趣しゆ味みで身につけているニッポンの母ノリの頭ず巾きんと割かつ烹ぽう着ぎがよく似に合あっていた。

　彼女の名はユナイ・シェラル。城内管理部の部長である。それなりに広大な魔王城の維い持じ管理にあたる裏うら方かたさん２０００名のリーダーであった。となれば剛ごう士し君でもあるまいし見かけどおりの年ねん齢れいであるはずがない。実はシェラル嬢じよう、御おん年とし１４８歳である。祖そ母ぼがエルフなのでまあ、こんな感じなのだ。

　しかしいまはそんなこと、なんの関係もない。シェラルが頭を痛いためていたのは年も押おし詰つまったいまになって城内で急に開かい催さいされることになった式典についてだった。

　もちろん管理部だけが目を回しているわけではない。侍じ従じゆう部や御ご膳ぜん部なども大おお慌あわてである。なにしろ、今夜は１万名近いお客さんがこの城しろを訪おとずれることになっているのだ。通路を磨みがき上げ、式典の開かれる大ホールを飾かざり付け、お客さんたちが迷まい子ごにならないように案内をしてくれる精せい霊れいさんたちと急いで契けい約やくし……とまあ、仕事は山積みなのである。

　しかも、なにもかもが急場のやっつけ仕事だ。ランバルトとの戦争が始まってから魔王城では年末の催もよおし物をごくささやかな内ない容ように変えていたから、年末年始の休きゆう暇かを取り消したりして人手をかき集めなければならなかった。

「部長！」開けたままの扉とびらからメイドさん姿すがたの娘むすめが飛びこんできた。身長２メートルを超こす筋きん肉にくの鎧よろいを着こんだようなヴェアウルフ娘である。

「またなんかあったの、コニア？」シェラルは自分の下で清せい掃そう課長を務つとめているヴェアウルフ巨きよ大だいメイドさんにたずねた。

「気の早いお客が城門に到とう着ちやくされはじめてるんだ」コニアは知らない人が耳にしたらおもわず身をすくめてしまいそうなほどドスのきいた声で告げた。

「もう？」シェラルは頭を抱えた。「開場までまだ１時間もあるのに」

「待ちきれなかったみたいだね」筋肉と体たい格かくのおかげで風切り音が響くほどの勢いきおいでコニアはうなずいた。

「まあ、気持ちはわからないでもないけどさ。あと……」

「まだあるのぉ？」シェラルは額ひたいを押さえた。

「その、招しよう待たいされてない連中も城の周りに集まってるんだよ、続々と」

「どれぐらい？」

「ざっとみたところで５万人。まだまだ増ふえそうだよ。てゆうか、どんどん増えてる。誰だれかが何の催しかバラしちゃったみたいだね」

「お家うちで年越し蕎そ麦ばでも食べながらジンビューワー視みていればいいのに。でなけりゃ二年参りに出かけるとか」

「ＭＮＮでやってたけど、まだまだ増えそうだってさ──どうする？　来ちゃったお客の中にはエライ人たちもいるから、あんまり放っておくとまずいよ」

「秘ひ書しよ官かん室に確かく認にんするわ」

　シェラルは霊話器ジンフオンをとりあげて総そう帥すい秘書官長を呼よび出した。秘書官長は幼おさな馴な染じみの猫ねこ又またである。

「あ、ミケちゃん？　うん、あたし。城門にもうお客さんが来ちゃってるんだけどさ、うん、うん、それからなんかワルキュラじゅうの暇ひま人じんが初はつ詣もうでがわりに集まってきてるみたい。そう、お客さんの方は入れちゃってもいいとおもうけど……うん、閣かつ下かにお尋たずねしてくれない」

　なぜか語ご尾びにみゃ、だの、にゃ、だのとつけずにはいられない幼馴染みが総帥執しつ務む室へ走っているあいだ、シェラルはカーテンをめくって窓の外をみた。

「うわっ」

　おもわず声が漏もれた。

　コニアのいったとおりだった。お濠ほりの向こうに、ぎっしりと人の──というかいろいろな種族の姿が見える。もはや５万人どころではない。濠ほり端ばたにはいつのまにやら無数の屋台が店開きし、焼きそばや甘あま酒ざけやたこ焼きを売っている。完全にお祭りのノリであった。まあ、もともとお祭り騒さわぎが好きな土と地ち柄がらとはいえ、ちょっとばかり以上に異い常じようである。

　霊話器の向こうから呼ぶ声がした。シェラルは慌てて注意を戻もどした。

「で、閣下は？　え？　あー、うん。なるほど。わかったわ。ありがと」

「なんだって？」常じよう人じんの胴どうぐらいある腕うでを組んだコニアがたずねた。

「あたしたちが管理できるならみんな入れていいって。もちろんドラクール参さん謀ぼう総そう長ちようは大反対。スフィア様はアレで、マレル殿でん下かはナニよ」

「ヘタすると何十万と押しかけるよ？　警けい備びの問題もあるんじゃないの」

「今日の衛えい兵へい司令、誰だったかな」

「特別警けい戒かい態たい勢せいをとっているから……うん、バーナバス大佐ね」

「わかった。相談してみる。時間を決めて入れ替かえ制せいにするしかないとおもう」

　結局、一いつ般ぱんの来らい城じよう者しやは城内練兵場へとおすことになった。あそこならば、ぎっしり詰めこめば10万かそこらは入れられる。

「案内役の精霊さんと契約しなおして。それから他の暇そうな精霊さんも集めて。練兵場を暖かくしないと。それから、城内通路は魔ま導どう防ぼう御ぎよして誰もはいりこまないように。あと──」

「トイレだね」コニアがいった。

「誰か来て！　手が足りないの！」シェラルが叫さけんだ。はい、と運の悪いトロルの部員が顔をだした。

「仮か設せつトイレ、ありったけ練兵場に持ちこんで！　適てき当とうに散らして配置してね。気分の悪くなる人いるかもしれないからお医者さんとかも──コニア、他にはない？」

「うーん、迷まい子ごの預あずかり所とか案内所とか……」コニアは油ゆ性せいマジックで描かいたような太い眉まゆを寄よせながら数えあげた。シェラルはそれをすぐさまメモし、担たん当とう者しやは誰がいいかを考えはじめた。

　霊話器ジンフオンがふよふよと間の抜ぬけた音を立てた。

「はい」シェラルは噛かみつくような声で応おうじた。「いま忙いそがしくて──え、ミケちゃん？　いったいなに？　うん、うん、閣下が？　うん、わかった」

「閣下がなんだって？」

「トイレや迷子の世話は大だい丈じよう夫ぶかっておっしゃったそうよ」シェラルは苦く笑しようを浮うかべた。

「でね、どうせだから屋台も入れたらどうだって。どうせお祭りだから」

　コニアの顔におおきな笑えみが浮かんだ。

「そんなところまで気をつかわなくていいのに……」

「ま、そういう御お方かたなのよ、やっぱりね」シェラルは溜ため息いきを吐ついた。嬉うれしそうだった。「あの御方にとっては戦争もこういうことも同じなのかもしれないわ。それに、お祭りといわれたら、確たしかにそうだし。知ってるでしょ、ほとんどの娘こたちが休暇を取り消される前に年末休きゆう暇かを喜んで返上したって」

「そりゃあね。あたしだって同じだもの」コニアはうなずいた。「陛下をお迎むかえする式典なんて、滅めつ多たに経けい験けんできないから」

「手の空いてる娘こたちを呼び集めて」ぱん、とお腹なかを叩たたいたシェラルは命じた。「閣下の御言葉があったのだもの、こうなったら盛せい大だいにやりましょう。10万どころか20万だってこなしてみせるわ！　コニア、あなたは練兵場の管理をお願い」

「わかったぜ」

　コニアは勢いきおいよく廊ろう下かへ駆かけだしていった。彼女の後ろ姿をちらっと眺ながめたシェラルはつぶやいた。

「よっぽど嬉しいみたいね」

　それから彼女はぽつりと、そして明るくつけくわえた。

「ま、嬉しいのはあたしも同じか、うん！」
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　12月初しよ旬じゆんの陽ひは意外に高い。すでに雪によって覆おおわれたセントールの野に、くっきりと二つの影かげが落ちるほどだった。だが、魔ま王おう領りようとランバルト王国の係争地である野を包む大気は余あまりにも冷たい。

　トデスカイ山脈からの寒かん気き団だんが張はり出している今日は寒さもひとしおだった。二つの太陽に照らされているおかげで昼の間はどうにかやり過すごせるが、夜になれば頬ほおをはたくような寒さになるだろう。

　ランバルト王国のセントール最前線拠きよ点てん、マリウクス城じよう塞さいは冬独どく特とくのあっけらかんとした日差しのもとに横たわっていた。城の外がい観かんには雪ゆき化げ粧しようが施ほどこされているが、周囲に掘ほられた濠ほりは凍とう結けつしていない。魔族が渡わたれるほどの厚あつみに凍こおってしまっては意味がなくなるため、魔ま導どう士したちが定期的にファイアーボールを打ちこんでいるからだ。

「寒いさむいさむーい！」

　会議室に駆け込こんできた少女が暖だん炉ろにかけより、手て袋ぶくろを外した手を炙あぶった。眼鏡めがねが真っ白に曇くもっている。マラックス弓兵団長フェイ・マラックスだ。

「これ、フェイ、はしたない……」席に腰こしを下ろしていたマリウクス防ぼう御ぎよ司令官イーサン・ウランコールはおもわずおばさんのような口調でたしなめた。

「おまえは弓兵団長なだけではなく、マラックス家の姫ひめ君ぎみでもあるのだぞ」

「てへ」フェイはぺろっと舌したをだし、コートを脱ぬぐと眼鏡を外した。あ。もともと可愛かわいいというのはわかってましたが、眼鏡を外すと美少女といっていい感じです。ちょっとロリはいってます。

　眼鏡をかけなおしたフェイは従兵が持ってきたココアのカップを両手で包み込み、ふうふうと冷ましながらすすった。

「城内の配置はどうだ」ウランコールがたずねた。

「みんな寒がっているけど、任にん務むは果たしているわ」城内の哨しよう所しよをひとめぐりしてきたフェイは応じた。

「でも、昼でこんな感じだから……夜は交代を頻ひん繁ぱんにしたほうがいいと思う」

　ウランコールはうなずいた。フェイにいわれるまでもなく、気づいているべきことだった。寒さは人族を縮ちぢこまらせる。警けい戒かい心しんを保たもつのも楽ではない。おそらく２時間ごとに──いや、できることなら１時間で哨兵を交代させたほうがいいだろう。

　彼は即そく座ざにペンを走らせて命令書を書き上げ、伝令兵を呼よんで手渡した。

「イーサン、ウルリスからなにか来た？」指を屈くつ伸しんさせていたフェイがたずねた。

「定期的な情じよう報ほう通達以外、なにもない。魔王軍に動きはみられないということだ。世はなべてこともなし、というところだな」

　しかしフェイはそう口にしたウランコールの表情に微かすかなかげりが生じたことを見み逃のがさなかった。

「でも、あなたは気に入らない」

「かなわんな」ウランコールは苦笑を浮かべた。「まさにそうだよ、フェイ。気になる報ほう告こくが魔導士たちから来ている」

　カップを置いたフェイは彼の手渡した報告書に素す早ばやく目をとおした。

「なにが気になるの」

　眼鏡っ娘こ美少女将しよう軍ぐんはきつい表情になってたずねた。

「おなじみの大魔導士ドレツドノート──ジョス・グレナムやメイム・カスターリャの居い所どころがはっきりしているじゃない、いまのところ。霊れい波は傍ぼう受じゆに関する限かぎり、むしろ安心していいはずだわ」

　魔導士にはそれぞれ固有の霊波パターンがある。クセといってもいい。大魔導士クラスになるとそのクセは強きよう烈れつで、霊波を傍受しようと意い識しきを集中している魔導士にとってはかえって楽に捕ほ捉そくできるほどだ。いやもちろん、相手がほんの少しでも魔法を使ってくれたら……という条じよう件けんはつくけれども。しばらく前、マリウクスの魔導部隊は魔王領有数の大魔導士たちが発した霊波を捕とらえる幸運に恵めぐまれていた。

　魔導部隊からの報告書は、魔王軍の主立った大魔導士たちはいまだワルキュラ方面に伏ふく在ざいするものとおもわれる、と伝えていた。数日前の情報より確かく度どが落ちている。ほんの一いつ瞬しゆんだけ霊波をはっきり捕らえたあと、ぱたりと傍受できなくなったからだ。現げん在ざいの情報は他の報告と重ね合わせて導みちびかれた推すい定ていだった。

「だからさ、フェイ」二人きりの気安さのままウランコールは応おうじた。「奴やつらは受け身だ。だからこそ、いかにもなにもしません、冬ごもりの準じゆん備びです、という様子がかえって気にかかる」

「でも……うん、そーかぁ」報告書を眺ながめながらフェイはつぶやいた。「相手が相手だものね。うっとうしいわね」

「それどころではない。ヴィルの言葉ではないが、オノデラゴウシはなにを企たくらむか知れたものではない」

「そのヴィルは」そこまでいいかけてフェイは声を落とした。「……このあいだまで、城中のブランデーを飲み尽つくしかねない感じだったけれど」

「気持ちはわかる。われわれは負け戦いくさに慣なれていないのだ」

「戦争には相手がいるんだもの、仕方ないじゃない。それに、春になればすべてが変わるわ」

「変わるかな？　補ほ給きゆうの問題があるぞ」

「変わるとおもう」フェイはいった。「多少の無理をしても攻こう勢せいは実じつ施しされる。正直なハナシ、この戦争は長く続きすぎているもの。たとえばもう一年、マリウクスを維い持じして小こ競ぜり合いを続けるのは……無む駄だ遣づかいがすぎるわ。それだけで王国の屋や台たい骨ぼねが傾かたむくわけではないけれど」

「国家財ざい政せいか。難むずかしい時代になったものだな」ウランコールは溜ため息いきを吐ついた。「昔はなにもかも気楽だった。正せい義ぎと悪があって、一人の勇者がいればそれで済すんだ。どんな戦いでも一度の決戦でケリがついた。いや、騎き士しが名乗りをあげ、一騎打ちを挑いどむ。それだけでよかった。ところがいまはどうだ」

　立ち上がったウランコールは報告書の山と、様々な情報が書き込まれた地図を示しめした。

「ただ現げん状じようを維持するだけで、これだけの仕事が必要になる。将しよう軍ぐんの仕事は戦場で勇ゆう敢かんであることではなく、どんな状じよう況きように陥おちいってもうろたえずにすべてを管理すること、いや、その責せき任にんをとることになってしまった。なにもかも変わってしまったよ、フェイ。オノデラゴウシが現あらわれてから、それが加速しているような気すらする」

「仕方ないじゃない。なにもかも変わらずにはいられないのだから」自分も立ち上がったフェイはウランコールの傍かたわらに立った。「ほら、わたしだってこんなに背せが高くなったし」

　彼女の頭は巨きよ漢かんのウランコールの胸むねまであった。

「確たしかに」ウランコールは笑った。「おまえが小さかった時のことはまだ覚えている。元気で、きかん気の、花のような娘むすめだった」

「イーサン」

「なんだね」

「大きくなったのは背せ丈たけだけじゃないのよ」口にするやいなや、フェイは彼に身体からだを押おしつけた。

「これ、フェイ」ウランコールはそっと肩かたを掴つかんだ。「こんな場所で……」

「こんな場所でなければいい？」彼を見上げながらいった。口元に、からかうような笑みがあった。

　溜息を吐いたウランコールの手に力がこもりかけたところでドアが開いた。二人はあわてて離はなれた。

「ヴィル」フェイが驚おどろいたようにいった。

「邪じや魔ましたかな」

　にこりとして応じたヴィル・グラッサーには、先日までの投げやりな様子はなかった。どういったらいいのか、ともかく、明るい表ひよう情じようになっている。

「もういいのか、ヴィル」ウランコールがたずねた。

「ああ、迷めい惑わくをかけた」グラッサーはうなずいた。

「ほんとに大だい丈じよう夫ぶ、ヴィル？」フェイが心配そうにたずねた。

　グラッサーはふたたびにこりとうなずいてみせた。

　兄代わりの猛もう将しようの傍らに立ったフェイは立ち止まった。ひくひくと小鼻を蠢うごめかす。それから、グラッサーの頭から爪つま先さきまでをしげしげと眺ながめた。

「なんだ、フェイ」

「女の人に世話して貰もらったでしょう」いたずらっぽい笑みとともにフェイは断だん言げんした。

　グラッサーはなにもいわなかった。しかしフェイが図星をさしたことはその態たい度どから明らかだった。

　近ちか頃ごろいいところなしであるランバルト随ずい一いちの猛将は、どんな魔族でも裸足はだしで逃にげだしそうなほど気合いの入った顔をあからめていたのである。

「あーやっぱりぃ」フェイはかさにかかっていじめた。「やっぱ、女が面めん倒どうみると男の人って違ちがうのよねー、雰ふん囲い気きが」

「うるさい」グラッサーは小さな声でいった。「もういいだろう」

「ひー、照れてる照れてる、ほれほれぇ」フェイはにやにやしながらコワイお髭ひげの将軍様をつんつんした。

「フェイ、いい加か減げんにしておけ」自分もにやにやしていたウランコールが叱しかった。「ヴィルも来たことだ。情況を再さい検けん討とうしよう」

「なにかあったのか」グラッサーはたずねた。

「なにもないのがかえって気になる、イーサンはそういってるの」

　グラッサーは眉まゆを寄よせた。それから、机つくえに置かれた報ほう告こく書しよをためつすがめつし、二人にいった。

「確たしかにそうだ。オノデラゴウシを相手にしている場合、ただの一いつ時ときも油ゆ断だんはできない」



　　　　２



　魔ま王おう城じよう内ないの一いち隅ぐうに、立ち入りを禁きんじる札が下げられたのはつい昨日、魔王暦１００２年12月７日のことだった。定期内ない装そう工事のためいくつかの部屋の整理が必要だから、と説明されていた。とはいえ、城しろの一角が立ち入り禁止になった事実に気づいた者はごく少なかった。城内での活動にはほとんど影えい響きようのない、頻ひん繁ぱんに使われていない場所だったからである。立ち入りが禁じられたいまは、まったくといってよいほどそこに近づく者はいない。

　しかし……注意深く観察するならば、そのあたりにひどくぴりぴりとした空気が漂ただよっていることに気づけたかもしれない。もっとも、気づいた途と端たんに、どこからともなくあらわれた中央魔法局エージェントによって『申し訳わけない、ごめんなさい』の言葉とともに城内に設もうけられた監かん禁きん施し設せつへ三食昼ひる寝ね付きで収しゆう容ようされることになっただろう。



　その部屋を通路から見ればとてもひとつの部屋だとはおもえなかっただろう。もともとは六部屋に分かれていたからであり、それに見合ったドアもそのままになっているからだ。しかし内部は完全に改かい造ぞうされている。ブーラーンの手配したドワーフ工兵の手によって一ひと晩ばんで壁かべがぶち抜かれ、ありとあらゆる器材が……つまり大型のジンビューワーから端はしっこの欠けた湯飲みにいたるすべてのものが持ち込こまれていた。部屋の中央には大きな会議テーブルが置かれているし、壁には特大の精霊式大規模地形表示装置ジンナイズ・グローバル・テレイン・シミユレーター──精せい霊れい式しきＧＴＳが設置されていた。要するにまあ、中央指し揮き所しよの床ゆかにあるいかにも司令部風の大パネルに似にたものである。

　12月８日午前９時17分、その部屋には魔王領中から総そう帥すいが選び出した人材、約１００名が顔をそろえていた。比ひ較かく的てき、ドラゴンが多い。

「総そう員いん起立」ドアが開いたことに気づいた誰だれかが号令をかけた。「我われらが総帥がおいでになった」

　室内の全員がざっと立ち上がり、敬けい礼れいする。すぐに小お野の寺でら剛ごう士しが入ってきた。スフィア、アーシュラ、ラッシュバーン、リア──それにフィラ・マレルが後に続いていた。リアの頭には玉たま藻もがちょこんとのっていた。

「ただいまより総帥閣かつ下かのお話がある。総員、傾けい聴ちよう！」アーシュラが踵かかとをあわせて号令をかけた。

　うなずいた剛士は精霊式ＧＴＳの脇わきに置かれた演えん壇だんに立ち、皆みなに告げた。

　全員が自分に注目していることに気づいた剛士は恥はずかしそうに手を振ふってこたえた。

「あ、おはよう……楽にして。座すわっていいから」

　失笑がひろがり、全員が腰を下ろした。魔王領総帥としてかなりのものになっている剛士君ではあるが、こういうところは相変わらずである。先日おこなわれた演習の時はそれなりに見み栄えを張はったものの、いうなれば『身内』ばかりを相手にしている時は地金が顔をだす。ここに集まった様々な種族の誰一人として、そういう彼が嫌きらいではなかった。メンタリティということだろう。

　しかし、気楽な雰囲気があったのはそこまでだった。全員が着席したのを見み届とどけた剛士はゆっくりと精霊式ＧＴＳの前へ歩いていったからである。いま、そこには巨きよ大だいな魔王領りよう旗きが映うつし出されていた。

　剛士はふた呼こ吸きゆうほどそれを見つめたあとで、皆みなを振り返った。懸けん命めいにリラックスしようと努力しているが、成功していない。目め尻じりのあたりが何度か痙けい攣れんした。

「かっかぁ、無理しないで」ほわほわした声せい援えんがおこった。声の主はむろんセシエ・ハイムである。「せっかくさ、なんかハーレムみたいに女の子いっぱい連れて入ってきたんだからもっとぶいぶいいわせてよ」

「あ、えと、うん、はは」

　剛士は真っ赤になってうなずいた。さらに失笑が大きくなった。皆を見回す。誰の顔（とかまあそれに類したもの）にも緊きん張ちようはあるが、ガチガチになっているわけではない。視し界かいの隅すみでスフィアがうなずいたのがわかった。アーシュラは心配そうだった。フィラはにこりとしたあとでぺろっと舌したをだした。リアは玉藻を頭にのせてゴーゴー、と腕うでを突つき上げている。

　剛士はにこりとしてうなずき、息を吸すいこんだ。そして、話した。

「みんな、集まってくれてありがとう。これから話すことは極ごく秘ひってことにします。いいですか？」

　皆の顔が引き締しまった。剛士は小さくうなずいた。

「ここに集まって貰もらったみんなはこれから５日間、この部屋をでられません」

　緊張がさらに高まり、部屋が静まりかえった。

　剛士は済すまなそうに告げた。

「年末のこの時期にひどい話だけど……まあ、それぐらい大事な仕事をしてもらうというわけです。ここまではいいかな？」

　はい、閣かつ下かという声がわき起こった。剛士は両手をあげて抑おさえ、続けた。

「となるともちろんその理由は……ということになります。いまからそれを説明します」

　剛士は何度か空から咳せきを漏もらし、誰に対してでもない微び笑しようを浮うかべて話した。

「魔ま王おう領りようが厳きびしい状じよう態たいにあることはいまさらいうまでもありません。〈カルネアデス〉作戦はまあまあうまくいったけれど……来年、大変になりそうなことは同じです」剛士は現げん状じようを要約した。

「だから、僕ぼくらはそれまでになるべく点数を稼かせいでおく必要があります。どのみち大変になるんだから、その前に手に入れられるものをすべて手に入れておかなければならない、ということです」

　ちんちくりんの身体からだを精せい一いつ杯ぱいのばして剛士は皆の顔を見回した。不安の徴ちよう候こうがあれば見つけておこうとしたのだ。

　様々な顔が彼を見つめている。人の顔、猫ねこの顔、豚ぶたの顔、魚の顔、虫の顔、なんだかわからない顔──しかし、そのどこにも不安はなかった。ただ、緊張した期待感だけがあらわれていた。

　剛士は背はい後ごで手を組み、彼にできる限かぎり大きな声でいった。

「では、みんなにこれから僕の命令を伝えます」

　ちんちくりんの身体が精せい霊れい式しきＧＴＳを振り向いた。画面がぱっと切り替かわった。

　無数の呻うめきが生じた。巨大な画面には市街図が３Ｄ表ひよう示じされていた。

　どこの街だ？　その場にいた何人かが周囲にたずねた。返事はすぐにかえってきた。

　ウルリス。

　剛士は皆に向き直った。ちんまりした顔に、決意があらわれていた。

「そうです。僕らはこの街に乗りこみます。ただし、目的はウルリスを破は壊かいすることではありません」

　彼の背後で画が像ぞうが切り替わった。

「な」

「あ」

「おおっ」

「これは」

「まさか」

　どよめきが拡ひろがった。当然である。そこに映しだされていたのは、すべての魔族が忘わすれようとしても忘れられない人物、ひょろひょろとした体たい格かくで、薄うす汚よごれた安物トレーナーとジーンズとサンダルに手て脂あぶらで曇くもった眼鏡めがねというスタイルの青年だった。

「そういうことです」剛士は告げた。「もちろん、色々な意見があるだろうことは承しよう知ちしています。周囲の国からは僕がすでに事実上の魔王と見られていること、いや、魔王領の中でもそう思われかけていることを知っています。でも──」

　キンキンしたアニメ声が響ひびいた。

「へーかはまだへーかだよ！」

　小さな身体いっぱいに力をみなぎらせたリアが立ち上がっていた。

「そのとおり」剛士はうなずき、全員を見回した。「たとえ僕が魔王になるとしても、いつまでも放ほうっておいていいわけがない。だから、だから……僕は魔王領総そう帥すいとしてみんなに命令します」

　剛士は大きく息を吸い、一気にいった。

「これより魔王軍は田中魔ま王おう陛へい下か救出作戦準じゆん備びに入る！　総員、これからの５日間で必要なすべての計画を立案せよ！　我われ々われは年内に陛下を救出し、大おお晦みそ日かを田中陛下とともに迎える！」

　再ふたたびどよめきが生じた。

　驚おどろきはもちろん含ふくまれている。

　しかし、もっとも大きかったのは喜び──歓かん喜きに近い陽気な感情だった。総帥万ばん歳ざい、やジーク・ジ○ンの声がわきおこった。一方、慣なれない大声をあげた剛士はぜいぜいと息をしながら胸むねを押おさえていたのがアレであった。安心もしていなかった。気が小さいだけに他人がどう考えるかを自動的に予想せずにはいられない彼は、驚きと興こう奮ふんの次にあらわれる反はん応のうについて覚かく悟ごを固めていた。まさにどんぴしゃり、一人のシルフが椅い子すをはねのけるような勢いきおいで立ち上がったのは歓声の余よ韻いんが消え去る前だった。

　きりりとした態たい度どでたずねたのはシルフの女じよ性せい将しよう校こうである。

「自分はメイス・クラリン大佐であります！　失礼ながら総帥閣かつ下かにおたずねします！」

「あ、うん」呼こ吸きゆうを整えながら剛士はうながした。

　スレンダーな肢し体たいをぴしりと伸のばしたクラリンは透すけるように色の薄うすい肌はだを紅こう潮ちようさせながら一気にいった。

「魔ま王おう陛下救出はいうまでもなく魔王領りよう全領民の心より希求するところであります！　しかしながら、明年にランバルトの総力攻こう勢せいが確かく実じつ視しされる現げん状じようにおいて、その軍ぐん事じ戦せん略りやく的な価か値ちは極きわめて低いと考えざるをえません！　そうでありながら、我わが軍の攻勢限げん界かい線せんを遥はるかに超えるウルリスへ貴き重ちようなる兵力を投入、その消しよう耗もうの危き険けんをあえておかす理由をうかがいたい！」

　確たしかにそのとおりだった。

　はっきりいって、ウルリスに乗りこむというのはムチャ以外のなにものでもないのだ。

　むろん、剛士はそうした質しつ問もんも予想していた。

「……だからこそ、なんだ」

　ぷくぷくした指を屈くつ伸しんさせながら剛士はいった。

「ちょっと繰くり返しになるけど──このあいだの〈カルネアデス〉作戦、あの第一目的は戦時国こく債さいを片かたづけることだったのは確かだ。でも、それだけというわけでは決してなかった。まああの、二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ず、なんて言葉が僕の故ふる郷さとにはあるけれど、第二の目的としてランバルトの攻勢準備を遅おくらせる、混こん乱らんさせるということも考えていた……で、犠ぎ牲せいは払はらったけれど、第二の目的についてもまあまあ成功したとおもう。セシエんとこの人たちが調べてくれたんだけど、ランバルトは補ほ給きゆう、じゃなくてもっとスケールの大きい問題だから……」

「兵站ロジステイツクス、ですか？」クラリンが即そく座ざに助け船をだした。目前の問題について疑ぎ問もんは抱いだいていても、剛士を嫌きらっているわけでもバカにしているわけでもないのである。言葉がでてこないというだけのことで彼を蔑さげすむつもりは毛頭ない。

「そうそう、それ」

　剛士はうなずいた。あいかわらず軍事用語には弱いのでアレだが、兵站ロジステイツクスという言葉が、戦争というマシーンを動かし続けるために必要なバックアップすべてを含ふくむ幅はばの広い概がい念ねんだということは理り解かいしつつあるのだった。

　たとえばＡ点からＢ点まで食しよく糧りようだのティッシュペーパーだのを必要とされるだけ運ぶのは補給サプライにあたる。要するに、具体的な行為なのだ。

　これに対して、兵站というのは戦争に望む手順で勝つためにはどのような行こう為いが必要とされるか、というレベルまで含まれる概念なのである。

　難むずかしく語ろうとおもえばいくらでもできるが、要するにコンビニの配送トラックが配送センターと店を往おう復ふくして商品を届とどけることが補給サプライで、コンビニチェーン総そう本ほん部ぶの企き画かく部ぶと配送管理部の仕事をあわせたものが兵站ロジステイツクスと考えればいいかもしれない。これでもまだわからーん、というのならアレ、郵ゆう便びんが国内であれば三日か四日で届く秘ひ密みつを考えてみればいい。やっぱし郵ゆう政せい公社やその土地の郵便局の本局で配達の方法を考える人や組そ織しきがなければ、郵便配達におじさんやお兄さんがどれだけ頑がん張ばってもうまくいかない、ということである。考えてみれば、日本で郵便局が公社化されたのだって国内のどこにでも三日や四日で届けるという郵政事業、すなわち市民生活をバックアップする『兵站活動』を効こう率りつ化かしようという大戦略なのである（成功するかどうかは別問題だけれど）。

「ランバルトはその兵站ロジステイツクスの立て直しで苦労しているから」面と向かってくる人には弱い剛士はおずおずとした口調になっていた。

「えと、その、田中さんを助けだすのと同時にウルリスもぐちゃぐちゃにできれば、もっとあっちの邪じや魔まできるとおもって」

　うーん、と呻うめきがひろがった。いや、剛士の発想そのものへの反感ではない。それどころか、彼のアイデアはまさにうなずくしかない直球ど真ん中であることは全員が理解していた。

　ウルリスを叩たたくことは、むしろ田中さん救出よりも大きな影えい響きようをこの戦争にもたらすだろう。田中さんを奪うばい返すということが政治的な意味、ぶっちゃけていえば自じ己こ満足に近い悦よろこびしかもたらさない（もちろん領民たちの戦意は高こう揚ようするだろうが）のに対し、ウルリスを叩くことには軍事戦略的な影響力がある。たとえば──ランバルトは常つねにウルリス防ぼう備びに大兵力をはりつけねばならなくなるだろう。つまりそれは前線で使える兵力の減げん少しようにつながる。かててくわえて、国家の戦時体たい制せいをさらにキツイものにして、締しめつけられるランバルト国民に厭えん戦せん気分、つまり『あー、なんかこの戦争イヤだ』という感情を強く抱いだかせることにもつながるかもしれない。意味は大いにある。

　しかし、素す直なおにはうなずけなかった。物理的な大問題が横たわっていたからである。

　全員のそうした気分を代だい弁べんしたのはまたもやクラリンであった。

「閣かつ下か……お忘わすれでしょうか」クラリンはいった。「ウルリスは我わがドラゴン部隊の到とう達たつ距きよ離りを遥はるかに超こえた場所にあります！」

　事実である。

　魔ま王おう軍の虎とらの子といっていい第１航空突とつ竜りゆう艦かん隊たいをもってしても、ウルリス直ちよく撃げきは不ふ可か能のうなのだ。ドラゴンたちの体力（航続距離、とおもっていい）がとてもそこまで保もたない。皮肉な話だが、空中での単体戦せん闘とう力りよくにおいてペガサスを遥かに優ゆう越えつするドラゴンも、こと航続距離に関してはマリウクス─ウルリス直行騎き行こうが可能なペガサスに及およばないのである。ドラゴン各種族という、空中では最強の連中がぞろぞろと軍に参加していながら魔王領りようが航空優勢エア・スペリオリテイを掌しよう握あくしきれないでいるのは、ドラゴンの飛びまわることができる時間と距離に限かぎりがあるからだった。かつてゴローズの王立特とく務む遊ゆう撃げき隊たいを航空偵てい察さつで捕つかまえきれなかったのも、その影響を受けていた。もしドラゴンたちの粘ねばりがペガサス並なみに利きいたとしたら、この戦争は魔王領有利で展てん開かいしていただろう。要するに剛士の案は

『それができれば苦労はない』

　としか受け取れないものだったのである。

「いや、あのね」

　答えかけた剛士は口ごもった。そのムチャを可能にする方法を考え出すのがこの部屋に皆みなを集めた目的だったからである。もちろん剛士にもムチャを口にするだけの思いつきはある。それを後で伝えるつもりだった。

　しかし、クラリンの真まっ直すぐな言葉は彼の好きなむにゃむにゃした日本式会かい議ぎノリを粉ふん砕さいしてしまった。

　どうしようか、剛士は迷まよった。ほのかの天あま抜ぬけで自分が座ざ長ちようを務つとめていた委員会のことをおもいだしていた。

　……ここでばっと口にした方がいいのだろうか。でも、それでは皆の頭から自由な発想を奪うばうことになりかねない。それに、いまの雰ふん囲い気きではアイデアを口にしても猛もう烈れつな反はん論ろんばかりを喰くらって場の空気が悪くなりかねない──

　意外な援えん軍ぐんがあらわれたのはその時だった。一頭のワイアームがぐぐっと鎌かま首くびをもたげ、目を爛らん々らんと光らせながら先の割われた舌したを踊おどらせつつクラリンに反はん駁ばくしたのである。

「ならば結けつ構こうでありますクラリン参さん謀ぼう！　我わが第54襲しゆう撃げき突竜戦隊は片かた道みちだけ保もてば結構！　その後は閣下と友軍の撤てつ退たいを援えん護ごするため、総員あげてウルリス王城へ立てこもり、敵てき全軍を引きつけて最後の一兵となるまで戦って御ご覧らんにいれましょう！　みなさまにおかれてはどうか心やすくワルキュラへ御ご帰き還かん願いたい！」

　あまりにもあからさまな言葉はクラリンの怒いかりを呼よび起こした。噛かみつくような態たい度どで彼女はワイアームにたずねた。

「誰だれだ、貴き公こうは？」

　ワイアームは負けじとこたえた。

「第54襲撃突竜戦隊司令チェスト・ハリン中佐！」

　あのかわいい蛇へびっ子のお父さんか、にらみ合うシルフとワイアームをかわるがわるに見ながら剛士はおもった。

　クラリンがいいかけた。

「しかしだな、無理なものは無理……」

「はい、そこまで」ムチャを押しつけられたみんなのガス抜きはこれぐらいでいいだろう、と剛士はシルフの参謀を抑おさえた。

「クラリン参謀の意見ももっともだし、ハリン司令の心意気も立りつ派ぱだ。でも、もうできるかできないかを議論する段だん階かいじゃないよ。でしょ？　僕ぼくはさっき命令といったんだから」

　剛士は全員をみまわした。

「みんなにも頼たのみます。どうやるのか、についてはいくら質しつ問もんや意見をだしてもらってもいい。僕もドラクール参謀総長も喜んで聞かせてもらいます。その点についてはこれからも──どんな時でも、遠えん慮りよはいらない。この戦いは魔王領の誰もに関係のあることだから」

　ちんちくりんの魔王領総そう帥すいは伸のび上がるような姿し勢せいをとり、再ふたたび大声を張はり上げた。

「……だけど、やるやらないの話ならば無用！　僕たちは生き残るために戦わなければならないし、そこには例外なんてものはない！　いいね？」

　とまあ、攻こう撃げきするのは実はウルリスじゃなくてアメリカ太平洋艦隊なんじゃないのという感じの剛士君の御お言葉ではあるが、オリジナリティの方はともかく筋すじ道みちはとおっているので誰からも反論はない。しばらく間をおいて、はい、という声やうなずきがあちこちからおこっただけだった。

　剛士はこっくりとうなずいた。クラリンがにこりとしながら一礼したことに気づいたのである。つまりはここまでの言葉は半ば以上この席を盛もり上げるための演えん技ぎだったということだ。ハリンの方は──剛士を、喜びと誇ほこらしさがないまぜになった顔でみつめている。

　魔ま王おう領りよう総そう帥すいはワイアーム指し揮き官とあえて視し線せんをあわせず、誰にともなく二度目のうなずきをかえしてみせた。それだけで充じゆう分ぶんなはずだった。

　ハリンは剛士の期待を裏うら切ぎらなかった。生き真ま面じ目めな表ひよう情じようをつくり、剛士にこうたずねたのである。

「閣かつ下か、自分の気分はいま申し述のべたとおりでありますが……具体的にはなにかお考えがおありですか？」

「あ、うん」剛士はうなずき、ちらりとアーシュラを見た。

「現げん段だん階かいにおいて素そ案あんはすでに存そん在ざいする」一歩踏ふみだしたアーシュラが告げた。「詳しよう細さいについては……」

　アーシュラは部屋の片かた隅すみに座すわっていたラッシュバーンへ合図した。ウィングドラゴン指揮官はうなずいた。

「ハリン司令の疑ぎ問もんはこの場の全員に共通するものだろう」立ち上がったラッシュバーンはいった。

「ドラゴンに粘ねばりがないのは皆さん御存知のとおりだ」

「いや、そこまでは……」白々しく聞こえないこともない調子でクラリンがいった。

「別に遠慮はいらない。本当にそのとおりなのだ。おかげでこれまで、我われ々われが祖そ国こくの御役に立てるのは限かぎられた局面だけだった」

　ラッシュバーンは葉は巻まきをくわえた。

「しかし、意外な人物が問題解かい決けつの糸口を切り開いてくれた……」

　ラッシュバーンは剛士の傍かたわらをみた。

「はいはーい、ボク、ボクぅ」キンキンのアニメ声とともに手をあげたのはリアである。

「あのねあのね、ズゥに手伝ってもらうの。ズゥは戦うの嫌きらいだけど、ドラゴンさんを引っ張ってあげたり、御飯を運んであげたりするのはイヤじゃないし、お兄ちゃんのお手伝いだからよろこんでするって！　でね、でね、ボクがラッシュバーンのおじちゃんと一いつ緒しよにへーかを助けるの！」

「つまり、ムル大神しん殿でんの怪かい鳥ちようズゥが根こん性じようのない我々を曳えい航こうしたり、中ちゆう継けい拠きよ点てんの構こう築ちくに必要な物ぶつ資しを輸ゆ送そうしてくれるというわけだ」ラッシュバーンがおぎなった。

　驚おどろきと納なつ得とくのいりまじった声がひろがった。ズゥの役やく割わりは、地球でいえば空中給油機とかグライダーの曳航機とか、そこそこ平へい坦たんな野原なら楽々と着陸できるロシア製せい輸送機とか、そんなところである。いや、引っ張る数が数だから、空中空母とでも呼ぶべきかもしれない。

「それはわかりました。名案です。しかし」クラリンがいった。どうやら、あちこちからいらぬ質問がでないようにあえて物わかりの悪い態度をとるつもりらしかった。

「いかにリア殿どの御自じ慢まんのとりさんとはいえ、航空艦隊まるごととなると荷がかちすぎないでしょうか」

「それもだいじょーぶぅ！」ぶいぶい、っと手をあげながらリアがぴょこたんした。

「ズゥの兄弟とかお友達も一緒に遊んで──じゃなくって、手伝ってくれるって！」

「すでに閣下の許きよ可かを得て試験を実じつ施しした」ラッシュバーンがいった。「ズゥはまだ幼よう鳥ちようだが、ドラゴンを軽く60頭は曳航できる。そして彼の……うん、兄弟やお友達はひと声をかけるだけで20羽かそこらは集まる。艦隊総員を曳航し、ランバルト国内に中継拠点をつくるには充分だ。拠点を必要な時間だけ守りきる防ぼう御ぎよ部隊の展てん開かいも可か能のうになる」

　深くうずいたクラリンが剛士にたずねた。

「閣下……つまり我々は、このアイデアの欠点を見つけだし、また具体的にはどのような準じゆん備びをすべきなのかを考えればいいのですね？」

「うん」剛士はにっこりとうなずいた。「ほら、僕は細かいこと苦手だから。後は、みんなにやってもらったほうがうまくいくとおもって」

　真面目な顔で魔王領総帥の言葉を耳にしたクラリンは何度かうなずいたあとで、ぱっと明るい笑え顔がおを浮うかべた。

「お任まかせください、閣下。必ずや御満足のゆく計画を立てて御覧にいれます」

　クラリンは周囲を見回し、声をかけた。

「そうではないか、諸しよ君くん？」

　誰かが手を叩たたきはじめた。それはすぐに連れん鎖さ反はん応のうのようにひろがり、部屋にいた全員が拍はく手しゆをはじめた。

　剛士は正直に嬉うれしそうな顔を浮かべ、皆にうなずいた。そして、さきほどとは意味合いの違ちがう大声で告げた。

「ありがとう、みんな。時間がないので……急いで欲ほしい。ともかくさ、あの、今度のお正月はのんびりできるようにしよう」

　わっと笑い声がひろがり、魔王軍選えり抜ぬきの専せん門もん家かたちは一いつ斉せいに仕事へ取りかかった。

　剛士は演えん壇だんから降おり、スフィアたちの傍かたわらに戻もどって腰こしを下ろした。と、彼の袖そでを引ひっ張ぱる者があった。

　リアがつぶらな瞳ひとみで剛士を見み据すえていた。

「大だい丈じよう夫ぶだよね、お兄ちゃん」

　剛士は口ごもった。どんなに綿めん密みつにたてられた計画にも、完かん璧ぺきということはありえないと彼は知っていた。〈カルネアデス〉作戦の記き憶おくはあまりにも痛いた々いたしく、生々しかった。だいたい、いまは遥かな過か去このようにおもわれる天あま抜ぬけ高校でのサバイバルですら……そう、飯田の反応を予想しきれなかったからこそ剛士はここにいるといっていいのだ。田中さん救出作戦だけが例外であるはずがない。

　しかし、リアにそのまま告げることはできない。彼女は魔ま王おう領りようのためをおもって我が慢まんに我慢を重ねてきた。そしていま、彼女の願い、田中さんとの再さい会かいはひとつの作戦となって動き始めた。魔王領を、小野寺剛士を信じた68歳さいの幼女は、その信しん頼らいが過あやまちではなかったと確かく信しんしたいのだ。

　そして魔王領総そう帥すいの仕事とは、領民たちの信頼にこたえることに他ならない。

「頑がん張ばるよ」剛士が口にしたのは普ふ段だんならば絶ぜつ対たいに使わない言葉だった。頑張るだの、努力するだのという言葉が剛士は大嫌いなのである。なんというか、押おしつけがましく響ひびく安っぽさを感じてしまうからである。

　だが、いまは他に適てき当とうな言葉が見つからない。だから剛士はくりかえした。

「頑張って、みんなで田中さんに会いにいこう」

　リアは弾はじけるような笑みを浮かべ、剛士に抱だきついた。そして、周囲で繰くり広げられる立案作業を見回した。

　ずいぶん時が過すぎた後になっても、リアはこの部屋でどんなことがあったかをよく覚えていた。

　理由はいろいろあるが、要するに楽しかったからだ。

　なにかを考えている時のクセで、意味のない独ひとり言をぶつぶつつぶやきながらうろうろしている剛士、そんな彼の様子を微笑ほほえみとともに見守っているスフィア、書類や地図から時たま顔をあげて剛士へ複ふく雑ざつな視し線せんを投げかけるアーシュラ。椅い子すの上で体育座ずわりをしながらあーでもないこーでもないとやっているセシエ、葉は巻まきを横ぐわえしながら瞼まぶたを閉とじてアイデアをまとめているラッシュバーン……そして、その他のみんな。眺ながめているだけで、心が弾はずむようだった。どんなパーティよりも楽しい時間に感じられた。その目的が田中さんの救出にあるだけに、よりいっそう迫せまるものがあった。

　こんな時間が永えい遠えんに続けばいいのに、その時の彼女はそうおもっていた。生まれも育ちも違ちがうみんなが、ひとつの目的……リアの大好きなへーかのために集まり、誰から押しつけられたのでもない、自分自身の意思で難なん問もんに立ち向かってゆく。たしかに、永遠に続いて欲ほしい時間かもしれなかった。

　もちろん、そうはならないこと、いや、そうあってはならないことを彼女はよくわかっていた。この部屋に集まった者たちにとっては、どんな行こう為いにも目的はあるからだった。そして目的は、達成されるために存そん在ざいしているのだ。

　だが、そこにあった楽しさもまた、リアにとってはかけがえのないものだった。



　　　　３



　同じ頃ころ、剛士君がまたもや新たな企たくらみに乗りだしたことを知るよしもないシレイラちゃんは御ご満まん悦えつであった。きちんとした理由がある。敵てきではなく、彼女自身の企みがまた一歩前進したという報ほう告こくを受けていたのである。

「コレバーンの主要五氏族のうち、四氏族までが協力を約しました。残るひとつも、積極的な反対はしないとのことです」ミランはコレバーンから届とどけられた至し急きゆう報を読み上げていた。本来ならばフェラール兄ちゃんやサンバーノ宰さい相しようへ先に届けられるべきものだが、シレイラはそれを自分にしか届かないようにしてある。フェラール兄ちゃんはアレだし、サンバーノはどうも後ろ暗いところがありそうだからであった。〈孤こ影えいノ間〉で悦楽の同人作家と化している国王陛へい下かはともかく、老ろう獪かいなサンバーノが事実上ラインから外されているのは意外な感じもするが、実はそれほどムチャでもない。ここのところシレイラちゃんが展てん開かいしているあれこれは、極きよく端たんな秘ひ密みつ主しゆ義ぎで進められているからである。

　たとえば大使館へ届けられる勅ちよく令れいは諜ちよう報ほう局きよく員いんが運んでいるし、一言でも漏もらしたら首すぽーん、になると脇わきに書かれてもいる。文面には成功したらいい目をみさせてあげる、という雰ふん囲い気きまでにじませてある。となれば、命は惜おしいし、いい思いもしたいし、という外交官たちが情じよう報ほうを漏らすはずがないのだった。おまけに、本当に重要な交こう渉しようには外交官たちは混まぜていない。シレイラちゃんの命令を受けた諜報局員たちがそれに当たっている。

　実じつ際さいのハナシ、サンバーノはなにか外交的におかしな空気が流れていることは知っていても、それがここまで大がかりなものであるとは気づいていないはずだった。

「宰相をここまで外す必要があるのですか、殿でん下か」報告し終えたミランがたずねた。「あの御お方かたは、殿下が望まれるのであればすべてをなげうって邁まい進しんされるとおもうのですが」

　彼女は、サンバーノがシレイラちゃんの大秘密、つまりランバルトの裏うら番ばんであることに気づいているだろうことを臭におわせていた。

「わかってるわよ。だからなの」シレイラはこたえた。金色の御お髪ぐしをくるくると指で巻き、引っ張った。勢いきおいが良すぎたらしい、かくん、と頭が前のめる。

「アタシだって爺じいのことは大好きよ、本当に。子こ供どもの頃から可愛かわいがってくれたもの。でもね、だからいけないワケ。なにいってるかわかる？」

「難むずかしそうなハナシですね」

「ってワケでもないわ」シレイラちゃんはほっそりした白魚のごとき人差し指を整った鼻に備そなわっている二つの穴あな、その左側にずっぶしと進しん入にゆうさせた。

「なんへひゅーのか、ふん」ティッシュで指先を拭ぬぐったランバルト王女殿下は天てん井じようを見上げ、珍めずらしくもぽつぽつとはなした。

「爺がもっと若わかければこんなことしないで済すんだのよ。でも、年が年だから」

「いつその……お迎むかえがくるかわからない、ということですか」

「そう。そして、お迎えがきたあとで、必ず面めん倒どうがおこる。わかる？　ホラ、兄様はとりあえず戦場の名めい将しようってことにしちゃったけど、内ない政せいとか外交の方はやっぱ爺に頼たよってる感じでしょう？　だからよ。もし爺がアレしたら、なんか心得違いした重臣どもが我われこそは、ってな感じで権けん力りよく闘とう争そうをはじめかねないじゃない。だから、爺を外した大仕掛けをカマして、兄様をモノホンの名君にしちゃいたいの」

　ミランは息をのんでいた。この性せい格かく破は綻たん気味のゴージャス美少女殿下が規き格かく外がいの大器だということはさんざんおもいしらされてきたが、それはほとんどが戦争についてだった。今回の秘ひ密みつ外交についても、まずなによりも戦争のためだろう、としか理り解かいしてこなかった。

　ところがシレイラちゃんは目的がそれだけではないこと、いうなれば王家の威い信しんを高める目的もあることを鼻をかっぽじりながらお口にされたのである。態たい度どはアナーキーだがおつむの中にとてつもなくロジカルな部分を実じつ装そうされている彼女らしく、いささか要約が過すぎた説明だが、それは要するにこういうことだろう。

　戦争好き好きな軍事戦せん略りやくの大天才でありながら、彼女もまた王族であり、一人の少女であるということだ。ただのモーホーのみならず、いまや同人作家の泥どろ沼ぬまへ高飛び込こみしてしまったフェラール兄ちゃんを歴史に名を残す名君に仕立て上げ、その治世の安あん泰たいを確かく立りつする。ここにあらわれているのは王族としての義ぎ務む感とお兄ちゃんを慕したう妹のそれである。でもってサンバーノ宰相については……やはり王族としての政治判はん断だんと爺やが大好きなお嬢じよう様さまの気分であろう。

　とんでもない策さく謀ぼうを弄ろうし、大国ランバルトの実じつ質しつ的な支し配はい者しやである彼女がそんなことを考えているのは意外でも、ええかっこしいでもない。

　なぜならシレイラちゃんはなんのかんのと属ぞく性せいで語られる以前にまず人間であり、人間であるからには多面性を持っているということなのである。戦争は確たしかに好きだけど王族としての務つとめも忘わすれやしないし、フェラール兄ちゃんはモーホーでオの字になりかけだけど大好きだし、腹はら黒ぐろいけど忠ちゆう臣しん、おまけに子供の頃から可愛かわいがってくれさえしたサンバーノの爺だって大事なのだ。それらすべてをごちゃごちゃにしたところにシレイラちゃんの真実は存そん在ざいする。そんな奴やつはいやしない、戦争をしたがる奴は悪い奴に決まっているんだ、と断言したい人はちょっと立ち止まってみたらよろしい。たとえば世間には淫いん乱らんだけど親孝行な女子高生とか、子供好きだけど任にん務むはＩＣＢＭの発はつ射しや要員である軍人とか、美少女エロコミック好きな文部科学省・法務省キャリア官かん僚りようという人種が実在しうるということを思いだしていただきたい。親孝行なら相手構かまわずイタすのはやめりゃあいいし、子供が好きなら軍隊よりＮＧＯに参加すべきだし、二次元美少女エロが好きならそれを絶ぜつ滅めつさせようとしている役所に勤つとめているべきではないのが理り屈くつだ。しかしなぜか彼らはそれを両立させている。なぜか？　理由はシレイラちゃんと同じだ。生きているからだ。

　だからこそミランは納なつ得とくするしかなかった。そしてシレイラちゃんの人間性がうみだした今回の策さく謀ぼう、その壮そう大だいさに改めて感じ入らずにはいられなかった。

　今回の秘密外交がもたらすものは、戦争と、ブラントラントにおけるランバルトの地位を根底から覆くつがえしかねないのだ。

（いや、ブラントラントそのものかもしれない）

　実のところ、ミランはそうした印象まで抱いだいていた。

「魔ま王おう領りようもかなり探さぐりを入れているようです」ミランはいった。「わかっているだけでも数件けん、両国政府関係者との極ごく秘ひ接せつ触しよくがもたれています。詳しよう細さいは報ほう告こく書しよにあります」

「コレバーンよりもパライソを重じゆう視ししているワケね」報告書をざっと流し読みしたシレイラはつぶやいた。

「ということは安心ね。さっぱり気づいちゃいないんだわ」

　確かにそのとおりね、とミランはおもった。

　シレイラちゃんが実じつ現げんさせようとしているのは一種の同どう盟めいの締てい結けつを目的とした外交戦略である。

　国家間の同盟。特に二国間同盟であれば別に珍しくもない。三カ国、四カ国が関かかわる多国間同盟だって、歴史上に幾いくつも例をみつけだせる。

　だが、シレイラちゃんの構こう想そうはそうしたレベルを遥はるかに超こえていた。三つや四つの国を集めた同盟などというものではない。

　彼女が構想していたのは、人族国家すべて、であった。

　ランバルト王国王女シレイラ殿でん下かは、ブラントラントに存在する人族国家すべてを網もう羅らした条約関係の樹じゆ立りつをもくろんでいたのである！

　ランバルトと仲の悪い国もあるだろうに、というのはむろん計算の内だ。いや、むしろそうだからこそ意味があると彼女は考えていた。

　なぜならば、それはランバルトを盟主とする国家連合などではないからだ。形式上、すべての国家が対等の立場で参加する国こく際さい機関なのである。

　そう、シレイラちゃんはブラントラントにおいて、地球における国連のようなものをでっちあげようと構想されているのである。

　ただし、国連といっても日がな一日あーでもないこーでもないと愚ぐにもつかない会議を繰くり返している国際連合ではない。第二次世界大戦のおかげで店じまいするまで存在していた国際連盟に似にた組そ織しきである。

　なぜかといえば……シレイラちゃんは必要とあれば堂々と武ぶ力りよく介かい入にゆうをおこなえる力を備そなえた国際組織を必要としていたからだ（国際連盟にはその機き能のうがありました）。

　だからこそ、コレバーンとパライソというブラントラントの二大国を口く説どき倒たおしていたのである。この二国にランバルトが加わって人族国際共同機関の樹立を持ちかければ、ブラントラントの人族国家、その大半が大した問題もなしに参加することになるからだった。そうなってしまえば、残る国家群ぐんも参加しないとなんかマズそうな気がして加わらざるをえなくなるだろう。

　ブラントラントに存在する人族大国それぞれの雰ふん囲い気きはＡＢＣ三段だん階かいで示しめせばこんな感じである。

　ランバルト　軍事・Ａ　経けい済ざい・Ｂ

　コレバーン　軍事・Ｂ　経済・Ａ

　パライソ　　軍事・Ｃ　経済・Ｃ

　国力の総そう合ごう順位もこんな感じである（国家すべて、となると魔王領が第二位につける）。パライソがぱっとしない感じだが、この国には強力な武器、マスル教の総本山であるという強みがある。すなわちシレイラちゃんはランバルトの軍事力、コレバーンの経済力、パライソの精せい神しん力りよ（く宗教とはつまりそれだ）の三つを我わが手に握にぎり、それにひきずられる人族諸しよ国こくまでも引っ張りこんで、魔王領を叩たたきつぶそうと考えているのだ。

　壮そう大だい、というほかない。戦場で剛士君にいいようにされてしまった仕返しに、ブラントラントじゅうの人族を事実上、ランバルトの旗の下もとにかきあつめようとしているのだ。かりにこの人族連合……対魔族大同盟に人族国家すべてが積極的に参加した場合、魔王領は為なすすべもなく崩ほう壊かいすることになるだろう。

「殿下、ひとつだけ疑ぎ問もんがあるのですが」シレイラちゃんの構想、その壮大さに感動すら覚えながらもミランは冷静にたずねた。彼女にはそうでいなければならない理由があった。

「なによ？」

「対魔王領大同盟はいいのですが……その、目的を達成したあとはどうなさるおつもりなのです」

「はぁ？」シレイラはぽかんとした。

「ですからその」ミランは言葉をおぎなった。「魔王領崩壊後、分け前を欲ほしがる連中も少なくないと……」

「なにいってんのよ」シレイラは笑った。「ウチが総取りするに決まってんじゃない。そりゃまあ、あるんだかないんだかわかんないようなチンケな国には少しぐらいなら分けてもいいけど──でも、コレバーンとパライソはなし」

「それでは問題が……」

「起こるわね、確かく実じつに」シレイラはにやりとした。「でもね、分け前を与あたえた小国をぞろぞろと引き連れた大ランバルトに抵てい抗こうできるほどの力が金かね儲もうけばっかしてる国や坊ぼう主ずが政治動かしている国にあるとおもう？」

　ミランは慄りつ然ぜんとした。シレイラちゃんは本当にとてつもなかった。対魔王領大同盟がその役やく割わりを終えた瞬しゆん間かん、それを対コレバーン・パライソ大同盟に変えてしまおうとしているのだ。そしてそれは成功するだろう。いかに経済や宗教があるとはいえ、魔王領すらのみこんだランバルトに抵抗できる国などブラントラントには存そん在ざいしない。

「それはつまり……アレですね」ミランはつぶやいた。「殿下の構想を要約するいい言葉があります」

「なに？　教えてよ」

　ミランは即そく座ざにこたえた。

「世界征せい服ふく」

　むろんシレイラちゃんは怒おこらなかった。それどころか、心の底から楽しげにお笑いあそばされたのである。これもまた、シレイラ殿でん下かの一面であった。
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　ディワイア二世公園はウルリスで最大の──ということはすなわちランバルトで最大の公園だ。王おう城じようの南５キロほどの位置に東西へのびるように拡ひろがっており、ちょうど、臣民街の上流地ち域いきと中流地域を区切る柵さくのような役割を果たしていた。

「ここがまだ王室御ご用よう地ちだったその昔、ディワイア二世陛へい下かはお気に入りの女官たちと泳いだそうだよ」公園の中央にある大きな池のほとりに立っていた小こ柄がらな男がいった。池の中央には大きな鷲わしの像ぞうが島のように据すえられている。池の水を濁にごらせないよう、嘴くちばしから地下水があふれる仕し掛かけになっているが、冬なのでそれもとまっていた。池の水面も薄うすく氷が張はっている。

「もちろん裸はだかで泳いだんだろうな」傍かたわらに立っていた男、ナサニア・ゴローズがいった。

「２００年も前だからな、たぶんそうだろう」小柄な男はこたえた。ウラニ・マノス。ゴローズの古い友人で、辺へん境きようを旅していた頃ころに出会った。その頃のゴローズはもちろん冒ぼう険けん者しやで、マノスは一いつ攫かく千金を夢ゆめ見みる冒険商人だった。マノスはいまでも商人をしているが、もう冒険はしない。いや、商人とはある意味で毎日がシャレのきかない冒険なのだが、身体からだを使うことはもうない。おかげでマノスはいい具合に太っていた。かなりの美食家なのだ。本人はこれで貫かん禄ろくがついたと喜んでいる。

「しかし」友人をちらりと横目でみたマノスはいった。「セントールから戻もどっても俺おれに会いたがるということは……気持ちは変わらなかったわけだな」

「ああ、変わらない。それどころかますます強くなった」

「おまえの故ふる郷さとを滅ほろぼした存在か……まあ、気持ちはわかるが」マノスは溜ため息いきを吐ついた。

「いや、俺にはわからんのかもしれんな」

「そうおもってもらえるだけでありがたいよ、ウラニ」ゴローズは微笑ほほえんだ。「金を使わせているしな」

「あの荒こう野やで、おまえに助けられなければ金儲けもできなかった」マノスはさっとこたえ、ほんのすこしだけ迷まよったあとでいった。

「面おも白しろい書類が手に入った」

「僕ぼくが頼たのんでいた書類か」

「ぴったりかどうかは、自信がない。しかし、かなり近いとおもうよ」

　マノスは封ふう筒とうを手て渡わたした。ゴローズは中身を確たしかめた。古びた紙の束があらわれた。紐ひもで縛しばられ、四隅すみは裂さけ、すり減へり、破やぶれていた。

　一いち瞥べつしたゴローズは喉のど奥おくから呻うめくようにつぶやいた。「……戸こ籍せきか」

「おまえの故郷、トルガの村が襲おそわれた時、村とともに焼けたとおもわれていた。しかし、残っていた」

「どこに？　村から逃にげだせたのは……」

「魔ま王おう領りようの公文書館で記録を調べさせた」マノスはにやりとした。「魔王領はありとあらゆる記録を保ほ存ぞんしてワルキュラと、あと他の二、三カ所に複ふく製せいをつくって保存するからな。国の秘ひ密みつだの犯はん罪ざいだのに関かかわらない限かぎり、一いつ般ぱんに公開してもいる。でまあ、俺はおもいついたわけだ。共同入植地とはいえ、いや、共同入植地だからこそ、トルガの村に関する記録もあるんじゃないかと。で、向こうにいる代理人を使って調べさせた。で、複製の手続きに手間がかかりそうだったので、そういう商売をしている連中に金を払はらった。一いち応おう、本物のはずだよ。新生児の日付からいって、村が襲われる一ヶ月前まで、というところだな。役に立つか？」

「立つどころじゃない」ゴローズは抑おさえた声だった。「大当たりだ。これで、すくなくともひとつははっきりする」

「それが何かは訊きかないぜ、ナサ」寒気を覚えたかのようにマノスはコートの肩かたをゆすった。

「そういえば、このあいだロルフのところにいったんだってな？」

「ああ。聞いたのか」

「三日に一度はあそこで食事をしている。スニアとは会ったのか」

「スニアは店にはでてこない。知ってるだろう。彼女はどうも、以前の姿すがたのまま僕らに記き憶おくされ続けたいんじゃないか、とおもっている」

「気にすることないのになぁ」マノスはのんびりといった。「本当の美女というのはいくつになっても美女なんだから。だいたい、亭てい主しゆのロルフがウェイターをしているのもなんかヘンだよ。年の離はなれた夫婦とはいえ、お似に合あいなんだし」

「人それぞれさ。それに、スニアもロルフも義ぎ理りを忘わすれないでくれている」

「わかってるよ。連中もおまえを手伝っているんだろう、ナサ？　まったく、友達は選ばなきゃいけないな！　でないと年をとってから苦労する」

　ひとしきり笑ったあと、マノスは真しん剣けんな表ひよう情じようへと切り替かえ、いった。

「おまえも例外じゃないよ、ナサ。男がひとたび心に決めたことについてああだこうだいっても意味がないのはわかってるが、ともかく、命を惜おしんだほうがいい。店にはずいぶんかわいい女じよ性せいを同どう伴はんしたそうじゃないか」

「したな、確たしかに」ゴローズはうなずいた。「けれど、まだそういう関係じゃないよ」

「まだ、ということはそうなる可か能のう性せいがあるということだ」マノスはいった。「ナサ、可能性があるうちは命は大事にしなければならない。少なくとも無む駄だ遣づかいだけはよせ。人間、としをとればとるほど友人をつくるのは難むずかしくなる。そして俺は金のからんだ付き合いばかりが増ふえて──あまり友人が多いほうじゃない。だから、減へると困こまる。ロルフたちだって同じだ。おまえさんの、その、まだ、という相手も同じ気持ちだろう。過すぎたことは過ぎたことなんだ。月つき並なみだが、いつだって昨日よりも今日、今日よりも明日が大事だ。おまえさんにとってもそれは同じはずだよ」

　いいたいだけいってしまうとマノスはさっさとその場を離はなれてしまった。封筒をしっかりと抱かかえこんだゴローズは友の後ろ姿を見送ったあと、人ひと影かげのない公園をみまわし、ぽつりとつぶやいた。

「僕も同感だ、友よ」

　ナサニア・トルガ・ゴローズは冬空をみあげた。そこにある二つの輝かがやきと抜ぬけるような青空はうっとうしさをおぼえるほど清すが々すがしかった。

　ゴローズは想そう像ぞうした。たとえば祖そ父ふが、あのサンバーノ伯はく爵しやくが密ひそかに望んでいるようにただの軍人として王国に仕つかえ、いつか次のサンバーノ伯となる自分。マヤを、あのかなしいまでに純じゆん粋すいな娘むすめを心の望むままに受け入れ、共に人生をあゆむこと。

　それらはすべてはけっしてかなわない夢ゆめではない。いや、自分が望んだその瞬しゆん間かんから実じつ現げんするだろう。手の中にある、現実そのものといってよいものなのだ。

　ゴローズは苦く笑しようを浮うかべた。何かが見えた気がした。それは人並みの幸せを受け入れている自分の姿であり、幸福ではち切れそうな表情を浮かべて寄より添そうマヤの姿であり、二人の間に生まれた子こ供どもを、愛あいらしい曾ひ孫まごを抱だいて笑えみくずれるあの厳きびしく優やさしい祖父の顔だった。

　が……過ぎ去った日々が手の届く幸せを受け入れる邪じや魔まをしていた。あの楽園のようなトルガの村。父と母の姿。最後のお弁べん当とう。スフィアたちを奪うばったなにものか。

　なによりも、まるで誰だれかにあつらえられたような幸せに浸ひたることがひどく気に入らなかった。まるで自分が命あるものではなく、薄うすっぺらな書き割わりのようにおもえてくるからだった。たとえどんな苦しみを味わうとしても、自分で決め、自分でおかした過あやまちの結果としてもたらされたものであれば、せめて立ち向かう気分だけは抱いだける。ナサニア・ゴローズにとって重要なのはその点だった。

　人ひと気けの失うせた公園に、ゴローズの吐はき捨すてるようなつぶやきが微かすかに響ひびいた。

「だが、忘わすれるわけにはいかないのだ」
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　大テーブルには魔ま王おう軍ぐんの動向が書きこまれていた。むろん、12月10日現在でわかる限かぎりの情じよう報ほうである。

「なにも情報がない、というのがまずあやしい。奴やつめ、なにかをたくらんでいるのだ」マリウクス城じよう塞さい作戦室でグラッサーは断だん言げんした。「オノデラゴウシは、われらをどこまでも翻ほん弄ろうするつもりなのだ。そうに決まっている」

「また誘さそいだそうってんじゃないでしょうね」フェイ・マラックスが眼鏡めがねをきらりとさせながらいった。

「それはない」ウランコールがマリウクス防ぼう衛えい司令官としての立場で否ひ定ていした。「二度同じ手をしかけるほど魔王領総そう帥すいは愚おろかではあるまい」

「じゃあ、なにが目的なの？」フェイは唇くちびるを尖とがらせた。「このあいだの行動は戦時国こく債さいを売るためだったけど──今回もそれ？　それこそあり得ないとおもう」

「それはそうだ」ウランコールは同意した。「コレバーンを始めとする各国の投とう資し家かは冬を迎むかえて慎しん重ちようになっている。春になれば我わが軍の攻こう勢せいが始まるという事実をおもいだしているのだ。ただ軍を動かしただけで新たな国債購こう入にゆうに踏ふみ切るとはおもえない」

「つまりマリウクスが目的としか考えられないわ」フェイが言い切った。「こっちを引っかけて、隙すきを衝つこうとしているのよ」

「ヴィル、おまえの意見は？」ウランコールがたずねた。

「フェイと同じことを考えた」グラッサーは即そく答とうした。しかし、顔には迷まよいがあらわれていた。

「だが、どうにも奇き妙みようだ。いかに魔物どもが様々な手て管くだに長たけており、オノデラゴウシが後ろ暗い物の考え方をする男とはいえ……奴の現有兵力でこのマリウクスを陥おとす方法など考えもつかん。それにだな、前回の作戦から一ヶ月ほどの短期間でどれほどの準じゆん備びができるというのだ？　全軍をあげて、となると雪中運動会がせいぜいだぞ」

　そのとおりである。以前の巻かんでもさんざん書いたが、軍隊を動かすというのはそりゃもう面めん倒どうなもので、準備にとてつもない手間がかかるのだ。冬となればなおさらである。準備期間一ヶ月、となると雪中運動会どころか女だらけの水着大会ですら必要なものが整えられるかどうかあやしい。それが軍事的な常じよう識しきというものだ。

「まさか」フェイがつぶやいた。

「どうした？」ウランコールが厳きびしい声でたずねる。

「このあいだの作戦よ」眼鏡っ娘こ指し揮き官かんは枝えだ毛げをつまみながらいった。「わたしたち、頭から考え違ちがいをしていたのかもしれない」

「考え違い？」グラッサーも眉まゆを寄よせる。

「準備期間が短ければマリウクスには手をだせない。それは確たしか」フェイはこたえた。「でも、魔王軍のこの間の行動もマリウクス攻こう略りやくの準備行動だとしたら？」

　ランバルト王国軍武ぶ闘とう派はの双そう璧へきをなす二人の闘とう将しようはうっ、と呻うめいた。

「しかし、なにをどう準備したというのだ」と、グラッサー。

「いや、考えられない話ではない」ウランコールがいった。「あの戦いでこちらの目を惹ひきつけているあいだに、なにか準備を整えた可か能のう性せいがある」

　そんなバカな、とはグラッサーも口にしなかった。うなずいてしまいたくなる根こん拠きよがあったからである。

「オノデラゴウシ、か……」

　グラッサーは魔王領総帥の名をつぶやいた。ウランコールとフェイはうなずいた。

「あの男なら、なにを企たくらんでも不思議じゃないわ」フェイがいいきった。

　つまり彼らもシレイラちゃんあたりと同じ評ひよう価かを剛士へ与あたえているということだ。いや、シレイラちゃんよりもさらに高いかもしれない。実じつ際さいに刃やいばを交まじえ──いいようにしてやられているからである。大敗北こそ喫きつしていないものの、剛士には一度も勝てないでいるのだ。彼らのイメージに存そん在ざいするオノデラゴウシは、おそるべき敵てき手しゆそのものなのである。

　評価の高さにはもうひとつ理由がある。

「魔王領の情じよう報ほうはつかめないのか、イーサン」グラッサーがたずねた。

「無理をいうな」ウランコールは溜ため息いきを漏もらした。「いかに最重要拠きよ点てんとはいえ、所しよ詮せんここは前線にすぎんのだ。陛へい下かがウルリスへ御帰府あそばされてからはことにな」

「しかし奴やつは大きな絵を描えがくのだぞ」グラッサーは忌いま々いましげにつぶやいた。

　はい、ここ重要。つまり彼らの敵は戦場の将軍ではなく、魔王領を率ひきいる総帥だということである。すなわち剛士の発想や行動は常つねに戦せん略りやく的てきなものであるのに対して、グラッサーたちは戦せん術じゆつ的な局面での行動しか許ゆるされていない、ということだ。だからこそより詳くわしい情報が欲ほしいというわけだが……国同士の戦争である。シレイラちゃんの大戦略のもとではひとつの拠点であるにすぎない（大局的に考えるとそうなってしまう）マリウクスに最高レベルの情報がどばどばと流れこんでくるわけではないのだ。諜ちよう報ほう局きよくのエージェントたちはここにも駐ちゆう留りゆうしているのだが、彼らの集めた情報はウランコールには届とどけられない。すべてはまずウルリスに送られ、シレイラちゃんのフィルターをとおしたあと、必要だと判はん断だんされたものだけがマリウクスへ届けられるのである。無む駄だなようにおもうかもしれないが、組そ織しきというのはそのように動いている。

　グラッサーたちが抱いだく迷まよいの原げん因いんはこういう部分にあった。

　相手は巨きよ大だいな戦略でもって動いているだろうに、自分たちはマリウクスとその周辺しか見み渡わたせないのである。

「どうにもならんな」ウランコールがいった。「ともかく、可能な限かぎり手は尽つくそう」

「どうするの？」フェイがたずねた。

「警けい戒かいを強めるしかなかろう。後は……ペガサスの偵てい察さつを強化する、といったところだ。それしかできん。この間の二の舞まいは踏ふみたくない」グラッサーが応おうじた。つまり、なにもわからないから動けないので、ともかく縄なわ張ばりだけはなんとかしましょう、という消極的な判断であった。

「つまんないの」フェイがうめいた。「でも……仕方ないよね」

「イーサン、ペガサスはきちんとたてがみを立てているんだろうな？」グラッサーはたずねた。

「二個こ連隊は完全充じゆう足そくしている」ウランコールはうなずいた。一個連隊は約１０００頭だから、合計で２０００頭。大戦力であった。

「貸かしてくれ」グラッサーは即そく座ざにいった。

「全力か？」ウランコールはさすがに目をむいた。

「違ちがう、一個分隊でいい。俺おれがペガサスを扱あつかえるの覚えているだろう」

　ウランコールはおもわず苦く笑しようした。トゥーラーン近この衛え重じゆう装そう騎き士し団だんを任まかされてからは遠ざかっているが、かつてグラッサーは王国でも五本の指にかぞえあげられたペガサスライダーだったのだ。

「なにをするつもりだ、ヴィル？」彼はたずねた。

「隠おん密みつ偵察だ」グラッサーはあっさりとこたえた。「通常の索さく敵てき哨しよう戒かいではドラゴンに喰くわれてしまう。かといって大部隊で行動していては、無用の反撃をうけかねん。一番問題ないのは小規き模ぼ隠密偵察だ」

「それはかまわないが……」ウランコールは友の顔をしげしげと眺ながめた。「おい、ヴィル、まさか」

「そうだ。俺がでる」

　フェイが大きなうめきを漏らし、グラッサーをにらみつけた……



　　　　６



　ミランはむろんウルリス王おう城じよう内に居きよ室しつを与あたえられている。とりあえずは名花の誉ほまれ高きシレイラちゃんの侍じ女じよということになっているから当然である。裏うらの、そして本当のお仕事、諜報局の幹かん部ぶ局員としても王女の側そばで過すごす必要があった。あ、いままで書いた覚えがないのでとりあえず設せつ定ていを付け足しておきますが、諜報局の局長はシレイラちゃん御本人です。国法をどこまで厳げん密みつに適てき用ようするかで解かい釈しやくが違ってきますが、まあ、諜報局はシレイラ王女が趣しゆ味みで、極ごく秘ひ裏りに運うん営えいなさっておられますのでその方がなにかと都合がいい、というわけです。で、それはともかくとして。



　……12月10日の日ひ暮ぐれ時、臣民街の南の外れ近くにあるバロア小路にはほとんど人ひと影かげがなかった。寒さが一いち段だんと厳きびしくなっているため、職しよく人にんも勤つとめ人もはやめに仕事を切り上げ、家へ帰っている。すでに月々と星々に支し配はいされつつある空の下、石いし畳だたみの小路は肌はだに刺ささるほど冷たい風と、舞まい上がった雪だけがゆきかっていた。

　いや、ただひとつだけ例外があった。

　フード付きのローブをまとった人影がとぼとぼと小路を歩いている。

　フードからのぞく横顔は……皺しわ深ぶかい老ろう婆ばだ。とうに過すぎ去ってしまった人生の華はなやかな時期を呪のろうような表情を浮うかべている。眉まゆ毛げまで白くなってしまった顔は凍こおりついているようで、背せと腰こしは、重荷を背負っているかのようにきつい角度で曲がっていた。

　マッチの炎ほのおほどの暖あたたかみも感じられない小路をとぼとぼと進んだ老婆は、そこからさらに細い路地へ折れた。道というより家に続く私し道どうらしい。両りよう脇わきを塀へいに挟はさまれたそこを10メートルほど進むと裏木戸のように頼たよりない門にぶつかった。老婆は震ふるえる手で鍵かぎを開けると中に入った。門の向こうにあった家は、石いし造づくりの、目立つところなどなにもない古びた家だった。

　扉とびらが開き、冷たい風と雪が吹ふき込こんだ。息が白くなるほど冷えている室内をよたよた歩いた老婆はキッチンの脇にある温水器と兼けん用ようの暖だん炉ろに薪まきと焚たきつけを放り込み、火を点つけた。

　そのままリビングへ向かう。が、そこはリビングと呼よぶには余あまりにも寒々しい場所だった。家具といえそうなものはベッドと兼用らしいマットレス、ブランケット、そしてほとんど使われている様子のないジンビューワーがあるばかりだ。

　暖炉から床ゆか下したにダクトが通されているため、部屋はすぐに暖まりはじめた。と、マットレスに腰を下ろしていた老婆が立ち上がった。年ねん齢れいに似に合あわぬ、機き敏びんな動作である。

「んっ」

　声が漏もれた。曲がっていた背中と腰がコキコキと音をたてて伸のび、ややえびぞった位置で止とまる。

　ローブを脱ぬいだ。

　あらわれたのは老いた肉体ではない。新雪よりもさらに白い、青白いとすら言えるみずみずしい肌はだである。

　首から、なにかをおさめた古びた守り袋ぶくろがさげられていた。

　胸むねと腰には、布ぬのがきつく巻まかれている。

　両手が素す早ばやく動き、布が外された。たっぷりとした量感を持つ乳ち房ぶさがまろびでる。つんと上を向いた尻しりがきゅっとえくぼをつくった。

　左手が髪かみに伸び、引っ張る。すべての毛が抜ぬけ……いや、カツラだった。その下からあらわれた頭は一本の毛もない。つるつるにそり上げられている。

　右手は皺の深い顔をもんでいた。数分、そうしているうちに、眉毛や睫まつげが落ち、皺や染しみが消えてゆく。

　数分後、そこにいたのは、見事な張はりの乳尻太ふと股ももを持つシレイラ王女直ちよく属ぞくのくのい、あわわ、諜ちよう報ほう局きよく破は壊かい班はん員いん、ミランであった。

　が、不思議なことに顔立ちが……はっきりしない。

　いや、目があり、鼻があり、唇くちびるがあること、そのすべてが魅み力りよく的であるという「感じ」はする。しかし、はっきりと見て取ることができない。眉毛や睫を含ふくめたすべての体毛が剃そられていることも影えい響きようしているだろうが、それだけが理由ではない。顔立ちをあいまいに見せるなにかの力が働いているのだ。おそらく、彼女を良く知っている誰だれがみても……たとえシレイラちゃんでも、彼女がミランだとはおもわないだろう。

　全ぜん裸らのままバスルームへ向かったミランは鏡の脇に置かれた箱を開けた。中には薬くすり瓶びんらしいものが納おさめられていた。中を探さぐり、一本に目をとめる。

「今日は、これにしておくか」

　傷きず薬ぐすりのラベルが貼はられている薬瓶には、とろりとした乳にゆう白はく色しよくの液えき体たいが入っていた。

　すでに沸わいていた湯で身体からだを洗あらう。熱い湯に肌はだを打たせながら、布でしめつけたおかげで痺しびれている乳房と尻を丁てい寧ねいにマッサージする。指の刺し激げきを受けた乳首が硬かたくふくらんだ。

　ミランは曇くもった鏡をタオルでぬぐい、のぞきこんだ。

「くっ、意味はないか」

　と、苦く痛つうの呻うめきとも笑いともつかぬものを漏らし、目をそらした。

　薬瓶をとり、蓋ふたをあける。

　中の液体を手に垂たらす。

　ねばねばと、糸すら引いているそれを良く伸ばし、剃り上げた頭から順に塗ぬり込んでゆく。

　液体を塗り込まれた肌はだは溶とけるように濡ぬれ光り、甘あまい芳ほう香こうを発した。

　蠱こ惑わく的な香かおりでバスルームを満たしながらミランはさらに液体を塗り込み続ける。

　ぬちっぬちっと濡れ粘ねばった音を立てながら乳房を揉もむ。そこはすでにはち切れそうなほどに皮ひ膚ふが張りつめ、内部には熱が溜たまっていた。くびれた胴どうを優やさしく撫なで、張り切った太ふと股ももをぬらぬらと光らせてゆく。最初は規き則そく的だった呼こ吸きゆうはだんだんと乱みだれ、はっ、あっ、と喘あえぎが混まじり始める。美しいが冷たくもあった肌が上気し、血の通った白さに満たされてゆく。

　薬瓶に残っていた最後の液体を両手に拡ひろげ、身体の前後から濡れ光る両りよう脚あしに挟はさまれている熟うれた花と蕾つぼみへ、のばした指を突つき入れた。

「はむっ、んっ、はっ」

　ずぅん、と前後から突き上げるような衝しよう撃げきに見み舞まわれた美身が小こ刻きざみに震え、脳のう天てんに熱い槍やりの穂ほ先さきが突き刺さった。耐たえきれずに膝ひざを折り、バスルームに腰を落とす。そのとたん、指がさらに深く潜もぐり込み、意い識しきが白熱する。

　ミランは高く細い声をあげながら全身を痙けい攣れんさせた。

　ようやく立ち上がることができたのは15分ほどあとのことであった。

　バスタブの縁ふちに手をつき、ぬらぬらと濡れ光る身体を立ち上がらせる。

　再ふたたび、鏡をのぞきこむ。

「ふっ……こうして初めて、か」

　そこには、乳白色の肌、プラチナブロンドの眉まゆ毛げと睫を持つ美女が映うつっていた。面おも立だちにさほどの変化はないのだが印象がまったく違ちがう。まったくの別人としか思えない。

　これがミランの特とく技ぎなのだ。各種族の特とく性せいにあわせて生成される人じん造ぞう血液……ホワイト・ブラッドにいくつかの薬品を加えた液体を用いることで、人族はもちろん、人に近い大きさ、姿形の種族そっくりに変身できるのである。

　シレイラ王女が諜報局破は壊かい班員と呼よびたがるのも冗じよう談だんとばかりはいえない。見かけを自由に変えられるミランは、これまで、なんども単身敵てき地ちへ潜せん入にゆうし、王女の命令どおりに三つの任にん務むをこなしてきた。

　情じよう報ほう収しゆう集しゆう、施し設せつの破壊、そして暗殺である。

　情報収集の場合は、わざわざ変身することは少ない。さきほどまでのように、簡かん単たんなメイキャップだけで老ろう婆ばなどに姿を変えてしまえば済すむ。だが、ターゲットへ接せつ近きんしなければならない施設破は壊かいと暗殺では、変身が大いに役立つ。たとえ現げん場ばで姿を目撃されても、脱だつ出しゆつする際さいにまた姿を変えておけばいいからだ。いや、むしろ現場ではっきりと姿を見せておいた方が、後のち々のち安全に脱出できる可か能のう性せいは高くなる。

　だからこそ、こういう時間を持たなければ身が保もたない。というより心がたもてない。ここのところシレイラの命令であちこちへ出かけていたから、なおさらだ。

　身体を拭ふいたミランは髪かみを整えようと全裸のままリビングへ戻もどりかけ──はっと身み構がまえた。そこには、人の気配があった。

　ちりん、と鈴すずが鳴った。

「ここがあなたの隠かくれ家がというわけね。スパイというのは誰にも教えない安全な場所セーフ・ハウスを必ずつくるというけれど、本当だったんだ」

　可か憐れんな声がいった。声の主は──天抜高校女子制せい服ふくを身につけた少女だった。艶つややかな黒髪を、ポニーテールにしている。

　ミランは微かすかに眉を寄よせた。

「本当に邪じや魔ましちゃったみたいね」朧おぼろ野のほのか、小野寺剛士がその名で記き憶おくしている少女は微笑ほほえんだ。「ま、隠れ家に無む断だん侵しん入にゆうされては仕方がないか」

「ここで何か用が？」ミランはたずねた。彼女と『ほのか』の関係は対等どころではなかったが、ことさらにはいつくばってみせる間あいだ柄がらでもない。そうまでしてお互たがいの関係をとりつくろう必要がないからだった。

「まあね」

「しばらくは様子見だと言っていたはずよ」

「つくりものばかりの場所で過すごしていると、原生林を眺ながめてみたくなるもの」ほのかは眉をあげ、ミランをみた。「服を着てもいいのよ」

「ここでは着ない。そうしたくないから。いつもそうしている」

「理由は……同じね」なにがおかしいのか、ほのかは咳せきをするように笑った。「世界、世界、世界……いろいろな場所。ここでは努力と友情と勝利がワンセットで、あそこでは見え透すいた青あお臭くさい諦てい観かんが人生観だということになっている。悪役はどこまでも悪役で、悪役だからこそ倒たおされるべきで、どれだけ悲ひ惨さんな死に様をさらしてもいい。もちろん悪役だから。まるで初めて口くち紅べにをつけた娘むすめみたい。唇くちびるいっぱいに容よう赦しやなくべったりと塗ぬり立てることだけが自分を魅み力りよく的に見せる方法だと信じている。つきあいきれない」

「なにがいいたいの？」

「なにもいいたくなどないわ。わたしは待っているだけ」ほのかは溜ため息いきを吐ついた。

「なにを」

「なにかを」

　ほのかは暗い微び笑しようを浮うかべた。

「わたしは気づいたら存そん在ざいしていた。すべての世界の外にいた。理由？　ばかばかしい」



    

  
    
      　ミランは肩かたをすくめた。

「そうかしら？　行動を起こすためには理由が……動機が必要だと思うけれど」

　ほのかは楽しげに笑った。

「どんなことにも理由がある。どんなことでも説明がつかなければならない。そういいたいわけね。たとえばわたしという存在は重要だから、誰もが納なつ得とくできる理由を持っていなければならない、と」

　笑いをおさめた彼女は吐はき捨すてるようにいった。

「おめでたいわ。なんて幸せな思いこみ！　自分の周囲を見回してごらんなさい。そこに存在しているすべてを説明できる？　できるはずがない」

「その必要を感じないから」

「そうでしょうね。きっとそう。でも、そうであるならば、誰もがもっとも重要な疑ぎ問もんに対する解かい答とうを持っていることになる。意い識しきあるものは──別に人間といってもいいけれど──なぜ存在しているの？　その理由は？」

　ほのかはちゅっ、と唇をすぼめた。

「生きているから」ミランは答えた。「日々を生きるからこそ、自分はそこに存在する」

「そのとおりね。いい答えだと思う」ほのかは素す直なおにうなずいた。

「我思うコギト・、故に我在りエルゴ・スム──そういうことよね。眠ねむるのは少しのあいだ死ぬこと、という言葉もあるから、まさにそうかもしれない。でもね……それではなにも説明したことにはならない。結局、ただそこに存在する、という事実を別の表現で述のべているだけ」

「科学の否ひ定ていをしたいの？」ミランはいった。「まあ、ブラントラントでは魔ま法ほうも科学の一種だけれど。いや、その逆ぎやくかもしれない」

「説明と理由を混こん同どうしているわ」ほのかはこたえた。「いいえ──わたしの言葉も悪かった。理由というより根元的な意味ね。たとえば宇う宙ちゆうがひとつの爆ばく発はつで生じたとする。その原げん因いんや過か程ていを解とき明かすことは素す晴ばらしいことよ。なによりも知的ゲームとして。でも、意味だけは説明できない」

「当たり前よ。大たい抵ていの知ち性せいある生物にとっては、宇宙の始まりより恋こいの終わりについて知ることの方が大事なのだから」

　ほのかは目を丸くし、それから嬉うれしそうに手を叩たたいた。

「名言にきこえたわ、今の。つまりあなたはすべてを説明してくれたわけね。なにもかもが、意味もなく始まった、ということ。つまり、なにかがそこに存在することについて意味なんてありはしない」

　ほのかは哀かなしげな表ひよう情じようを浮かべた。

「どうでもいいこと、くだらないことに意味をもとめる者たちはその点について考えたことがあるのかしら、自分の言葉をもちいてそれを表ひよう現げんできるのかしら。できるはずがないわね、絶ぜつ対たいに。自分という存在の本ほん質しつ、自分の存在にはなんの意味もないという現実に触ふれることがおそろしいからこそくだらないことを──愚ぐにもつかないことの説明や理由を気にしてごまかしているのだから。こんなに難むずかしいことを理解できる自分には生きる意味がある、って。凄すごいわ、知識そのものに意味があると誤解できるなんて。そうなれたら幸せでしょうね。カタツムリが幸せだというのと同じ意味で」

　いいきった彼女の表情はおそろしいほどに暗かった。見かけは17歳さいの美少女でありながら、もう百万年も生きてきた人のように見えた。いや、実じつ際さいに彼女は百万年を、それ以上の時間を生きてきたのかもしれなかった。

「わたしにはひとつわかったことがある」ほのかはいった。「それはね、物事には万人に納得のゆく意味や理由なんて存在しないということ。せいぜい、誰かにとって都合のよい解かい釈しやくが存在するだけなのよ、すべてには。だから」

「生きとし生けるものはすべからく争わねばならない。すべての物事について、自分に都合のよい解釈があてはめられる環かん境きようを、いや、世界をでっちあげるために」ミランがぽつりと口にした。

「そう。滅ほろびの時がくるまで、永えい遠えんに」

　ほのかは、んっ、と子こ猫ねこのように背せを伸のばした。

「いい加か減げん嫌いやになってくる。滅びることもできないわたしはどうなるの？　永遠に争い続けなければならない、ということかしら？　わくわくしちゃう」

「そうまでおもっているのならば……」そこまで口にしてミランは暗い微笑ほほえみを浮うかべた。「なぜなの？」

「なに？　もしかして剛士のこと？」

「……そういってもいいわ」

「どうしてかな」ほのかは微笑んだ。

「おもしろいから、かも。特別とまでいっていいのかどうか、ともかく剛士は楽しいわ。彼はもともと正しさなど信じていないから。その場その場で、自分が楽しく、いいえ、とりあえずは納なつ得とくして過すごせるかどうかを重じゆう視ししている。まるで──そう、まるで、自分が本質的には無意味な存そん在ざいであることを知り抜ぬいているかのように。はじめてよ、そんなひと」

　ほのかはあいかわらず微び笑しようを浮かべていた。完かん璧ぺきな美少女が浮かべるこれ以上ないほどの微笑み。まるで虚きよ無むそのものだった。

「おそらく彼にとってもっとも納得のゆく行こう為いは、哀あわれななにものかを救うということでしょうけれど、きっと、心の奥おく底そこではそうした理由付けを求めることすら恥はじているわ。他人を助けることに満足を得ようとする自分が恥ずかしくてならないはず。このあいだのことでわたしにはわかったの。小野寺剛士こそは恥はじを知る男よ。彼には、善よき行いにともなう押おしつけがましさにすら耐たえられない部分がある。なぜだかわかる？」

　ほのかは夢ゆめ見みるような表情になった。

「彼はただの人間として生まれた。いうなればそれが彼の罪つみだった。なぜなら、人間であるからこそ、ただの生物として理由もなく生き残るさだめを背負っていたから。そして彼はたった17年の間に知り尽くしてしまった。この世には本当に大事なものなどなにもないこと。たとえばね、彼の生まれ育った世界では平和こそ素す晴ばらしいものといわれていたわ。確たしかにそうなのかもしれない。いえ、そのはずよ」

　ほのかは両手をひろげた。

「でも、その素晴らしい平和は彼になにを与あたえたのかしら？　意味もなく差別される毎日よ！　彼は見かけが貧ひん相そうだからという理由だけで周囲から差別された。わかる？　どんな人種に属ぞくしているのか、どんな社会集しゆう団だんに属しているのか、ではない。それ以前の問題なのよ。存在そのものとして差別されたの。彼が生きている意味はあっさりと無む視しされたのよ！」

　ほのかは薄うす笑わらった。

「そして平和とかいうものは彼に、すべての差別に耐たえられたなら、明日も朝日を拝おがむことができるという環境を与えた。もちろんわかっているわ。一晩ばん中砲ほう撃げきを浴び続けたり、治りようのない病に冒おかされて日々を過ごすよりは安全だということは。満足しろ、日々に不平不満など抱くな、なぜならばおまえは今日一日を生きたではないか、というわけ。つまり彼は日々自覚するしかなかったのよ。病を患わずらっているわけでもなく、戦場で恐きよう怖ふに震ふるえているわけでもないのに、自分はただ生きているということ以外になんの意味もない存在だということを」

　ミランが溜ため息いきとともに口を挟はさんだ。

「ほとんどの生物がそうじゃないかしら──そして、そのことを有あり難がたく思っているのでは」

「そうね。そうあるべきだと考える者もいるでしょう。それを否ひ定ていするつもりはないわ。個こ人じんの自由だもの。でも」ほのかは祈いのりを捧ささげるようにほっそりした指を胸むねの前で組み合わせた。

「剛士には無理。絶ぜつ対たいに無理よ。だって、彼は知ってしまったのだもの。ブラントラント、この戦争のおもちゃ箱のような世界の方が、よほど張はりのある毎日を過ごせることに。自分がこのうえなくおそろしいもの、呪のろわれるべき戦争について、自分が常じよう人じんのはるかに及およばない才さい能のうをもっていることに。だったら彼はどうしたらいいの？　たとえばいつの日か故ふる郷さとに帰って、戦争に役立つ才能を平和の中で活いかせ、とでも？　不ふ可か能のうだわ！　平和こそが剛士を差別していたのよ？　ならば、剛士の存在や能力を受け入れるはずがない。わからない？　平和とかいう大事なものが剛士のような存在を受け入れるためには、彼を戦争の時は役に立つ男だと、つまり戦争そのものを肯こう定ていしなければならなくなるのよ。善によって肯定される悪というわけ。矛む盾じゆんどころの話じゃないわ。いいえ、真実かも。誰かを不幸にしてこそ自分は幸せになれる、ということなのだもの」

「小野寺剛士はそのことに気づいている、と」

「わたしが口にしたような言葉ではないでしょうけれど。だからこそ彼は苦しんでいる。戦争が楽しいとおもえる毎日、以前の、平和のなかでの差別よりも素晴らしいとおもえる現げん実じつに。だから彼はわかっているはず。結局のところ正せい義ぎだなんてものは、その方が自分には都合がいい、という態たい度どを言い換かえただけに過ぎないと。仮かりに人じん権けんなどというものがあるとするなら、それが自分に与えられるのは、平和の下での差別に甘あまんじているあいだだけだ、ということに」

「不幸な人ね」

　ミランの言葉にほのかは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「ありがとう。まるで子こ供どものようだ、とか、似え非せ精せい神しん分ぶん析せき風のわかったような人間観察を持ちだしていたら、あなたのことを消していた。さすがのわたしもあなたを殺すことはできないもの、ね？　あれは結局、自分を他人の高みにおくために用いられる差別化の技ぎ法ほうでしかないのだから。いかにももっともな言葉を並ならべ立てたところで、要するになにを口にしているかといえば、あまりにも愚おろかなこと。自分はこいつより頭がいい、こいつよりエライ──それだけ。最低よ。自分が愚かであることを自分で認みとめられないなんて」

「あなた自身も？」

「無数の世界を積み木のように組んだり崩くずしたりしているあいだに、自分の愚かさに気づかなかったとおもうの？」ほのかは嘲あざけった。「たっぷりと味わったわよ、それはもう。だから期待しているの、剛士には。要するに彼は、ただ生きようとしているだけだから。もちろん、全ぜん智ち全能を振ふり絞しぼって。そこが素す敵てき。わくわくするぐらい」

「……滅ほろぼしてくれるかもしれないから。最強無む比ひの存そん在ざいであるあなたを」

「それは無理だとおもう。でも、期待せずにいられないの。たしかに剛士はわたしを好きにはなってくれないかもしれない。受け入れてくれないかもしれない。理解してくれないかもしれない。けれど──」

　朧野ほのか、すべての連続体の中で自由に振る舞まう力を持った、意味も理由もない『存在』は心からの願いとともにつぶやいた。

「敵としては認めてくれるかもしれない。人であるがゆえに生きている自分がようやく見つけ出した楽しさを邪じや魔まする敵として」

　ちりん、軽やかな音が響ひびいた。

「あら」ほのかはつぶやいた。心なしか、嬉しそうであるようにミランには見えた。

「ふーん」瞼まぶたを閉とじたほのかは楽しげな微び笑しようを口元に刻きざんだ。

「なるほどね。さすが剛士。ああ、あなたってなんて素敵なのかしら」



　　　　７



　午後の日差しが重なってさしこむ純じゆん和風の一六畳じよう間まに奇き妙みような音が寄よせては返していた。音おん源げんは部屋の真ん中に緊きん張ちよう感のカケラもなくひっくり返った、ついつい川をさかのぼってしまったためお家うちに帰れなくなってしまったアザラシのごとき物体からである。

「剛士様……まあ」

　軽やかな鈴すずの音とともに部屋へ入ってきたスフィアは慌あわてて口を押おさえた。広い部屋の真ん中で丸まって眠ねむりこけている剛士を見つめ、微笑みを浮かべる。

　ちょっと午後の休きゆう憩けい、と執しつ務む室しつからこの部屋へ引きあげた魔ま王おう領りよう総そう帥すいがなんともうしましょうか、人間的に純じゆん粋すいな部分を剥むきだしにして眠りこけている原げん因いんについて彼女に疑ぎ問もんはなかった。

　疲つかれていて当たり前なのだ。今日はあの秘ひ密みつ作戦室によりぬきのスタッフを集めてから三日目である。その間、剛士はずっと寝ねていない。いや、眠れないのだ。立っているのも辛つらいほど疲れ切っているくせに布団ふとんに入ると瞼まぶたが落ちてくれない状じよう態たいだったのである。いまはようやく体力が限げん界かいに達し、瞼が落ちてくれたということだろう。

（剛士様は、いつもそう）

　スフィアはおもった。彼女の知る小野寺剛士はそうなっても不思議ではない少年である。もともとひどく気が小さいし、なにより、周囲の者たちに気を使いすぎる。

　最近でこそいかにも国家指し導どう者しやという態たい度どもとれるようになりつつあるが、１６０センチに達しないちんまりころころとした身体からだに収おさまっている小野寺剛士という人じん格かくにとってそれはひどく辛いことのはずだった。

　本当ならば（いいや、これ以上ない幸運に恵めぐまれることができたなら）、田舎いなか町の片かた隅すみではきはきした性せい格かくの十人並なみぐらいの外見を持った女性と結けつ婚こんし、大学で少し勉強したあと地方公こう務む員いん試験のあまり難むずかしくないやつにとりあえず合格して、役所の目立たない部ぶ署しよに勤つとめながら子供の二、三人でもこしらえるのがお似に合あいの性格なのだ。そしてそんな暮くらしの中でこそ剛士は心安らかに日々を過すごすことができただろう。

　しかし彼はいまブラントラントにいる。魔王領総帥となっている。全すべての魔族を従したがえる者として、性格に見合った生活を送っていればゲームや日にち常じようの人付き合い、そして飯田のような、時たま訪おとずれる日常的な危き機きのためだけに使われていただろう眠っていた才能を全力運転させている。いや、させなければならないのだ。

　たしかに、そうした日常が剛士を急速に成長させつつあることにスフィアは気づかざるをえなかった。

　剛士は変わっている。セントールの戦場に放ほうり出されて漏もらしてしまった日は遥はるかな過か去このようにすらおもわれるほどにだ。いまの剛士は文字通り魔王領の総すべてを担になっていた。そして、自分ができるすべてを……時にはできないはずのことにまで責せき任にんをとるつもりになっている。彼女を複ふく雑ざつな気分にさせてやまないアーシュラやフィラとの関係も同じところに根があるはずだった。けしてそのまあ、美人のお姉さんがさあどうぞとおっしゃるから、そりゃどうもいただきます、という男子としての素直な反はん応のうばかりではない。少なくともスフィアはそう受け取っている。

　よくも悲鳴を上げずにいられるもの。

　正直なところ、最近のスフィアはそうしたおもいすら抱いだいている。いかに魔王領すべてのバックアップがあるとはいえ、剛士という個こ人じんが急に変わることができるはずもない。それなのに、ブラントラントへ来たほんのわずかな時間のあいだに、彼の能のう力りよくや物の考え方……知性や理性や悟ご性せいといったものを掛かけ合わせた、総合的な人格と呼よぶしかないものは急きゆう激げきな成長を示しめしているのだ。

　もちろんその原因はいまさら問うまでもない。戦争だ。魔王領と戦争のすべてを背せ負おっていることだ。それが、学校での苛いじめから生き残るためにはねじくれなければならなかった少年をブラントラント有数の軍事的才能、国家指導者に仕立て上げようとしている。

　それがどれほどのストレスを剛士の精せい神しんにもたらすものか、スフィアはそら恐おそろしくなることがあった。百円ショップで買った皿に盛もられた有名シェフの料理というか、家や賃ちん三万八千円の四畳じよう半はんに据すえられたスーパーコンピュータというか、ともかくとんでもなく違い和わ感を覚えるものであることは確たしかなはずだった。かててくわえて、どう見ても剛士は戦争が嫌きらいだし、まあぶっちゃけた話アレですが、努力だの研けん鑽さんだのという行こう為いが好きだともおもえない。毎日のんびりだらだらと過ごしているのがお似合いなのである。

　剛士の傍かたわらにそっと膝ひざをついたスフィアは天抜高校女子制せい服ふくのブレザーを脱ぬぎ、そっとかけてやった。そのまま座すわり込こみ、そっと見つめる。

　微び笑しようが消え、眉まゆが曇くもった。剛士の表情が原因だった。

　小野寺剛士の寝顔は安らかさとはほど遠かった。この世のすべての苦く悶もんを背負ったような顔で彼は眠っていた。

「剛士様……」

　スフィアはおもわず呟つぶやいた。呟かずにはいられなかった。そっと手をのばし、そこに浮かぶ苦悶を消し去ろうとするかのように彼の顔を撫なでた。

　突とつ然ぜんのようにわき起こるものがあった。

（同じ、なのだ）

　彼女はおもった。

（剛士様はわたしと同じ）

　与あたえられたさだめ。そこから逃のがれられぬこと。確かにその意味において、二人の立場はよく似ていた。同じコインの裏うら表おもてといってよいかもしれなかった。

　知らず知らずのうちに手へ力が入ってしまったらしい。剛士がびくり、と震ふるえ、ぱちりと目を覚ました。なにかを警けい戒かいするかのように、勢いきおいよく上半身を起こした。

「ほの……」剛士がつぶやいた。

「あ、申しわけありません」スフィアはあわてて詫びた。

　剛士はこたえなかった。まるでまだ眠ねむりのなかにあるかのようにぼんやりと彼女を見つめている。

「あの、剛士様」スフィアはいった。「お布団ふとんを敷しきますから……」

　しかし剛士はそれにこたえず、彼女へにじりよった。そしてそのまま寝ねぼけた顔をブラウスを盛り上げている胸むねへ、その完かん璧ぺきな形けい状じようを保たもつためになにも必要とはしない部分へ埋うめるように押おしつけた。

「あっ」

　唐とう突とつそのものの行為にスフィアはおもわずおののきの声を漏らした。我わが身みを庇かばうようにすくみかけた身体からだから緊きん張ちようが消え失うせたのは、剛士がそれ以上なにもしようとしなかったからだった。彼は、浅あさ黄ぎ色の髪かみをもった美少女に頭を預あずけるという不自然な姿し勢せいのまま全身を脱だつ力りよくさせていた。

　硬かたく張はった乳ち房ぶさをやんわりと変形させている剛士の頭に圧あつ倒とうされるようなものを感じたスフィアだったが、やがてそっと手をのばし、横よこ抱だきの形で彼を抱かかえてやった。剛士の吐と息いきが布ぬの地じを通り抜ぬけ、肌はだを直ちよく接せつ熱くしていた。

　剛士の喉のど奥おくから感かん謝しやするような呻うめきが漏れた。

「……もっと……でも、いいのですよ」スフィアは胸の高鳴りをはっきりと意い識しきしながらいった。

　剛士の頭がいやいやをするように動き、くぐもった声がきこえた。

「……いまは、これ以上できない」

「どうしてですか」

「……みんな大変だから」

　スフィアは瞼まぶたを閉とじ、深い深い溜ため息いきを漏らした。

「なぜ、いつも」

　彼女はさらにしっかりと剛士を抱え込んだ。

「どうしてそこまで無理をなさろうとするのです」

　剛士はううっ、と呻いただけでなにもこたえなかった。自分でもわからないのだろうとスフィアはおもった。

「いままでの人たちも」しばらくして剛士はようやくいった。「そうしてきたんだし」

「それでは理由になりません」スフィアは彼の頭を撫でた。「剛士様は剛士様です。それに……」

　剛士の瞳ひとみだけが彼女の顔を見上げた。

「剛士様ほど、魔ま族ぞくを信じ、愛されている方はいらっしゃいませんでした。あの田中陛へい下かでさえ、最初のうちは苦労されていたのです」スフィアはしっかりと視し線せんを交こう錯さくさせながらいった。

「どうして……なぜですか？　なぜにそこまで？　以前にどなたかから教えていただきました。剛士様のチキュウでは、魔族は呪のろうべきものだったのでしょう？　それなのになぜ？　どうしてそんなにもあっさりと、同じ人族を敵てきとして、魔族に味方できるのですか」

　またしばらくの沈ちん黙もくがあった。剛士は微び動どうだにしなかった。迷まよっているのかしらとスフィアはおもった。

　もごもごと聞き取りにくい声が聞こえた。

「……だから」

「え？」スフィアは再ふたたび彼と視線を合わせた。

「僕ぼくは、嫌きらいだった」剛士はいった。「ファンタジーではいつも見かけの悪い連中が悪者だった。で、正しいことをする奴やつらは立りつ派ぱな鎧よろいを身につけて、もの凄すごい剣けんを提げて、美男美女で……」

「おはなしですもの、その方がいいのでは」

「僕は見かけが良くない。立派な鎧や剣も似に合あわない」剛士はいった。

「それに……どうして悪者の見かけは必ずひどいのか、よくわからない。そりゃ、僕の故ふる郷さとにだってひどい奴はいたさ。でも、本当にひどい奴は醜くなんかなかった。いい生活をして、美男美女だったり色々な力を持っていたりして、勉強もできて──僕のような人間を見下していた。まるで虫をみるように」

　剛士はスフィアへすがるように抱きついてきた。

「だから、天抜に住んでいる頃ころも、ファンタジーとかは嫌いだった。ドワーフとかが悪者だったりすると特に腹はらが立った。身体が小さくて、目鼻立ちがぱっとしない連中──それがどうして悪いんだ」

　剛士の身体に力がこもり、スフィアを押し倒たおした。

「あっ」

「なんで悪いんだ」彼女を組くみ敷しくような姿勢になった剛士はいった。「見かけが悪いだけで卑いやしくていじけているに違ちがいないと決めつけられて、力の強い、見かけのいい奴らから苛いじめられて、それが当然だと思われていて──どうして、どうして？」

　剛士の声は悲鳴のようだった。

「学校には僕と似たような奴がいた。隣となりのクラスだった。身体が小さくて、勉強が得意じゃなくて、気の弱い奴だった。でも、悪い奴じゃなかった。笑え顔がおが良かった。すごく遠えん慮りよがちで、何を喋しやべるわけじゃないけれど、人の話をきいて嬉うれしそうにうなずける奴だった。そいつがどうなったと思う？」



    

  
    
      　スフィアはただじっと剛士を見上げた。彼の瞳には追いつめられた獣けもののような光があった。彼女は魔ま王おう領りよう総そう帥すいが誰だれにも話せないことを自分にだけ話していることを知った。たった二人の部屋で、レイプでもされかけているように組み敷かれているにもかかわらず、胸むねの中から熱いなにかがわきあがってきた。

「退たい学がくになったんだ。学校を」剛士は言った。「担たん任にんの教きよう師しを殴なぐった。でも理由がある。スポーツ万ばん能のうで、どんな時も運動部の上下関係のような物の見方しかできなかった担任が、そいつを嫌っていたんだ。ひょろひょろとした、なんの取り柄えもない、情なさけない奴だって。二年生がはじまってすぐ、校門で服ふく装そう検けん査さをしていた担任は、そいつの姿を目に留とめるなり呼よびつけて怒ど鳴なりつけた。理由はなんだとおもう？　制せい服ふくの、襟えりホックが外れていたからさ。それだけだ。そんなバカな話があるか！　もうすぐ17歳さいになろうかという男が、人前で、たかだかホックが外れていただけのことで怒鳴りちらされるなんて、ふざけている。せいぜい、おい、外すな、ぐらいでいいだろう？　それなのに担任は15分以上もそいつを怒鳴っていたんだ。なぜかといえば──そいつの見かけが悪いからだ。担任の目からみて、まもとな人間に見えなかったからだ！　それだけだ！」

　息を荒あららげて自分を見下ろしている剛士へ、スフィアはただ黙だまって見つめ続けた。

「人の多い朝の校門で恥はじをかかされたそいつは、うなだれて教室へいった。朝のホームルームの予よ鈴れいが鳴って、教師たちが廊ろう下かを歩いてきた。扉とびらを開ける音が響ひびいた直後、気弱で、おとなしくて、押しつけがましくない笑顔の似合うそいつの、すべてを引き裂さくような怒鳴り声が響いた。教師は血ち塗まみれになったよ。教師たちに両りよう腕うでを掴つかまれて廊下を連れていかれるそいつの姿を目にした時、僕は、僕は──誉ほめなければならない暴ぼう力りよくがあることを確かく信しんした。だから、だから、飯田たちには遠えん慮りよしなかった」

　スフィアはしばらく剛士を見つめ続け、そっとたずねた。

「なぜ……彼が怒鳴られていた時、剛士様はなにもなさらなかったのですか？　わたしの知っている剛士様ならば……」

　剛士の顔に、皮肉や諦あきらめといったものすら突つき抜ぬけたような表ひよう情じようが浮うかんだ。スフィアは言葉を待った。

　剛士はいった。

「僕も怒鳴られていたからさ。生徒指し導どう担任に」

　複ふく雑ざつな、あまりにも複雑な苦く笑しようを彼は浮かべていた。

「おまえは態たい度どが悪い、目つきが生意気だ。おまえ、俺おれのことをバカにしているだろう……そのとおりだったから、ただ黙っていた」

　スフィアは剛士の腕から力が抜けたことを感じ取った。

「だからさ」剛士はいった。「なんの理由にもならないし、たぶん自じ己こ満足とかなんとかくだらないものでしかないのだろうけど、だからなんだ」

　言い終えたあと、自分がなにをしていたかにようやく気づいたらしい彼は哀あわれみを覚えるほどにあわてふためいて身体からだを離はなそうとした。

　スフィアは微笑ほほえんだ。微笑んで、そっと両腕で剛士を捕とらえ、自分のすべてにそっと、しかしはっきりとした確信をもっていざなった。

　二人の唇くちびるがこれまで経けい験けんしたものとは違う熱さで何度も重ねられ、舌した同士の愛あい撫ぶが激はげしくなり、さらにその先へ進もうとした時──

　魔王城全ぜん域いきにバンシーたちの警けい報ほうが響いた。

『魔都防ぼう衛えい総隊情報！　魔都防衛総隊情報！　国こく籍せき不明の飛行物体、ワルキュラ方面に飛来しつつあり！　警けい戒かいを要す！　警戒を要す！　軍隊のみんな、お仕事！　お仕事！』



    

  
    
      
        ２　作戦名は〈メリー・クリスマス〉



      

    

  
    
      

　　　　１



　ワルキュラに向かうなにものかを最初に捕らえたのは魔ま王おう軍ぐんがセントールに築ちく城じようしたいくつもの砦とりでがつくりあげるＭＥＷＮ──魔導早期警戒網マジツク・アーリイ・ワーニング・ネツトワークではなかった。たまたま訓練飛行中だった新しん設せつの空中魔ま導どう早期警けい戒かい部隊、つまり、太りすぎでちょっと戦せん闘とう任にん務むには向かないドラゴンの背せにまたがったジョス・グレナムのいう“〝ウチのきれいどころ”〟のお一人が、たまたま感じ取った怪あやしげな精せい霊れい攪かく乱らんを報ほう告こくしたのだった。

　すべての魔導器に契けい約やく精霊が飛びこみ、婦ふ人じん魔法軍ぐん団だんのオペレーターたちが配置された中央作戦指揮ＣＯＣＣセンターに、緊きん張ちようしたハイエルフ少女の声が響ひびいた。

「脅きよう威い方向特定、脅威方向特定、ワルキュラに向かいつつある魔導反はん応のうは方位三─二─〇、距きよ離り五〇キロ、毎時八〇キロで飛来しつつある」

「数の特定はまだかにゃ」今日の当直司令であるこりゃまたお久ひさしぶりのヒュドラ──レルネー・エキドナ・テュポーン大佐、その猫ねこ頭あたまがたずねた。

「精霊攪乱はいずれも微び弱じやく。もう少し近づかなければ特定は不ふ可か能のうです」

「早期警戒網もうはなにをしていたのだ？　魔導識別圏ＭＩＺにこれほど入り込こまれるまで探たん知ちできなかったのは大失しつ態たいだぞ」誰かを噛かみ殺しそうな勢いきおいでクォルンが呻うめいた。もちろん、警報発令と同時にここへ吹ふっ飛んできたのである。

「精霊凝ぎよう集しゆう度どの低い空くう域いきを選んで侵しん入にゆうしたようですな。マリウクスから潜もぐり込むにしては妙な方角の理由はそれでしょう」振ふり返ったレルネー（学者頭）がこたえた。「そのおかげでこちらの魔導士が拾える規き模ぼの精霊攪乱がおこらなかったのでしょう──いや、それにしてもこの距離まで、というのはおかしい。なにか、われわれの知らない魔ま術じゆつを使っているのかもしれません」

「日ひ毎ごとに面めん倒どうになるだけか──くそっ、戦争も結けつ婚こん生活も同じだな！　よろしい、周辺全部隊に警戒警報……」

「お待ちください！」

　可か憐れんな声が響ひびき、何者かがセンターへ目にもとまらぬ勢いで駆かけ込んだ。おもわず腰こしの剣けんに手を当てるほどに驚おどろいたクォルンが目をやると──スフィアである。ただし、お荷物がついていた。

「閣かつ下か」クォルンは緊きん張ちよう感かんを維い持じしていいものかどうか迷まようような表ひよう情じようで敬けい礼れいした。相手は……スフィアに背負われている剛ごう士し君であった。

「う、うはは、うん」

　剛士君、背から降おりてシヴくキメようとしたものの頭がくらくらしてどうにもならず、一歩踏ふみだし、ふらふらと踊おどりかけてまたもやスフィアのお世話になった。自分の足では緊きん急きゆう事じ態たいに間に合わないと踏んで恥はじも外聞もなくスフィアにすがったはいいものの、彼女のあまりのスピードに目を回してしまったのである。

「け、警戒警報はらめらめ」スフィアに背を押さえられながら頭を押さえた剛士はいった。

「しかし、相手の意図が読めない現げん状じようでは」

「いや、うん、クォルンの方が正しいのはわかってる」気を利きかせたシルフのオペレーターが持ってきた水をありがたそうに飲んだ剛士は手を振ってゴブリン族長を抑おさえた。

「でも、まずいんだ」

　クォルンは眉まゆをつりあげかけ──その理由に気づいた。軍事的には正しくても政せい治じ的にはまずいという意味なのだ。先日、鈴木魔王記念公園での騒さわぎを剛士があえて面倒にしてしまったのと同じ理由である。実じつ際さいはそんなこと全然ないのに、魔王領は余よ裕ゆうがあるようにみせなければならないのだ。ちょっとした未み確かく認にん飛行物体を探知しただけで全軍に警戒待機を命じたり、ワルキュラ全市に空くう襲しゆう警報を出したりしてはいけないのである。誰もがちょっとアヤシイとおもっているファンタジーがそれこそ木こっ端ぱ微み塵じんになってしまう。あ、ちなみに警報は軍関係だけに流されているものなので、一いつ般ぱんの人は普ふ段だん通りの生活を続けています。

「閣下の意図は了りよう解かいしました。しかし……軍ぐん務むに関かかわるものとして意見具ぐ申しんいたします」クォルンはいった。「敵てきがなんらかの大だい規き模ぼな破は壊かい手しゆ段だんを持っていた場合、市民に大きな被ひ害がいがでることになります」

「うん、そのとおり」総そう帥すい用の座ざ席せきに腰を下ろした剛士はうなずいた。「だから、そうならないように迎げい撃げきして欲ほしい。すぐに向かえる部隊は？」

　ポニーテールがちょっとかわいいブラウニーのオペレーターが即そく座ざに報告した。

「ワルキュラ東方に訓練中のペガサス編へん隊たいがいます。第１教導空中騎き兵へい中隊の一部です。コールサイン、ブラックペガサス」

「脅威対象がなにかまだわからんのか」クォルンがたずねた。相手が何者かわからなければ、どんな部隊を迎撃に向けてよいのかわからないからだった。ドラゴンの大半が秘ひ密みつ裏りに田中さん救出作戦準じゆん備びに入っているとなればなおさらである。

「レルネー」剛士がたずねた。「当てずっぽうでいいから、教えて」

　１００個この頭が一いつ斉せいに応じた。

「おそらく何らかの魔導処しよ置ちを施ほどこしたペガサスです。北北西から接せつ近きんしてきたのは、野の良らペガサスと誤ご認にんさせようとしてのことでしょう」

「あがっているのはペガサスだけ？」剛士はオペレーターにたずねた。

「魔都防空戦竜団キヤピタル・ドラグーンの一部が離り陸りくしていますが、高度を稼かせぐのにもう少しかかります」

「少なくともその人りゆうたちが予備になってくれるわけ──だよね、クォルン？」

「ですな。ブラックペガサスを向けても手て駒ごまは残ります」

「じゃあブラックペガサスに迎撃を命令して」剛士はいった。「絶ぜつ対たい、ワルキュラ上空には侵入させないで欲しい」

「了解。伝達します」バンシーのオペレーターが水すい晶しよう球きゆうを見つめ、早口で喋しやべりはじめた。

「ワルキュラＣＯＣＣよりブラックペガサス、ＣＯＣＣよりブラックペガサス、方位三─二─〇よりわが魔導識別圏ＭＩＺに侵入した所属不明目標アンノウン・ターゲツトを迎撃せよ。当方は目標を敵てき性せいと断だん定ていした。目標は敵性である！　無警告で撃げき墜ついせよ！　繰くり返す、無警告で撃墜せよ！　なにがあってもワルキュラに侵入させるな。これは総帥特命である！」



　魔ま族ぞくの都への隠おん密みつ空中偵てい察さつ騎行を発案したのはもちろんというか当然というか、生来の積極性を取り戻もどしたヴィル・グラッサー男だん爵しやくである。むろん警けい戒かい厳げん重じゆうなワルキュラへただ送りこむだけでは無む謀ぼうというだけで、なんの意味もない。しかし彼には副ふく将しようのガルスからの進言があった。

　魔族の用いる黒くろ魔ま術じゆつは一般に人族の得意とする白魔術より多様性に富とんでいる。その意味ではひたすら強力さを追い求めたあげく長持ちしなくなってしまった白魔術より効こう果かが高い。

　とはいえ、欠点がないわけではない。

　強ごう引いんに精せい霊れいをかき集めてくる白魔術に対し、自然状じよう態たいでは効果が弱くなるのだ。だからこそ魔王軍は戦いの度たびに無数の精霊さんと契けい約やくを交かわし、その欠点を補おぎなっている。しかし、常つねにその状態を維い持じできるわけでもない。セントール全ぜん域いきというレベルで考えるならば、一時的に精霊さんの頭数──精霊凝ぎよう集しゆう度どがゼロ近くまで落ち込むことがあるのだった。それを利用しない手はないですな、とガルスは進言していたのである。

　大規き模ぼな攻こう撃げきに利用できるほどのアイデアではない。なにしろペガサス空中騎兵には限かぎられた地上攻撃能力しかなかった。載のせられる重量に限りがありすぎるのだ。武ぶ装そうした騎手一人の他には、せいぜい小型の魔導弾──魔導手球Ｍグレネードやかなり採さい取しゆ量りようが限られ、とても大量使用はできないヨウム＆カルムの樹じゆ液えきを用いた焼しよう夷い弾だんを運べるぐらいである。じゃあ二人乗りで地上部隊を輸ゆ送そうするのは……というのも現実的ではない。二人乗りにするとペガサスがあまりにも疲ひ労ろうしてしまうからだ。要するに、偵察にしか使えないアイデアというわけである。

　とはいうものの、以前ならば、おこなわれるはずもない進言ではあった。なんといってもランバルト軍は圧あつ倒とう的な優ゆう位いに立っていたし、戦せん闘とうはすべて大決戦だったからだ。自然現象としての精霊凝集度の変化は良く知られていたものの、わざわざそれを利用するほどランバルト軍は困こまっていなかったし、戦場では魔王軍が特とく殊しゆな契約精霊を投入して凝集度をあげようと企たくらむので意味を持たなかったのである。

　しかし、剛士の登場により状じよう況きようが変化した。ランバルト軍は受け身に立つことを学ばねばならなかったし、以前は『戦場』のレベルに限られていた軍事的な偵察（戦せん略りやく的な情じよう報ほう収しゆう集しゆうはまた別の話だ）をそれ以外の場所にも拡かく大だいする必要が生じていた。

　４騎のペガサスは魔族の土地を互たがいの距きよ離りを一定に保たもちながら飛んだ。その先頭を進むのはいうまでもなくグラッサーである。彼に続く三騎はマークス、それに騎士二人だった。発案者であるガルスも参加したがったが、

「おまえには、家族がある」

　と、グラッサーが許ゆるさなかった。

　実は、というかもちろん、グラッサー自身の参加についても一ひと悶もん着ちやくがあった。ウランコールとフェイが危き険けんすぎると当然の反対をしたのだ。

　むろんグラッサーがはいそうですかとうなずくはずもない。そのようなことを考えている自分について大いに疑ぎ問もんを感じてはいたものの、そのまあ、自分に一発気合いをいれるいい機会だと考えていたからである。

　しまいにはウランコールたちも折れた。グラッサーのそうした気分は彼らにも痛いたいほど感じ取れたし、〈カルネアデス〉作戦でいいようにされたマリウクス駐ちゆう留りゆう軍ぐんは積極的な行動となんらかの成果を必要としていたからである。

「それにしてもこの精霊払ばらいとかいうもの、大いに役に立ってくれはしたが……ぬるぬるしてかなわんな！」ペガサスの手た綱づなを鮮あざやかにさばきながらグラッサーは呻うめいた。

　彼の言葉通り、ペガサスにはなんつーかその、ローション……ってなんかやらしいな、じゃあベビー・オイル……これも考えようによってはやらしいけど……えーともかくぬめぬめぺっちゃりしたものが嫌いやになるほど塗ぬりたくられていた。精霊さんが嫌きらうことで知られるシュテルスの樹液である。魔王領のこれほど奥おく深ぶかくまで気づかれずに侵入できたのはガルスのアイデアとこのぬるぬるした樹液のおかげであった。なお、人間の方がぬめぬめべっちゃりにならずに済すんでいるのは、たまったものじゃないから、というのと、まあ並なみの人間の場合は精霊さんを呼よんでしまう力がおそろしく小さいからであった。

　ただし、全員が軽装──というか防ぼう寒かん具ぐにショートソード程てい度どである。ペガサスライダーの基き本ほん装そう備びであるボウガンすら持っていなかった。グラッサーなど、鎧よろいどころか聖せい槍そうキルスすら手にしていない。それはもちろん重い物を身につけてペガサスを疲つかれさせないためでもあったが、キルスのようにマスル神の祝しゆく福ふくを受けているものを身につけているとひょんなことから精霊さんが集まりかねない、という事情もあるからだった（精霊さんのなかにはマスル神関係のものを見つけるとついついちょっかいをだしたくなる人もいるのである）。それにまあ、隠おん密みつ潜せん入にゆう任にん務むの時、ガチガチの重装備で固めるスパイや特殊部隊員はいないし。

　しかしながら、その効果もそろそろ期待できなくなっている。ワルキュラに迫せまれば迫るほど精霊凝集度は上じよう昇しようしており、ワルキュラ上空は精霊さんが充じゆう満まんしているといってもいい状態であるからだった。ダイレクトな攪かく乱らんはおこらなくても、大嫌いなシュテルスの臭においだか味だかから逃のがれようとする精霊さんの引き起こす二次攪乱であたりをつけられてしまう。

「マークス、距離を開けるな！」馬上で頭を巡めぐらせたグラッサーは怒ど鳴なった。「そろそろこちらのごまかしも効きかなくなるはずだ！　散らばると、喰くわれるぞ！」

「ふっ、御ぎよ意い」

　冷たく猛もう烈れつな合成風が吹ふき付けるなか、なぜか顔の前に垂たれていた前まえ髪がみをかきあげたマークスは応おうじた。普ふ段だんより笑顔が大きいのは当然である。彼もやはり現げん場ばが好きなタチであるし──なにより、敬けい愛あいする上官が元気を取り戻しているところを目にするのは嬉うれしかった。



    

  
    
      　眼がん下かには冬だというのに穏おだやかで優やさしげなワルキュラ周辺の野が拡ひろがっている。ちらほらと家の姿すがたも見えた。周囲を油ゆ断だんなく見回し続けていたグラッサーは視し界かいに入り込こむそうしたものを即そく座ざに見分け、脳のうに記き憶おくさせながら、ふと、場違いなことをおもった。

（住むには良さそうな土地だ）

　と、おもわず感じてしまったのである。もちろんすぐに打ち消した。この“〝住むのに良さそうな”〟土地は、紛まぎれもない敵てき地ち、あのオノデラゴウシが支し配はいする土地なのだ。魔物どもの魔力によって住みやすさが保たれている場所に他ならないのだ。ランバルトが勝利を収おさめ、黒くろ魔ま術じゆつが禁きんじられた暁あかつきには、冬だというのにこれほどのどかな雰ふん囲い気きを醸かもしだす場所にはならないはずなのだ。

　グラッサーはその現実についてあえて考えなかった。考えていたら戦ってなどいられないし、なによりも彼はランバルト王国の貴き族ぞくであり、軍人だからだった。

　左前方の空に、ぽつん、と黒い染しみのようなものが見えた。

　目を凝こらす。見間違いではなかった。染みはさらにはっきりとしてくる。

「鞭むちを入れろ！」グラッサーは命じた。魔ま王おう領りようについて考えたことはすでに吹き飛んでいた。

「周囲警けい戒かいを怠おこたるな！」



　白馬ばかりのランバルト軍ペガサスとは対照的に、まだらだったり黒かったりピンクの水玉だったりするペガサスの四騎編へん隊たいに加わっている妖よう艶えんなダークエルフが馬上から報ほう告こくした。

「ブラックペガサスよりワルキュラＣＯＣＣ、当方右前方にアンノウンらしきものを発見した！　精せい霊れい攪乱が弱く数は確かく認にんできないが、大編隊ではない！」

　即そく座ざに応答があった。

『ＣＯＣＣよりブラックペガサス、アンノウンはなんらかの精霊妨ぼう害がい手しゆ段だんを使用しているものと推すい定ていされる。迎げい撃げき後、可か能のうならば当とう該がい手段の確認に当たれ。なお、撃げき墜つい地点の通報があればただちにそこへ回かい収しゆう班はんを派は遣けんする。諸しよ君くん等らの支し援えんに友軍竜多数が出撃した。安心して任務を果たされたい！』

「……って、ことみたいですけど」

　中央作戦指し揮きセンターからの返信を、傍ぼう受じゆされないようおそろしく控ひかえめな精霊波に乗せて仲間に伝えたダークエルフ魔ま導どう士し──メイム・カスターリャ少佐が茶化すようにいった。相手は編隊長騎の位置にいる馬上の女じよ性せいである。派は手で好ごのみつーかなんつーか、上から下まで純じゆん白ぱくの魔導処しよ理りした魔ま造ぞう毛皮の防ぼう寒かん着ぎで身を包んでいる。被かぶっている飛ひ行こう帽ぼうから溢あふれてなびく髪かみはプラチナブロンドであった。

「うむうむ、いいではないか」

　パイロット……じゃなくて（ペガサス）ライダー・グラスに守られたエメラルド色の瞳ひとみを輝かがやかせたフィラ・マレルは応おうじた。ちなみに、彼女のまたがっているペガサスは漆しつ黒こくで、どこかでユニコーンの血が混まじったらしくツノまで生えている。おまけに人（？）生まで踏ふみ間ま違ちがえてしまったようで、たてがみはもちろん古風なるリーゼント、顔つきは御意見無用、罵ば詈り罵詈全開、喧けん嘩か上等、天を引き裂さくいななきは『ゴッドファーザー愛のテーマパララパラパラパララララア』、という感じであった。実は魔王軍、景気が良くて入隊者の少ない時代の自衛隊のごとく、野の良らペガサスを『兄ちゃん兄ちゃん、魔王軍にはいらんか』と一本釣づりしてくるため、どうしてもこういう手合いが多くなるのである。ま、白バイ隊員に族の卒業生が多いとかいう嘘うそだか本当だかわからない話と同じようなものであろう。人間だろうがペガサスだろうがいつまでもハンパしちゃいられない、でも走りはやめねーぜ、なのである。押オ忍ス。



　その全開君になぜフィラがまたがっているかといえば……おファンタジア系けいで皆みな様さまよく御ご存ぞん知じのとおり、お姫様のワガママというやつであった。もちろん剛士はこのことを知らない。爺じい──侍じ従じゆう長ちようも知らない。フィラは『大魔導士メイム殿どのに黒魔術の手ほどきを受ける』などと称しようして、あの公園での大おお騒さわぎ以来妙みように気があってしまった彼女に、どこか面おも白しろいところに連れてって、ただしオトコ遊びはヌキで、と頼たのんだのだ。

　メイムは頭を抱かかえたものの、本音では迷めい惑わくとはおもわなかった。それどころか、これぐらいの人物でなければあの風変わりな（←謙けんじ譲よう表現）総そう帥すい閣かつ下かと付き合おうなどとはおもわないわよね、と妙な納なつ得とくをしてしまった。それにまあ、外出にも危き険けんはない。あの公園での騒ぎのあとで剛士君の発した極ごく秘ひの命令により、ワルキュラにおける諸外国の諜ちよう報ほう活動……ことにコレバーンの諜報活動は完全に封ふうじられているからだった。

　でまあ、メイムの案内でフィラはとうとう竜りゆう派はラーメン横町の行列ができる店でラーメンなるもの（プラス餃子ギヨーザアンド炒飯チヤーハン）を食することができて大満足だったのだが、その後で入った喫きつ茶さ店てんで話した内ない容ようが悪かった。窓まど側がわの席でお互たがいについて話しているうち、フィラがペガサスに乗りたい、などといいだし、メイムもそれは結けつ構こうですわね、と答えてしまったからである。

「ところで殿でん下か、ペガサスの御ご経けい験けんは」メイムは訊たずねた。窓から見える通りの反対側には本屋がある。と、入店の時はカラのように見えたスポーツバッグをなぜかぱんぱんに膨ふくらませた人族、ガーゴイル、ハイエルフその他いろいろの中学生が転げるような勢いきおいで店から飛びだしてきた。

「任まかせろ、ノープロブレムだ」フィラはお見事なるお胸むねを張はった。「ペガサスには３歳さいの頃ころから乗っている。軍の演えん習しゆうにムリヤリ混まぜてもらってな、連隊の空中指揮をしたこともあるぞ」

　通りでは中学生たちの後を追って店から飛びだしてきた監かん視し員いんが大声をあげていた。もちろん中学生が立ち止まるはずもない。それどころか、一いつ斉せいに別方向へ逃にげ出した。手て慣なれている。万引きの常じよう習しゆう犯はんらしい。

「連隊を……」メイムは呆あつ気けにとられた。魔王軍は総力をかきあつめても大隊になるかならないかの軍用ペガサスしか保ほ有ゆうしていない。つまり、いまの魔王領ではこの異い国こくの王女様がもっとも大規模なペガサス部隊運用経験を持った指揮官ということになる。と、窓の外からどーん、という音が響ひびいた。逃げだそうとした中学生の一人が路上で失神させられていた。失神させたのは丸まる眼鏡めがねをかけ、ローブを着こんだ少年警官であった。片かた手てにマジックボウガンを握にぎっている。

「自じ慢まんするようで嫌いやなのだがな、アレだ。演習では最強の指揮官だったぞ、わたしは。あ、あのな、別に第三王女だからといって手抜きをされたわけではない。正体を隠かくして参加したからな。実のところ演習の度たびにどこからともなく現あらわれるマスク・ザふくめん・連隊長として有名だったのだ。はははは」フィラはカップに残っていたミルクティーをぐいっと干ほした。路上ではどーん、どーん、とマジックボウガンの衝しよう撃げき矢やの音が響き、中学生たちが片かたっ端ぱしから吹ふき飛ばされていた。少年警けい官かんは実にクールな感じでキメていたが、心密ひそかに育はぐくんできた社会に対する深い恨うらみを晴らす快かい感かんに酔よっていることをその瞳ひとみが教えていた。もしかしたら魔ま法ほう学校、じゃなくてワルキュラ大学で好き勝手やっているよりも幸せなのかもしれなかった。確たしかに、大学ではなにをするにしても限げん界かいがある。少なくとも街中でマジックボウガンぶっ放して『泣けるぜ』なんて地上波で『ダーティハリー４』の再さい放送を視みていなければわからない故こ・山田康やす夫おオリジナル（たぶん）の決めゼリフを口にすることなどできなかったに違いない。



　というわけでいま、フィラ・マレルは空にいる。御ご機き嫌げんであった。もともと勢いのいい人だけあってこういうことが大好きなのだ。

「やっぱりマズイような気がしますけど」

　メイムがおずおずと伝えた。街を見物に出かけること、ペガサスを乗り回すことには問題を感じなかったが、実戦までこなすとなると問題はまったく別である。なにしろ──つーかいうまでもなく──命の危険があるからだ。おまけに、総帥特命となれば、絶ぜつ対たいに失敗できない。

「あなたのいいたいことはわかっている、メイム殿どの」フィラはこたえた。声はメイムが魔ま術じゆつで勝手に拾ってくれるので大声ではない。

「しかしだな、いまのところ我われらの他に迎げい撃げきのできる者はおらんのだろう？　ならばたとえわたしの立場がどうであろうと、やるしかないではないか。ゴーシなら、おまえたちの……いや、われらの総帥閣かつ下かであればそのように判はん断だんされるはず」

「われらの……」

「そうだ」フィラは華はなやかな笑えみを浮うかべた。「わたしはすでに魔王領りよう総帥ゴーシの女であり、魔王領の民たみであるから、そう口にしても良かろうと思うのだが？」

　フィラの鮮あざやかな断言にメイムは優やさしげな口元をきゅっと引き締しめた。眉まゆがぐっと吊つり上がる。

「──よろしゅうございます、殿下」メイムはこたえた。「ええ、まことに素す敵てきな御お言葉でございます」

「うん、そういって貰もらえるとうれしい。では方々、済すまないが、我に続かれよ。やあっ！」

　飛ひ行こう帽ぼうからはみ出たプラチナブロンドを精せい霊れい光こうのようにきらめかせたフィラはブラックペガサス全開君の脇わき腹ばらへ気合いを入れた。全開君は高々と『ゴッドファーザー愛のテーマ』を響ひびかせると同時にわっさわっさと羽ばたきし、アンノウンに対する最さい適てき迎撃針しん路ろへ頭を向けた。



　物の本によれば、空中戦でもっとも重要なのは敵を先に見つけることにある、のだそうです。

　まあこれは戦せん闘とう機きはおろか自転車に乗るのも得意じゃない人にとっても理り解かいしやすい話のような気がする。先手必勝、という言葉を具体的な行こう為いで述のべているにすぎないからだ。

　敵を先に見つけ→こっそりと近づき→気づいていない相手を一撃で片かたづける……というのは子こ供どものケンカであれば卑ひ怯きようそのものだが、それはあくまでも子供の理り屈くつにすぎない。戦争にしろ仕事にしろ、世のお父さんお母さんお兄さんお姉さんたちはそうした卑怯な手を使うことで能のう力りよくと実じつ績せきを示しめしているのだ。理由は述べるまでもない。御本人の気位がどれほど高いかに関係なく、世間の人々の実力というヤツは実のところ似にたり寄よったりであり、卑怯な手でも使わない限かぎり勝てやしないからである。まあもちろん仕事の場合卑怯なだけでは次から信用されなくなるから、契けい約やくは絶ぜつ対たいに守りましょう、とか、一番いい製せい品ひんを御ご提てい供きよういたします、とか、どうですか今夜一いつ杯ぱい、とかいう商業道どう徳とくやらコミュニケーションの手順やらといったものでフォローする。戦争におけるそれは──剛士の地球を例にとるなら、ジュネーブ条じよう約やくとかいうものになる。

　その意味から言えば大魔王だのなんだのに真正面から聖せい剣けんを振ふりかざして襲おそいかかるおファンタジア的展てん開かいというのは大バカ野や郎ろうの幼よう稚ちな妄もう想そうでしかない。いいとこヤクザの、

「うぉりゃぁぁぁ、殺やったるぅぅぅ、死ねやぁぁぁ」

「おのれはどこのもんじゃぁぁぁ」

　パン、パン、パン

──という間ま抜ぬけな対立組そ織しき襲しゆう撃げきと同じである。ヤクザの抗こう争そうが警察の介かい入にゆうでもないかぎり（いや、介入があっても）メチャクチャな泥どろ沼ぬまに陥おちいるのと同じで、物を考えずに攻こう撃げきをかければ当然反撃を受け、被ひ害がいが増ふえるばかりなのだ。正々堂々というのは、こと戦いに関する限り阿あ呆ほうの証しよう明めいでしかない。

　ということは、その戦争や軍隊の投入が避さけられないものであるならば、せめて最低限の損そん害がいで（最小限の破は壊かいで）最大限の効こう果か（利り益えき）を得るようにしなければならないことを意味するのだ。

　敵が悪の大魔王で、あなたが伝説の勇者であってもその点は変わらない。もし悪の大魔王を確かく実じつに、最低限の損害で倒たおしたいというならば、勇者一行パーテイを一年ほど特とく殊しゆ部隊の訓練キャンプに放ほうり込こんで鍛きたえ上げたあとで無理のない作戦計画を立案し、たっぷりと予行演えん習しゆうをおこなわせる必要がある。いざ実戦となればいくつかの陽動部隊を動かして魔ま王おうの戦力を分散させ、できれば魔王を防ぼう備び堅けん固ごな本ほん拠きよ地ちから誘さそい出し、警けい戒かいが一番ゆるむ時間を選んで密ひそかに特殊部隊化した勇者パーティを潜せん入にゆうさせ、周囲の誰だれにも気づかれないうちに魔王だけを抹まつ殺さつしてしまうべきなのである。要するに、悪の大魔王一人を倒して戦いが終わるならば、悪の大魔王一人だけを殺す手を考えた後に戦え、ということだ。そうしておけば、味方だけではなく敵てきの損害も低いものにできる。なぜ敵の損害すら最小限にしなければならないかと言えば……戦争が終われば、敵だった者たちとまた普ふ通つうに付き合わなければならないからだ。調子にのってレベルあげの大虐ぎやく殺さつなどをカマしていては、不必要な恨うらみを買うだけ。決してよい結果はもたらさないのである。



　えーと、空中戦について書くつもりがなんか大げさになってしまったが、まあ、それほどコースを外れてしまったわけではないとおもうのでこのままいこう。

　先手必勝──相手に気づかれずに近寄り、思い切りドつき倒す。これを空中戦にあてはめるなら、敵を先に発見し、相手が気づかない方向から近づき、機き関かん銃じゆうだのミサイルだのれぇざぁ光線だのを発はつ射しやして撃げき墜ついする、ということになる。いま、突とつ発ぱつ的に──というわけでもないけれど、ともかくもまあ始まろうとしているグラッサーとフィラの戦いにもこの理り屈くつは当てはまった。



　ブラックペガサス全開君を勢いきおいづけたフィラはメイム以下三騎きを率ひきいて遮しや二に無む二に高度を稼かせいだ。どこからかミサイルで狙ねらい撃うたれる危き険けんがあるのでもない限り、空中戦においてもっとも重要な要よう素そは敵てきより上にいるかどうかだからである。なんでかっていえばアレ、空を飛んでいるというのは二種類のエネルギー状じよう態たいの変化で成り立っているからだ。運動エネルギーと位置エネルギーである。

　なんか理科だか物理だかの授じゆ業ぎようを思い出してイヤな感じだが、まあ、本当にそうなのだから仕方がない。ちなみに運動エネルギーとは速度、位置エネルギーとは高度と言い換かえられる。要するに、位置エネルギーを大きく──上じよう昇しようしたいとおもえば運動エネルギー、すなわち速度を失わなければならない。搭とう載さいしているエンジンとかの違ちがいでいろいろとムツカシイが、普通は逆ぎやくもまた真になる（手軽に速度を上げたいなら降こう下かしなさい、ということである）。この辺り、タネ本を読みながら懸けん命めいに自分の言葉にして書こうと努力しているのだが、いまいちどころではなく自信がない。まああの、面めん倒どうな方は紙飛行機をつくって飛ばしてみてください。力を入れて（運動エネルギーを与あたえて）飛ばしたにもかかわらず上昇はのんびりしているのに対して、落っこちてくる時はスピードがついている、はずだ。ここに書いてあるのは要するにその程てい度どのことです。

　つまりフィラは敵の頭上から勢いをつけて襲おそいかかるために高度を稼いでいた。さすが元マスク・ザ・連隊長、実に真っ当な判断である。上空からわっと叩たたいて一撃で撃墜できれば面倒なことをしなくてすむ。

　こう書くとオイオイ、ペガサスは格かく闘とう戦せんが得意なんじゃなかったの、という設せつ定てい大好きな人もいるかもしれない。確たしかにそうだ。しかし、だからといっていつも大空をくるくる舞まっているわけにはいかないのである。先ほどの運動・位置エネルギーの理り屈くつからいってどれだけペガサスを羽ばたかせても高度が落ち、まともな空戦運動ができなくなってしまう。だからこそ一発で豪ごう快かいかつ鮮あざやかにキメようと企たくらんでいた。

　実はこれ、剛士の地球にも似にた例を見つけられる。太平洋戦争で活かつ躍やくした日本の零れい式しき艦かん上じよう戦闘機──いわゆるゼロ戦の戦いぶりである。この戦闘機を操あやつって激げき戦せんを生き残った大撃墜王（その他のイロイロな意味でも濃こい人）故こ・坂井三郎の回想録などを読んでいると、格闘戦が得意なはずのゼロ戦でぐるぐる回って敵機を落とした例はあんまり多くないのである。敵機を先に見つけ、頭をとり、不意をうって撃墜する、というのがほとんどなのであった。つまり、格闘戦の対極にあるとおもわれている一撃離り脱だつという戦い方である。たとえ格闘戦が得意なゼロ戦でも、どうやら戦果のほとんどはこの方法であげていたらしいのだ。実は気になってゼロ戦なんぞよりさらに飛行機がくるくる空を舞っていたイメージの強い第一次世界大戦の空中戦についても古本を買って調べてみたが、やはり、同じなのであった。つまり相手がぼーっと真まっ直すぐに飛んでいる時に不意をうつ以上に効こう率りつのいい戦い方は存そん在ざいしない、ということだ。なんというか、剛士君ならば深くうなずいてしまうだろう真実である。そして空を知るフィラちゃんもまさに同意見なのであった。

　一方、グラッサーたちは敵がやってくるだろうとは覚かく悟ごしていたものの、どこからやってくるのかはわかっていない。いうまでもなく豊ほう富ふな実戦経けい験けんを持っているから、上空が、ことに後ろ上方が危険である、というのはわかっている。警戒もしていた。

　しかし、限げん界かいがある。なぜならば彼らの任にん務むは戦闘ではないからだ。いささか以上に気分を盛もり上げることが目的の任務とはいえ、諜ちよう報ほう網もうが壊かい滅めつしてから情じよう勢せいを掴つかむことが難むずかしくなった魔都ワルキュラの偵てい察さつが目的──情報を持ち帰ることが目的なのである。あ、ちなみに友軍が戦っているのを横目に偵察機が基き地ちへ帰き還かんするのを非ひ情じようだとかいうのは、偵察という軍事行動をなぁーんにも理解していないことの証明に他ならない。情報を集め、持って帰ることが仕事の人が戦って死にでもしたら行動そのものに意味がなくなってしまう。それに大たい抵ていの場合、偵察機の近所で戦っている友軍というのは偵察機を無事に帰還させるために戦っていたりするので、むしろ「ありがとう、頑がん張ばって」と一声かけてさらに勢いよく逃にげた方が苦労している人たちも報むくわれるのだ。それにまあ、戦いたくても偵察機というのは武ぶ装そうなしが基本でもある。パイロットという人種は機体に武装がついているとついつい戦いたくなってしまうからだ。

　そんな意味で、軽けい装そう備びで出撃したグラッサーたちは偵察の基本を守っているといえるだろう。先にも触ふれたようにペガサス空中戦の基本的な兵器はボウガンの類たぐいなのだが、今日のグラッサーたちは動きが鈍にぶくなることを嫌きらってそれすら持ってきていない。敵に襲おそわれたらただひたすら逃げまくることだけを考えていた。



「高度が低いな。低すぎる」ランバルト軍ペガサスの後方上空に編へん隊たいを導みちびいたフィラは呟つぶやいた。忌いま々いましげである。問題が起こりかねないからだった。

　上空にいる方が有利だという基本原げん則そくに変化が生じるわけではない。攻こう撃げきに途と中ちゆうで気づかれた時、面めん倒どうになってしまうからであった。

　高空から突つっこんだペガサスには当然、かなりのスピードがついている。

　たとえばその攻撃を、ひょいと馬体を横よこ滑すべりさせてかわされたりしたなら……スピードがついているぶん、大変なのであった。自転車でも車でもいいが、スピードが出ているときついカーブは回れない。それと同じ事が空でも起こるのだった。再ふたたび攻撃を行うために馬体を引き起こし、旋せん回かいし……というその旋回に必要な半径が大きくなってしまうのだ。もう少し手持ちの兵力が大きければ複ふく数すうの編隊を取り囲むように配置できたりするのだが、残念ながらフィラの手持ちは自分の全開君を含ふくめても四騎きでしかない。

「メイム殿どの！」フィラは大魔導士を呼んだ。「あなたはここに残って欲ほしい。われわれが逃のがした場合に備そなえてだ。その時は──なにか、魔法で手を打ってくれ」

「となると、第一撃の数が足りなくなります、殿でん下か」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。わたしが片かたづける」

　フィラはこれがはじめての実戦とは思えない落ち着いた笑えみを浮うかべた。

「それぐらいのことはできるつもりだよ、これでも」

　メイムは小野寺剛士の（自称）第三夫人候こう補ほをまじまじと見つめ、さっと綺き麗れいな敬けい礼れいを送った。

　ちらっ、と微笑ほほえんだフィラ・マレルは馬体の前方横にくくりつけてあるマジックボウガンの安全装置を外し、ワルキューレのごとき猛たけ々だけしさで命じた。

「では、方々、参られよ」

　言うが早いか、ブラックペガサス全開君は急きゆう降こう下かに入った。二騎のペガサスが後に続く。一人残されたメイム・カスターリャ少佐はすでに離り陸りくしたはずのドラゴン防ぼう空くう隊に現げん在ざい位置を通つう報ほうし、とっととおいでなさいと命令した。



　上空から突っこんでくるフィラの編隊を発見したのはマークスだった。大声で警けい告こくを発する。

「後ろ上方敵てつ騎き急降下！」

「散開しろ！」間かん髪はつを入れずにグラッサーは命じた。こうなっては隠おん密みつ潜せん入にゆうどころではない。なんとかしてやり過すごし、生き残るのが先決だ。

　が、ワルキュラ偵察を諦あきらめたわけでは決してなかった。それどころか、

（なんとしてでも）

　と、決意をさらに強めていた。ヴィル・グラッサー男だん爵しやく、この程てい度どの障しよう害がいで戦いを諦める男では決してないのである。



　猛もう烈れつな速度で降下する全開君は実にいい調子であった。なんというか空のチキンレース仕様な方だけあって、豪ごう快かいに降下していても全然不安というものがない。フィラの口元にも思わず笑えみが浮うかぶほどだった。

「いいじゃないか、いいじゃないか」顔面を冷気になぶらせながらフィラは高らかに笑った。鞍くらに取り付けられているマジックボウガンの発はつ射しや用コードを手首に巻まく。

　怖おそれていたとおり、敵騎は横滑りで逃れようとしていた。

「ふむ……一番騎はうまいな。あれを追うと他のを逃す……よし」

　フィラは即そく座ざに手た綱づなを引き、突とつ入にゆう角度を調整した。あまりうまいとは言えない手綱捌さばきで逃れようとしている二番騎に突入コースをあわせ、あわや衝しよう突とつするか、とおもわれる距きよ離りで発射コードを引いた。

　全開君の左右から２本の矢が放たれる。急降下しているとはいえ、その初速はペガサスに劣おとるということはない。たちまち敵騎に向けて突進した。

“〝マジック”〟ボウガンだけあって、フィラの放った矢は通つう常じようのボウガンの矢が持たない機き能のうを備えていた。ごくごく限げん定てい的にだが、目標を追つい尾びできるのである。もちろん１００キロ向こうから一撃で、というわけではない。発射されてから数百メートルであれば、狙ねらいをつけて目標を追いかけられる、という程度のものであった。

　しかし、腕うでの良くない二番騎にとってはそれで充じゆう分ぶんだった。フィラの放った矢はペガサスのお尻しりにぷすぷすと突き刺ささり、悲鳴のいななきとともに騎士を空中に放ほうり出させたのである。



「ちっ、やられたか」無人のペガサスが狂くるったように空を駆かけのぼる様子を目にしたグラッサーはさっと周囲を確かく認にんした。

　ろくでもないことになっていた。マークスと彼が従したがえていた一騎は回かい避ひに成功したもののコースを大きく外れていた。あれでは、予定通りの偵てい察さつはおこなえないだろう。

　そして、矢を浴びた一騎の騎士は──顔も名も知らないことにグラッサーはいまさら気づいた──地上に落下してゆく。

　手の動きから騎士がまだ生きていることにグラッサーは気づいた。矢を浴びたのはペガサスだけなのだ。

「くっ……ええいっ」

　グラッサーはペガサスの片かた腹はらを蹴けり、急旋回に入った。鞭むちをいれ、加速しながら落下し続ける騎士に迫せまる。近づくにつれ速度を殺し、さっと手を伸のばして強ごう引いんに抱だき留とめた。おもったほどの衝しよう撃げきはなかった。その騎士は、まるで羽う毛もうのように軽かった。

　再ふたたび周囲を見回す。さきほど攻こう撃げきをしかけてきた黒いペガサスがこちらへ向かってくるのがわかった。上空にも別のペガサスがいる。さらに──ワルキュラの方から新しい敵が迫せまりつつあるのがわかった。鋭えい角かく的なシルエット。ドラゴンだ。

　飛んでいては、逃のがれることはできない。

　おもいきり眉まゆを寄よせたグラッサーは、あ、と呟つぶやいた。



「なにっ」フィラは目を丸くした。

　無理もなかった。どう動くかと様子を見ていた敵ペガサスのとった動きは、あまりにも意外なものであったからだ。

「なるほど……なるほどな」

　フィラはつぶやいた。口元に苦い笑みが浮かんでいる。

「確たしかにな」フィラはいった。「確かに。ペガサスには脚あしもついている」

　降下し、味方を救ったランバルトのペガサスは地上へ降下し、森へさっと姿すがたを消した。捜そう索さくにはかなりの手間がかかることになるだろう。



　森に潜もぐり込こみ、やみくもに走り回って敵の追撃を一時的にしろ振ふり切ったグラッサーはほっと息をついた。池を見つけたので、そこでペガサスに水を飲ませようと立ち止まる。

　何度か咳せき払ばらいをし、自分が先ほどから抱いだいている騎士──いや、そうだと思いこんでいた人物の顔を見つめ、たずねた。

「なぜ君がこうしてここにいるのか説明して貰もらいたいものだな、タナ・トラット嬢じよう」



　　　　２



　ペガサスを森に隠かくしたグラッサーは飛ひ行こう帽ぼうその他、怪あやしまれそうなものをすべて脱ぬいだ。

「どうだね？」グラッサーは傍かたわらに立ったタナ・トラットにたずねた。「まあこれなら、怪しまれずに済すむとおもうのだが」

　自分もペガサスライダー装そう備びをすべて外したタナはグラッサーの頭から爪つま先さきまでをマジメな顔で眺ながめまわした。憂うれいを帯びているようにおもえるほど優やさしげなブラウンの瞳ひとみが愛らしく、冬の陽ひを浴びてきらめくシルバーブロンドは触ふれれば溶とけそうなほどの清らかさだった。

　もともと偵察用の軽装であったため、装備を外してしまうとグラッサーの衣服は普ふ通つうに見えた。防ぼう寒かんパンツは脱いだので下は乗馬パンツとブーツだし、上はアノラックだし……まあ、ミリタリールック程てい度どでは通りそうだった。一方のタナは生き地じの色が違ちがうだけでほとんどグラッサーと同じスタイルなのだが、まったくミリタリー風には見えない。若わかい娘むすめさんに大人気の古着屋で買いそろえたようなイメージである。いやまあ、実じつ際さいにかわいいお嬢さんですから当然なんですが。

「アノラックの前を開けてください」タナはいった。

「そんなだらしのない……」

「男だん爵しやく様さまならそうです。でも、魔ま王おう領りようの臣民となればどうでしょうか」

「ううむ」

　呻うめきを漏もらしたグラッサーはタナに従したがった。

「これで、いいのかね」

「あとは……申しわけございませんが、お髭ひげが強こわすぎます」

「う、ま、まさか……」なぜかグラッサー、青ざめている。

「お剃そりください」にっこりとしてタナはうなずいた。

「いやあのだね」グラッサーは後じさった。「いやあのそれは。それに、道具もないし」

　タナはきらりんと笑えみを浮うかべた。背せ中なかのデイバッグから旅行用髭剃りセットを取り出す。

「これをお使いください」

「……な、なんでこんなものを持っているのかな」

「いかなる時であろうと、男爵様に男子の身だしなみに欠けるお姿すがたをさせるわけには参りません」

「うう、しかし」

「もちろんアフターシェーブローションもございます」

「ううむ。しかし……」グラッサーは池の冷たそうな水を見つめた。

「大だい丈じよう夫ぶです」タナが新たに取り出したのは野戦用の発熱剤ざいであった。水を満たしたカップかなにかの中に放ほうりこむと化学の魔法でお湯になってしまうというやつである。

「しかし洗せん面めん器きが」グラッサー、理由はわからないがなおも抵てい抗こうした。

「わたくしのヘルメットを使えばよろしゅうございます、男爵様」

　ついに諦あきらめて髭剃りセットを受け取ったグラッサー、なんでこんなことになったのだろうと天を呪のろっていた……



「敵てきの姿を見てみたかった、だと？」グラッサーはタナの答えに絶ぜつ句くした。

「はい」水を飲んでいるペガサスのたてがみを撫なでてやりながらタナはこたえた。「兄を奪うばった者たちがどんなものか、知りとうございました」

「それだけか」

「それだけでございます……むろん、罪つみであることは承しよう知ちしております」

「当たり前だ」グラッサーは唸うなった。「勝手に偵てい察さつ隊たいへ入り込むなど、重大な軍ぐん規き違い反はんだ。いかに兄の恨うらみが深いとはいえ、許ゆるされることではない。だいたい、もともと加わるはずだった者はなにを──」

　グラッサーは言葉を切った。タナが微かすかに視し線せんをそらせたことに気づいたのだ。

　頭の中でぱたぱたと絵が組みあがった。誰だれかと入れ替かわるなど、不ふ可か能のうであることに気づいたからだ。そうなのだ。タナ・トラットこそが最初からのメンバーだったに違いない。もちろん彼女の立場からして、それを独どく力りよくで実じつ現げんすることは不可能だったろう。

「マークスか」グラッサーは溜ため息いきを吐ついた。「あいつが、手配したのか」

「いいえ。あくまでもわたくしの」

「もういい」懸けん命めいにすべての罪を背負おうとするタナをグラッサーは遮さえぎった。マークスはガルスと共に戦場で安心して背中を任まかせることのできる男だが、とてつもない欠点も併あわせ持っている。女の頼たのみを断ことわることができないのだ。

　いや、もちろんあの前まえ髪がみかきあげ兄ちゃんが懸命に諦あきらめさせようとしただろうことはグラッサーも見当がついている。タナ・トラットの頼み方がそれほど執しつ拗ようだったということ、彼女の心根がそれほど真まっ直すぐだったことが彼に無理を受け入れさせたのだ。

「ともかく、いまはいい」グラッサーは額ひたいを揉もんだ。「わたしは偵察を済すまさねばならない。戻もどってくるまで、ペガサスとここに隠かくれていなさい。半日以内に戻ってくる。戻ってこなければマリウクスに戻って……」

　いや、とグラッサーは思った。この娘むすめの腕では魔王軍の警けい戒かい網もうを独力では抜ぬけられないに違いない。

「……いや、魔王軍に投とう降こうしなさい。戦闘員ではない女となれば奴やつらも手ひどい扱あつかいはしないはずだ。後々になっておまえが味方から疑うたがわれないよう、命令書も書いておく」

　しかしタナはきっぱりと首を横に振ふった。

「いやです。いやでございます」

「まだわがままを通すつもりかね」

「男爵様に御ご迷めい惑わくをおかけして……その男爵様が討うち死になされた後でおめおめと生き恥はじをさらすつもりなどございません。魔物どもの虜とりこになるのも嫌いやでございます」

「命を──」

　無む駄だにするものではない、といいかけてグラッサーは黙だまり込んだ。この娘になにが言えるのか、と自問したからだった。考えてみれば、自分にしたところでなぜわざわざこの偵察行に参加したのか。

　溜ため息いきとともにグラッサーはたずねた。

「では、どうするつもりだね」

「お供ともをさせてくださいませ。女連れとあれば、魔王軍の目もゆるむはずでございます。まさかランバルト王国無二の勇ゆう将しようがわたくしのごとき端はした女めを供に自ら偵察を試みるなど、彼らが考えるはずもありません」

　たしかにそのとおりだ。グラッサーは奥おくさんの容よう赦しやない追及に一いち言ごんもない旦だん那なさんのように下した唇くちびるを噛かみ、ようやくのことでいいかえした。

「タナ・トラット嬢」

「はい、男爵様」

「誰恥じるところのない乙女おとめが、自分のことを端女などと称しようするものではない」

　タナは目を見開き、頬ほおを染そめ、丁てい寧ねいに一礼した。

「はい、男爵様。それから」

「ああ、なにかね」

「わたくしのことはどうか、タナと。その方が疑われずに済みます」

　グラッサーはうなずき、微笑ほほえんだ。そしてようやく彼女へ本当に一いつ矢しを報むくいることができた。

「ならばわたしのことはヴィルと呼んで貰もらおう。その方が疑われずには済むから、な？」

　タナはますます頬を紅あかくした。



　というわけで偵てい察さつの準じゆん備びをはじめたのだが、結局のところグラッサーはやられ放題であった。タナの手て渡わたした髭剃りセットを用いた彼は、もう何年も──名前を思い出すことすら辛つらいあの女ひとが儚はかなくなって以来ずっとたくわえていた髭を剃るハメになってしまった。なぜ自分がタナの……要するに専せん属ぞくメイドさんの言葉にこうも素す直なおに従したがっているのか不思議で仕方がなかった。

　しばらくしてグラッサーは立ち上がった。鏡で自分の顔を確たしかめる。ぞっとした。昔と……幸せを噛かみしめていた昔とほとんど変わらない自分の顔がそこにはあった。

「まあ……」

　振り返ったグラッサーを見てタナは両手で口を押おさえた。

「こういう顔なのだ」ぶすっとグラッサーはこたえた。

　うーむ。グラッサーの気持ちもわからないではありません。いやそのあのなんというか、関かん羽う雲長みたいなおっかない雰ふん囲い気きはさっぱり消えています。いまここにいるのはそのアレ、少しばかり目つきは厳きびしいものの、若わかい頃ころのアル・パチーノを思い起こさせる甘あまいマスクのお兄さんなのでありました。気になる人はビデオ屋さんで『ゴッドファーザー』でも借りてください。ちなみに『狼おおかみたちの午後』だとちょっと切せつ羽ぱ詰つまった感じです。

「いつもそうなさっていたら……王宮で御ご令れい嬢じよう方が放ほうっておかないでしょうに」

「それが嫌なのだよ」グラッサーはこたえた。

「それはまた……」

　不思議そうにたずねるタナにグラッサーは寂さびしげな微笑を浮うかべてこたえた。

「わたしが認みとめられたかった女ひ性とは、ただ一人だけだったからね。彼女がいないのであれば、将軍が務つとまりやすい顔の方が便利だとおもったのだ」

　タナは押し黙だまり、申しわけありませんと頭を下げた。それでいいはずなのだが、古い話を持ち出した自分にグラッサーは罪ざい悪あく感を抱いだいていた。なぜ罪悪感を抱いてしまったのかは自分でもわからなかった。

「ああそのな……タナ」詫わびるようにグラッサーはたずねた。

「はい、男……いえ、ヴィル」

「この国の言葉はできるのか？　わたしは騎き士しのたしなみとして子こ供どもの頃ころから学ばされたが……」

「大丈夫です」タナはにっこりした。「家業が行商でしたので……」

　彼女はリズミカルな発音の日本語で話してみせた。

　二人は出発した。魔ま王おう軍ぐんの警けい戒かい態たい勢せいからして隠かくれ歩いているとかえって危き険けんなので、あえて道に出て堂々と歩く。二人ともデイバッグを背せ負おっているので、まあその、ハイキングにきたカップルとでも見てくれないか、というわけである。

　しばらく歩くと道の先に人ひと影かげが幾いくつも見えた。魔王軍の検けん問もんだった。

　タナがいきなり身を寄よせてきた。

「おい」グラッサーは目を白黒させた。

「疑うたがわれないためでございます……ヴィル」タナはこたえ、グラッサーの手を握にぎって楽しそうに笑ってみせた。

「どうかあなたも、笑ってください」

「う……いや、うん」

　グラッサーはぎこちない笑みを浮かべた。タナはますます嬉うれしげになる。いつしかグラッサーの表ひよう情じようも本気でゆるんでいた。

「はい、そこの人」

　マジックメガホンが呼びかけてきた。

　二人はたちどまり、そちらをまじまじと見た。

　検問に配置された兵士は10名ほどだった。指し揮き官かんは黒い肌はだを持った人族である。部下は多種族混こん合ごうチーム──エルフもいればスライムもいた。

　予よ備び役えき兵へいだな、グラッサーは即そく座ざにあたりをつけた。正せい規き兵へい部隊であれば種族別編へん成せいをとっているはずだからだった。

「ああ──あの、なんですか」グラッサーはこたえた。無む意い識しきのうちにタナを抱き寄せていた。もちろん用いているのは日本語である。ちなみに、ランバルト人が日本語を使うと母音の扱あつかいに特とく徴ちようがでる、いわゆるランバルト訛なまりになるのが普ふ通つうだが、グラッサーはそうではない。子供の頃につけられた家庭教きよう師しがなんだかよくわからない訛りを身につけていたからであった。ちなみに、いま彼が口にした言葉を発音に近づけて記すとこんな感じである。

「あん？──こんなぁワシらになんか用かい、のう？」

　ええとつまり、どこまで正せい確かくか良く知りませんが、呉くれとか広島とか実録とか仁じん義ぎがあったりなかったりとかいう言葉がおもい浮かぶ発音なのであった。ちなみになぜ天あま抜ぬけ出身の人ばかりが広めてきた日本語にちょっと以上に嘘うそ臭くさい広島風の訛りが存そん在ざいしうるかというと、こちらに飛ばされてきてから映えい画がにハマった元魔王様が何人もいらっしゃるから、という壮そう大だいで適当な設せつ定ていに裏うら付づけられている。むろん、取り寄せたのは大図書館長エアさんで、権けん利り関係の問題はどうなのか知らないが、取り寄せられた映画は魔王領りようでも魔ま導どう映写機を用いた映画館で片かたっ端ぱしから公開されている。グラッサーの家庭教師はちょうど『仁義なき戦い』シリーズ（もちろん監かん督とく・深作欣二、脚きやく本ほん笠原和夫の作品だけ）が大ヒットしていた頃に魔王領で言葉を覚えたのだった。

　指揮官は形の良い唇くちびるにちらっと微び笑しようを浮うかべた。なぜかといえば、もちろん彼も東映実録ヤクザ物の大ファンであるからだった。こちらは『やくざの墓場　くちなしの花』や『県警対組そし織きぼ暴うり力よく』まで観みているという筋すじ金がね入りである。ちなみにここらへんは剛士君の地球でもほとんどがビデオ・ＤＶＤ化されています。別に悪意はありますが、小学生の女の子を異い世せ界かいのソープランドで働かせる気色悪いアニメを観るより絶ぜつ対たいマシなので（つーか、くらべるのがそもそも失礼）、未見の人、特に心ある男子諸しよ君くんは試ためしてみてください。

「邪じや魔ましたようじゃのぅ、おぅ？」指揮官は自分も同じ訛りに切り替えた。なんというか、仲間に出会えたような気分になっていた。当然、警戒心もゆるんでいた。

「そうじゃのう」タナを見たグラッサーはこたえた。それから自分も苦笑（に見えてくれ、と彼は祈いのった）を浮かべて続けた。

「まあ、勘かん弁べんしてつかいや……いったん怒おこらせると、後が怖こわいけぇ、の」

　指揮官は白い歯をみせて笑い、住所をたずねた後で二人を解かい放ほうした。住所はあらかじめタナと打ち合わせてあった。そこは潜せん入にゆう工作員が用いているはずの住居すまいで、その人物は数日前に旅行と称して魔王領を脱だつ出しゆつし……まだその事実をＣＭＡに掴つかまれていないはずだった。グラッサーが名乗ったのはもちろんその工作員の偽ぎ名めいだった。それから彼はわざとらしくなにがあったのかを気にしてみせた。街角にパトカーやお巡まわりさんが立っているのを見かけるとおもわずたずねてしまうあの調子で、だった。もちろん指揮官はなにも教えてはくれなかった。

　その後はなにもかも順調に進んだ。さすがのグラッサーもワルキュラ市しい域きち中ゆう枢すうへの潜入までは考えていなかったから、彼らは通りかかるフライング・カーペットをヒッチハイクしてそう遠くない場所にあるはずのドラゴン部隊駐ちゆう屯とん地ちへ向かった。

　駐屯地の周囲には柵さくらしきものすらなかった。一定の間かん隔かくでトデスカイマツが植えられているだけの、正方形の敷しき地ちだった。近づくにつれ警戒が強まるのではないか、と予想していたグラッサーは気抜けした。駐屯地の周辺は多数のフライング・カーペットや通行人が行き交かっており、警戒態勢を敷しくどころではなかった。

　二人は、軍の施し設せつというより田舎いなかの中学のグラウンドを思わせる駐屯地営庭を囲むトデスカイマツの傍かたわらでたちどまり、寄より添そった。まあなんというか、いかにもな雰ふん囲い気きである。二人の仕草に不自然なところはもうなくなっていた。敵てき地ちで過すごしたわずかな時間が、お互たがいの間にあるいらないものを洗あらい流したようだった。

「これが、本当に軍の施設でしょうか」タナは呆あきれたように呟つぶやいた。敵地へ入り込こむにつれて本当の不安を覚えるようになったからだろう、彼女はしっかりとグラッサーに腕うでをからめていた。彼はそんな彼女を決して鬱うつ陶とうしく感じていなかった。

「警戒する必要がないのだ」グラッサーはこたえた。「彼らにとって、ここは味方しか……いや、自分たちが守るべき者たちしか住んでいない場所なのだ」

「そこまで民たみを……」タナがいった。

　たしかに、魔ま王おう領りようはランバルトとは違いすぎた。たとえばランバルトでは、ウルリス市域に置かれた軍の兵へい舎しやですら防ぼう御ぎよ拠きよ点てんになりうるような機き能のうが整えられている。ちょっとした濠ほりや柵といった程てい度どのものだが、ともかく、実戦を想定していることに違いはない。表向きは王都に敵が侵しん攻こうした場合の抵抗拠点として、とされているが、実じつ際さいはそうではないことをランバルトの誰だれもが知り尽つくしていた。それは内ない乱らんやクーデターに備そなえたものなのだ。

　しかし魔王軍はその種の準じゆん備びをまったくおこなっていない。つまりこの国では内乱やクーデターが可能性としてすら考えられないということの証明である。

「なんというか……緊きん張ちよう感のない国ですね」

「もうひとつの考え方がある」グラッサーはこたえた。

「なんでしょうか」

「これまでの魔王と……そしてオノデラゴウシの統とう治ちが、それほどのものだったということだ」

　グラッサーは空恐ろしいものを覚えていた。内部の敵をまったく考えなくてよい軍隊。ただ外敵とひたすらに戦えばよい軍隊。

「わかったよ。いまはじめてわかった」

「ヴィル？」

「魔王軍がどれほど叩たたかれても立ち直ってくる理由だ、タナ」グラッサーはこたえた。「彼らは、ただひとつの目的にだけ従したがっていればいいのだよ。同どう胞ほうを守る。それ以外には何の目的もない……しぶといはずだ」

「王国軍はそうではない、と」

「残念ながら、その通りだな」グラッサーはうなずいた。「わたしの初うい陣じんはベリテ辺へん境きよう伯はく領での暴ぼう動どう鎮ちん圧あつだった。あまり、威い張ばれる話ではないよ」

「いいえ、あなたはお強い方です、ヴィル」

「買い被かぶらないで欲ほしいな」

　グラッサーが苦笑とともにこたえかけた時、子こ供どもたちの騒さわぐ声がきこえた。思わず声のした方角を見た二人は顔にあらわれそうになった驚おどろきを抑おさえるのに苦労した。

　駐屯地の敷地に子供たちが入り込み、群むれ遊んでいた。種族は文字通りばらばらだ。くるりんとした尻尾しつぽにリボンを付けたヴェアウルフの女の子がゴブリンの男の子と駆かけ回り、人族の男の子がスライムの……たぶん女の子を頭に載せ、ウィングドラゴンの女の子が彼の肩かたを掴つかんでは空中に持ち上げ、すとんと落とすことを繰くり返している。その傍かたわらではまだ梅酒しか飲むことを許ゆるされていないトロールの男の子がぐたぐたになっていた。仲良くしているばかりではない。ぽかぽかとケンカしている者たちもいた。しかしケンカがエスカレートするとすぐに誰だれかが仲ちゆう裁さいに入り、長続きしない。

「魔王領、なのですね」タナが呟いた。

「うむ」グラッサーの声は重かった。

　不思議な気もするが、軍隊であれば、まだ納なつ得とくがいった。階級と配置があり、厳げん格かくな命令系けい統とうのある軍隊ならば、多種族を並ならべて任にん務むにつけてもなんとかなるだろうと自分を納得させることができた。なにより、最高司令官は『魔王』なのだ。

　だが子供までが……となると、どう納得してよいかわからなくなった。正直なところ、グラッサーもタナも呆ぼう然ぜんとせざるを得ない。なぜ彼らはああも普通の子供たちなのだろう。なぜ争わずにいられるのだろう。それとも──魔王の、いや、魔王領総帥オノデラゴウシの支配はあのような、まだまだ舌足らずな子供たちにさえしみ通っているとでもいうのか。

　もしそうであるならば……

「恐ろしい」グラッサーが呟いた。

「夢ゆめのよう」タナが感想を漏もらした。

　二人はお互いをまじまじと見つめ合った。最初に口を開いたのはグラッサーだった。

「女だな、タナ」

　タナはきっとした。

「はい……ええ、わたくしは女でございます、ヴィル」

「バカにしたわけではない」むしろ気弱な表情を浮うかべてグラッサーはこたえた。「そういうことではない……」

　別の子供たちのグループからキンキンしたアニメ声がきこえた。何人もの子供たちを集めて、燃もえるような赤毛のかわゆい女の子が話している。くりくりした大きな目の、人族によく似にた子供だった。

「……ね、だからね、だからね、ボクはへーかにいったの。零式艦上戦闘機Ａ６Ｍをゼロ戦と呼よぶのは太平洋戦争後の間違った呼び方じゃないの、って。そしたらね、へーかが教えてくれたの。たしかに零れい戦せんという場合も多いけど、前線に配置されていた兵隊さんたちがゼロ戦と呼んでいた例があるんだって。だから決して間違いじゃないんだって」



    

  
    
      　わっと子供たちが湧わいた。

「へーかすげぇ」

「リア様せってーおたくぅ」

「なにいってんだよ、せっていは大事なんだぞぉ」

「お話の都合で決めてんだからその場の雰ふん囲い気きでればそれでいいじゃーん」

「そんないい加か減げんなことだから……」

「あ、こいつおたくだぁ」

「きっと本読んでもアニメみてもせっていにしか目のいかない感かん受じゆ性せいの鈍にぶいヤツだぁ」

「でもでも、設せつ定ていがきちんとしてないと」

「せってーだけがきちんとしてたらいいのかよ。そんなにせってー好きなら鑑魔ま術じゆつ年ねん鑑かんと広こう辞じ苑えん、じゃなくて一いち応おう出しゆ版つぱ元んもとに気を使ってえーと角川国語辞じ典てん（ブラントラント版）でも暗記してろよぉ。そっちの方がなんぼか世の中の役にたつぞぉ」

「えー、でも設定はぁ大事でぇ」

「すとーりーを読んでせってーにこだわり過すぎるってのは女の子みてパンツの中身じゃなくてパンツのブランドが気に入らないっていうようなもんだぞぉ、このへんたぁい！」

「でもって、パンツじゃなくてショーツが正しい表ひよう現げんだ、とかいっていばるんだ」

「おまけにこのブランドのショーツを最初に穿はいたのはアイツだからパクリ（←卑ひ語ご）に違いないとかいっていかにも世の中わかったようなエラそうな顔もするに決まってるぞー」

「だって……設定がないと……おりじなりてぃがないと」

「へんたい、へんたい、うわあ、こいつせってーおたくだぁ！　自分が物知りだってことにしか生きてる実感を得られないやつだぁぁ！　でもって自分の知らないネタとかせってー以外を語れとかいわれるとストーリーはくだらないしキャラにも魅み力りよくはない、とか逆ぎやくギレするんだぁ！」

「うう、うう、うわぁぁぁぁん！　25歳過ぎても設定オタクの親に育てられてるんだから仕方ないじゃないかぁ！　いい年して設定オタクってのは他人のアラを突つっつくことでしか自じ我がを充じゆう足そくできないからまともに友達もつくれないんだぞぉ」

　と、彼らの騒ぎを耳に挟はさみ、このような場面でこのようなことに２ページ近く使うのはいかがなものであろうかと深しん刻こくな疑ぎ問もんを抱いだきかけていたグラッサーと赤毛の幼よう女じよっぽい娘むすめの視し線せんが交こう錯さくした。

　彼女のあまりの愛らしさにグラッサー、相手が人族ではないことも忘れ、反はん射しや的に、にこっ、としてしまう。自分がいつもの顔でないことはもちろん忘わすれていた。

　女の子がにぱっ、と笑顔を浮うかべた。飛ぶように駆け寄ってくる。そのスピードはやはり人間のものではなかった。

「お兄ちゃん！」そばへやってきてグラッサーを見上げた幼女はいった。愛らしい顔立ちきらめく瑠る璃り色の瞳ひとみには好意が一いつ杯ぱいである。

「む……わ、わたしのことかな、お嬢じようさん」

　グラッサーは答え、反射的に腰こしを落とした。なんでかといえば、彼が騎き士し道どう精せい神しんを発はつ揮きする女性は個こ人じん的ストライクゾーンとは無関係であるからだった。つまりこのヒト、美しい娘さんや臈ろう長たけたお姉さん以外の女性たち……つまりおバァちゃんや幼女に対しても礼節を守るのである。いま姿し勢せいを低くしたのはもちろん、この美幼女（いえまあ、リアちゃんですが）と視線を同じ高さに合わせること──威い圧あつ感かんを与あたえないで会話するためであった。というより、必要とあらば幼女に対してさえ片かた膝ひざをついて頭を下げるのが騎士というものなのだ。あ、ちなみに実際の発音は

『お、ワシぃ呼んだかいのぉ、嬢ちゃん』

　で、あった。

　騎士道精神に溢あふれる態たい度どで東映実録物ノリのアヤしげな広島ヤクザ言葉を用いる若わかき日のアル・パチーノ風お兄さんという複ふく雑ざつ極きわまりない設定の男性──リアは彼に合わせることにした。相手の礼れい儀ぎ正しさが気に入ったし、実は彼女も２００３年に入って相次いで亡なくなられた深作・笠原という二人の映えい画が人じんを個人的に崇すう拝はいしていたからである。さすが68歳。無数の濃こいおじさんお兄さんたちの妄もう執しゆうのみでできあがったノーマル・タイプ美幼女キャラとは教養の幅はばと深みが違う。

　リアは見知らぬ二人に夏の日差しをおもわせる笑みを向けてたずねた。もちろん、いつものアニメ声で、である。

「こんならさっきからナニ見とるん？　なんぞワシらに用かいのぉ？」

　……意外にイイかもしれない。実在するのかしないのか知らないが、広島出身のロリ声せい優ゆうさんが演えんじている感じである。少なくとも語ご尾びに『ふにょ』とか付けているよりはよほど納なつ得とくがいく感じであった。ちなみにリアちゃん、剛士君や田中さんに対してはこのニセ広島ヤクザ言葉を使ったことはない。いえまあ、魔王とか総そう帥すいに『あんたは初めからわしらが担いどる神み輿こしじゃないの……神輿が勝手に歩けるいうんなら歩いてみないや、のぅ！』とか、『こんなぁ吐はいたツバ呑のみこまんとけょ、のぅ？』とか『牛のクソにもだんだんがあるんでぇ！』などとアニメ声でカマすおファンタジア美幼女というのもなんかいい感じなので権けん利りを確かく保ほしておきたい気分ですが。

　ま、それはともかく、言葉の方は別にしてリアの態度は相手を疑うというものではなかった。グラッサーにもそれはわかった。

「お、済すまん。怖こわがらせてしもうたかのぉ。ワシとこれはぁ」グラッサーは傍かたわらのタナを王女でも紹しよう介かいするような丁重さで示しめした。

「嬢ちゃんたちがどうにも可愛かわいく見えてしもうて、それだけじゃ」

「それならええわ、ええ女連れたロリはこの世におらんしのぉ」リアはさらに顔を輝かがやかせた。今度はタナを見てたずねる。

「ねぇちゃん、このにいちゃんと仲ええなぁ。見とるだけでわかるわ」

「あら……」

　意外な言葉にタナは真っ赤になった。ちなみに父親が魔ま王おう領りようも含ふくめてあっちこっちを旅して歩く行商人だった彼女の用いた日本語は次の通りである。

「んまっ、あんだみだいなめんこい子にそったらこといわれたらなじょしていいだかオラ困こまるわぁ」

　実はどんな設せつ定ていオタクよりも知ち識しきが豊ほう富ふで、おまけに知識そのものにはなんの価か値ちもないと理り解かいできるほど知ち性せいも高いリアは即そく座ざにそちらにも言葉を合わせた。やはり、悪いおねーちゃんではないとわかったからである。

　そのあと……さらに会話が弾はずみかけたが、残念ながらお友達になるところまではいかなかった。リアが、とうとう泣きだしてしまった『せってーおたく』らしい子の頭をよしよしと撫なでているハイエルフの女の子に呼ばれたからである。

「リアちゃまぁ」

「なになにぃ？」

「ズゥちゃんはどこ？　ズゥちゃんみたい」

「うーんとね」赤毛の子は眉まゆをよせたあとでぱっと空の一角をにらみ、大声でよんだ。

「ズゥ、おいで！」

　空に染しみが生じた。リアはグラッサーたちを振ふり返ると、ばいばい、と手を振って子こ供どもたちの方へと駆け戻った。グラッサーは微笑ほほえみでそれに応こたえたものの、タナほど無心に彼女へ別れを告げられたわけではなかった。彼は、自分が話をした美幼女の名をはっきりと聞き取っていたのである。



　グラッサーたちはリアを──赤毛の女の子を見送りながら何事かと疑った。

　と、今度は練兵場を誰かが駆けてきた。白髪しらが頭あたまの、人族の老人であった。老人は年ねん齢れいにしてはかなりの健けん脚きやくを示しつつ彼女を呼んだ。

「リア様～」

「ん……やはり……間違いないのか」グラッサーは呻うめいた。

　その時、上空から奇き怪かいな鳴き声が響ひびきわたった。

「しぎゃぎゃ、しぎゃ」

　強きよう烈れつな風が吹ふき付ける。その源みなもとを目にしたタナは思わず小さな悲鳴を漏もらし、グラッサーにしがみついた。いきなり現あらわれた巨きよ大だい怪鳥というのはショックが大きすぎたのである。

　わっさわっさと羽ばたきながら巨大怪鳥は着地した。子供たちがお互いにつかまりあってきゃあきゃあ声をあげ、駆けてきた老人はあおりをくって宙ちゆうを舞まった。

「ズゥ！　侍じ従じゆう長ちようさんを助けて！」赤毛の子が命じる。

「ぎゃぎゃむ」

　巨大怪鳥は吹っ飛ばされた老人をぱくりと嘴くちばしでくわえ、子供たちの傍かたわらに降おろした。老人はといえば目を回しているかとおもえば意外にしゃきっとしていた。どうやら、見かけよりはよほど気合いの入った男らしい。

「うちのひめ……あわわ、お嬢様を御ご存ぞん知じありませんか？　どこをお捜さがししても……」

「あ、フィーねーちゃんのこと？　だったらあのね、うんとね……」

「はいはい」

「メイムねーちゃんと一いつ緒しよにペガサスに乗ってった」

「はぃぃぃぃ？」

　老人は目を回しかけたが赤毛の女の子が支ささえた。

「じゃあさ、ズゥに乗ってボクと一緒にいく？……ズゥ、今日のえんしゅーおわったんでしょ、いいよね？」

「ぎゃむむ、ぎゃむ」

「よぉーし、じゃ、いこう！　ズゥに乗りたい子がいたらおいで！　乗せてあげるよ！」

　子供たちは歓かん声せいをあげて巨大怪鳥に駆け寄り、よじ登った。巨大怪鳥も嬉うれしそうに（たぶんそうだろう）、ひょいひょいと子供たちをつまみあげて自分の背せ中なかに乗せている。

　さきほどせってーおたくとして人生のすべてを否ひ定ていされかけた子が呟つぶやいた。

「うーむ。ズゥ一羽あたりで何人の完全武ぶ装そう兵へいを乗せられるのだろう……いやそれより、空気抵てい抗こうの問題をどう解決して……」

　周りの子供たちが一いつ斉せいに溜ため息いきを漏らし、声を合わせて怒ど鳴なりつけた。

『ダマらんかこの腐くされオの字めぇ！　それがわかったからといっておまえの人生が豊ゆたかにでもなるのかぁ！　少しは進歩しろ！』

「……海に棲すんでいた生物が陸で生活できるようになること？」

『それは進化』

「ガスの元もと栓せん開けっ放しにしてたところで煙草たばこに火をつけること？」

『それは引火』

「信長が壊こわしたり秀吉が横取りしたり家康が盗ぬすんだりしたもの？」

『それは天下！　いい加か減げんにしなさい！』

「リア様ぁ、早くお願いしますよぉ」老人が泣き言をいった。

「あ、うんうん、ズゥ、出力最大１２０パーセント、はっしーん！」勢いきおいよく命じたリアはグラッサーとタナに手を振った。「お兄ちゃんお姉ちゃん、まったねー！」

「しぎゃあ！」

　呆ぼう然ぜんとしたまま消え去る巨大怪鳥を見送っていたグラッサーとタナはほっと息を吐ついた。お互たがいがしっかりと相手を支え合っていることに気づき、あわてて手を放した。

「どういうことなのでしょうか……」

「すぐには判はん断だんがつかない。しかし……大いに成果は上がったぞ、タナ」

「……設定オタクになっては人生灰はい色いろだ、ということでしょうか」

「ち、違う、そ、それは人それぞれだ。バラ色だと信じる人もいる……と、おもうが」なぜか無む闇やみに周囲へ配はい慮りよしつつグラッサーはこたえた。大人ともなるとイロイロと大変なのである。

「では……」

「軍事的なことを話しても君はつまらないだろう、タナ」グラッサーは微笑ほほえんだ。「しかしだ、ひとつだけはっきりした」

「おたずねしても、よろしいですか」

「ああ、あの愛らしい娘むすめ……」

「はい」タナは微笑んだ。

「あれは、尖撃のリアリア・ザ・スピアだ」

「あ、あれが……」タナは絶ぜつ句くした。

「そう。タナカ魔王の側室にして最強のサタニアン魔導戦士……第二次セントール会戦では見事な指し揮き官かんぶりだった。一対一では、わたしでさえ勝てるかどうか」

「あんなかわいらしい子が……」

「それが魔王領、魔物ということだろうね」溜ため息いきとともにグラッサーはいった。表ひよう情じようをほぐし、あらためてタナに語りかけた。

「ところで……改めて、君にいいたいことがある」

　タナの表情が硬かたくなった。彼女は、自分が一種の罪ざい人にんという立場であることを忘わすれてはいなかった。

「……はい」

　だが……続いて語られたグラッサーの言葉は彼女にとってあまりにも意外な、そして自分でも戸と惑まどってしまうほどの喜びをもたらすものだった。

「君が一緒にいてくれたからこそここまで潜せん入にゆうできたということだ。わたし一人では絶ぜつ対たい無理だった。だから……このとおりだ」

　言い終えたグラッサーはタナの手をとり、その手の甲こうに騎き士しのような接せつ吻ぷんをした。

「ま……あ、あの」タナは真っ赤になった。

「礼を言わせて貰もらう。心からだ」

　自分も少し紅あかくなっているグラッサーはえへん、と咳せき払ばらいし、タナの腕をとった。彼女がごく自然に腕をからめてきたことに、敵てき地ちでは不ふ似に合あいな種類の高こう揚よう感を覚えている。えとまあ、要するに盛もり上がっておるんですな、気持ちはわかります。

　ページの向こう側をきっと睨にらんで黙だまらせたグラッサーはいった。

「ともかく、ここでの用は済すんだ。一度に食べ過すぎては消化不良を起こす。逃げるとしよう、タナ」

「ペガサスは大だい丈じよう夫ぶでしょうか……ヴィル」

「いざとなれば……」グラッサーは暖あたたかく頼たのもしい、本当の漢おとこにしか浮うかべられない笑みでタナを安心させた。

「君を背せ負おって、わたしの二本の脚あしでマリウクスへ帰り着くまでだ」

　きゅん（効こう果か音）。というわけで、えらく危き険けんな状じよう態たいにありながらものすごく満たされているお二人なのであった。
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　５日間をかけて作戦を立案させた後の12月13日、剛士は作戦案に基もとづいた訓練や演えん習しゆうの開始を命じた。基き礎そ的な訓練そのものは12月８日の段だん階かいですでに手を付けていたが、いよいよ本ほん格かく的な予行演習に入ったのである。

　時間は、あまりない。

　ウルリス攻こう撃げきともなれば本来ならば最低でも二ヶ月の訓練期間が欲ほしいところだった。しかし魔ま王おう領りようにそんな余よ裕ゆうはない。剛士が重じゆう視ししている『勝ったように見せる』イメージ戦せん略りやくの影えい響きようだった。来年はどのみち大変なことになるのだから、年が明けたら全軍はそれに備そなえなければならない。ならば、年内に……〈カルネアデス〉作戦の印象が薄うすれないうちにもうひとつの勝利を演出して、今年後半のこの戦争が魔王軍の優ゆう位いで終わったように見せかける必要がある。戦争を動かすのはなによりも気分モラルだからだ。

　訓練や物ぶつ資しの集積に必要な最低限の時間、部隊の行動をランバルトの目からごまかせる期間等々を考えると、ウルリス攻撃はぎりぎりで12月24日深夜から25日夜明け前まで、という結果がでた。剛士はもう何日か後にならないか、と再さい検けん討とうさせたが無理だとわかった。その後になるとウルリス付近が豪ごう雪せつにみまわれるだろうとの予よ報ほうがもたらされたからである。ある程てい度どの悪天てん候こうは人族から行動の自由を奪うばってドラゴンたちの攻撃を利することにつながるが、豪雪となるとどうにもならない。

　ほかにも24日にすべき理由があった。その日の夜は四つの月が隠かくれるパーフェクトな新月だったのである。当日の予報は曇くもり、もしかしたら多少の積雪があるかも、というものだったが、もし晴れでもしたなら……と考えるとやはり月のない夜を選ぶべきだった。魔族にくらべると、人族はまったく夜目が利きかないのに等しいからだ。

　となると、作戦参加部隊の行動開始は主力が24日、支し援えん部隊が23日。動き始める前に将兵へ最低二日は休息を取らせなければならないから、訓練、演習、準備に使えるのは粘っても20日まで。すでに残り時間は八日を切っている。ムチャは承しよう知ちとはいえ、ハードスケジュールもいいところである。そんな意味では剛士君、絶ぜつ対たいに甘あまい総そう帥すい閣かつ下かではなかった。



　ワルキュラから50キロほど離はなれたあたりに突つきでたリガント山地は大たい抵ていの場所でそれなりに心地ここちよく過すごす術すべを知っている魔族にすらさっぱり人気のない土地である。なにしろ、槍やりの穂ほ先さきのようにそびえているリガント山をのぞけば、周りは石ころだらけなのだ。川もなかった。おかげでリガント山周辺の十数キロ以内は誰だれ一人として住んでいなかった。本格的な演習開始から三日過ぎた12月15日、剛士は彼のブレーンというかハーレム候こう補ほ御ご一いち同どうというか、ともかくスフィア以下全員と共にこの地を訪おとずれていた。こういう場所になると精せい霊れいさんの契けい約やく地ち域いきではもちろんないので、かなり雪が積もっている。それに、ハンパではないほどに寒い。

「右……三時方向から入ってきます」紅あかいサングラスに隠れた瞳ひとみを空に向けていたアーシュラが教えた。

　剛士はそちらへ顔を向けた。もちろん、注意力が散さん漫まんな彼が即そく座ざに見つけられるはずがない。きょろきょろと見回すことになった。

「こちらです、剛士様」

　スフィアの声が聞こえたかとおもうと背中にふにっとしたものが当たり、顔の右みぎ脇わきからほっそりした腕がのびた。肌はだを刺さすように空気が冷たいこんな時でも手て袋ぶくろもはめていない彼女の指が空の一点を示しめしている。

「あ……あれ」

　防ぼう寒かん外がい套とうでもこもこに着ぶくれた剛士は遠くにぽつぽつと生じた影かげをようやく捉とらえた。ぐんぐんと大きくなってくる。間ま違ちがって地面に突っこむのではないか、とおもわれるほどの低空飛行だ。

　突入してきたのはワイバーンの編へん隊たいである。大だい蛇じやが翼つばさを生やしたような見かけの４匹ひき編隊がお互たがいに数百メートルほどの距きよ離りを開けながら飛来し、雪原に据すえられた標的に向けて力を抑おさえたファイアーボールを次々と放つ。ほとんどの火球が目標を直ちよく撃げきした。

　ワイバーンの編隊はそれで終わりではなかった。四方八方から同時に侵しん入にゆうし、標的を攻撃しながらリガント山へと迫せまってゆく。最初のファイアーボールを放ってから一分もしないうちにリガント山の紅あかい標的旗が立てられた峰みねへ次々と炎ほのおが生じた。あちこちから迫ったワイバーンが一いつ斉せい攻撃をくわえたのだ。攻撃を終えたワイバーンたちはそのまま急上昇してゆく。ほれぼれするほど見事な攻撃だった。

「いまは疲ひ労ろうを抑えるためにファイアーボールの力を弱めさせています」剛士の傍らに立ったラッシュバーンが説明した。「実戦では、ファイアーボール全力にくわえて魔ま導どう弾だんも使用しますので、さらに確かく実じつな効こう果かが期待できます」

「みんな標的に当たってるね」剛士はいった。「このあいだの報ほう告こくと同じだ」

「ええ、かなりきつい状じよう況きようを設せつ定ていしても、90パーセントを切ることはありません」総帥の声に満足げな響ひびきが含ふくまれていることを知ったラッシュバーンはほっとして続けた。

「こう申しあげるとなんですが……閣下の示しめされた基き本ほん方ほう針しんが大変に厳きびしいものでしたから、だいぶん部下たちに恨うらまれています」

「え」剛士は心配そうな顔を浮うかべた。

「冗じよう談だんだな、我わが君」フィラが口を挟はさんだ。あの日、ワルキュラ侵入をはかったペガサスを迎げい撃げきしてしまったことで剛士にちょっと怒おこられてしまったのだが、そのことを不満におもう気持ちは全くない。自分の夫だと定めた少年の怒いかりは『フィラさんにそんな危あぶないことをさせてしまった』という彼自身の自じ己こ嫌けん悪お、そして彼女の身を案じることのあらわれだと確かく信しんしているからだった。実じつ際さい、剛士にぐちぐちといわれている間、フィラの心は弾はずんでいた。

「冗談って……」剛士がさすがに膨ふくれた。

　フィラは楽しげにいった。

「間違いないよ。第１航空突竜艦隊司令長官殿は冗談を口にされているのだ」

「ご心配には及およびません」フィラにウィンクしながらラッシュバーンは尖とがった鼻をうごめかせた。

「いつも恨まれておりますので」

「しかし……いささか交戦規則ルールズ・オブ・エンゲージメントが厳しすぎませんか」今度はアーシュラがいった。「現在の計画ではドラゴンたちも飛びにくくて仕方がないでしょう」

　交戦規き則そく、カタカナ言葉ならば右のルビどおり、略りやく語ごであればＲＯＥと呼ばれるそれは、すごくおおざっぱにいってしまえば、学校の校則みたいなものである。戦っている最中に起こりうるイベントを並ならべ立て、その時は必ずこうしなさい、と決めたルールブックだ。校則と同じで、いうまでもなく面めん倒どうなものである。じゃあなんでそんな面倒なものをわざわざ決めるかというと、校則と同じで、全員の好き勝手に任まかせていてはきちんとした集しゆう団だん行動（部隊行動）がとれなくなるからである。野球にだってサッカーにだってカバディにだってプレイヤーそれぞれに役やく割わりが与あたえられている。一塁るい手しゆがピッチャーの役をやりたがっては試合にならない。究きゆう極きよくのチームプレイが要求される戦争も同じなのだ。あともちろん、ただ壊こわして殺していればいいというわけでないから、という理由もある。一いつ般ぱん的なイメージとは異なり、軍隊の作戦というものは無む制せい限げんな破は壊かいとイコールではないからだ。実は目的達成のため、必要最低限の破壊、というのが理想なのである。派は手でに戦えばそれだけこちらも損そん害がいを受けることにつながるからだ。孫そん子しの兵ひよう法ほうかなんかにある、戦わずして勝つのが最上、というのはそういうことなのである。軍隊を動かすこと、戦わせることはできるだけしない方がいい緊きん急きゆう避ひ難なんじみた最後の手しゆ段だんなのだ。戦争の最中でさえ、その原則はゆるがない。そりゃそうである。まいどまいど国の命運をかけた大決戦ではみんな身も心も保もたない。交戦規則とはただの戦場ルールブックというだけでなく、ともかく一番楽な方法で勝とう、という意い志しのあらわれでもあるのだ。ヘンな表現だが、苦労をしないためであればどんな苦労もいとわない、というようなものである。

　となれば、剛士君がなぜ交戦規則についてうるさいのかわかってもらえるだろう。天抜高校での彼は、まさにＡ君という最悪の苦労を背負わせられることを避さけるために、あこぎな手を使った対飯田戦という苦労を自らに課したのだ。もっと限定していえば、飯田たちと戦うにあたって彼が採さい用ようした方ほう針しん、自分が絶ぜつ対たいに法を犯おかさないように気をつける、というのが彼の交戦規則だったといえるだろう。

「それはそうだけど」剛士はアーシュラにこたえた。寒さで紅くなった頬ほおの傷きず跡あとが白く引きつっていた。「戦力が限かぎられているし、どのみちドラゴンのみんなには無理をしてもらうから」

「まあ、命中率りつが高いのは悪いことではありませんが」アーシュラは答えた。進言をハジかれたという形である。

　えー、といってもまあ、お互いの空気が剣けん呑のんになったわけでもない。剛士はあいかわらずわかっていない鈍にぶさがあるが、女性で、吸きゆう血けつ鬼きでもあるアーシュラの方はそりゃもう人工知能剛士君をプログラミングできるほど彼を理り解かいしていた。アーシュラ本人が自覚している以上に、である。

　だから、剛士に自分の持ちだした話を反はん論ろんどころか否ひ定ていされても腹はらはたてない。剛士に程てい度どの低い悪意がないことはわかっているし、彼女もそこまで愚おろかではない。自分の持っているあいまいな知ち識しきと自分自身をイコールにしてしまい、知識の範はん疇ちゆうに含ふくまれない言葉を聞かされた時、自分を否定されたような気分になってわめきちらす方が会社や学校やネットにはよくいらっしゃるが、我らがアーシュラちゃんはむろんそのような糞くそ虫むし風ふ情ぜいの同類ではないのだ。いまさら語る必要もないだろうが、いうなればきちんとした文武両道の人なのである。

　アーシュラは剛士の横顔を見た。緊きん張ちよう感のなさは相変わらずだが、それが見かけだけに過ぎないことはすぐにわかった。

「……なにかわたくしが御相談に与あずかることの可能な問題がありますか、閣かつ下か？」

「いや、うん」

　剛士は照れたように苦く笑しようを浮うかべた。

「どんどん戦争にハマりこんでく感じだな、とおもって」

　ある意味でふざけた言葉だった。なにしろ彼は国家指し導どう者しやなのである。戦争にハマりこむというのであれば、その原げん因いんの一いつ端たんは彼自身、小野寺剛士そのものなのだ。

　むろんアーシュラはそのようなことを口にしない。他の連中も同じだった。なにしろ剛士は実にその、特とく殊しゆな事情そのもので国家指導者の地位についている。

　微び笑しようを浮かべたアーシュラは励はげました。

「どれほどハマられても結けつ構こうです。わたくしどもがバランスをとります。まあ、反戦運動には参加しませんが──たしかチキュウにはそのようなものがあるとうかがいましたが」

「ああ、あるよ」剛士はいった。「言葉通り、戦争に反対する活動のことで……うん、立りつ派ぱなことだとおもうよ」

「戦争に反対する、か」フィラが呟つぶやいた。彼女は剛士の声にくすんだ響ひびきが含まれていることに気づいていた。「どんな立場でだ？　そうか──チキュウでは臣民の発言権けんがコレバーンよりも大きいのだな？」

「うん。そういうことになっていた」剛士はうなずいた。彼女に対する言葉遣づかいがいささかぞんざいになっているのは、ま、慣なれてきたし、フィラ自身がそう扱あつかわれることを望んだからである。

「本当のところどうなのかわかりゃしないけど。その意味では反戦運動も同じかな」

　剛士君も天抜で育って17年、世界のあちこちで反戦活動を繰くり広げている人々がいることはむろん御存知である。テレビやネットなどで彼らの意見に触ふれたこともある。

　立派なことだ、とはおもった。戦争反対、死ぬのはイヤだ、というのはあまり反対できない言葉だからだ。そこに罪つみのない女じよ性せいや子こ供どもの命が……とか付け加えられると、もう絶対に文もん句くをいえない。

　とはいいつつも素す直なおに受け入れきれないところが剛士にはあった。彼としては正直なところである。なにしろ、平和を愛する人々や死ぬのが嫌いやな人々が反戦を叫さけんで戦争が阻そ止しされたり打ち止めになったりした例は地球にもブラントラントにも、そしておそらくどこかに存そん在ざいするかもしれない銀ぎん河が帝てい国こくにも存在しないからである。

「どうかな」彼の気分を察したフィラがいった。エメラルドの瞳ひとみに真しん摯しな光が宿っている。「反対したからどうにかなるものなのか、戦争とは」

「僕ぼくにもわからない」剛士はこたえた。「地球でも山のように戦争があったけれど、反戦運動のおかげで阻止されたものはなかった。戦争をやめるのにも……あんまり役に立ったことがないとおもう」

　そうなのだ。戦争に反対することが、戦争を阻止する役に立ったためしはないのである。

　たとえばアレ、イラク戦争についての反戦運動。世界中でずいぶんと盛り上がったように報道されていたけれど、戦争そのものにはなぁーんにも影えい響きようを与あたえていない。せいぜい、参加した人がいいことをした気分になれただけである。

　ほかにも例はある。有名なアメリカでのベトナム反戦運動は、アメリカ軍がベトナムで簡かん単たんに勝てないことがわかった後で……戦争が始まってから何年も過ぎた後で最さい盛せい期きを迎むかえているのだ。阻止の役には立っていない。

　また、戦争を終結させる際に果たした効こう果かも極きわめて疑ぎ問もんだ。アメリカの一いつ般ぱん国民がベトナム戦争を支し持じしなくなったのは、これまで勝てる勝てるといわれ続けていた戦いが１９６８年のテト攻勢によってオイオイ、という展てん開かいになったからだった。実のところアメリカ人たちは、信じていた政府の発表が嘘うそだったと受け取ったことで戦争を支持しなくなったのだ。ちなみに……テト攻勢でアメリカに冷水を浴びせた当時の北ベトナム政せい府ふが得た最大の成果はこの政治的ショック効果だった。軍事的には大敗北に近い損そん害がいを被こうむっている。もし剛士が戦史に詳くわしければこの点へ大いに注目したことだろう。彼が〈カルネアデス〉作戦で狙ねらったものはまさにそれだったからである。ただし、彼は自分をもり立ててくれる魔族たちの命を無む駄だ使づかいする作戦など絶対におこなわないだろう。ほのかの天抜での経けい験けんから戦争と自分についての覚かく悟ごを固めてはいても、ミレス・ティントとの約束やワティアの遺のこした言葉を彼は忘れていないからだ。

「人間の──ああ、方々、済すまぬ──することだからな、失敗もあろう」フィラがいった。

「ところで、その活動とやらは具体的にどんなことをするのだ？　むろんアレだろうな、要人にそれなりの働きかけをおこなうのだろうな？　必要とあらば賄わい賂ろを積むことも辞さずに。なによりも大切な命を守るためなのだから、当然その程てい度どのことはおこなうだろう」

「あんまりそういうのは聞いたことがない」剛士は教えた。「なんか道を埋うめ尽つくして叫さけんだりして政府を批ひ判はんしたりするらしいけれど」

「うむ。ではそのまま王宮や行政府に突入し、王に自分の要求を突きつけたり都合の良い要人を地位につけたりするわけだな」

「それもあんまり……そこまですると革かく命めい……というか、殺し合いになるし」

「革命というのは？」フィラがたずねた。日本語の方は王族のたしなみでオーケーなのだが、地球の政せい治じ用語すべてを理り解かいしているわけではないからだった。

　剛士はこたえた。「理り屈くつをこねまくった反はん乱らんのこと、だったとおもう。いや、得とくをする人が損そんする人より多い反乱、かな。理想的には、だけど」

「ふむ……それで、活動とやらに参加したあとはどうするのだ」

「なにかやるのは大たい抵てい休みの日とかだから……家に帰って風ふ呂ろ入って御ご飯はん食べて寝ねて、次の日は仕事にいくんだとおもう」

「なんだ、それは？」フィラは眉まゆを寄よせた。「つまり……アレなのか、チキュウという場所では休日でなければ戦争を阻止する者たちが集まらないのか？　一体そのどこに戦争を心底食い止めたいという思いがあるのだ？　平日は仕事が忙いそがしいから……という理由であるのなら、遊んでいるのとなんの違いがある？」

　フィラは完全に頭へ血を昇のぼらせていた。プリティな性せい格かくの持ち主だが、王族として祖そ国こくへ奉ほう仕しするためであれば我が身がどうなろうとかまわないという覚かく悟ごを持っているだけあって『余よ暇か』としておこなわれる反戦活動というものが我が慢まんできないのだ。

　剛士はなにもこたえなかった。しかし心のどこかで、そういうことだったのか、ともおもっていた。

　つまりこういうことだ。暇ひまを見つけて、あるいは暇を見つけて反戦をいくら唱えようが、『暇ヒマ』のなかでおこなわれる限かぎりなんの意味もないということである。デモ行進しても人間の盾たてになってもダイ・インしても反戦大集会開いて演えん説ぜつしても戦争の悲ひ劇げきを語り継ついでも戦争を阻止できるわけじゃない。自分はちょっといいことをしたという自じ己こ満足に浸ひたれるだけ、個こ人じん的な満足感を求めているという意味において秋葉原や日につ本ぽん橋ばしで眼鏡っ娘しか登場しないゲームや同人誌しを買うのと大差ない行こう為いにすぎない。いつの時代も、どんな世界でも、戦争を阻止したものは、どれほどキツイ状じよう態たいに置かれても冷静な判断力を曇くもらせず、必要な決断を即座に下すことを怖おそれなかった指し導どう者しやとそのスタッフたちなのだ。もちろん彼らにそうした能のう力りよくを発はつ揮きさせたのは感情的な好戦・反戦論に流れず、目の前にある危き機きから最大限の利り益えきを得ることを望んだタフな国民たちの支し持じである……考えてみればこれは、戦争に勝つため必要とされる条じよう件けんと同じだ。

（そういうことなんだ）

　剛士は気づいた。損になるから絶対に戦争をしてはならない時も、ほかに方法がないから戦わねばならない時も、そこから最大限の利益を得るために必要とされる条件は同じなんだ。そして、さらに……いや、もっとも素す晴ばらしいことに気づいた。

「僕は……幸せだ」

　新たに飛来したワイアームの編へん隊たいを見つめながら剛士は呟つぶやいた。本気だった。

　確かにそうである。素晴らしいスタッフと素晴らしい領民。戦局が厳きびしさを増ます一方であることをのぞけばいまの小野寺剛士ほど幸せな国家指導者は存在しないだろう。魔王領が勝利する、いや、この戦争から最大の利益を得るために必要とされるものはあとひとつだけ。

　まっとうな指導者。

　劣れつ化かウランのように重いものを剛士は自覚した。胃いがきりきりと痛いたみ、おもわず唇くちびるをかんだ。

　が、以前のように丸くなりたいとはおもわなかった。彼の目の前には、彼自身が命じた新たな戦いに必要とされる訓練を続けているドラゴンたちがいた。

「幸せ……周りは美人ばっかりだもんねぇ」剛士がなにかロクでもないことを考えていると気づいたセシエがツっこんだ。

　この冬の総そう帥すい閣かつ下か定番ファッションとなってしまった襟えり巻まき志し願がんのキツネ──玉たま藻もの頭を撫なでながら剛士はうなずいた。

「それは認みとめる。認めるよ、うん」

「あらあら」スフィアが手で口を押おさえた。

「……」アーシュラが決してイヤそうではなしにうつむいた。

「うむ。よい覚悟だ」フィラがにっこりした。

　玉藻は何かをいう代わりに、冷たくなった剛士のほほをぺろっ、となめた。

　あ、もしかしてあたしってメンバーかも、と考えついたセシエはうーむ、いつのまにかそういう展てん開かいに、やっぱ前の巻でサービスしたのがアレだったかな、いいや、ドサクサで混まじっちゃえ、などとおもいつつにんまりした。

「えー、閣下」ラッシュバーンが遠えん慮りよがちな声でいった。とはいえ、顔つきの方はつきあっちゃいらんねぇよ、という感じである。ま、そうでしょう。

「あ、うんうん」

「あらためて御命令のない限り、いまのまま訓練を進めますが」

「あ……うん」剛士は冬空を飛び回るドラゴンたちをもう一度見つめた。新たに侵入してきたワイバーンの編隊が見えた。コースを間ま違ちがえたらしい。大あわてで身体からだをのたくらせ、向きを変えている。

「前線航空フオワード・エア……」

「統制官コントローラー。ＦＡＣでもよろしいのでは？」いつものとおり軍事用語でつっかえた剛士をスフィアがフォローした。

「うん、そのＦＡＣ。ドラゴニュートの人たちだったよね。そっちはどうなの？」

「痛いところを衝つかれました」ラッシュバーンは苦笑いで応おうじた。「実はいささか問題がでています。同時にこなさなければならない編隊の数が多すぎて……情じよう報ほうを処しよ理りし切れません。しかし、手はあります。もっとも複ふく雑ざつな命令のやりとりが必要とされる攻撃開始直後の行動は全ドラゴンに手順を叩たたきこみ、ＦＡＣなしで第一撃を終えられるようにします。第一撃以降であれば、同時に行われる任にん務むの数は減げん少しようしますから、現有のＦＡＣでもなんとかなります」

「大変そうだけど……ほかに方法は」

「いまのところはこれが最善の策さくです」ラッシュバーンは胸むねをたたいた。「お任まかせください、われわれは魔ま王おう軍ぐんのドラゴンなのです！　魔王領りようと……閣下、あなたにとっての最強の槍やりです。一言御命令をいただければ、われわれは必ず任務を果たします！　戦場へ最初に飛び込みフアースト・イン、最後に離れるラスト・アウトのはあなたのドラゴンたちなのです」

　頼たのもしい言葉だった。普ふ段だんは大たい言げん壮そう語ごをまったく口にしないラッシュバーンが発しているだけに、なおのこと頼もしかった。

「いや、うん……うん」

　おもわず笑み崩くずれながら剛士は大事なことを忘わすれていたことに気づいた。戦いを阻そ止しするにしろ受け入れるにしろ、必要なものはもうひとつある。

　祖そ国こくと同どう胞ほうへ絶ぜつ対たいの忠ちゆう誠せいを誓ちかう精せい強きような軍隊。

　剛士は確かく信しんした。

　そう、それだって僕には与えられているんだ。



　　　　４



「ったく、無む理り矢や理り偵てい察さつに出かけたかとおもえば……」ウランコールは要よう塞さい司令官室で額ひたいを押おさえていた。ランバルト一番の家具職しよく人にん、ママント・ヘブロコスさん（72）の手になる手のこんだ執しつ務む机づくえの向こうには椅い子すが置かれ、いささかぐったりした様子のグラッサーが腰こしをおろしていた。

「少しは立場というものを考えたらどうなのだ」両手を机の上でくんだウランコールはため息をついた。といっても怒おこっているという感じでは全然ない。というよりむしろ……

　ぶはっ、と爆ばく発はつするような勢いきおいでウランコールは笑いはじめた。そうなのである。このヒト、笑い転げたいのをずっと我が慢まんしていたのであった。

　原げん因いんはもちろん……親友たるグラッサーのつるりんとしたお顔である。

「いや、あは、うん、その、久ひさしぶりに目にするとなんだな、うぐっ、その、まるで……」

　窓まど際ぎわからも明るい笑いが響ひびいていた。声の主はむろんフェイ・マラックスである。ただし、ウランコールとは少し笑いの質しつが違ちがう。驚おどろきの、そして好意の笑いである。ハンサムな男を目にして悪意を抱いだける女じよ性せいというのはそう多くはない。

「ん、もう、ほんとに、うふ、ヴィルったらもう……シヴイ感じからいっぺんに……うふ、うふふふふ」

「もういいだろう」グラッサーは手で払はらうような仕草をした。「実じつ際さい、困こまっているのだ」

「だろうなぁ」ふ、ふふふっ、と笑いながらウランコールが答えた。要塞防ぼう御ぎよ司令官の重じゆう責せきを与あたえられている彼が久しぶりに見せる、かつての青年騎き士しをおもいださせる顔だった。

「なにしろおまえの部下でさえ……うっ、うわははははっ」

　そうなのであった。グラッサー、タナを伴ともなって魔王領から脱だつ出しゆつに成功したのである。魔王軍パトロール隊の目を逃のがれてペガサスへ戻もどり、まずは森の中を駆かけて包囲の輪をすり抜ぬけ、その後も魔王領をでるまでいろいろあって時間がかかり……まあともかく、逃げ延のびたのである。

　でもって先に逃げ戻っていたマークスの手配した救出部隊と途と中ちゆうで接せつ触しよくできたのだが、そこで一ひと騒さわぎがあった。当然である。救出部隊が探さがしていたのはお髭ひげのコワイ猛もう将しようと撃げき墜ついされた騎士だったからだ。しかし彼らの目の前にあらわれたのはシシリアンな感じのハンサムといい感じの娘むすめさんの二人なのであった。

　だもんだからグラッサーとタナ、まずは味方に……それも見覚えのある部下たちに捕ほ虜りよとしてとっつかまってしまった。怪あやしげな奴やつをとらえましたという連れん絡らくを受けてすっ飛んできたマークスのおかげで即そく座ざに解かい放ほうされたものの、まあ大変といえば大変だったのである。

「城じよう内ないの女の子たちはもう騒いでいるわよ、ヴィル」フェイはにやにやといった。「タナもライバルが多くて大変ね」

「すぐにのばしなおす」グラッサーはムッとしてこたえた。

「そうできればいいけど」フェイはあいかわらずにやにやしている。「タナがもうそうさせてくれないんじゃないかな」

「あの娘むすめとはそういう関係では……」

「あらあら」ウランコールの背はい後ごにまわって太い首に腕うでをまわしたフェイはいった。「あらあらあらあら」

　うぷっ、ウランコールがまたもやふきだした。

「そ、そのだな、ヴィル、まあ、おまえも騎士ならば無理なことは口にするものではない。うはは、ま、まあ、いいではないか。あのタナとかいう娘、身分は違うがなかなか心こころ映ばえのよいところがあると聞いたぞ」



　笑いと不ふ機き嫌げんな答えの応おう酬しゆうがしばらく続いたあとで、ようやく報ほう告こくになった。

「やはりオノデラゴウシはなにかをたくらんでいる」グラッサーは伝えた。

　なにを伝えたかといえば……ハイレベルだと認みとめざるをえないワルキュラの防空システム、予よ備び役えき部隊とはいえ即座に検けん問もんを配置できた迅じん速そくな反はん応のう、そしてあのドラゴン部ぶ隊たい駐ちゆう屯とん地ちで目にしたものである。

「高度な防空体たい制せいは彼らがいつでも戦える状じよう態たいにあることを教えている……というわけね」先ほどまでとは一変して眼鏡めがねの奥おくできらりんとクールな瞳ひとみをきらめかせたフェイがうなずいた。

　どう？　というフェイの視し線せんを受けたウランコールはうなずいた。

「そして予備役部隊の迅速な展てん開かいも同じことを教えている……いや、それ以上のことを、だな。魔王軍はあまり予備役部隊を使いたがらん。練度の差と……おそらく、戦争が領民の生活へもたらす悪あく影えい響きようを最低限にとどめるためだろう。だが、そのほかにも……」

「おそらく、即座に投入できる正せい規き兵へい部隊がなかったのだ」グラッサーはいった。シビアな話題なので、顔つきはアル・パチーノ顔とはいっても『ゴッドファーザーＰＡＲＴ２』の方になっている。シヴく重い、いかにも力パワーの意味を知る男という感じであった。目が陰かげになってほとんど見えないところがそうした趣しゆ味みの方々にはたまらんというところである。

「また軍を動かすつもりか、この真冬に」ウランコールはうめいた。「正直なところつきあいきれんな。目標はやはり……」

「ここよ。マリウクス。それしかないはずよ」フェイが断だん言げんした。

「常じよう識しき的にはそうだな」グラッサーはつぶやいた。

「なによ、ほかになにかあるってわけ？」グラッサーの言葉にふくまれていたためらいをフェイは聞き逃のがさなかった。

「ドラゴンの動きが気になる。それに、あの巨きよ大だい怪かい鳥ちようだ」

「尖撃のリアリア・ザ・スピアが操あやつっている鳥、か」ウランコールがうなった。「すでに調べさせたが、ここに常駐している学者たちによればおそらくそれはムル大だい神しん殿でんの守しゆ護ご鳥だ。戦争ではなんの役にもたたないといっている。大神殿を守る場合でなければ、なにがあっても戦わないらしい」

「戦わないでいてくれて助かるよ。あんな怪物に空を支し配はいされてはどうにもならん。この目で見ても、まだ実在を信じられない化け物だ」グラッサーはいった。

「つまり、オノデラゴウシが巨大怪鳥を用いてなにかをする可能性があると貴き様さまは考えているわけだな、ヴィル？」

「そうだ」

「すぐに考えつくのは巨大怪鳥を用いた長ちよう距きよ離り攻こう撃げきだけれど」フェイがいった。「大型の魔ま導どう弾だんをごっそりとぶらさげて……たとえばウルリスを火の海にするとか」

「うむ……」ウランコールは太い眉まゆを寄よせた。「しかし、巨大怪鳥は直ちよく接せつの戦せん闘とう行こう為いには関かかわらないだろう。その可か能のう性せいだけはない、と学者たちも断だん言げんしている。となると……」

　３人は顔を見合わせた。同じ種類の驚きが浮うかんでいた。

「輸ゆ送そう手しゆ段だんだ」グラッサーが口火を切った。

「ほかには考えられない」フェイが同意した。

「なにを運ぶ？」ウランコールがたずねた。

「イーサン、学者たちは巨大怪鳥の数についてなにかいっていたか？」いまや切せつ羽ぱ詰つまったとも表ひよう現げんできる表情を浮かべたグラッサーがたずねた。

「何羽いるか、ということか？　はっきりしないとはいっていたが……」

「ともかく、２羽や３羽ではないのだな？」

「ああ、その点は間違いないらしい」

「なーる」フェイがくいっ、と眼鏡をあげた。「ヴィル、奴やつらのドラゴンは確たしかに強力だけれど……脚あしが短いわ」

「どうやって運ぶ？　背せに乗せたのではたいした数にはならんぞ」ウランコールがたずねた。もちろん司令官という立場から、あえて否ひ定てい的な言葉を口にして自分たちの推すい定てい、その弱点を見つけだそうとしている。決して、彼らに反対しているわけではなかった。

「簡かん単たんだ。曳ひけばいい。ドラゴンにも翼つばさがある。浮いているだけであれば、そうも疲つかれはしない」グラッサーはいいきった。

「となるとドラゴンの数が問題だが……オノデラゴウシであれば手抜きはしないな。全力をたたきこんで最大の戦果を目指すだろう」ウランコールはうなずいた。「奴らは最大で２５０頭以上のドラゴンを動かせる。少なくとも、最後に得られた情じよう報ほうではそうなっていた」

　３人はシャレのない顔でそれぞれをみやった。暗くなるのも無理はない。このあいだの、ジンビューワーで放送された演えん習しゆうが突とつ然ぜんのように現実の恐きよう怖ふと直結したのである。ま、〈カルネアデス〉作戦の時と同様、ここまで予想されていると剛士君も真っ青であるが、こればかりはどうにもならない。ブラントラントにおいて戦争の才能は剛士君ただ一人が備そなえているわけではないからだ。おファンタジアな世界とはいえ、主人公効こう果かにも限げん界かいはある。この世界は剛士君にとってすばらしいところが（ことに女性関係で）山やま盛もりではあるけれど、決して彼のためだけに……彼を活躍させるためだけに存そん在ざいする悪趣味な場所ではないのだ。

「ねえ、ひとつおもいついたんだけど」完全に歴戦の戦術家としての態たい度どになったフェイがいった。

「……そこまでしてオノデラゴウシが攻撃したい目標って、なに？」

「常識的に考えるなら……」そこまでいいかけたウランコールがぐっと押おし黙だまった。気づいたのである。巨大怪鳥まで投入する大バクチにマリウクス程てい度どではひきあわない。だいたい、それほどの危き険けんをおかしたところでこの巨大城じよう塞さいを陥おとせるとは限らないのだ。となれば、マリウクスより重要で、直接的な防御力の低い目標、ということになる。

「ウルリス」

　フェイがつぶやくようにいった。

「ああ」グラッサーがうなずいた。「それに……ウルリスには奴らの魔王がいる」

「誰だれかある！　書面をつくる！」

　ウランコールは怒ど鳴なった。すぐに当番の書記が飛びこんできた。筆記用具を構かまえた兵にウランコールは即座に語り始めた。

「マリウクス城塞防御司令官より陛へい下か──細かいところは任まかせる。当方は独どく自じの偵てい察さつ行動により、魔王軍が新たな作戦行動を計画しつつあるとの判はん断だんに到とう達たつした……」

　見事に、まことに見事に剛士君の作戦計画にあたりをつけたウランコールは最後に命じた。

「ペガサスの急使で出せ。必要ならば乗りつぶしてもかまわん。急げ！」ウランコールはグラッサーとフェイにうなずいた。窓まどの外では、魔王暦れき１００２年12月22日の陽ひが相次いで地平線に消えようとしていた。急使は遅おそくとも明日、23日深夜にはウルリスに到着するはずだった。魔王軍がすでに行動を開始しているのでもない限り、大きな……戦争の帰き趨すうに影響を与えるほどの報告になるはずだった。
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　同じ頃ころ、魔ま王おう軍中央作戦指し揮きセンターには剛士の命令によって軍首しゆ脳のう部ぶが顔をそろえていた。こと作戦準じゆん備び段だん階かいにおいては異い常じようなほどの秘ひ密みつ主しゆ義ぎをとる剛士のおかげで誰だれも詳くわしいことは知らなかったが、この集まりの重要性をわざわざ徹てつ底ていさせる必要はなかった。センターに、ヒュドラのレルネーと百頭ヒヤクトウのカピラがともに配置へついていたからである。レルネーとカピラを同時に配置へつけるというのは量子スーパーコンピュータを並へい列れつ動作させているようなものだからだ。よほどの情報処しよ理り能力を剛士が求めていることの証しよう明めいである。

　気をつけぇ、剛士があらわれると同時に号令がかかり、全員がばっと姿し勢せいをただした。剛士は両手をいいかげんにふって皆みなを楽にさせた。総そう帥すいの席に立ち、全員が自分に注目していることを確たしかめると、なんの気負った様子もなく全員に告げた。

「みんな、集まってくれてありがとう。まあだいたい想そう像ぞうがついているとおもうけれど、また、戦いです」

　どよめきが生じた。剛士はそれが収おさまるまで皆をみまわした。視し線せんのあった者にはにこりと挨あい拶さつを送る。

「作戦の準備はすでに終わり、参加するみんなは最後の休養に入っています」場が静まるまで待った剛士はあらためて切り出した。「特とく殊しゆな作戦なので、全軍が関かかわるというわけにはいかないけれど……勘かん弁べんしてください」

　失笑がひろがった。剛士はほっとした表情で続けた。

「作戦は明後日……12月23日に開始します。目的はいくつかあるけど、あの、あれもこれもと手をだしてワケがわかんなくなる感じではないので安心してください。で、ともかく最大の目的は……田中さんの救出です。ええ、僕ぼくらはウルリスに乗り込こみます」

　あの秘密会議室で生じたものをうわまわる反はん応のうがわき起こった。なんというか、積極的な行動というのは多少ムチャなところがあっても気分を良くするものだからだ。おまけにこの場にいる指揮官たちは、剛士がムチャは要求しても無理は求めないことを体験から理り解かいしつつあった。

　大騒さわぎの皆を抑えた剛士は傍かたわらを向いていった。

「ドラクール参さん謀ぼう総そう長ちよう、後は任せます」

「はっ、閣かつ下か！」

　椅い子すに腰こしをおろした剛士に代わって前にでたアーシュラが小こ脇わきに抱かかえていた書類を手にし、読み上げた。

「これより各級指揮官に命令を伝達する！　気をつけぇ！」

　ざっ、とか、べちゃっ、という音が響ひびいた。全員が踵かかとや触しよく手しゆをあわせたのである。

　アーシュラの澄すみ切った声が命令を読み上げた。

「総帥閣下の御言葉通り、我が軍は明後日午前０時を期して田中魔王陛へい下か救出作戦に着手する！　作戦秘ひ匿とく名めい称しようはメリー・クリスマス。よって今後、本作戦を〈メリー・クリスマス〉作戦と呼称する！」

　アーシュラはさっと手を振った。精せい霊れいさんがぱっと反応し、床ゆかの大パネルに巨きよ大だいな地図を映しだした。ワルキュラからウルリスまでをふくんだ大だい縮しゆく尺しやくの地図であった。

「作戦の主力はラッシュバーン少将率ひきいる第１航空突とつ竜りゆう艦かん隊たいが担になう。艦隊はその全力をもってマリウクス南方を迂う回かいし──」

　地図に矢印があらわれ、マリウクスの下、つまり南方をぐるりと迂回した。そのままランバルト国内へとのびてゆく。

「ランバルト国内へ侵しん入にゆう。ウルリス王おう城じように幽ゆう閉へいされている陛下を救出する。なお、今作戦においてウルリスは“〝パールハーバー”〟、王城は“〝グラン・サッソ”〟、田中魔王陛下は“〝ドゥーチェ”〟、ワルキュラには“〝ハシラジマ”〟なる秘匿呼称が付ふ与よされる。各人、情報の取り扱いについては細心の注意をもってあたること。質しつ問もんは？」



    

  
    
      　質問がなければ続ける、とアーシュラが口を開いた。すでに秘匿名称を用いた表現に切り替かえていた。

「ブラントラント史上初の長駆航空侵しん攻こう作戦〈メリー・クリスマス〉は二段階にわかれる。

パールハーバー上空の制せい空くう権けん確かく保ほまでを目的とする〈メリー〉と、ドゥーチェ救出、ハシラジマ帰還を目的とする〈クリスマス〉である。詳しよう細さいな兵力部ぶ署しよはおって各自へ達するが、ここではまず総帥閣下の発令された主要指揮官を皆に告げる。諸しよ官かんは所しよ属ぞく指揮官の命令を閣下御自身の命令とおもってこれによく従したがうように。ではまず──クォルン族長！」

「はっ」クォルンが一歩前に進みでた。

「残念ながら今回、我が主力地上部隊の出番はない。同時に、航空部隊主力が出で払はらうことによって生じる防ぼう衛えい体制の弱体化も見逃せない。よって総帥閣下はその点に充じゆう分ぶんな配はい慮りよのあることをお望みである。ここまではいかがか？」

「まことにごもっとも」クォルンはうなずいた。

　アーシュラはいたずらっぽい微び笑しようを浮うかべた。

「同意していただいてありがたい。では、閣下よりの御命令をお伝えする。クォルン族長、貴き下かは今作戦期間中、魔王領防衛司令官をつとめるように。なお、総帥閣下の格別の御高配により、同時に魔王軍陸戦総そう監かんへ任にんじられる。後者の任命はただいまより有ゆう効こうなものであり、閣下の別命が下されない限り、永えい続ぞく的に有効なものである」

「陸戦総監？　そんな役やく職しよくは──」クォルンは鼻をうごめかせた。

「それをいえば参謀総長という役職も閣下が命じられるまでは存在しなかった」アーシュラがにやりとした。「ともかくだ。わが地上部隊は直ちよく接せつ的にはあなたの指揮下に置かれるということだ、クォルン殿どの」

　イノシシ顔にあっという表情が浮かんだ。剛士へ顔を向ける。魔王領総帥は知らん顔をしていた。ただし、口元がにやついている。以前に元げん帥すいへの昇しよう進しんを断ことわったら、元帥よりさらに上の仕事を与あたえられてしまったということだった。

　クォルンは溜ため息いきを吐ついた。この異い世せ界かいの少年にはかなわない、とおもった。

　そして、微笑を浮かべた。

「ありがたくあります。謹つつしんでお受けいたす所存！」

「よろしい！　次はブーラーン殿……」

　防衛部隊指揮官の任命は進んでいった。それが終わったあとは当然〈メリー・クリスマス〉である。

「まず実戦部隊の出撃に先んじ、中ちゆう継けい補ほ給きゆう拠きよ点てん築ちく城じようのため、兵へい站たん部隊が先発する。ランバルト国内の無人地帯にもうけられるこの中継拠点の秘匿呼称は“〝ヒトカップ”〟である。拠点築城並びに先行部隊の指揮は、本人の強い希望により、メイス・クラリン大佐があたる。大佐、任務を果たす準備はできているか？」

「はい！」美しいシルフの澄すんだ声が響ひびいた。

「よろしい……続いて、第１航空突竜艦隊司令長官ラッシュバーン少将！」

「はっ」ウィングドラゴンが胸むねをそらせた。

「貴官は〈メリー〉作戦指揮官に任じられた。閣下は貴官が充分にその任に堪たえうるものと確かく信しんしておられる。なお、貴官に与えられるコールサインは“〝ナグモ”〟である」

　踵を打ち合わせて一礼したウィングドラゴンの肩かたは小こ刻きざみに震ふるえていた。むろん、武む者しや震いである。

「〈クリスマス〉作戦指揮官には“〝スコルツェニー”〟なるコールサインで呼ばれるこのわたしがあたる」アーシュラはいった。「なお、総帥閣下はむろんこのワルキュラで作戦の全ぜん般ぱん指導にあたられ──」

「待って」剛士が口を挟はさんだ。

「閣下？」アーシュラは悪い予感に美び貌ぼうを凍こおりつかせていた。そして、彼女は正しかった。

「〈クリスマス〉作戦の指揮官も僕ぼくが兼けん任にんする」小野寺剛士は静かに告げた。

「もちろん、本当の戦争はわからないから、形だけ。向こうでは参謀総長に全部お願いする。でも、みんなと一いつ緒しよにウルリス──えーといや、パールハーバーへはいく。グラン・サッソにも」

「危き険けんです！」ちりちりと鈴すずの音を響かせ、スフィアが叫さけぶように噛かみついた。まさに怒ど髪はつ天てんをつきかねない様子である。剛士がまたもやムチャクチャなことをいいだしたので一いつ瞬しゆんにしてキレてしまった、というところだ。少なくともそれだけが理由のように見えた。

「剛士様はそのようなお立場ではありません！　後方で、作戦の推すい移いを見守り、なにか問題が生じた時は即そく座ざに解かい決けつ策さくを講こうじられなければならないのです！」

「危険ですから閣下は──」

　アーシュラも口を挟はさんだ。といっても、スフィアの剣けん幕まくがとてつもないため、どこか、とりなすような響きがあった。

「いや、いく」剛士はいいきった。

「なにを考えておられるのです、剛士様！」スフィアの美び貌ぼうは怒いかりのあまり青ざめていた。「総帥の身でありながら一いつ兵ぺい卒そつのように戦場へ向かわれるなど……あまりにも非ひ常じよう識しきにすぎます！　もし、このあいだのようなことがあったら……無む責せき任にんの誹そしりをまぬがれません！」

　センターにいた全員が凍りついた。言い分は当然すぎるほどだったが、スフィアの言葉はあまりにも厳きびしすぎた。要するに剛士のことを物知らずのバカ野や郎ろうといっていたからである。

「スフィア、言葉が過すぎる──」

　あわてて抑おさえようとしたアーシュラを剛士はうなずきで押おしとどめた。

「いいんだ、スフィアのいうとおりだから」

「……それでも、征ゆかれるのですか？」スフィアが不気味なほど静かな声でたずねた。

「うん」剛士はうなずいた。

「理由を教えてください」

　剛士は口を開きかけ、うつむき、顔をあげ、また口を開きかけ、頬ほおの傷きず跡あとをかいた。そしてようやくいった。

「ちょっと恥はずかしいんだけど」

「戦争に恥ずかしいも恥ずかしくないもありません。所しよ詮せんは人殺しです」スフィアはとりつくしまもない。

「やっぱり恥ずかしい」剛士はくりかえした。「確かに戦争は戦争だけど──」

　彼はよたよたと歩き、スフィアの傍かたわらに立った。なにかという表ひよう情じようを浮うかべたものの、あいかわらず柳りゆう眉びを逆さか立だてている彼女にごにょごにょといった。

「聞こえません」スフィアはいった。

「聞こえたでしょ」

「聞こえません！」

「あーもう」

　いまいましげにうめいた剛士は背せ伸のびをし、両手でスフィアの頭をつかんだ。抱かかえこむように引っ張ぱり、柔やわらかな彼女の耳に唇くちびるを寄よせた。そしてもう一度ごにょごにょと話した。

　浅あさ黄ぎ色の髪かみを持つ美少女の背せ筋すじが震えた。美貌に複ふく雑ざつな色が浮うかんだ。そして、全身から力が抜ぬけた。

「ってわけで」頭を放した剛士はいった。顔が赤くなっていた。そのような言葉を口にした自分を恥じているのだった。

「本当に、恥ずかしいでしょ？」

「そうでしょうか」スフィアの声にはとまどいがあらわれていた。いまだに剛士の手に掴つかまれているように頭を傾かたむけたまま彼女はたずねた。

「本当に、そうおもわれているのですね？」

「えー、うん、まあ、似に合あわないのは知ってるけど」

　のんびりした声だった。しかしのんびりとしているのは声だけであることにスフィアは気づいた。剛士の顔は青ざめ、頬は突つっ張ぱっていた。握にぎった拳こぶしはかすかに震えていた。しかし、瞳ひとみにだけは力が──なんてことはない。そこには、正直に怯おびえがあらわれていた。剛士君、見み栄えは張っても恐おそろしくてたまらないことには変わりがないというわけである。

「…………」

　スフィアはちんちくりんな魔ま王おう領りよう総そう帥すいを見つめながらおもった。この御お方かたはここまで来てしまった。原げん因いんは……心当たりがありすぎる。そしてわたしは……いまはいい。喜んでいればいい。きっと、そうなのだ。

「失礼いたしました、剛士様」彼女は深々と頭を下げた。

「いや別に、ね」剛士は手を落ちつかなげに振ふった。「わかってもらえたら、それでいいから」

　そんな二人の様子を見つめていたフィラ・マレルはぽつりとつぶやいた。

「なんかうらやましいぞ、ああいうの」

　小さな声のつもりらしかったが、しわぶきひとつない静けさの中で発せられたため、おもいのほか大きく響いた。おまけに魔族はおおむね聴ちよう力りよくがいい。クォルンをはじめ、ことのなりゆきを見守っていた連中が目を丸くし、ついには耐たえきれずにふきだした。フィラ自身も笑いだしていた。

「あ、なんだよ。人が精せい一いつ杯ぱいそれらしくやってんのに」剛士はスねた顔でいった。笑いがさらに大きくなる。ことにクォルンあたりは嬉うれしげである。総帥の変化……まあ成長のようなものを喜んでいる。確かに剛士君、以前ならばいまのような言葉は口にできなかっただろうし、拗スねてみせることもできなかっただろう。〈カルネアデス〉作戦直前にここで開かれた会議のように、狂くるったようになって叫んでいたかもしれない。いまそれができたということは……気分に余よ裕ゆうがあるということだ。戦いを前にしてそうなのだ。クォルンが喜んだのも当然だった。彼はこの異世界の少年に心からの忠ちゆう誠せいを捧ささげているのである。

「静せい粛しゆくに」緊きん張ちようが充じゆう分ぶんにほぐれたとみたアーシュラが場を引き締しめた。おもしろくなさそうな顔である。いや、実じつ際さいにおもしろいとはおもっていなかった。自然と、蒸むし返す言葉が口をついてでた。

「閣下、スフィアは納なつ得とくしたかもしれませんが、自分はまだです。よってもう一度申しあげます。御自身で戦場へ乗りこまれるのはあまりに危き険けんです。〈クリスマス〉作戦は通常の野戦とは異ことなります。前線と後方が明確にわかれているわけではありません。なにかしくじりがあれば、バハウスの森での悲ひ劇げきを繰くり返すどころではありません」

「そうかもしれない」彼はうなずいた。「でも、計画どおりに……いや、70パーセントぐらい計画どおりに進めば、大だい丈じよう夫ぶなはずなんだ」

「70パーセント？　それはまあ……ですが、目的達成率りつがそれ以下だった場合は？」

「ドラゴン部隊は壊かい滅めつする。ってことは総帥の責任ということだ。だからどのみち、僕ぼくはいかなければならない」

　いくらなんでもこりゃ詭き弁べんもいいところだよな、と口にしている本人もおもっていた。しかしまあ、自分でのりこもうとおもった本当の理由が恥はずかしくて口にできないのだから仕方がない。だから、さらに卑ひ怯きような手を用いることにした。

　ちらっと微び笑しようを浮うかべ、剛士はいった。

「それに……なにかあった時は、また助けてくれるでしょ？」

「それは……」絶ぜつ句くしたアーシュラは唇をへの字に曲げた。なにも言葉が見つからなかった。下半身の、ふっくらとした丘に茂しげる淡あわい紅くれないの叢くさむらがざわめいていた。頬ほおが熱を持つのがわかった。

　ヴァンピレラ・ビューティから反はん駁ばくがないことを確かめた剛士は皆をみまわし、たずねた。

「えーと、そんなとこだけど」

「わたしも参ります」強こわ張ばった表情のスフィアがきっぱりといった。

「ボクはもっちろーん」たたっ、と駆かけ寄よったリアが剛士の手を握にぎった。

　剛士の肩かたに置いていた頭をひょいと持ち上げた玉たま藻もがけん、と鳴いた。

　どたたた、と駆けこんできたセシエが手を差しあげ、はいはいといった。

「ちょっと待ったぁ！　ったく人にだけ情じよう報ほう収しゆう集しゆうと分ぶん析せきなんて地味な仕事させといてみんなしていいノリかまして、ずるいずるい！　あたしもいっきまーす！」

「もし負けたら、魔王領首しゆ脳のう部ぶ全ぜん滅めつだな。閣かつ下かが関かかわるとどうしてこう毎度毎度、乾けん坤こん一いつ擲てきになんのかな」ジョスが溜ため息いきを吐ついた。自分も手を挙げてつけくわえる。「あ、もちろん俺おれもウチの連隊のきれいどころと一緒にいくんで、よろしく。かわいい娘には送り狼おおかみをつけよって諺ことわざもあるし……ぐはっ」

　むろんジョスのうめきの原因はにっこりと脇腹へヒジをキメたメイムである。

「要するに最強の布ふ陣じんというわけだな」フィラがいった。「となれば、このわたしがくわわらねば画が竜りよう点てん睛せいを欠くというものだ。あ、コールサインとやらは余あまっているやつはないのか？　それにちょっとな、もう少しミリタリーっぽいこともしてみたいんだ。ああ、アレだ。このあいだのブラックペガサスとやらでもいいぞ」

　彼女の背はい後ごに影かげのごとく付き従したがっていた侍じ従じゆう長ちようが溜息とともにいった。

「殿でん下かが参られるのであればこの爺じいめも」

　アーシュラはとがめるように剛士を見つめた。魔ま王おう領りよう総そう帥すいの顔はあいかわらず子こ供どものようだ。しかし、その目には背せ筋すじを粟あわ立だたせるものがあった。本人が心配していたとおり、小野寺剛士はいままさに戦争へハマっているのかもしれなかった。

「わかりました。計画を修しゆう正せいします──ただしマレル殿下は戦せん闘とう任にん務むにはおつけしませんよ。手て傷きずを負われても正体が知れても困こまりますから、よろしいですね？」

「いや、うん、もちろん」剛士はあわてていった。一転して、子犬が飼かい主を慕したうような目になっていた。フィラがいらぬ一言を付け加える前に話を決めてしまえたことに──そしてその必要性に気づいていたアーシュラに感かん謝しやしているのだった。

（この御お方かたは……）

　抱だき上げてなで回してやりたい衝しよう動どうを懸けん命めいに抑おさえつけながらアーシュラはおもった。剛士の瞳に感じたものがなんであるか、彼女は気づいていた。異い常じようなほどの決意と心を溶とかすほどの甘あまさ、その両極の間をわずかな時間のあいだに行き来した小野寺剛士の闇やみにも似にた色の瞳にあったものは、少年のそれでも、獣けもののそれでもなかった。自分が何者であるかを知った男の目にだけ宿るなにかだった。そしてアーシュラは、なにかを決意した男を目にするのが決して嫌きらいではなかった。



　　　　６



「容よう易いには信じられぬ話だな」グラスを手にしたカディウス大将しよう軍ぐんがうなった。顔が赤らんでいるのは酒のせいばかりではなかった。

「ブラントラントにあまねく手をのばす全ぜん智ち者しやだと？　やはり、信じられん。あなたの……」

「昔通りに呼よんでくれてかまわない、ダルト」向かいの席に腰こし掛かけたサンバーノ宰さい相しようはこたえた。

「つまりダルトはおまえにこういいたいのだ……」暖だん炉ろで手をあぶっていたハートマン大博士が振り返っていった。

「一度、医者にいけ、と。そうではないのか、ダルト」

「まさにな、アディ」カディウスはうなずいた。「ラウルがどんな男か知っていても……そう簡かん単たんには信じられん。全智者。バカバカしい」

「同意見だ」ハートマンは笑い、落ち着いた調度のととのえられた部屋をみまわした。「ウルリス最高のクラブ、ホルトナの奥の間か！　おまえたちとつるんでは飲んだくれたあの頃ころ、こんな場所で顔をそろえることになるとはおもわなかった。ここは、権けん力りよくを握った男たちの……薄うす汚よごれた老人たちが密みつ談だんを交かわす場所だとばかりおもいこんでいた」

「われわれも老い、薄汚れたのだ」サンバーノがこたえた。「もちろん、一番汚れているのはこの俺だ。権力のためには友と争うことすらいとわなかった。おかげで……まあ、寂さびしい限かぎりの毎日だな」

「だが、おまえは力を手に入れた、ラウル」カディウスがいった。その表情は日頃サンバーノと対立している軍部の代表者とは違っていた。遠い日、同じ少女の気を引こうと争った友の顔だった。

「俺がどうしておまえの命をねらわなかったかわかるか？」カディウスは続けた。「アディが止めたからではない。おまえの目的を俺なりに理り解かいしていたからだ。おまえはただ王家のために力を求めた。先王が亡なくなられた後の混こん乱らんを切り抜ぬけるには確たしかに……それが必要だった。俺個こ人じんとしては、おまえが魔王と連れん絡らくをつけていることも理解している」

「大将軍としてはどうなんだ、ダルト」ハートマンがたずねた。

「腹はらは立つ。しかし、目的を理解することは可か能のうだ。確かにおまえは忠ちゆう臣しんだ。ラウル」サンバーノへ投げつけるように告げたカディウスはグラスをぐっと干ほした。

「アディ、おまえの意見は？」カディウスのグラスへディキャンタを傾かたむけてやりながらサンバーノはハートマンをみた。

「先日、おまえのよこした資し料りようには目をとおした」ハートマンはグラスを揺ゆらした。「荒あらっぽい推すい測そくばかりだが……否ひ定ていはできない」

　大将軍と同様、乱らん暴ぼうにグラスを干したハートマンはサンバーノの手からディキャンタを奪うばい取り、自分のグラスへなみなみと注いだ。実はこの三人のなかで一番の酒しゆ豪ごうなのである。

「ブラントラントの重大事に見え隠れする全智者か！　まるで陰いん謀ぼう論ろんそのものだ！　だいたい、実じつ在ざいするとしても理由がわからんよ。そんなことをしてなにがおもしろいのだ？　庭の手入れをした方がマシではないか」

「では、否定しないのだな、アディ？　できれば大博士としての意見を頼たのむ」

「ああ、否定しない。巧こう妙みように隠されているが、ブラントラントには何者かの手がくわわっている。これまで誰だれも気づかなかったのは……そんなバカげたことがありうるなどと考えもしなかったからだ。まあ興きよう味み深いのは……すべてがその全智者とやらの思おも惑わくどおりに転がったわけではないことだな」

「そうだ」サンバーノはうなずいた。「俺の手の者がパライソから奪ってきた古記録によれば、マスル教はもっと……その、人を締しめ付ける教えになるはずだったらしい。しかし現げん在ざいは知ってのとおりだ。南方教会は堕だ落らくし、西方教会は硬こう直ちよくしている。ブラントラント全土にひろまることもなかった。コレバーンや魔王領での信者数は皆かい無むに等しい」

「人族の……いや、魔族もふくめた、世界全体の力だろう」ハートマンがいった。「外部から力がくわわっても、あるべき姿すがたに戻もどろうとする復ふく元げん力りよくが働くのかもしれない。外部からの力というのは……要するに自然な状じよう態たいではないのだからな」

「常つねにうまく転がるわけではない……アディスン五世陛へい下かと、あのお優やさしかったお后きさ様きさまを手にかけた時もしくじってくれたら！」カディウスが怒ど鳴なった。彼は青年騎き士しの頃、アディスン五世の近きん従じゆうに任にんじられていた。

「証しよう拠こはあまりないが……俺は魔王も疑うたがっている。魔光とともにあらわれる異世界の存在。おまけに人族だ。そして誰もが必ずなにかの取り柄えを持っている……本当の意味での暗君はただの一人もいない。あまりにも、不自然だ。あの、延えん々えんと守られ続けている禅ぜん譲じようによる王位継けい承しようもふくめてな。なまの人間であれば、絶ぜつ対たいにそれだけではすまない。ましてや１０００年もとなると……」

「魔王領の王位継承制せい度どはつねに謎なぞだった。そう説明したくなる気持ちもわかる」ハートマンはうなずいた。

「オノデラゴウシもその一部か……説明のつかんこともない。王国は、ランバルトは戦いに勝とうとしていた。しかしそれでは困こまると考えた誰かが……あの戦いくさの上手な男をおくりこんできた」

「だとしても……やはり納なつ得とくがいかん」カディウスは酔すい眼がんをサンバーノへすえた。「目的がわからん、どう考えてもだ」

「正直いって俺にもわからない」サンバーノは認みとめた。

　ハートマンがふきだした。「おまえが手をあげてどうする」

「しかし、俺にこういった者がいる」サンバーノは告げた。「花を愛めでるにも手た折おらねばならない、と。そして……花を愛でることそれ自体にはなんの意味もないと」

「意味もなく、ただそうしているというのか」カディウスは眉まゆをよせた。「いや……このとしになるとわかるが……確かに、そうかもしれん。生きることにはなんの意味もない。ただ生きているから生きている。そのことに気づいてしまうからなにかを求める。それだけだ。もちろん、それをくだらないとおもうほど人生には絶望していないがね」

「おまえにその言葉を告げたのは誰だ、ラウル」ハートマンがたずねた。

「男だん爵しやくナサニア・ゴローズだ」

　ふんっ、とカディウスがうめいた。「あの生意気な小こ僧ぞうか！　ラウル、いったい奴やつとおまえはどういう仲なのだ？　おまえに男色趣しゆ味みがないと知らなければ疑ってしまうところだぞ」

「俺も、知りたいな」ハートマンもいった。

「気づいていなかったか。まあ……当然だな。一番守ってきた秘ひ密みつだ。なによりもゴローズ自身がそれを望んだ。自分の求めるものを得るために、いらぬ荷物を背せ負おいたくはないといいおった」

　愚ぐ痴ちるようなサンバーノの言葉に二人のランバルト王国要人は眉まゆを寄よせた。

「あれは……あの男は……」

　サンバーノはゆっくりと告げた。

「ティアナの息子むすこ、俺の、ただ一人の孫まごだ」

　カディウスとハートマンは同時に深いうめきを漏もらした。



　ナサニア・ゴローズはサンバーノの一人娘むすめ、ティアナ・フラワティカ・サンバーノ・ゴローズが産んだ子こ供どもだった。すっきりした性せい格かくで、頭の回転が速く、外見は若わかくして世を去った母親ゆずりの美しさを持っていたティアナは望めば国王の側室にでも簡かん単たんになれただろうが、本人はそのような人生を望んではいなかった。どんな男もおもうままに扱あつかえる女としての能のう力りよくを持ちながら勉学や剣けんの修しゆう練れんに打ちこみ、そのいずれでも親が充じゆう分ぶん以上に自じ慢まんできるだけの成果をあげた。

　娘の能力に正直舌したを巻まいたサンバーノはある日たずねた。どうだ、いっそ軍人にでもなってみるか？

　冗じよう談だんじゃありませんわ、お父様。ティアナはころころと笑いながら断ことわった。わたくしはただ自分の力を確かめたかっただけ。人殺しの大将になるなんて御ご免めん被こうむります。

　ではなんになるつもりだ──その場ではおもわず鼻白んでしまったサンバーノだったが、その回かい答とうは、ある日突とつ然ぜんに、一通の置き手紙によって伝えられることになる。

　すこし世間を眺ながめて参ります。ご心配なきよう。それだけを書き残し、ティアナが出しゆつ奔ぽんしたのである。

　サンバーノは自分でも覚えがないほどにあわてふためいた。公おおやけにできることではなかったから、密ひそかに人を使ってティアナの後を追わせた。娘の性格はわかっていたから、連れ戻もどせとは命じなかった。

　しばらくすると、後を追わせた者たちからの、呆あきれたような、感心したような報ほう告こくが続々と届とどきはじめた。

　ティアナはあっという間にいっぱしの冒ぼう険けん者しやになっていた。南部国こつ境きようの向こう、ランバルトからみれば蛮ばん族ぞくのすみなす地で騒そう動どうを起こし、人を助け、また騒動を起こしていた。南が済すめば北、とばかりにコレバーンやパライソでもあれやこれやに関かかわった。

　サンバーノをもっとも案じさせたのは魔ま王おう領りようへ乗りこんだ時である。ティアナはそこでも一いつ切さい遠えん慮りよをしなかった。通り過すぎる町や村ででくわした事じ件けんのすべてに関わり、周囲を青ざめさせたり喜ばせたりしていた。悲しませることはただの一度もなかった。

　サンバーノが父親として悪い予感を覚えたのはティアナが魔王領に入って半年ほどした時期である。パーティを組んだ仲間の一人と毎日のようにケンカをしているという報しらせがあったのだ。

　まずい、とおもった。連れ戻すべきだ、と考えた。ティアナの母も、サンバーノと何度もケンカを繰くり返したあげく妻つまになったからだった。

　しかし手て遅おくれだった。サンバーノが連れ戻させるべきか迷まよっているうちにティアナから手紙が届いた。お父様、わたくし、結けつ婚こんいたしました。世間もざっと眺めましたので、とりあえずセントールで暮くらそうとおもいます。

　サンバーノは頭を抱かかえた。腹も立った。しかし彼は娘に甘あまい父親だった。結局は彼女が冒険者仲間だった夫と新居を構かまえたトルガの村に贈おくり物を届けさせ、こればかりは譲ゆずれないとばかりに、しばらく顔をみせるなという手紙をそこへつけた。

　彼のかたちばかりの抵てい抗こうが打ち砕くだかれたのは一年半後、ティアナが夫のバロア・ゴローズと共に屋や敷しきを訪おとずれた時である。その時彼女はようやくはいはいできるようになった子供を胸むねに抱いだいていた。

　帰ってきたらああもいってやろう、娘を奪うばった男はこうも扱ってやろうという気分は初うい孫まごのあどけない表ひよう情じようを目にした瞬しゆん間かんに消え去った。使用人たちの前ではどうにか耐たえたものの、家族だけになるとランバルト随ずい一いちの権けん力りよく者しやの表情はだらしないほどに溶とけ崩くずれ、初めて会う祖そ父ふにも笑え顔がおを惜おしむことのない孫をぎこちない手つきで抱きあやしていた。ナサニアと名付けられたその子が彼の膝ひざを濡ぬらしたのはその時のことである。

　だから、トルガの村が襲おそわれた時──サンバーノは半はん狂きよう乱らんになった。愛しているもの、この世で愛するに足る数少ないものが奪われたのだ。調ちよう査さ団だんへ強ごう引いんに参加したサンバーノは娘の遺い体たいを目にした時、自分のなかにある何かが死んだことに気づいた。

　孫は見つからなかった。生せい存ぞん者しやがいないため、どこかに逃のがれたとしてもどこに向かったか見当もつかなかった。

　そしてある日、ナサニアと名乗る少年が屋敷を訪れた。サンバーノはまず身み元もとを疑うたがった。すでに関係が悪化していた魔王領の潜せん入にゆう工作員が孫に化けている可か能のう性せいがあった。即そく座ざに魔ま導どう検けん査さを受けさせた。少年はいかにも当然といった態たい度どでそれを受けた。彼は確かにあのナサニア、彼の膝に染しみをつくった子供だった。

　驚おどろき喜んだサンバーノはただちに彼を正せい統とうなサンバーノ家の跡あと継つぎとして迎むかえ入れようとした。しかしナサニアはそれを断った。そのかわりわがままをきいてほしいといった……自分はトルガの村で起きた事件について調べ続けてきた。あなたにはなるべく迷めい惑わくをかけたくなかったが、独どく力りよくでは無理だとわかったのでこうしてここにやってきた……

　あの日から何年もの時が過すぎた。ナサニアはいつのまにか軍人としての頭角をあらわし、世に知られた男になった。表向きはサンバーノにとりいった新参者として振ふる舞まい、周囲に本当の関係を知られるようなことは絶対にしなかった。そうすることが絶対に必要だと彼は信じているようだった。ナサニアのなかには祖父の緻ち密みつさと、母の明めい快かいさと、父から受け継ついだのだろう勇気があった。実のところ、王立特とく務む遊ゆう撃げき隊たい指し揮き官かんに任にんじられたのも本人が望み、それをサンバーノがかなえてやったからだった。ナサニアが任務で訪れる先々でなにかを調べていることをサンバーノは知っていた。それがランバルトとランバルト王家に害をなすものでない限かぎり、黙もく認にんしてやるどころか、積極的に手助けしてやろうと考えていたし、また、実じつ際さいにそうしてきた。

　そしていま、ナサニアとともに彼は新たな行動に打ってでようとしている。

　村が襲われた夜、何者かに連れ去られたという娘。その娘があの魔王領総そう帥すいの側に仕えていた。

　なにを意味するのかはともかく、その娘こそがナサニアの追い求めているものにつながるはずだった。あるいは、いまだにその溌はつ剌らつたる姿すがたを夢ゆめに見るティアナへ死をもたらした原げん因いんにすらたどりつけるかもしれない。ラウル・サンバーノは一歩も退ひくつもりはなかった。彼の考えを変えさせるものがあるとするならば、ただ一つだけだった。



「理由はわかった」目をぬぐったカディウスがいった。「あの生意気な若わか造ぞうになぜ認みとめるほかない軍才があるのかについてもな。で、俺おれたちになにをしろというのだ。一いつ緒しよに全ぜん智ち者しやを探さがせとでもいうのか？　冒ぼう険けんの旅へでるには年をとりすぎているぞ」

「そこまではいわん。俺の願いはただひとつだ」サンバーノは二人をかわるがわるに見み据すえ、告げた。

「理り解かいしてくれ。俺と、ゴローズ……俺の孫の行動は、王国と王家に害をなすものではない。絶対にそうはならない。つい昨日も、トルガ虐ぎやく殺さつ事件についての新たな証しよう拠こをよこしてきた。すでにこの件にはサイトウに使いを走らせてある。今日明日のうち、受け取るだろう」

「ゴローズもおまえと同じ考えだといい切れるのか」ハートマンがたずねた。

　サンバーノは断だん言げんした。

「ナサニアは、ティアナの息子むすこだ」

　二人の要人は深々と息をつき、グラスを干ほした。

「家族をそこまで信じられるというのは……うらやましいな」カディウスがつぶやいた。彼にも孫がいるが、いずれは家を継ぐ立場の初孫はウルリスでも名の知れたろくでなしだった。

「禍か福ふくはあざなえる縄なわのごとし、だな」なにをいってよいのかわからなくなったのだろうか、ありきたりな言葉を口にしたハートマンは二人に向き直った。

「ところで二人ともわかっているのだろうな？　この全智者の問題がもし表面化した時は……いま王国が戦っている戦争、いや、王国の盛せい衰すいそのものにもかかわってきかねない。その時はどうする」

　カディウスがサンバーノをみた。サンバーノはこたえた。

「これまで俺が話した問題はすべて私し的てきなものだ。そして俺は王国の宰さい相しようとしての立場を忘わすれることはない。いかなる意味でも。いまも、おまえたちに政せい治じ的な立場の違ちがいを捨すてて協力しろ、といっているわけではない。そんなものより大きな問題が存そん在ざいするという事実を告げているだけだ……若わかき日の友ゆう誼ぎに頼たよって」

「全智者について孫と王国、どちらの利り益えきを優ゆう先せんするとなれば……答えは決まっているというわけか」カディウスがうめいた。

「ああ、決まっている」サンバーノは苦いものをにじませながらこたえた。「まずすべては王家のために……そういうことだ」

「ゴローズも不幸な青年だな」ハートマンがいった。

「いや、あれはわかってくれる。そう信じている」サンバーノはこたえ、自分のグラスに新たな酒を注いだあとでつけくわえた。

「さっきいっただろう？　ナサニア・ゴローズはティアナ・サンバーノ、俺のただ一人の娘むすめが遺のこした男子おのこなのだ」



　　　　７



　12月22日夜。ワルキュラ。

　いうまでもなくワルキュラはにぎやかな街で、表向きは戦争ちょい休み、おまけに年末と重なったともなればさらにいいノリ、まさに不ふ夜や城じようという感じになってくるが、街中すべてが同じというわけじゃあない。住じゆう宅たく街がいというわけでもないのに、一日中静かな場所もある。

　大魔城から10キロほど離はなれた場所にある西海竜町もそういう場所だ。公園やら公共の博物館なんぞが多いため、夜間人口がおそろしく少ないからである。ま、昼働いている人たちを相手にする店もちょこちょことはあるが、早くに店を閉しめてしまう。というわけできっちり敷しき石いしがしかれ、手入れされた街がい路ろ樹じゆが風に揺ゆれる街路は盛さかり場ではまさに夜はこれから、という時間にもかかわらずどんな魔族や人族の姿もない。あちこちにもうけられた精せい霊れい燈とうが建物や公園のそこかしこを幻げん想そう的に浮うかび上がらせているだけである。

　しかし、ストーリー的必然に従したがって見かけどおりのはずはないのだった。精霊さんたちに暖あたためてもらっていても身を切るような冷たさである風にさらされている街路のそこかしこには、異い常じようなほどの緊きん張ちようがみなぎっている。

　背はい後ごにちょいとバロック風にも見えないこともない大きな建物を抱えた街角に、ひとつの影かげがあった。人族のように見えるが実はハイエルフだ。長身の女じよ性せいである。精霊燈の灯あかりを反はん射しやするシルバーのロングヘアが夜目にも目立つほど美しかった。

　ふっ、と空から新たな影が舞まい降おりた。人の姿に背せ中なかの翼つばさ。ドラゴニュートだった。こちらも、ハイエルフに負けず劣おとらずの美び貌ぼうである。風のおかげで、肩かたまでのばしたブラウンの髪かみがいい具合にほつれている。

「……なにか、気配はありまして？」ドラゴニュート・レディが品のよい声でたずねた。

「特には」ハイエルフ・レディが応おうじた。肩から力が抜ぬけている。よくよくみると、この寒さだというのに彼女の着こんでいるハドリア織おりを用いたロングコートのボタンはとめられていなかった。腰のあたりからのぞいているのはマジックステッキであった。

「こんなものを持ち歩くなんて久ひさしぶり」ドラゴニュート・レディは自分のレザー・ジャケットの内側からはみ出していた魔ま導どう多た節せつ棍こんの位置を直している。

「わたくしも」ハイエルフ・レディはコートの前をあわせた。「でも少し……以前のようで、おもしろくもありますけど」

「子こ供どもを５人も育てた後となると、少し恥はずかしいわ……しばらくお会いしていないけれど、一番下のお嬢じようちゃんはお元気？」

「あっちゃ……いえ、サリュナ・浅あさ香かは、ええ。すこしお転てん婆ばすぎて困こまるくらい」

　ハイエルフのクールな美貌に母親らしい暖かいものが浮かんだ。彼女の名は斉さい藤とう・アリュナ・マカダム・京子。斉藤もと魔王の奥おくさんである。いまはワルキュラ大学魔法学部精霊現象学科の非ひ常じよう勤きん講こう師しだ。

「それぐらいでいいのよ」ドラゴニュート・レディは微笑ほほえんだ。美女ではあるものの、こちらはちょっと派は手でな印象を受ける女性である。鈴木・グレトア・マータ・ヨネ。鈴木もと魔王の奥さんで、かつては魔王軍で連隊を率ひきいたこともある女じよ傑けつだった。いまは専せん業ぎよう主しゆ婦ふである。

　じつはこの夜、西海竜町にいたもと魔王の奥さん（アンド旦だん那なさん）は彼女たち二人だけではない。その数約２００人……もと魔王陛へい下かすべての配はい偶ぐう者しやがここに集結し、ちょうど二人の裏うら手てに見えるバロック風っぽい建物（改かい装そう中のとある私し設せつ博物館）を警けい備びしていた。あ、ちなみに人数があわないのはもちろんアレ、一人で何人も……という方がいらっしゃるからです。さらにちなみに、何人かいらっしゃる女性のもと魔王陛下の配偶者についてどうであるかは……んな下品な設定は決めなくてもいいとおもいます。

「それにしても……」斉藤さんの奥さんは建物を見つめた。魔導シールドが施ほどこされているため、その私設博物館（『ブラントラント特とく殊しゆ書しよ籍せき研究協会』と看かん板ばんがあり、田中さんの署しよ名めいがある）は闇やみよりも深く暗くたたずんでいるように見えた。

「ひとつところに全員が集まるなんて……」鈴木さんの奥さんは同意するようにうなずき、斉藤さんの奥さんにたずねた。

「ねえ、アリュナ。あなたは……気づいていらした？」

「あなたはどうなのですか、グレトア」

　鈴木さんの奥さんはちらりと笑った。

「うちのひとがこの世界にやってきて、魔王領のために尽つくして……一いつ緒しよに暮くらして……子供を育てて……短い年月ではないのだもの。隠せることなんて、あまりないわ。おまけにうちのひとは寂さびしがりだから」

　斉藤さんの奥さんはうなずいた。

「いったい、なにが始まろうとしているのかしら。戦争だって、まだこれからだというのに」

「これからだから、かもしれない」鈴木さんの奥さんはこたえた。「なにもかも、これからにかかっているからかも」



「面めん妖ような話じゃな……」アヤしげな名前の博物館、その奥まった場所に設もうけられた部屋でのんびりした顔つきのおじさんがいった。身につけているのは仕立てのよい羽は織おり袴はかまだが、いい具合にくたびれている。

「すべてはそこにかかってくるというわけじゃな、斉藤殿どの」

「……そうとしか考えられません、白木さん」もと魔王の斉藤さんがこたえた。周囲で車くるま座ざになっている40人ほどの男女から、うーん、とうめき声がひろがった。

　内装工事が終わっていないため、どことなく寒々とした部屋に集まったぱっとしない見かけの人々──これだけの顔ぶれがそろうのは魔王領りようはじまって以来だった。仮かりにＭＮＮがこの会合の事実をつかんでいたら国中の……いや、ブラントラント中の年末気分を吹ふき飛ばすような大おお騒さわぎになっていただろう。この場の顔ぶれにはそれだけの価か値ちがあった。

　ここにいるのは、全員が一度は魔王領を統すべた経けい験けんを持っている。そして、皆みなが地球の、日本の、天あま抜ぬけで生まれ育った人々だった。

　そう、ここにはもと魔王全員が顔をそろえていたのである。

「面妖っていえばそのとおりですけれど」ほわん、とした感じの丸まる眼鏡めがねをかけた女性がいった。女性魔王の一人、長なが良らさんである。外見はまだまだぴちぴち（死語）した感じの娘さんだが、確たしか明治の中頃ごろの出身である。もともとはちょっとした資し産さん家かの御ご令れい嬢じようだったが、女学校へ通っている最中に親おや御ごさんが破は産さんし、借金のカタに金かね貸かしのヒヒじじいの妾めかけにされかけていた時にブラントラントへとばされた。もともと愛らしい顔立ちのひとだが、その後に積んだ経験と生活のおかげで、滅めつ多たにいないほどの魅み力りよくの持ち主になっている。

「あたくしたちがこの世界にいるのがまず……」

「それはそのとおり」はっ、はっ、はっ、と男らしい笑いをあげながら間島さんがこたえた。いまだに茶ちや筅せん髷まげを結ゆっていることから想そう像ぞうできるように、戦国時代のご出身である。当時、天抜近辺にごろごろしていた豪ごう族ぞくの一人で（といっても手勢は一族郎党あわせても10人ぐらい）、織お田だ信のぶ長ながによる全国制せい覇はのあおりをくらって領地も家族も失い、仕方がないから腹はらでも切ろうと逃にげこんだ天抜神社からこちらへやってきた。バリバリの戦国武ぶ士しで個こ人じん的な勇気はある人だが、魔王としての仕事はそっち方面と全然関係ない。おおざっぱにいえば能のう力りよく主しゆ義ぎの導入による国の活性化というところである。戦国の人だけあって本当に見かけを気にしないところがあるから、なのだろう。

「我われらはみな、ここで第二の生を得た。王として扱あつかわれ、心素す直なおな魔族たちに慕したわれ、男子として……いや、すまぬ……人として張はりのある生き方を知った。王位をゆずった後もそれは同じじゃ。良き伴はん侶りよをえて、良き子こ供どもたちをえて……これ以上の幸せはない。そして、面めん妖ようといえばこれほど面妖なこともない」

　誰だれからも反はん論ろんはない。皆が同じ意見であるからだった。

「諸しよ先せん輩ぱい方にはこれまでたびたびお知らせしてまいりましたが」斉藤はいった。新聞販売店のオヤジさんという面おも影かげを毛ほども感じさせない、堂々たる態たい度どである。

「先日、ランバルト側からもとうとう裏うら付づけとなる資料が届とどきました」

「サンバーノ宰さい相しよう？」下町のおかみさん、という感じのマツ・ボロスティアもと魔王陛下（たいていの人に名字がなかった時代の出身なので姓せいの方は旦だん那なさんのもの）がたずねた。

「ええ。トルガ虐ぎやく殺さつ事じ件けんについての新資料で」そこまで口にした斉藤さんはちらりと苦く笑しようを浮うかべた。「もともとは魔王領にあった資料だそうです。わたしも手を尽くしていたつもりでしたが……なにせ気が引けて女によう房ぼうにも話せない事こと柄がらなもので、見落としていたようです」

　失笑がひろがった。斉藤さんは全員にサンバーノから送られた書面の内ない容ようを説明した。

「で、斉藤先生、その内容について確かく認にんはされたのですか」ぴしっとした身なりの前まえ髪がみを残した髷まげ姿すがたの少年がたずねた。元げん禄ろくごろ出身の武家の御ご次じ男なん、籾もみ山やまさんである。といっても天抜は武士の数が少ない天領で、おまけに親御さんは下っ端ぱの天領役人だったので、もともと優やさしげな顔立ちの彼にぴしりとした印象をもたらしているのは本人の心がけ、という奴やつである。武士はくわねど高たか楊よう枝じ、というアレかもしれない。実じつ際さい、自分の方が先に魔王をすませているのに斉藤さんを『先生』と呼んでいるのも武士の子としての礼れい儀ぎを守っているからだった。斉藤さんの方が年上に見えるからである。

「しました。公文書館の原本が盗ぬすみだされたため……アグナウとシルワにある写典保ほ管かん庫こに、小野寺君の……総そう帥すい閣かつ下かのもとで働き続けている懇こん意いな要人の手を借りて人を送り、両方の写しが同じ内容であることを確認しました。わたしが、いや、われわれがこの世界について抱いてきた漠ばくとしたなにかを肯こう定ていするものだとおもいます」

「せめて田中魔王がおられたらな」間島さんがあごをもみながらうなった。「彼はあれで……なかなか気の回る人物だった。どうやら天抜者のなかではじめて戦いくさの上じよう手ずとして呼ばれたらしい小野寺総帥よりは話が通じやすかったに違いない」

「田中君はわたしの説明を受ける前にランバルトの捕ほ虜りよになりました。まあ、本人にとっては楽しい虜りよ囚しゆう生活をおくっているようですが」なにがおかしいのか（もったいぶってすいません、小説的表現です）くくっ、と喉のどの奥おくで笑った斉藤さんは顔をひきしめ、続けた。

「小野寺君に関しては……一度会っただけですが尋じん常じようならざるものを感じました」

「襲しゆう撃げきされたことはうかがっていますが」鈴木もと魔王がぬぼおっ、とした顔に興きよう味みの色をうかべていった。服ふく装そうはまあ、スーパーにつるしてあるようなものを着こんでいるのだが、貧びん乏ぼうくさくは見えない。なんというか、日曜日のお父さんという感じである。

　しかしその場にいた誰もが鈴木さんの声を聞き逃のがさなかった。目的限げん定ていの名君ぞろいであるもと魔王陛へい下かのなかでも、鈴木さんはなかなかの人物だからである。もともとは家族をこコろレりラかなにかですべて失った大工だったのだが、そうだからなのかはたまた隠かくされた才さい能のうなのか、彼の治世では魔王領内政史三大事件のひとつとして語られる『エルフ─ダークエルフ』問題にケリがつけられている。魔ま族ぞくたちにもなんとなく影えい響きようを与あたえていた人族の悪あしきおもいこみ……『ダークとつけば悪い奴やつ』という概がい念ねんを、ダークエルフをはじめとするおファンタジア悪役系けい魔族を大量に政府の中ちゆう枢すうへ登用することでたたき壊こわした。『んなもの人それぞれ』という良りよう識しきを完全に確立させたのである。また、自分の治世の間、人材の無む駄だ遣づかいになることを承しよう知ちで官かん僚りようを二年ごとに入れ替かえて（もちろん『ダーク』系も含ふくめて）官民の人材を回転させたので、いわゆる逆ぎやく差別問題を引き起こすこともなかった。ちなみに彼が手をつけた官民の人材入れ替えはその後も魔王領官僚にとっての定番となっている。まあ、魔族というのは寿じゆ命みようがアレで、一度やめた仕事に１００年後またついたりすることも珍めずらしくないため、実にうまくいっている制度だった。まあアレ、鈴木さんをしてその制度をおもいつかせたのは家や建物を建てる時にとられる人材管理法──棟とう梁りようの下に流れの職しよく人にんが集まってひとつの目的のために働き、仕事が終わればまた散ってゆく──を応おう用ようしたものだというのが天抜の人らしいかもしれない。

　ともかく、ワルキュラをより住みやすい街にするため、また大魔城が竣しゆん工こうしたため取り壊されることになった御ご用よう邸ていの跡あと地ちが彼にちなんだ公園になり、安やす来き節ぶし姿の銅どう像ぞうがたてられたのも当然といえば当然なのである。もっとも、本人はそのことについてエラク恥はずかしがり、いまだに自分の名がついた公園に足を踏ふみ入れたことはない。要するに鈴木さんとはまあ、そういうお方である。いえまあ、魔王陛下たるべく天抜からとばされてきた人々は（１巻で田中さんが剛士君に語ったように）、どうも、そういうタイプの人ばかりなのだった。ちなみに、もと魔王たちの出身時代に偏かたよりがみられる理由は誰にもよくわからない。１００年ばかりぽっかり空くかとおもえば、数十年の期間に何人もが集中することもある。まあ、ブラントラントと地球は時間の流れが違うらしいのでそれでもいいといえばいいが、不思議な話だった。斉藤さんをはじめ、いま語っている問題について特に熱心な何人かのもと魔王たちは、まるで素人しろうとの盆ぼん栽さいのようだとすらおもっていた。飽あきたらそのままで……そうかとおもえば、毎日、根が腐れかけるほど手入れされたりする、というアレである。

「あの襲撃そのものにもおもうところはあるのですが」斉藤さんはいった。「それよりも、小野寺君がわたしにもちかけてきた内容です……彼は、ほんのわずかな材料をもとに自分なりの見方をつくりあげていました」

「まさか、その……」鈴木さんはさすがに驚いていました。

「ええ、彼は気づきかけていました。いまごろはもう、彼自身の結けつ論ろんに到とう達たつしているかもしれません」

「会ったことはないが、彼ならば不思議はなかろう」新たなもと魔王が発言した。皆はその声の主に気づき、一様にうなずきを返した。声の主は中島もと魔王──あの哀あわれな中島ワティアの父だったからである。

「わたしは娘むすめにも彼をほめた」中島さんはつらそうな表情で続けた。「それに……娘から届とどいた最後の便りにもにたようなことが書いてあった。小野寺君を守って死んだその日に、わずかな暇ひまを見つけて書いたものらしい。その後に届いた、小野寺君本人からの悔くやみ状じようを読んで……なおさらそのおもいは強まったな」

　一度言葉を切った中島さんは皆みなをみまわした。

「方々、いかがだろう？　斉藤さんの治世のもとではじまったこの集まりだが……そろそろ公おおやけにしてはどうだろうか？　小野寺君にすべてを伝え、なにもかもを、魔王領りようの……いまではこの場にいる誰にとっても天抜よりいとおしいふるさととなったこの国と、そこに住まうものたちのために明らかにすべきではないだろうか」

　全員が口々になにかをつぶやいた。そして視し線せんが一応は上かみ座ざにあたる位置を向いた。代表して斉藤さんがたずねた。

「いかがでしょうか、初代様」

「ブラントラントはいい世界じゃ」なんというか、農業指し導どう員いんという感じのおじさんがこたえた。いや、彼は魔王として本当にそういう仕事をしていた。魔王の座ざを譲ゆずったあとも……もう１０００年近くそういう仕事をし続けている。もちろん、エアさんのもとに集まってくる農業技術関連の資料を勉強しつづけながら、そこに自分と魔族たちのアイデアを組み入れて、である。

　彼こそは初代魔王、新田の茂も兵へ衛えさんであった。いまはまあ名字があったほうが面めん倒どうが少ないので、いい加か減げんに天抜茂兵衛と名乗っている。天抜でも魔王領でも土を相手にしてきた人だけあって、そのあたりは実におおらかな人ひと柄がらである。

「なにより魔族たちがいい。心優やさしく、真まっ直すぐで、そうであるからこそ生きる哀かなしみを知っている。だから……あさましい話じゃが、ワシは１０００年を生きてもまだ生きたりない。魔族たちとならば世の終わりまで共に過すごしたいと願っておる」

　茂兵衛さんは小さく咳せき払ばらいして続けた。

「ワシの魔王としての仕事はここにおられる皆々様と比くらべれば小さなものじゃった。天抜で暮くらしておった時と大差ない小屋に住み、田畑を魔族たちと一いつ緒しよにいじっただけじゃ。だから、ま政つりごとむきの難むずかしいことはわからん、というより、わかりたくない。しかし」

　茂兵衛さんは顔をあげた。陽ひに焼けた顔に生活のなかからなにかを見つけだした男の覚かく悟ごがあふれていた。

「ワシらに良くしてくれた、いや、いまも慕したってくれる魔族たち、そしてワシらのふるさとである魔王領のためになるのであれば、なすべきことをためらってはならないとおもう」

　もと魔王たちは一いつ斉せいに深くうなずいた。窓まどの外で、一いち陣じんの寒風が渦うずまを巻まいていた。



　大部分が戦せん闘とうや魔法の達人というもと魔王たちの奥おくさんや旦だん那なさんにまもられたアヤしげな博物館……もと魔王たちの秘ひ密みつ会合が開かれている部屋に面した窓のすぐそばに、人ひと影かげがあった。天抜高校女子制せい服ふくの上に登下校用のコートを着こんだ少女……朧おぼろ野のほのかである。マフラーを巻くかわりに、襟えりを立てている。

「……こっちもおもしろい感じね」

　寒さを微み塵じんも感じていないような声で彼女はつぶやいた。吹ふき付ける冬の風よりも冷たい声である。

「なにもかも、剛士のおかげということかな……ま、いいけど。天然の世界のなかでの……存そん在ざいか。いったいいつ気づくのかしら。ふふふ」

　ほのかはすっ、と空に浮うき上がった。そして、つぶやいた。

「おもしろい。おもしろいわ。剛士！」

　彼女はあいかわらずのＢＧＭバックで夜空に浮かび上がる魔王の城しろを見つめた。

　そして、さらに大きな笑みを浮かべた。

「ふふ……やっぱりやるんだ。ふふ。楽しみ。本当ならすぐにでも会いたいけれど、いまはもう少し見物させてもらうからね、剛士」

　ほのかの、あらゆる法ほう則そくを超ちよう越えつした感覚は、年末のせわしなさの中に様々な喜びと悲しみを見つけている魔族と人族たちの知らぬうちに魔王軍が行動を開始しつつあることを感じ取っていた。



　　　　８



　ワルキュラから70キロほど離はなれたウーモの雪原に、温おん泉せんのようにもうもうと湯気が立ちのぼっていた。

　むろん温泉掘ほって３００年の東カラント・ボーリングの掘くつ削さく課長、トロルのアバダイア・権ごん蔵ぞうさんがまたひとつ掘り当てたわけではない。まったく別の理由によるものだった。そこには何羽もの巨きよ大だい怪かい鳥ちよう……ズゥのおともだちやペガサスの群むれが待機し、身体からだを温めていたのである。といっても演えん習しゆうが終わったからこれからおうちに帰りましょう、という気分ではない。巨大怪鳥たちはいずれも荷物をぶらさげ、人族や魔族を乗せる用意を終えていたし、ペガサスたちは完全な戦せん闘とう装そう備びである。あっちこっちでかわいい娘むすめさんぞろいの魔ま導どう士したちが円えん陣じんを組み、

「第11魔導連隊、ふぁぃとっ」

　などとまるで高校のバレー部じみた気合いを入れているところもまさにまさに、である。

先ほどまでたてられていた精せい霊れい波はシールド型のテントもすべてたたまれている。

「指し揮き官かん、出撃準じゆん備び完かん了りようしました」色男のエルフ将しよう校こうが報ほう告こくした。なよっとした印象があるが、敬けい礼れいの時だけはぴしりとした軍人らしさがある。

「よろしい」

　雪原に展てん開かいした部隊をみわたしたメイス・クラリンは魔ま造ぞう毛皮の内うち張ばりを施ほどこしたコートのベルトをしっかりと締しめ直すと、優ゆう雅がさすら感じさせる動作で頭をめぐらせ、通信幕ばく僚りようにたずねた。

「ワルキュラからは？」

「まだです」あどけない顔立ちの持ち主であるホビットの通信幕僚は即そく座ざにこたえ、精晶時計の青白く光るカウンターを素す早ばやく確かめた。

「現在時、魔王暦１００２年12月22日２３５９時。計画どおりであれば、まもなく……」

　と、それまでまぶたを閉とじていたリボンがかわいいウェアキャットの魔導通信兵がぱっと目をあけ、報告した。

「指揮官、ワルキュラよりの命令、感じちゃいました！」

「復ふく唱しようなさい」

「はい、読みます！　発、魔王領総そう帥すい。宛あて、“〝ヒトカップ”〟築城部隊。本文〈トデスカイヤマノボレ〉、以上であります」

「間ま違ちがいないな？」

「ありません」さっとこたえた通信兵はあっ、と口を押おさえた。

「どうした」クラリンは眉まゆを寄せた。

「あの……追つい伸しんがありまして」

「いってみなさい」

「それが、あの……私し的てきな内ない容ようで」

「私的な？　どういうことだ」クラリンはまなじりをつりあげた。「命令通信のなかに私信をふくめるなど……」

　と、ちょこちょこと歩み寄よった通信兵がささやいた。

「──クラリン大佐、くれぐれも気をつけて。小野寺。以上です」

　クラリンは目を見開いた。大きな吐と息いきとともに肩かたの力を抜いた。追伸を聞かされたとたん、気分も楽になっていた。

「あの御お方かたは……」そこまでいいかけてクラリンは笑え顔がおになっている自分に気づいた。



　そのころ総帥執しつ務む室しつには小野寺剛士以下、〈クリスマス〉作戦の主要指し揮き官かんたちが集まっていた。〈メリー〉作戦参加部隊の方はすでに指揮官と共に大だい魔ま城じようを遠く離はなれた場所で配置についている。

「すごい量になるなぁ」

　剛士は机つくえの上に置かれた書類の束をみてため息をついた。伝令が届けにきた通信文である。

「心配ないよ、閣かつ下か」ソファにだらぁりとすわり、上体をメイムのおっぱいに預あずけていたジョスがこたえた。

「ほとんどウソだから」

「ウソ？」

「作戦参加部隊が動いていないように見せかけるためです」ジョスの背中をそっと押して起きあがらせたメイムがこたえた。「通信担当の魔導士、その一部をあえて部隊からはずして……駐ちゆう屯とん地ちでいつもどおりの通信をおこなわせています。一いつ般ぱん部隊の主な魔導士たちは精せい霊れい波はの特とく徴ちようをつかまれていますので、下へ手たに動かすとなにか企たくらんでいると教えるようなものです」

　はーぁ、と剛士はうなずいた。戦争の面めん倒どうくささをまたひとつ思い知った気分である。あれこれ質しつ問もんを重ねずに理り解かいできたのはメイムの説明が上手だったのと、彼の内部に搭とう載さいされているあの高速怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろが最大出力で運転中だからだ。

　というわけで最初の疑ぎ問もんは即座に解とけたのだが、頭が動いているおかげですぐに次の疑問が頭をもたげてきた。このあいだ視し察さつしたラッシュバーンたちの訓練で質問したことをおもいだしたのだ。

「ラッシュバーンはああいっていたけど……実戦では大だい丈じよう夫ぶかな」

「通信量の問題ですか」書類に目をとおしていたアーシュラがたずねた。

「うん」

　剛士はうなずいた。彼にとっては意外に理解しやすい問題である。実戦ではどうしても膨ぼう大だいな量に達するだろう通信とそれを受け取り、判はん断だんを下して命令に役立てる司令部、という関係は、まあ、アクセスが膨ぼう大だいな量に達して悲鳴をあげる回線のあまり太くないサーバーが抱かかえる問題と同じだからだ。

「連れん絡らくはどうしても混こん乱らんするでしょうね。覚かく悟ごしておいてください」アーシュラは断だん言げんした。「たしかチキュウの格言だったとおもいますが……戦いが始まったあとで有ゆう効こうな作戦計画はない、という言葉があります。ブラントラントでもそれは同じです」

「うん」剛士はうなずいた。そのレベルならばことさらに難むずかしくいわれなくても理解はできる。要するに憧あこがれの花子さんと仲良くなれる確かく実じつな方法は存そん在ざいしない、ということだ。相手には相手の考えがある。自分のイメージどおりに行動してくれる保ほ証しようなどない。あっさりと『おともだちでいましょう』といわれてしまう可か能のう性せいだって無む視しできないのだ。それどころか、なにか重要な情報を見落としていて──実は猛もう烈れつなフェミニストだとか、先天的にオの字は受け入れられないとか──もっとヒドイことをいわれる危き険けんすらある。レズビアンの可能性だってあるのだ。

　そうであっても（ま、花子さんが真性レズの場合はのぞいて）、どうしても花子さんのことは諦あきらめられないのであれば、どうしたらいいのか。

　花子さんがおもってみない反はん応のうを示しめしたときどのようにフォローして『おともだちでいましょう』レベルよりも上の御言葉を戴いただくかを考えるのが大事だということになる。ドジの総量を減へらすためのなんやかや、と考えてもいいだろう。もちろんそれはおもわず頭に血を昇のぼらせて押おし倒たおしてしまうとかそういうことではない。現実でそんなことをイタしてしまえば犯はん罪ざいだし、戦争でムチャを通せば死んでしまう。

「どうされたのだ、我わが君」フィラがたずねた。剛士が似に合あわないことおびただしい表情……遠目に見れば知的といえないこともない顔つきで考えこんでいるのがわかったからである。

「うん、あの」剛士はぼそぼそといった。「アーシュラのいってることは正論というか、疑問の余よ地ちもないことなんだけど……」

「なにか、おもいつかれたのですか」たずねたアーシュラの声は優やさしかった。実務能力には大いにクェスチョン・マークのつく剛士が、そうだからこそ効率的に物事をこなす方法について考えたがるとわかっていたからだ。

　そして剛士は、まさにヴァンピレラ・ビューティが期待していた反応を示した。様々な問題をひとことにまとめてたずねたのである。

「要するに、情じよう報ほうのやりとりだよね」剛士はいった。

「そうです。そこで発生する遅おくれや過あやまちが大きな影えい響きようを与あたえます」

「だからさ、そこをなんとかした方がいいかとおもって」

　アーシュラは微び苦く笑しようを浮うかべた。「そうできればいいのですが……」

　剛士は彼女の言葉に含ふくまれていた呆あきれの要素を無む視しした。彼もアーシュラが子こ供どもじみた反論などするはずがないことぐらいはわかっている。

「せっかく精霊さんが手伝ってくれるんだから……うーん。たとえばさ、情報をやりとりするスピードをもっとあげて、でもってどんな部隊とも、いや、どんな場所ともすぐに連絡がとれるようにしたら」

「言うは易やすし、だな」フィラが混まぜっ返した。「わたしの見る限かぎり、ブラントラントで魔王軍ほど連絡手しゆ段だんに気を使っている軍隊はないぞ。今回はかなり戦場慣なれした精霊をかきあつめて形を整えたようだが、戦場での精霊利用……いや、契けい約やくにも本来ならば限げん界かいがあるのだろう？　このうえ効こう率りつをあげるとなると……手間と苦労が増ふえる割わりに効こう果かはあがらないのではないか」

「うん、だから」剛士はもどかしげな顔になった。おもいついていることはあるのに、言葉が見つからないのだ。

　アーシュラは剛士が陥おちいっている気分を即座に察した。

「どんな言葉でもかまいません、仰おつしやってください。なにかいっていただければ、お手伝いします」

「邪じや魔までなければわたしも手伝うぞ」フィラも付け足した。二人とも反論じみたことを口にしていても魔王領総帥をへこませようとしているわけではないのだ。

　剛士は頬ほおの傷きず跡あとを撫なでながらうなずき、短足を椅い子すからぶらぶらさせながらたずねた。

「情報のやりとりで失敗する場所、いや、立場は……なにかな」

「司令部ＨＱ」と、アーシュラ。

「司令官コマンダー」フィラが付け加えた。

「じゃあさ、司令部とか司令官の仕事はなに？　情報に関かかわる部分で」剛士はさらにたずねた。高速怨念増殖炉が全力運転しているおかげで、話しているあいだに自分でも絵が浮かびつつあった。

「必要な情報を選んで、判断に必要なものだけを残すこと──」そこまで口にしてアーシュラはぴくん、と震ふるえた。剛士がいいたいことに気づいたのだった。

「ははぁ」フィラもにやりとした。「情報についてドジを踏ふむ原げん因いんは、判断をくだすべき立場の者たちがその管理まで担っているから……というわけだな？」

「そうそう」剛士はにこにことしてうなずいた。「だから、情報そのものは最前線から総そう帥すい本ほん営えいや中央作戦指し揮きセンターまで直通にしておいて、現げん場ばの人たちには関係ありそうなものだけを即そく座ざに教えてあげられるようにして……でも、それだけじゃえーとワルキュラの方で情報量がムダに増えて混こん乱らんするだけだから」

「情報だけを扱あつかう部ぶ署しよを設もうければよいのでは？」それまで控ひかえていたスフィアがいった。

「あ、うん、そう」剛士の笑みはさら大きくなった。「でもって、一カ所だけじゃやっぱり混乱するからあっちこっちにサポートする組そ織しきをつくって、それを全部精霊通信でつないで、情報が相そう互ごに流れるようにして……現場の部隊はもっとも近い組織から自分たちにとって重要な情報だけを伝えられるようにして……」

「その御お言こと葉ばだけですと、現在の指揮統制コマンドコントロールシステムと大差ないようにおもわれますが」アーシュラが口を挟はさんだ。もちろん、わざとそういっている。まだもやもやとしている剛士のアイデアを、あえて的を外した言葉を口にすることではっきりさせようとしているのだ。

　案の定、剛士は頭の中でぱっとなにかを飛び越こえた。

「あー、いや。ほら、いまのやりかたはアレ、根本ねつこがあってだんだんと枝えだ分わかれして……って感じでしょ？　だから、枝の先っぽ、つまり前線の部隊からあがってきた情報が根本……司令部に集まれば集まるほど大変な量になってわけがわからなくなる。たとえレルネーやカピラがいても、限界はあるよ」

　つまり下水や道路と同じ、ということだ。多すぎれば溢あふれたり渋じゆう滞たいをひきおこしたり、ロクでもないことばかりがおこる。処しよ理り場じようの能力を超こえる下水は扱えないのだ。それに根本から枝分かれするシステムの限界もある。司令部がＡという部隊の得た情報がＢという部隊にとって重要だと判断できても、単線の線路のように同じラインを用いて伝えねばならないので、素す早ばやく伝えるのが大変になってしまう。じゃあなんでそのシステムが採さい用ようされているかといえば……ここはアーシュラちゃんに語って貰もらおう。

「しかし、戦場ではなにがおこるかわかりません。がっちりした組織を作っておかなければ、戦いには耐たえられないのです。戦争では……必ず誰だれかが死にます。その時、組織の能力を、つまり軍の戦せん闘とう力りよくを維い持じするためには、融ゆう通ずうのきかないほどタフな組織、損そん害がいを受けた部分をブロックのように組み替かえられる組織である必要があります」

「いや、うん」剛士はうなずいた。彼にもアーシュラの言ったことはわかっている。第二次セントール会戦でその組織の根本（＝田中さん）がいなくなった時、新たな積み木としてとりあげられたのが自分自身なのだ。

「いや、うん。軍隊の構成そのものは確かにそうでなければいけないと僕ぼくもおもう。でもさ……情報はどうかな。部隊が必要としている情報とか食しよく糧りようとかの扱いはもうちょっと流れを良くしてもいいよ、きっと。だって魔ま王おう領りようは、強力な魔法は使えなくても、精霊さんにお願いしてＰＪＳみたいな魔導器械を使える人は山のようにいる……どころか、人族でさえそうなんだから、もっと活用してもいい」

　剛士は両手を胸むねの前で振ふりはじめた。

「だからえーと、司令部も含めた全部の部隊が利用できる情報センターみたいなものをあちこちに作る。手に入った情報は種類や信しん頼らい性せいといった要素で分類して、溜ため込んでおく。あ、もちろん情報センター同士はがっちりと繋つないでおいて、よそのセンターが持っている情報が自分のところにあるかのように扱える感じにして。でさ、たとえば『Ａという場所にいるＢという敵てき部隊について知りたい』と要よう請せいをだせば、基き本ほん的にはどこのどんな立場の人でも同じ情報を得られるようにする」

　つまり、こういうことだ。剛士はＷＷＷつーかインターネットみたいなものを戦場で運用しようと考えていた。サーバーだのノードだので繋つながれた情報管理の蜘く蛛もの巣、そのブラントラント戦場版ばんである。

「具体的にはどうなります？」剛士の考えをさらにはっきりさせるためにアーシュラがまたたずねた。

「ほら、あのさ、ＰＪＳとかジンネットとかあるでしょ。あの考え方を戦場で使えるようにして……たとえば戦場の兵隊さん一人一人がＰＪＳで報告できたりするように。もちろん、情報すべてをランク付けして、見み間ま違ちがいや失敗の洪こう水ずいにならないようにする。で、あんまり大きなレベルの情報を小さな部隊に伝えても意味がないから──これも情報のランク付けで処理できるね」

「さきほどマレル殿でん下かもおっしゃられたように、精霊波通信の戦場での使用には……限界があります」

「そこなんだ」剛士はうなずいた。「あの、逆に考えてみたらどうかとおもって」

「逆とはなんだ、我が君」

「だってさ、情報がいつでもきちんと使えるなら、常にこちら側の有利な条件で戦いに持ちこめるじゃないか。つまりそれは……えーと、精霊波通信の欠点がでない状じよう況きようでだけ戦うことを選べるわけで。たとえば、戦闘が始まった段階ではもう通信が必要ない、という状態をつくりだせるはずだし」

　はぁ、と皆が溜ため息いきを吐ついた。

「なるほど」アーシュラが眉まゆを寄よせた。

「この状況でよくもまぁ」フィラが呆あきれた。

「剛士様らしいですわ」スフィアが当然、といいたげにうなずいた。メイムのおっぱいがあまりにも気持ちよかったからか、どことなくフ抜けた顔だったジョスまでが表情を引き締しめていた。

　当然かもしれない。剛士君、とんでもないことを持ちだしていた。

　戦争の仕組みを変えてしまおう、というのだ。戦いに関かかわるすべての組織や個人（別に軍隊や軍人とは限かぎらない）を精霊さんを媒ばい介かいして繋いでしまった上で戦おうというのである。もう前線も後方もない──どころではない。両軍あわせて何十万の大決戦だろうと両軍あわせて15人のドつきあいだろうと、常つねに同じレベルのバックアップ……魔王領の総力が提てい供きようされるのである。もちろん、スケールの違いはあるが、こと情報に関しては大軍だろうが小部隊だろうが同じ条じよう件けんになる。剛士のアイデアが実現された場合、戦場では誰も迷うことはなくなり、敵てきに奇き襲しゆうを受けることもなくなる。それどころか、いついかなる時にも敵に奇襲をかけられるようになるかもしれない。

「効果はあるとおもうんだけど」脳のうが充じゆう分ぶんに熱くなった剛士は早口になっていた。「情報を的確にやりとりできるなら、ムダな動きが最低限になって、つまり、部隊のスピードがあがるのと同じ効果があるわけだし。えーとあとさ、攻こう撃げきすべき目標も、本当に叩たたく必要のあるのだけを選べるようにもなるから戦力が増ふえたのと同じ効果があるし。でもって、関係ありそうな部隊には同じ情報が届くことになるから、お互たがいに協力して戦いやすくなるから防ぼう御ぎよ力りよくが……どころか全部の能力があがるのと同じだし、あとそれに……そうだ、ほら、兵へい站たんも楽になるよ。どこでなにが必要なのかリアルタイムでわかるようになるんだから。こっちでもコンビニの配送管理とかにＰＯＳシステムみたいなの使ってるじゃない」

「ああ」スフィアがうなずいた。「あの、書類に魔導センサーを押おしつけてピッ、とやるやつですね？　商品管理が楽になるそうですけれど」

「そう、それ」剛士は機き嫌げん良よくうなずいた。「あれ、軍隊で使ってもいいんでしょ？　地方のコンビニに足りない商品を必要なだけ配送するのも、前線の部隊が欲ほしがってる物ぶつ資しを必要なだけ補ほ給きゆうするのも結局は同じことなんだから」

「で、その情報も手近な情報センターにアクセスすることで確かく認にんできる、と」アーシュラが腕うで組ぐみしながらつぶやいた。

「うん」よほど調子に乗っているらしい。剛士は映えい画がでエラそうな態たい度どをとる人がよくやっているように、足を机つくえにのせてふんぞりかえってしまった。とはいえコンパスが短いので身体からだはほとんどくの字に折れ曲がり、さっぱりエラそうにはみえなかった。

「剛士様、いけません、お行ぎよう儀ぎの悪い」スフィアがつんつんとつま先をつついた。いたずらを見つかったような表ひよう情じようになった剛士はあわてて足をおろした。

「準じゆん備びは大変そうだが、いいのではないか」ちらりとスフィアの指先をながめたフィラがたずねた。「どうであろう、参さん謀ぼう総そう長ちよう殿？」

「自分も賛成です、殿でん下か」意い識しきしてのことなのかどうか、剛士とスフィアから視し線せんを外したアーシュラがうなずいた。

「どれほどの効果があると考えておられるのですか」剛士の背はい後ごに立って椅い子すの背せを押おさえたスフィアがたずねた。両手をそっとのばし、彼の肩かたをもんでいる。

「えーとね」美少女の手がもたらす心地ここちよさと気き恥はずかしさを同時にあじわいながら剛士はこたえた。

「大勝利できるかどうかはともかくとして……苦戦になっても、すごく負けにくくなるとおもう。あるもの、使えるものを最大限活用できることになるから、兵力を何倍にも増やしたのと同じ効果がある」

「でしょうね」アーシュラがうなずいた。

「だろうな」後ろ手を組みながらフィラが同意した。

「……素す晴ばらしいことですわ」スフィアが励はげますようにうなずいた。「戦いは、これからが本番なのですから」

　剛士はびくりと震ふるえた。スフィアの言葉はまさに現実を要約していた。だからこそじつに恐おそろしかった。

　彼は美少女を見つめた。肩を優やさしくほぐしてくれているスフィアの美び貌ぼうにはどこまでも暖あたたかな微び笑しようが刻きざまれていた。



「こっちは全員乗りこんだ」第21特とく殊しゆ人じん狼ろう戦隊指し揮き官かん、ウィル・ハイトマン大佐がぱっと敬けい礼れいをキメて報告した。彼のヴェアウルフたちは今回の任にん務むでも最前線はパスなのだった。仕方のないこととはいえ、よりにもよって剛士がパーフェクトな新月を選んだからであった。よって今回、彼の戦隊に与あたえられた任務はランバルト本土へ密ひそかにもうけられる中ちゆう継けい拠きよ点てんヒトカップの護ご衛えいである。

「了りよう解かいです。あなたも乗ってください」クラリンは命じた。現在時12月23日０００８時。出撃開始予定時じ刻こくまであと２分ほどである。

　ハイトマンの姿が巨きよ大だい怪かい鳥ちようの背に消えたことを確かく認にんしたクラリンは周囲をあらためてながめまわした。空には星が目に痛いほどきらめいているがそれは魔王領の話である。ランバルト、ことにウルリスの上空は雲がかかっているはずだった。だが、この瞬しゆん間かん、彼女の心を占しめていたのはそのような事こと柄がらではなかった。美しきシルフの指揮官はこの戦いで得られるものと失われるものを考えていた。戦果はあがるかもしれない。異い世せ界かいからやってきた気き遣づかいのかたまりのような若わかき総そう帥すいはまたひとつ、ブラントラントの歴史をつくりだすのかもしれない。

　それでも、なにかが失われることは避さけられない。敵てき味み方かたの双そう方ほうで命が失われ、無数の者たちの人生が無む理り矢や理りに変化してしまう。戦いが続く限かぎり、それは終わらない。

　閣かつ下かはそのことをどうおもっておられるのだろう、クラリンは……いや、三人の子を持つ母としてメイスは胸むねを抱だいた。わかっていてほしい、と祈いのった。

　でなければ、この戦いは永えい遠えんにつづくことになりかねない。わたしのレウム、ロミータ、クイル、まだまだ小さな子こ供どもたちもこのわたしと同じように戦うことでふるさとに奉ほう仕しする道を選ぶことになりかねない。

　どうかそんな日がきませんように、メイスは心の底からそう願った。これまで信じてきたなにものでもなく、おそらく本人にはまったく納なつ得とくできないだろう理由から魔王領とそこに住まうすべてのものたちを統すべる立場にたたされた少年の心に祈った。彼を英えい雄ゆうとして崇すう拝はいしているからではもちろんなかった。いつの日か彼が次の魔王にその座ざをゆずり、この夢ゆめのような国で人並なみの幸せを手に入れられるようにと願うからである。もちろん、そんな日がこない限り、魔王領に平安は訪おとずれないだろうからでもある。

「……指揮官」傍かたわらにたったエルフ将校がうながした。

「ええ」振り向いた彼女の顔にもはや母親として子供たちの未来を案じた名残なごりはない。そこにいるのは一人の、かなしいほどの戦意にあふれた魔王軍指揮官でしかなかった。

　メイス・クラリン大佐は命じた。

「──全軍、出撃」

　雪原に、無数の羽音がわきおこり、視界を遮さえぎるほどの雪ゆき埃ぼこりが巻まき上がった。〈メリー・クリスマス〉作戦がついに開かい幕まくしたのである。



　　　　９



　仮かりに彼の名前をツイネル・マナータとしておこう。本名はあえて書かない。なぜならば、彼はこれからあまりに不可思議な体験をすることになるからだ。そしてそれは本人になんの責せき任にんもない、イヤになるほど不ふ愉ゆ快かいなできごとであったからだ。ツイネルはまだ若じやく輩はいだがすばらしい家族のおかげで真まっ直すぐに育った王国騎き士しである。父親にとっても母親にとっても自じ慢まんの息子むすこだ。本人にしても、誰恥はじるところがあるわけでもない。しかし彼はその日、魔王暦１００２年12月24日の経けい験けんで、若くして絶ぜつ望ぼうの意味を知ることになるのだ。



　寒空を“〝駆かけて”〟きたペガサスは疲つかれ切っていたがツイネルはそれ以上だった。天馬は空を飛ぶようにできているが人族はそうではないのだ。だが彼は自分が与えられた任務の意味を知っていた。だから、24日午前二時過すぎにウルリスへたどり着くと、寝ね静しずまった実家を横目にみて王国戦争省へと向かった。

　戦争省は王宮からさほど離はなれていない堂々たる石いし造づくりの建物である。軍事強国であるランバルトにふさわしく、日中では数千名の人々が働いている。ツイネルもかつて父に連れられ、この建物を見学したことがあった。彼の父親は騎士団長にこそなれなかったが、王国ではそこそこに知られた勇ゆう敢かんな騎士だったのである。

　ペガサスをとめ、記き憶おくに残っている正面玄げん関かんへの階かい段だんへ足をかけたところで周囲から衛えい兵へいたちが駆け寄ってきた。

「誰だれか！」

　衛兵たちが一いつ斉せいに声をあげ、ロングスピアを向けてくる。ツイネルはどきりとしたものの、決してイヤな気分は抱いだかなかった。この冬の真夜中に、しっかりと任務を果たしている兵士たちを目にすることにむしろ頼たのもしさを覚えたのである。

　背せ筋すじをのばしたツイネルは指し揮きをとっているらしい上等兵をみつめ、はっきりとした声で告げた。

「警けい備び御苦労！　自分はトゥラーン近この衛え重じゆう騎き士し団だん戦闘騎士伝令、王国騎士ツイネル・マナータである。マリウクス城じよう塞さいより至し急きゆう報ほうを携たずさえてただいま到とう着ちやくした！」

　衛兵たちはあっと息をのみ、警けい戒かいがゆるんだ。上等兵が今度はていねいな態たい度どでたずねた。

「自分は戦争省衛兵隊ガナクス上等兵であります。騎士マナータ様、任務まことにお疲れ様であります！　しかしながら規則ですので、なにか、身分を証しよう明めいできるものをお見せください」

「むろんだ、上等兵」疲れた顔に笑みを浮かべたツイネルは戦闘騎士伝令に与えられる特命紋もん章しようを示しめした。

　紋章をしっかりと確認したガナクスはぱちりと踵かかとを打ち合わせた。

「申しわけありませんでした！　確認致いたしました。衛兵司令のもとへ御案内いたします」

「衛兵司令？　急送報告書だぞ」ツイネルは眉まゆをよせた。「せめて当直騎士団長でないと……」

「申しわけありません、規則であります」

　納得はいかなかったがツイネルはそれ以上なにもいわなかった。ガナクスが済すまなそうな顔をしているのがわかったからだった。

「まあいい、衛兵司令へすぐに事情を説明してしまえばいいだろう……上等兵、案内しろ」



　15分後、ツイネルは衛兵司令室でおもわず大声を張はり上げていた。

「……だから、のんびりしているわけにはいかないのだ！」

「そういわれてもね」衛兵司令のドハウは眠ねむたげな目をツイネルに向けてのんびりとこたえた。「どうにもならないよ、いまは」

　ツイネルは血けつ圧あつがさらにあがったことを自覚した。わけのわからない理由でここから動けないでいた。

　衛兵司令のドハウは彼と同じ騎士身分である。しかしながら生まれついての騎士ではなく、年功によって一代限りの騎士に任じられた鈍にぶそうな男だった。そのせいなのかどうか、彼はこまごまとした規則にばかりこだわったのである。

「当直騎士団長に会いたい」

　というツイネルの要求に対しては、

「まず面会請せい願がん書しよが必要だ」

　といい、

「急送報告書だぞ」

　という言葉に対しては、

「午後６時以い降こうはいかなるものも同じ規則で扱うことになっている」

　とこたえた。

　いいあってもらちがあかない、と考えたツイネルは奪うばうように請願書を受け取り、必要事項を素す早ばやく書き込こんだ。

「さあ、これで文もん句くはないだろう」

「ああ……では、書記に清書させる」

　ツイネルの顔が青ざめた。

「騎士ドハウ、いったいなんのつもりだ？　これは、王国の安危にかかわる重大な情報なのだぞ！　君はそれを……」

　ドハウは肩かたをすくめた。

「そんなことを私にいわれてもどうにもならない。こちらは規則に従したがっているだけだ」

　ツイネルは絶ぜつ句くした。ウルリスはどうなっているのだ、とおもった。しかし彼は甘あまかった。たとえ戦争に手を染そめている国であっても絶ぜつ対たいに力を失わない硬こう直ちよくした制せい度どの魔力の本ほん領りよう発はつ揮きはまだまだこれからだった。

　当直書記は眠りこけていた。ねぼけ眼まなこの彼を急がせ、清書を作成させるのに40分以上がかかった。

「これで問題ないんだな？」

　かみつくような調子でツイネルはたずねた。

「ああ……問題はないようだ」ドハウはうなずいた。

「よし、上等兵、わたしを案内──」

　ふりかえってガナクスに命じかけた彼をドハウのノンビリした声がとめた。

「ああ、騎士マナータ。兵では案内できない。衛兵司令が同行する規き則そくになっている」

「だったら……」

「待ってくれ、着き替がえる」

「着替えるだと？」ツイネルの声は裏うら返がえった。

「当直騎士団長にお会いするのにこの服ふく装そうではな。規則に定められているのだ」

　とうとうツイネルは感情を爆ばく発はつさせた。

「き、きさま……なぜ先に着替えておかなかった？　いくらでも時間はあったはずだ！」

「申請書ができあがるまでは受け付けたことにならない。受け付けていないことについて準じゆん備びはできない」

　憤ふん怒ぬのかたまりとなったツイネルは15分ほどかけて着替えを終えたドハウを追い立てるように通路を進み、当直騎士団長室へ向かった。

　当直騎士団長室は通路を50メートルほど進んだ場所にあった。

　ドアの前でドハウが立ち止まり、ちらりとこちらをみた。ツイネルは悪い予感が背せ筋すじにはしったことに気づいた。

「ああ……困こまったな」ドハウはいった。「当直騎士団長殿は外出中だ」

　彼が示したドアには“〝外出中　ペリル”〟と記された紙がとめられていた。

「が、外出中」ツイネルは目をむきだした。信じられなかった。当直騎士団長とは、夜間、変事が生じた際さいに的確な対たい応おうをおこなうための配置である。そのような立場で持ち場を離はなれるなど、許ゆるされることではない。少なくともマリウクスでは絶対に許されないことだった。もし勝手に持ち場を離れたなら、身分の上下にかかわらず、即決軍事裁さい判ばんで死刑の判決がくだるだろう。

　しかしウルリスではなにもかもが違ちがっていた。まるで、戦争などよその世界のできごとだと思いこんでいるかのようだった。

「運が悪かったね」ドハウは肩をすくめた。「なにしろ年末で、休みをとって領地に戻っている連中も少なくないし……」

「○×△□！」

　ツイネルは普ふ段だんならば口が裂さけても用いない言葉でわめいた。ま、適てき当とうな言葉で代用するならば、『戦争に盆ぼんも正月もあるかぁ、このボケェっ』というところであろう。

　ドハウの胸むなぐらをひっつかんで当直騎士団長がいそうな場所を聞き出したツイネルは夜の街に飛びだした。

　悪あく夢むのような夜だった。当直騎士団長がしけこんでしまったらしいあやしげな場所を片かたっ端ぱしから駆かけ回ったのだがどこも空から振ぶり、おまけにある場所で教えられた『たぶんあそこに……』という次なる目標が街の反対側にあるという有様だったのである。

　そうこうしているうちにとうとう夜が明けてしまった。身も心もボロボロになったツイネルは他にアテもなくなり、戦争省へ戻もどるはめになった。

　そして、また衛兵にとりかこまれ、身元をたずねられた。なぜかといえば、彼が街を走り回っているうちに衛兵が交代していたからである。面会申請書も書き直しであった。一度建物を出てしまったからだ。

　日につ勤きんの担たん当とう者しやたちの間をたらいまわしにされながらどうにか手はずを整えた時には、昼になっていた。よろよろと進んだツイネルは昼間の急送文書取り扱い窓まど口ぐちである戦争省情報局のドアをノックしかけて……そこに下がっていた札ふだをみてへなへなと座すわり込んでしまった。

『ただいま、昼食時間。受付は午後１時より』



……と、ここまでやるといくらなんでもヒドすぎるとおもう人がいるかもしれない。しかしあんましウソではないのが困ったところだ。たとえば剛士君の地球でもこれとよく似にた話はいくらでも転がっている。たとえば神戸や淡あわ路じ島しまの人にとってはいまだに生々しい、絶対にシャレにできない話題である阪はん神しん大だい震しん災さい。あの時も役所（特に当時の県知事をはじめとする兵庫県庁上級幹かん部ぶたち）の対応はムチャクチャだった。

　事前に手を打てなかったのはまあ、完かん璧ぺきな地震予知技ぎ術じゆつが存そん在ざいしないのだから仕方がないとして……地震が起きた後がどうにもならない。県知事は『県庁からの迎むかえの車を待っていた』という理由で家から動かなかったし、県庁にいた副知事は副知事で『災さい害がい出動の要よう請せいをもらえたら即そく座ざに出動します』という自衛隊からの連れん絡らくに自分では決められない、と逃にげを打っている。要するに迎えの車がこなければ永えい遠えんに家にいるつもりで、仮かりに知事が死し亡ぼうしていたとしたら永遠に責せき任にんを回かい避ひしているつもりだったのだろう。マスコミはなぜか自衛隊の出動が遅おくれたことについて自衛隊そのものを批ひ判はんしていたが、これまたムチャな話だった。災害出動の要請がなければ自衛隊は絶対に出動できない──法ほう律りつでそう決まっていたからである。ちなみに、当時の兵庫県はいわゆる『革かく新しん系けい』（ってわかりますか？）の勢せい力りよくが強く、知事をはじめ、自衛隊に好意を抱いだいていたとはいえなかった。県の防ぼう災さい訓練でも『あ、自衛隊さんは参加していただかなくて結けつ構こうです』という方ほう針しんだった。そのおかげでどれだけ県民への被ひ害がいが拡かく大だいし、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうを強しいられた防災関係者、ことに消防がどれほど絶望的な消防戦闘（←本当の用語です）を強いられたかは……いまさら語るまでもない。まあ、当時の総理大臣が田舎いなかの中学で教頭もつとまらない、歴史上でも一、二を争うほどの無能な指導者だったことも影えい響きようしているけれども。

　ともかく、そういうことである。コトが起きたあとでもそういう連中がごろごろしているのだ。とするならばランバルトで……戦場をはるかに離れたウルリスで、どうにもならないほどグダグダした連中にツイネルが引っかかったのはリアリティにかける話ではないのだ。



「急送文書？」１時半近くになってようやく昼食から戻ってきた担当者はツイネルをさげすむような目で見た。

「これだ」ツイネルは筒つつにおさめられた文書を差し出した。

「宛あて先さきは……カディウス大将しよう軍ぐん……」文書につけられた管理用の書類を一いち瞥べつした担当者は、ああ、と声を漏もらした。

「なんだ」とツイネルは押おし殺した声で告げた。

「これではだめだなぁ」担当者はいった。

「なぜだ」この瞬しゆん間かん、ツイネルは自分が予知能力者になったことを確かく信しんしていた。

　彼は正しかった。

「書式が整っていない」担当者はこたえた。「公用文書管理規き定てい第34条第２項によれば報ほう告こく責任者の直じき筆ひつ署しよ名めい文書が必要なんだよ。それがついていないじゃないか。これでは、上にあげられんよ」

「しかし、これまでは……」

「それはね、前は陛へい下かがマリウクスにおられましたから。でも、いまは事情が違います。手順は守っていただかないと」

「…………」

　ツイネルはとうとうブチ切れた。腰こしに手をやると剣けんを抜ぬき放ち、担当者の喉のどへ切っ先を突きつけたのである。

「報告書を受理するのとここで死ぬのと、どちらがいいのだ？　いっておくが、これは騎き士しの言葉だぞ」

「わ……わかった、わかった」担当者は震ふるえ上がった。「ともかく、剣をしまって……」

「先に受け取れ」

「確かに……受け取った」彼は報告書に受じゆ領りよう印いんを捺おした。

「わたしたからな」ツイネルはたたみかけ、もう一度担当者を震え上がらせたあとでようやく剣を納おさめ、部屋からでていった。

　もちろん、戦争省をでる前に担当者の通報で駆けつけた衛兵に逮たい捕ほされた。彼個人にとっての悪あく夢むの、それは頂ちよう点てんだった。

　だが、ともかくもツイネルは任にん務むを果たした。グラッサーたちマリウクス城じよう塞さい首しゆ脳のう部ぶが発した警けい告こくは、ウルリスに届いたのである。だからこそ、取調のために連行されながらも彼は自分でも不思議なほどの満足感を抱いていた（なお、憲兵隊の取調担当官は年末休暇で不在だったため、そのまま留置場へブチこまれることになった）。

　しかし、ツイネルは忘わすれるべきではなかった。木こっ端ぱ役人は決して恨うらみを忘わすれない、という事実についてである。その一員である担当者も例外ではなかったのだ。

　理由はともかく、ひとたび受領印を捺した書類はなかったことにできない……それは確かだった。しかし、彼には恨みを晴らす方法が他にもあった。戦争省の文書取り扱い規則には、多た忙ぼうな場合、文書取り扱い時間については状じよう況きようにあわせて判はん断だんせよ、という項こう目もくが存在していたのである。担当者はむろんその規則を知り抜いていた。彼のような木っ端役人にとっては内規こそ権けん力りよくの源みなもとだからである。

　だから、内規にしっかりと従したがうことにした。

　彼は受け取ったマリウクスからの報告書を翌よく日じつ処理分の箱に放りこみ、規則をいっさいおかすことなく、自分のプライドを満足させたのである。



    

  
    
      
        ３　全軍突とつ撃げきせよ！



      

    

  
    
      

　　　　１



　夜のとばり……どころか、分ぶ厚あつい雲によって一部の隙すきもなく埋うめ尽つくされた夜空の下に街が眠ねむっている。数日前に降ふり積もった雪によって白く染そめ上げられた雪景色のウルリスである。12月25日、ここではないどこかでは幸せな人が恋こい人びととともに熟じゆく睡すいしていたり、人相も性せい格かくも悪い友人たちとこの世のすべてを恨みながら泥でい酔すいしていたり、今年こそ飛行能のう力りよくを備そなえたトナカイの曳ひくソリにのって領りよう空くう侵しん犯ぱんしてくる不ふ埒らち千せん万ばんな白しろ髭ひげの爺じじィを撃げき墜ついしてやろうと手ぐすね引いていたりしていた夜も終わりつつある午前４時である。

　といっても空はまだ暗いどころではない。地上は貴き族ぞく街と臣民街の街灯が点つけられているほかはまったくの闇やみだった。そりゃまあそうである。ウルリスにはキリスト教徒のしきたりなんぞなんの関係もないのだ。

　夜半にちらちら舞まっていた雪はやんでいた。ほんのわずかに風があった。冷えこみはさすがに厳きびしい。空気まで凍こおりついているようだった。

　しかし、誰だれもが眠りこけていたわけではない。生せい鮮せん市場はもう開いていたし、パン屋のかまどには火が焚たかれていた。それに、夜どおしおきていなければならない仕事についている者たちもいた。市内要所の警けい備びにあたる兵士たちである。

　その兵士たちのなかで極きわめつけに不幸な二人は他ならぬ王おう城じようにいた。冷え切った空気が石いし壁かべから決して抜ぬけない湿しつ気けのおかげで余よ計けいに身に染しみる西尖せん塔とうの最上階、田中さんを所長に迎むかえた強きよう制せい同人収しゆう容よう所じよろりろりメイドさん開発訓練センターであった。

　頑がん丈じようで豪ごう華か絢けん爛らんな扉とびらの向こうから、

『うにゃー』

　と舌したっ足らずな悲鳴が響ひびいた。しかし、寒さをまぎらわせるために足あし踏ぶみを続けている二人の衛兵は振り向きもしない。外そと面づらだけは巌いわおのごとく保たもっているものの、内心ではさらに勢いきおいよくダレてしまっただけである。

　仕方のないことなのであった。ここでは毎まい晩ばんこんな感じなのである。いまや合計して30名を超こす数に達しているろりろりメイドさんたちはなんかアレな感じだし、幽ゆう閉へいされている魔ま王おう陛へい下かは１日１時間だけ許ゆるされている王城中庭の散歩にもでてこない。でもって最近は、えらくやつれてしまった国王陛下までがここに入り浸びたりなのだ。

　最初のうちこそいったいなにやってんだ……と疑ぎ問もんを抱いたものの、最近ではどうでもいい感じになっていた。ともかく田中さんは手間のかからない囚しゆう人じんであり、ここへの配置は暇ひまの同どう義ぎ語ごなのであった。おまけに、扉の向こう側では完全に昼夜逆転しているみたいだし。

　というワケで二人の衛兵はヒマでヒマで仕方がなかった。そして、寒かった。



　ずごごご、すごごご、ずっ

　同じ城内のとある部屋では、魂たましいを震ふるわせる豪ごう快かいな音が響いている。頼たのもしいというかなんというか、イロイロと微び妙みようなところのあるダイナミック・サウンドであった。ちなみにここはシレイラ王女の私し室しつ──そのさらに奥おく、神しん聖せいにして不ふ可か侵しんなる姫ひめ君ぎみの御ご寝しん所じよである。となれば、つまり……

　ずごごごごっ

　窓まどを震ふるわせるほどのイビキを発しつつおやすみあそばされているのは他ならぬシレイラちゃんなのであった。24時間床下暖房ペチカがかけられているため暖あたたかな部屋で、上うわ掛がけをはねとばし、大の字になって眠ねむりを貪むさぼっていらっしゃる。ええ、でまあ、年ねん齢れいの割わりには充じゆう分ぶん以上に御発達あそばされているボディにまとわれているのは、ショーツをのぞけばひらひらうすうすのナイティのみ。でもって寝ね相ぞうがこれまたアクロバティックなものなので胸むねまでずりあがっておられるというセクシーなんだか目を覆おおいたくなるのだかよくわからないお姿である。



    

  
    
      　で……いや、寝ているからこれ以上眺ながめていても仕方がない。



　王城のすぐそばに立つサンバーノ伯はく爵しやくの邸てい宅たくではすでに朝が始まっている。主あるじが朝の早い人であるため、自然と屋や敷しき中がそのように動いている。

　サンバーノは公用に用いる王宮に面した書しよ斎さいで書き物机づくえに向かい、書類に目をとおしていた。彼が孫のために──ナサニア・ゴローズのために手配させた情じよう報ほう収しゆう集しゆう活動はいまも順調に進しん展てんしており、毎日二、三通の報告が届とどけられるのだ。いま目をとおしているのは年を経るうちいつのまにか短くなってしまった眠りの間にいつのまにか届けられていたものである。

　暖かいお茶を啜すすりながら目をとおしつづけるサンバーノの表情は真しん剣けんだった。なにしろ、ただ一人の孫のためなのである。

　報告に目をとおし終えたサンバーノは瞼まぶたを揉もみながら溜ため息いきを吐ついた。彼は祈いのっていた。孫の求めるものが祖そ国こくと王家の不利り益えきにつながらないことを。もしそうだったとしたなら、たとえ唯ゆい一いつの肉親といえど、王国宰さい相しようラウル・サンバーノ伯爵はナサニア・トルガ・ゴローズ男爵へ死をもたらさなければならないからだった。

　サンバーノは窓の外をみた。露つゆの向こうに雪白の威い容ようを誇ほこる王城が鎮座ましましている。西尖塔の最上階、〈孤こ影えいノ間〉には煌こう々こうと灯あかりがともっていた。



　いまさら田中さんのお言葉を待つまでもなく、同人活動の基き本ほんはフカシである。となれば予定が後何日であろうと完成しないものはしないのであった。というわけで前ぜん巻かんカラー口絵の３ページ目にあった『あとＸ日』カウンターは数字をプラスに変えて無情に時の流れを告げている。つーか本当にまずい。いくらなんでも今日の夕方までには仕上げないと王立印刷局の担たん当とう者しやが首をくくりかねない、でもって田中さんプロデュースのアヤしいお店の年内開店にも間に合わない。

「うう……あと５ページ」フェラール兄ちゃんは呻うめいた。美形騎き士しと美少年たちが複ふく雑ざつ怪かい奇きな交わりを繰くり広げている原げん稿こうはお言葉どおり最後の５ページが下書き段だん階かいである。ちなみに御自分の美形はムチャクチャな状じよう態たいであった。目の下には豪快なクマが浮うき、白目は血走っている。無ぶ精しよう髭ひげはもはや彼が普ふ通つうの世界に戻もどれそうにないことを教えている感じだった。

「いや待てよ、少しクライマックスの盛もり上がりが足りない気がする。えーと深い森に囲まれた湖のほとりにある騎士養成学校に教官として雇やとわれた主人公が五人の教え子と仲良くなる話なんだから……うーん、一人目は半ズボンの似に合あう感じで、二人目はニヒルな奴やつで、三人目は眼鏡めがねかけた秀才君で、四人目は傲ごう慢まんなお坊ぼつちゃんで、五人目は実は主人公に恋こい人びと（もちろん男）を決けつ闘とうで殺されていて仇かたきを討うとうとおもってる奴だから……キャラ的には少し暗くて重くて生意気で、でも一回いたしたあとは羞はじらいで頬ほお染そめて……うん、いや、これでいいはずだ」

「そう、５ページ５ページ」ぷにぷにぽゆぽゆのちっちゃい娘むすめさんが字にもかけない、でも絵なら描かいてる人が全国に５６２５８人ぐらいいるかもしれない壮そう絶ぜつでよくわからないプレイに突入している原稿に鉛えん筆ぴつを走らせながら田中さんがくりかえした。こちらの見かけはいまさら述のべるまでもない。

「えーとこの眼鏡っ娘この前はスコー○ドッグのアームパンチが連発でピストンしてぐしょぐしょだから、うーんと後ろはバ○キリーのガトリング砲ほうが唸うなりをあげてひぃぃぃって感じで……で、そこにゲッ○ー２のドリルで前後をキメられているお下げの娘がキスしてきて……」

　メイドさんたちはといえばいうに及およばずであった。全員、なにかに取り憑つかれたように原稿へ向かっている。地じ獄ごく絵図というかわからない人には絶対わからないアツイ光景というべきか、ともかく内側に落ちこんだ情熱のブラックホールをみるようであった。王立印刷局のおじさんは「今日の夕方まで、それより遅おくれると28日朝の搬はん入にゆうは絶対に無理です」という捨てぜりふを残し、１時間ほど前に帰っている。ちなみに、28日というのは田中さんが定めた特とく殊しゆなお店の開店日であった。

　開店準じゆん備びは万ばん全ぜんである。店の内装や商品の配置はア○メイトやペ○へ何度となく出入りした田中さんの豊ほう富ふな経けい験けんと独どく自じのアイデアに従したがい、広すぎず狭せますぎず、一人でアレな妄もう想そうと欲望をたぎらせつつ来店されたお客様が適てき度どに自分の内側へ没ぼつ入にゆうできるよう配はい慮りよされている。なお、オの字野や郎ろうご愛用でありなおかつ彼らの社会性のなさを象しよう徴ちようする、他人には邪じや魔までしょうがないぱんぱんに膨ふくらんだデイバッグを背負ったままの入店はむろん禁きん止しであり、受付で預あずかることになっている。もしランバルトのオの字どもがゆるんだ薄うす汚ぎたない見かけには似合わないことおびただしいバイクなどに乗っていたら、ヘルメットの持ちこみも禁止していたであろう。

　そんな店いかねーよ、というオの字の反はん論ろんは当然予想している。田中さん、自分がナニなだけあってそこらへんのせせこましい自じ我がの表出をいなすのはお手の物なのであった。なにしろ同業者がいないという強みがある。少なくともランバルトにおいては独どく占せん企き業ぎようなのである。最初にこの世界はこういうものだと示しめしてしまえばそれで勝ちであった。たとえ店員の態たい度どが最悪でも、自分の欲ほしいものを買うためであればプライドも常じよう識しきも捨て去るのがオの字の心意気というものだからだ。もしあなたがこの点について疑問を抱くのであれば東京なら秋葉原、大阪なら日本橋の特殊なお店をのぞいて御ご覧らんになればよろしい。店の入り口には目に見えないもの、人としての尊そん厳げんがうずたかく積み上げられていることに気づくだろう。

　もちろん、リピーターを掴つかむための努力もしている。たとえば商品。お店の品しな揃ぞろえは現在全員でひいひいいっている同人誌し数十冊さつ。んでもって異世界だから著ちよ作さく権けんなんざ関係ないや、で少量多品種生産した大量のアレでナニなグッズであった。なんでこんなものが１０００円もするんだ、という細こま々ごまとした商品の数々である（ただし、ブラントラント向けにアレンジはされている）。でもって店内は通つう常じようの商品と18禁商品の区画にわかれており、レジも違ちがっている。通常レジの方はメイドさんスタイルの女性店員、通常商品の精算も可能な18禁レジの方は来店されるオの字の皆みな様さまがそこはかとない優ゆう越えつ感にひたれる顔立ちの、店員教育と服ふく装そうだけはしっかりした男性店員が多数配置されるという気の使いようであった。そういう場所ではやってくる全員が『俺おれもひどいがこいつはもっとひどい』という救いのない満足感を得ることで初めてサイフの口をゆるめるからだ。

　女性客対たい策さくもむろんとられている。やはり専せん用ようレジがあり、そこには十人並みマイナス25パーセント程てい度どの外見を備そなえたちょっとおどおどした印象のお姉さんたちが配置される予定だ。なお、各レジの間には間仕切りがあり、隣となりのレジにできる行列を気にしなくてもいいようにされている。

　もちろん、だから安心──ということにならないのがこの業界の厳きびしさだ。田中さんはその点についてもナニであった。フェラール兄ちゃんに働きかけ、店の近所にある空き店てん舗ぽを探さがしてもらっている。なんのためかといえばそこに特殊なコスチュームをまとったウェイトレスさんばかりがいる喫きつ茶さ店てんをオープンさせようと企たくらんでいるからであった。まさに趣しゆ味みのためなら一日三食カロリーメイトで済すませるオの字どもから財さい布ふの埃ほこりまで奪うばおうという壮そう大だいな野望である。

　だからこそ、危あぶないことをつぶやきながら描かき続けているのだ。



　ナサニア・ゴローズは瞼まぶたを開けた。暖だん房ぼうのない寝しん室しつの空気は冷たかった。

　昨夜眠ねむりに就ついたのは午前１時になるかならぬかというあたりだったが、眠気はまったく感じない。冒ぼう険けん者しや、そして軍人として過すごしてきたおかげでわずかな暇ひまを盗ぬすんで熟じゆく睡すいし、疲ひ労ろうを回かい復ふくさせる習しゆう慣かんがついている。

　起きあがり、ランプを灯ともした。さすがに寒い。手早く衣服を身につけるとガウンがわりのコートを引っかけ、居い間まに出て暖だん炉ろの火をおこした。

　良く乾かわいた薪たきぎがはぜる心地ここちよい音が響ひびきだしたのを確たしかめてからペチカにも火を入れる。床ゆか下したへつねに熱気をとおして家全体を暖めるペチカは夜の間も火を焚たいておくべきものだが、暖かすぎると眠れないたちのゴローズはそうしない。

　椅い子すに腰を下ろす。寒々しい部屋の中でそうしていると、普ふ段だんは滅めつ多たに抱かないおもいがわいてくる。自分の毎日を包みこんでいるむなしさだった。最初は家族を奪うばわれた復ふく讐しゆうと、スフィアたちをさらわれた悔くやしさが原動力だった。時を過ごすうちに様々な事こと柄がらがパズルのピースをはめるようにおさまりはじめ、好こう奇き心しんにも突き動かされるようになったが、かつての気持ちを忘わすれてしまったわけではない。

　だからこそ、セントールでのスフィアとの再さい会かいは驚おどろきだった。懐なつかしさはむろんあるが、決してそれだけではない。全ぜん智ち者しや、仮かりにそう呼よんでいる存そん在ざいに連れ去られたあと、彼女になにがあったのか、そしてなぜいまオノデラゴウシの傍かたわらにいるのか。

　いや、そもそもオノデラゴウシとは何者なのか。魔ま王おう領りよう総そう帥すい、あの若わかさでブラントラント有数の戦せん略りやく家かとしての才能を発はつ揮きしている少年──そうした衣ころもをはぎ取ったとき、彼の内部に残っているものは？　だいたい、彼はなぜこの世界にあらわれたのか？　そして彼と全智者との関係は？

　わからない。わからないことだらけだった。しかしゴローズは戸と惑まどいはしなかった。少なくとも目標は定まった。進むべき道は見えている。それだけあればいまは充分だった。

　ぱちり、と薪がはぜた。その瞬しゆん間かん、ゴローズは自分がなぜ目覚めたのか本当の理由に気づいた。腹はらが減へっていたのだ。

　傍かたわらのテーブルには昨夜の食べかけのケーキが載のったままになっていた。むろん、自分で買い求めたものではない。マヤ・ウラムが持ってきたものだった。

　ゴローズの唇くちびるが苦く笑しようのかたちに浮うかんだ。このケーキは彼女の手作りに間ま違ちがいなかった。職しよく人にんが作つくったものにしてはスポンジが堅すぎるし、クリームが甘あますぎる。しかしマヤは買ってきたのだと言い張はった。そしていいというのに家のあちこちを片かたづけ、ひどく迷まよう風ふ情ぜいで帰っていった。

　もちろんゴローズは彼女の気持ちに気づかないほど鈍にぶくはない。応こたえてやりたい気持ちも、彼の方から求める気持ちもあった。

　なのに気づかぬふりをしているのは──彼女にすべてを話していないからだ。

　話すべきではないか、とは何度もおもった。

　しかしそのたびに押おしとどめる気持ちが働いた。マヤ・ウラムは過か酷こくな運命からようやくのことで抜ぬけだした娘むすめだった。その彼女に、自分が追い求めているものを伝えたなら……彼女がようやく得ることのできた小さな幸福を壊こわしてしまうことになりかねない。ゴローズは本気でそう考えていた。だからこそ過か去こに何度かあった女性との付き合いも自分の方から打ち切ってきたのだ。

　ぼんやりと暖炉を眺ながめていたゴローズは辛そうな微笑をうかべ、冷えてさらに堅くなったケーキを食べ始めた。そして唐とう突とつにおもいだした。

　女性が自分のためだけにつくってくれたものを食べるのは母が持たせてくれた最後の弁べん当とう以来のことだった。



　王おう城じよう正門が開いた。城内から漏もれる灯あかりに人ひと影かげが浮かび上がる。完全装そう備びの兵士たちだった。いま配置についている者たちと交代する、午前直の衛えい兵へいたちである。

「前へー、進めっ」

　二列に並ならんだ兵士たちの脇わきに立った軍ぐん曹そうが号令をかけた。隊列は雪を踏ふみしめて進みはじめる。濠ほりの周辺で２名ずつ配置についている兵士たちと新たな兵士たちを入れ替かえながら濠ほり端ばたを進んでゆく。濠を一周したところで、全員が交代したことになる。

　空はまだ暗いままである。兵士たちの姿を闇やみと区別しているのは50メートル置きにある獣脂を燃もやす街灯だけだった。

　三分の一ほどが交代したところで、雪を踏む音の向こうからなにか異質な響ひびきが聞こえてきた。

　厳きびしい表情のまま部下を先せん導どうしてきた軍曹はちらっと空を見上げた。音は空から聞こえてきたようにおもわれたのだった。

　なんだろうか？　気のせいか？　いや、違うな……

　また、何かが聞こえた。

「あの、軍曹殿……」若い兵士がたずねた。

「聞こえている」軍曹はうなずいた。「ペガサスの夜間訓練だろう。いいから気を抜くな！　だらだらしていると空中騎き兵へいどもに舐なめられるぞ」

　その直後、彼らの上空を、黒い影がよぎった。

「バカ野郎」軍曹はうめいた。「夜間に、畏おそれおおくも王城の至し近きんを飛びおって。いったい指し揮き官かんは誰──」

　その直後、空中に火球が生じた。唸うなりをあげて突き進んだ火球は、濠の上に降おろされた王城の跳はね橋を一撃げきで粉ふん砕さいした。



　どーん、と低い音が轟とどろいた。〈孤こ影えいノ間〉を警けい備びしていた二人の衛兵はとっさに身み構がまえ、周辺をうかがった。

「なんだ、いったい？」

「わからん、なにか爆ばく発はつしたようだが」

　顔を見合わせる。示しめし合わせたように階段へ駆け、屋上へ出た。

　夜景に、変化が生じていた。

　正門あたりで火の手があがっている。

「いったいなにが……」

　間まの抜ぬけた顔で炎ほのおを見つめていた二人の上空を黒い影が飛び去った。

「ペガサスか？」年かさの兵士が怒ど鳴なった。「夜間訓練の目標を間違って……」

　また爆発音が轟いた。今度は王城の南側だった。そこになにがあるか彼らは知っていた。もうひとつの門と跳ね橋である。王城には、王族だけが知る秘ひ密みつの抜け道をのぞけば、その二つしか出入り口はないはずだった。

「お、おおお、おい」

「と、ともともともともかく」

　国王に報ほう告こくしようと二人は同時に身体からだの向きをかえた。新たな黒い影が彼らのすぐ側を飛び過すぎたのはちょうど階段へ脚あしをかけた時だった。風ふう圧あつに背中を押された彼らはコメディ・リリーフにふさわしい見事さで階段を転げ落ち、壁かべや床ゆかに頭をぶつけて意い識しきを失った。



　シレイラちゃんは最初の爆発と同時にハネ起きていた。寝ねぶくれ、おそろしく不ふ機き嫌げんな顔ではあるが、ともかく目を覚ましている。

「誰か、誰かある！」低血圧のおかげで鉛なまりのように重い身体からだに鞭むち打うってベッドから飛びでた彼女は命じた。即そく座ざに侍じ女じよ──もちろん本業は諜ちよう報ほう局きよく員いんが飛びこんでくる。

「殿でん下か？」

「ロクでもない音が聞こえたわ。すぐに状じよう況きようを調べて報ほう告こくしなさい。それからミランを呼よんで」

「御おん前まえに、殿下」開かれた扉とびらからミランが顔をだした。

「なにがあったのか調べて、すぐに。衛兵に非ひ常じよう警けい戒かい態たい勢せいを発令。おそらくなにかの事じ故こだとおもうけど……いいわね？」

「御ぎよ意い」ミランは最初に入ってきた侍女とともに駆け去った。

　別の侍女たちがやってきた。やはり全員が諜報局員である。

「着替えるわ。身軽に動けるやつにして」シレイラは命じた。普ふ段だんなら彼女たちの前ですら見えない猫ねこ一個大隊ぐらいは動員するのだが、いまはそんな余よ裕ゆうはない。

「武ぶ具ぐはいかがされますか」

「アンタ、いったいアタシが誰だとおもってんの？　ほら、ひいばあさまが三日も娼しよう館かんから帰ってこなかったひいじいさまのお仕置きに使った細身の軽い剣けんがあったでしょ、あれ持ってきて」

「聖せい剣けんリラクサーでございますね」

「そうねそのクサい剣、はやく！」

　夜着を脱ぬぎ捨すてたところでミランと共に駆けていった侍女が戻もどってきた。

「殿下！」

「落ち着きなさい。深しん呼こ吸きゆう三回！」シレイラは叱しかった。侍女の控ひかえめな膨ふくらみが三度ゆっくり振しん幅ぷくするのを待ってから彼女はたずねた。

「それで？」

「衛兵の申すところではお城しろの跳ね橋が突とつ然ぜん、燃え上がったと……」

　シレイラは眉まゆを寄よせた。洒落しやれっ気皆かい無むなだけに、美び貌ぼうが凄せい絶ぜつなものになっていた。

「すぐに調べて。テロの可能性があるわ」

　手早く身み支度じたくを整えながら彼女は次々に命令を下した。不安を抱いた一人の侍女がたずねた。殿下、まさか魔物どもではないでしょうか？

「安心なさい」シレイラは励はげました。「奴やつらにウルリス直ちよく撃げきはできないから。それにオノデラゴウシはテロなんてするタイプじゃない。犯はん人にんは別の誰かよ。だから、すぐに収おさまるわ」



　跳ね橋が吹き飛ばされる様子はサンバーノの書しよ斎さいから良く見えた。

　老人は腰こしを浮うかした。砕くだかれ、濠ほりに落下してゆく跳ね橋の様子を眺ながめながら執しつ事じを呼んだ。

「旦だん那な様さま」もう半世紀近く仕えている執事のハルニがすぐにあらわれた。

「人をやってなにがあったか調べさせろ」

「訓練中のペガサスが誤あやまって攻こう撃げきした、と衛兵どもが叫さけんでおりました」

「あいかわらず仕事が早いな、褒ほめてやる」サンバーノはうなずいた。「しかし、間違いだ、それは」

「なぜかとおたずねしてもよろしゅうございましょうか？」

「ペガサスはあれほど強力な地上襲しゆう撃げき兵へい器きを運べないのだ」



　原げん稿こうに没ぼつ入にゆうしていたろりろりメイドさんの一人が顔をあげた。

「あの、なんか聞こえませんでしたか？」

「知らない。聞こえたとしても気づきたくない」田中さんがこたえた。実はこの〈孤こ影えいノ間〉、完全防ぼう音おんに近いのでよほどの音でなければ聞こえてこない。

「ほらほら、時間ないんだから急いで急いで！」

　その間、フェラール兄ちゃんはただひたすらペンを動かしていた。



　王おう城じようの方角から低い音が響ひびいてきたことに気づいた瞬しゆん間かん、ゴローズはもそもそと食べていたマヤのケーキを勢いきおいよく貪むさぼりはじめた。丸飲みするように腹はらへおさめてしまう。なにがあったにしろカロリーをとっておくにこしたことはない。その点からいえば、マヤのケーキは最さい適てきだった。

　即座に軍ぐん装そうを整え、外に出て厩きゆう舎しやから馬を引きずりだしたところで街路を駆けてくる騎き馬ばの人ひと影かげに気づいた。マヤ・ウラムだった。衣服の方はどうにか着こんでいるだけ、髪かみは艶つやっぽさを感じるほどに寝ね乱みだれたままだが、表情は完全に副官のそれだった。

「なにかわかったか」当然、というようにうなずいたゴローズは馬にまたがりながら彼女へたずねた。

「なにも。ともかく王城です」優やさしさなどまったく期待していない態たい度どでマヤは応おうじた。

「うん。まずはサンバーノ伯はく爵しやくの安あん否ぴを確たしかめる。その後で兵舎に向かう。おそらく皆目覚めて準備しているだろうが──ともかく部隊を握にぎっておかないことにはな」

「あの、隊長」マヤが一変してもじもじといった。

「なんだ、騎士ウラム」

「クリームが、お口のまわりに……」

　ゴローズは顔色ひとつ変えずに舌したで口の周りをなめ、いった。

「今度は砂さ糖とうを少なめで頼たのむ」

「あ……え、はい！」

　王立特とく務む遊ゆう撃げき隊たい隊長と副官は暗い街路を疾しつ走そうしはじめた。



「バカもの、やめんか！　やめんか！」軍ぐん曹そうは部下を放ほうりだして空へ怒ど鳴なっていた。「ここは王城、王城だぞ！」

　彼は王城へ攻撃をくわえたものが夜間訓練中のペガサス空中騎兵だと信じていた。そうとしか考えられないからそう信じていた。魔ま王おう軍ぐんのドラゴンはウルリスを直撃などできないはずだからだ。

　しかし、現げん実じつの情景が常じよう識しきを裏うら切ぎった。軍曹は目撃したのだ。跳はね橋の残ざん骸がいを灼やく炎ほのおの照り返しを浴びて漆しつ黒こくの夜空に浮かび上がるその姿すがたを。

　ぐおっ、ぐおっ、とペガサスであり得ない鳴き声が響いた。

「バカな」軍曹はうめいた。

「バカな。ありえんことだ」

　軍曹は高速で飛び去ったその姿──ワイアームの禍まが々まがしいシルエットを呆ぼう然ぜんと見送った。もし彼に精せい霊れいを扱あつかう力があれば、跳ね橋を破は壊かいして飛び去ったドラゴンが興こう奮ふんした報ほう告こくを送っていたことに気づき、さらに青ざめることになっただろう。チェスト・ハリンという名を持つそのワイアームはコールサインを用い、こう味方に伝えていたのだ。

『フチダよりナグモ、フチダよりナグモ、われ、奇き襲しゆうに成功せり！　繰くり返す、われ、奇襲に成功せり！』



　　　　２



　暗く沈しずんだ雲海の上にあるのはいくつかの月、そして無数の星々に照らされた酷こつ寒かんの夜空だ。その暗い空を、６羽の巨きよ大だい怪かい鳥ちようが雁がん行こう隊形を組んで悠ゆう然ぜんと飛行していた。いうまでもなく、ズゥの兄弟とおともだちからなる一団である。ちなみに魔王軍が彼らにつけたコールサイン──〈メリー〉作戦用のお名前はなぜかアカギちゃん、カガくん、ヒリュウ殿どの、ソウリュウさん、ショウカク様、ズイカクちんであった。まあ役やく割わりは空母みたいなものであるから、ということであろう（こう書いてもなんのことだかわからない人は学校か公立の図書館で『太平洋戦争』とか『真しん珠じゆ湾わん』とかがタイトルに入っている本を調べてください。間違ってもネットの軍事系けい掲けい示じ板ばんなんかで質しつ問もんしたりしないように。あえて理由は書きませんが絶ぜつ対たいに後こう悔かいします。いえまあ、二次資し料りようや三次資料から手に入れた知ち識しきを暗記してるのだけが自じ慢まんのおじさんたちが大好きならば別ですが）。



    

  
    
      　彼らは荷物を背せ負おい、引きずっていた。背中には何人ものヴァンピレラやドラゴニュート、脚あしに結びつけた２本のロープには１羽あたり50頭を超こえるだろう様々なドラゴンたち。６羽がそうして運んでいる戦力を合計すると、第１航空突とつ竜りゆう艦かん隊たいとその直接支し援えん部隊すべて──すでに攻こう撃げきを開始したワイアーム隊をのぞく〈メリー〉作戦部隊の全力である。

　先頭を進む巨大怪鳥空母アカギちゃんの背に乗っていたスタイルのいいホビットの魔導士が腕うでをたかだかとさしあげ、魔法を高速詠唱した（ちなみにブラントラントのホビット族は小こ柄がらではあるものの全員がモデル体形である）。天空に向けて一発のブライトボールを打ち上げる。

「やったか」アカギちゃんの脚に結びつけられたロープの一番前に軽く翼つばさを開いた体たい勢せいでつかまっていたラッシュバーンは大きな笑みを浮うかべた。いまのブライトボールは合図なのだ。それが教えるのは──

　しぎゃあ、しぎゃあ、他の巨大怪鳥たちが一いつ斉せいに応おうずる。応答のブライトボールが次々と打ち上げられる。そのすべてを確かく認にんしたラッシュバーンは笑えみをさらに大きくし、大きく翼をしっかりとひろげると同時に全軍へ命令した。

「ナグモより総そう員いん！　我われ々われは奇き襲しゆうに成功した。我々は奇襲に成功した！　覚かく悟ごをきめろよ、くそったれのドラゴンども！　第１航空突竜艦隊、全軍発進せよ！」

　ウィングドラゴン指し揮き官はロープから手を放し、空中へとびだした。すべてのドラゴンがその後に続いた。翼をひろげ、続々と空中へ躍おどりでるドラゴンたちは巨大怪鳥から充じゆう分ぶんな距きよ離りをとると部隊ごとに編へん隊たいを組み、あらかじめさだめられた目標への攻撃侵しん入にゆうを開始した。



　クラリン大佐はウルリスから50キロほど離はなれた無人の雪原にヒトカップと名付けられた中ちゆう継けい拠きよ点てんを無事に設もうけていた。ＣＭＡの情じよう報ほう収しゆう集しゆうにより、安全が確認されている場所である。川から遠く、地下水脈も貧ひん弱じやくなため、付近にはまったく人が住んでいないのだ。

　それはもちろん魔王軍にとっても補ほ給きゆうの困こん難なんさが増ますことを意味したが、剛ごう士しの命を受けたアーシュラはしっかりとした対たい策さくをとっていた。水、食しよく糧りよう、暖だん房ぼう用の燃ねん料りよう……そこで必要とされるすべてを巨大怪鳥たちの手で先行して運ばせたのである。後発の主力部隊……いまこのとき、ウルリスへ総力をあげた攻撃をしかけようとしているラッシュバーン以下の兵力も、ここで休養と再さい編成をおこなったのだ（もちろん、ヒトカップに向かう間もズゥの兄弟姉妹やお友達に引っ張ってもらっている）。

　にわか造づくりの拠点とはいえ、周囲の警けい戒かいは厳げん重じゆうを極きわめていた。ハイトマンのヴェアウルフたちはしっかりと任にん務むを果たしていた。

　ズゥとそのお友達や予よ備び隊のドラゴン、それに〈クリスマス〉作戦に参加するヴァンピレラたちが待機しているヒトカップの中心には魔ま導どう防ぼう御ぎよの施ほどこされた総そう帥すい本ほん営えい天てん幕まくがあった。小お野の寺でら剛士はむろんそこにいた。

　転びそうな勢いきおいでかけこんできたトロルの将しよう校こうが色の薄うす青い瞳ひとみを輝かがやかせながら報告した。

「報告します！　ナグモ──第１航空突竜艦隊司令長官よりの入信であります」

「読め」アーシュラが短く応じた。

「読みます！発、第１航空突竜艦隊司令長官、宛あて、総帥野戦本営。本文。ワレ、奇襲ニ成功セリ。ワレ、奇襲ニ成功セリ。以上であります！」

　新たな伝令がかけこんできた。

　剛士は小さくうなずいた。

「これから約30分が勝負です」アーシュラがいった。自分でもよくわからないうちに心を決めてしまった彼女には田中さん救出作戦によって彼と再さい会かいすることへの不安はなくなっている。むしろあの陛へい下かはわたしが閣かつ下かに付き従したがっている様子を目にして安心するかもしれない、とすらおもっていた。女の人って強い、という感じだが、まあ、的はずれなおもいこみでないところに救いがある。いまも、そのおもいのままに断だん言げんした。

「計画通りに敵てきの防ぼう衛えい体たい制せいを麻ま痺ひさせることができたなら──作戦は成功します」

　剛士はまたもや無言のままうなずきを返した。

「攻撃の手順はどうなっているのだ？」そんな彼の耳に、独ひとり言のようなフィラの声が聞こえた。

「いまさら間の抜ぬけた話だが、わたしが口を挟はさむと迷めい惑わくかとおもってな、いままでわざとこまごましたことはたずねないでいたのだ」

「基き本ほん的にはきわめて簡かん単たんよ」教えるセシエの声が聞こえた。「救出の邪じや魔まになりそうなものは片かたっ端ぱしからぶっ壊こわすの」

「うん、うん、それはわかる」フィラはうなずいた。「するとやはりアレか？　手当たり次し第だいに火をつけるとかして街中火の海で王都炎えん上じよう、夜空に我が君の高笑いする顔が浮かんで次回に続く、どうするどうなるブラントラント、という感じか」

「ぶー、外れ」セシエは両手でバツをつくった。「手当たり次第に街をぶっ壊してもアタシたちを恨うらむランバルト人を増ふやすだけだから……んなことしないわよ。壊すのは目標だけ」

「ま、壊せばいいってもんじゃないからね」ジョスがつけくわえた。

　そうなのだ。魔王軍の作戦計画──剛士のかき集めたスタッフたちが五日間不ふ眠みん不休でつくりあげた計画では、〈メリー〉作戦段だん階かいにおける攻撃は目標を徹てつ底てい的に限げん定ていすることになっていた。

　最大の戦力を最重要な場所にもっとも必要とされる時間に投入する。剛士について評ひようしたゴローズの言葉をおもいだすまでもなく、彼はその原げん則そくから外れるつもりはなかった。中学高校での孤こ独どくな対苛いじめ戦でそれを学び、またその効こう果かも知り尽つくしている。飯田たちを片づけたことに証しよう明めいされるように、本当に有効だったのである。不安がないわけではない。むしろその逆で不安だらけだ。しかし、戦いは戦いだ。原則を適てき用ようできないはずがない、とも考えていた。

　本人は気づいていないが、彼のアイデアは軍事作戦の原則にもマッチしていた。地球では常つねにそうだったし、ブラントラントでもおおもとはかわらない。だからこそゴローズは剛士を評ひよう価かしたのだ。

〈メリー〉作戦はその原則にしっかりとのっとっていた。

　魔族にとって闇やみこそは故ふる郷さとであり、その力をもっとも発はつ揮きできる環かん境きようだ。となれば当然、ウルリスの白昼強きよう襲しゆうは論ろん外がいである。だから、緊きん張ちよう感がもっとも薄うすれる午前４時ごろに、総力をあげて攻撃を敢かん行こうする。

　ちょうどいい頃ころ合あいの悪天を利用して魔王軍ドラゴン部隊のほぼ全力をウルリスへ突入させた理由はそういうことであった。むろん、軍事的には文もん句くのつけようがない判はん断だんだった。

　しかし、最初の計画では、豪ごう快かいといえば豪快な戦せん術じゆつがとられることになっていた。ドラゴンに数波にわけた巨きよ大だいな雁がん行こう隊形を組ませ、ウルリス市街にファイアーボールの雨を降ふらせることになっていたのだ。つまり、絨じゆう毯たん爆ばく撃げきでランバルト王都そのものを破は壊かいしつくす計画だったのである。

　が、剛士が反対した。絨毯爆撃は非人道的だ……というより、ウルリス自体の破壊は作戦目的となんの関係もないから、という理由である。

　そう伝えられた時、スタッフを事実上指導していたアーシュラとラッシュバーンはおもわず顔をみあわせた。いわれてみれば確かにそのとおりだったからだ。スタッフたちも一いつ瞬しゆんだけ唖あ然ぜんとしたが、すぐに総帥の真意を理り解かいした。

　こうして、いま実行されつつある攻撃計画ができあがった。手順はこんな感じである。



１　先行してウルリスパールハーバーへ低空侵しん入にゆうしたワイアーム隊が王城グラン・サツソと市街の連れん絡らく路ろを破壊し、王城を孤立させる。



２　主力を一いつ斉せいに発進させる。



３　ニーズヘッグ隊は上空制せい圧あつにあたり、出撃してくるかもしれない敵てき空中騎き兵へいを警けい戒かいする。空中騎兵が迎げい撃げきしてこない場合、可か及きゆう的てき速すみやかにウルリス市内及および郊こう外がいの空中騎兵部隊駐ちゆう屯とん地ちを攻撃する。



４　ワイアーム隊主力は市内に存そん在ざいする兵へい営えいその他、防衛部隊の拠きよ点てんとなりうる場所を攻撃する。



５　ウィングドラゴン隊は市内各所の橋、魔ま導どう士しの集会所、政せい府ふ関連施し設せつを攻撃する。



──つまりは無差別攻撃ではなく差別攻撃（ってなんかヤバイ感じですが）、さらにそれっぽく申しあげれば攻撃のほとんどすべてをピンポイント攻撃にしてしまうということであった。

　ヴァンピレラ参さん謀ぼう総長とウィングドラゴン指揮官が反対しなかったのは、その意味へ即そく座ざに気づいたからだった。考えてみれば、勝利というのは敵を大量殺さつ戮りくすることではなく、目標を達成することで得られるのである。

　ま、確かに相手構かまわずの絨毯爆撃はいかにもハデで、目を奪うばわれるところがある。目標が敵首都ともなれば、焼き払はらうことにも大いに意味があるように感じられる。

　しかし、実じつ際さいの効果、いや、戦争にもたらす影えい響きようからいえば、きわめてアヤしい部分があるのだ。

　いや、別にムツカシイことを述のべているわけではない。この巻で二度目になるかもしれないが、孫そん子しの兵ひよう法ほうかなんかに書いてあったことをいっているだけなのだ。つまり、戦争というのはどのみちロクでもないことで、軍隊だのなんだのというものはロクでもないものである、ということである。

　絨毯爆撃の目標となるのは街で、街であるからには普ふ通つうの生活をしている人々が数多く住んでいる。そうした人々を殺し、あるいは家を焼いても、普通でない行為──戦争にはそれほどの影響を与えないのである。家族を殺され家を焼かれた、魔王軍を恨うらむ連中を増やすのが関の山なのだ。そして戦争は続いてゆくのだ。今度は魔王軍に対する憎しみを滾たぎらせた普通の人々までも敵として。ロクでもないというのはそういう意味だ。

　ならば無む駄だな、恨みを買うだけの攻こう撃げきなんぞ全部やめちゃえ、というのが剛士の発想であった。

〈メリー・クリスマス〉作戦、すなわち田中さん救出に関かかわる部分と、いま叩たたいておけばあとあと戦争が楽になるだろう場所だけを潰つぶすのに留とどめておけばいい。相手が戦えないようにしてしまえば勝ちなのだから、それで充じゆう分ぶん。要するに旧きゆうユーゴやアフガニスタン、でもってイラクを爆撃しまくったアメリカ軍のような発想である。一見、善意だの平和主義だのと関係ありそうな考えにもおもえるが、実際は逆だ。ただ戦いに勝つことだけでなく、勝ったあとのことまで考えた結果としてのピンポイント攻撃だからである。むしろ、戦争、そしてその戦争で『成果』をあげなければならない立場に置かれた者の（この場合は剛士の）自覚したところでどうにもならない、わかっちゃいるけどやめられない冷れい徹てつさを証しよう明めいするものだ。

　王おう城じようを一時的に孤こ立りつさせ、敵ペガサスを叩き、市内の重要施設だけをピンポイント攻撃するというプランはこうしてできあがった。アーシュラたちは喜んでその計画を立てた。無駄な攻撃をしなくて良いのであれば戦力を有ゆう効こう活用できるし、一いつ般ぱん市民に買う恨みは最低限で済すむし、おそらく田中さんも救出できるからだった。実行にも不安はない。夜のドラゴンたち──それも魔導士やドラゴニュートのバックアップを受けたドラゴンたちは、全員が偵てい察さつ衛星と早期警戒管制機と地上目標捜そう索さくレーダー機と電子戦機に支し援えんされたステルス戦せん闘とう攻撃機のようなものだからだ。

　かくして計画は決定された。簡かん単たんだが、絶ぜつ対たいに破やぶることを許ゆるされない戦闘中のルールルールズ・オブ・エンゲージメント、すなわち交戦規則ＲＯＥも定められた。ラッシュバーンやアーシュラがちょっとキビしすぎるんではないかいな、と口にしたアレである。その概がい要ようはこんな感じだ。

　その１、戦力が無限にあるわけじゃないのであらかじめ定められた目標以外のものを攻撃する際には許きよ可かが必要。

　その２、恨まれるとイヤだし後味がおもいっきり悪いので、民間人は絶対に攻撃してはならない。

　その３、仲間を見み捨すてるな。撃げき墜ついされた友軍は絶対に救出する。するったらする。

　次々と入ってくる報告に耳を傾かたむけながら剛士は頬ほおの傷きず跡あとを撫なでていた。

　ある意味で大バクチに近い作戦だが、不思議なほど不安は覚えていない。考えるだけ考えて実行に移うつしたつもりだし、ランバルトの不意を討ったことには絶対の自信があったからだ。

　むしろ落ち着かないのは剛士の傍かたわらに立っている美び幼よう女じよ（68）のほうだった。ヘルメットでゴーグルでマスクでオーバーオールに魔ま導どう防ぼう御ぎよベストでアノラック……要するに冬季特とく殊しゆ部隊スタイルのフル装そう備びでキメたリアである。ちなみに、特殊部隊ファッションはすべて真っ赤っかという恐おそろしげなカラーリングで、ヘルメットにはなぜかツノがついていた。

「もうちょっとだから、リア」剛士はいった。

「うん」こっくりとしたリアの顔は突つっ張ぱり、唇くちびるは青ざめている。その瞬しゆん間かんを──大好きな田中さんを助けだす時を間近に控ひかえ、緊きん張ちようの絶ぜつ頂ちようにあるのだ。怖おそれてはいない。むしろその正反対だ。

　そうであるからこそ剛士はおもった。いけない。これじゃ、いけないな。彼はリアの肩かたを叩いた。68歳さいの美幼女はびくりとして彼を見つめた。表ひよう情じようは強こわ張ばったままである。

「あのさ、リア」

「うん」

「なんで服の色赤いの？　戦ってる時、目立ちすぎないかな？」

「え、うん」戸と惑まどいながらもリアは応おうじた。

「あのね、あのね、ほら、へーかがさ、ボクだってすぐにわかるように……それと」

「それと？」剛士はのぞきこむような姿し勢せいをとってたずねた。

「……３倍速く動けるから」

　リアの顔に、笑いが戻もどっていた。理由はよくわからないが笑った方がいいとおもった剛士もにこにことして彼女にうなずいた。攻撃開始から５分がすぎていた。



　高速飛行空母とでも呼ぶべき役やく割わりを担になう巨きよ大だい怪かい鳥ちよう群ぐんから発進したドラゴンの群むれは空中で攻撃隊形をとった。ある意味、悠ゆう々ゆうとしている。敵の対空魔ま法ほうを心配しなくてよいからだ。奇き襲しゆうだけがその理由ではない。

　６隻、じゃなくて６羽の巨大怪鳥にはジョス・グレナムのいう『ウチのきれいどころ』、つまり第11魔導連隊から特に選ばれた大魔導士レベルの色々な種族のお嬢じようさんたちが乗りこみ、近所のありとあらゆる精せい霊れいさんたちに頭をさげまくっていたのである。ちなみに彼女たちのお願い、その実際はこんな感じであった。

「あーん、だめだめ、ランバルトの魔導士なんか手伝わないでぇ、おねがい」

「ね、ね、いいでしょ？　だめぇ？」

「やだぁ、お願いきいてくれないと、ミミル、泣いちゃうから！」

　まことにおそるべき能力……だとおもいます。実際、精霊さんたちは人生についてまことに自由な見解を抱いだく女子高生様と金銭を媒ばい介かいとした深いお友達関係になった中年サラリーマンのごとくめろめろとなり、もぉー、しかたないなぁ、今回だけだぞぉ、とヤニさがっているのであった。これが魔王軍の必殺技わざ、魔法妨害マジツクジヤミングの驚おどろくべき実態である。

　お願いの方法はともかく、その効こう果かは圧あつ倒とう的てきだった。寝ね込こみを襲おそわれたランバルトの魔導士たちは、あわてて飛び起きたものの、近所に精霊さんはいないわ、いたとしても全然やる気がないわで魔法を使うことができなかった。そりゃそうであろう、よくわかんない表ひよう現げんだが精霊さんだって人間である。体力の必要な白魔術をカマすために肉体を鍛きたえ上げ、なぜか全員がナマズ髭ひげを生やし、頭を刈かり上げ、レザーのベストやパンツが制服という奇怪な体育会系けい集しゆう団だん──ランバルトの魔導士たち、つまり

「へぇーい、ベイビー、一いつ緒しよにマスル神の天国へいこうぜ、ふんっ」

「あ」（←なんかイヤだな）

　などとハッテン場で一夜の恋こい人びと（もちろん同性）を漁あさるハードゲイのような連中によっていいようにされるよりはジョス君ところのきれいどころに撫なで撫でされていた方が幸せなのであった。

　もちろんランバルトにも大ハードゲイ、じゃなくて大魔導士はいる。頭剃そり上げた常じよう人じんの胴どうより太い腕うでをもつ肌はだが脂あぶらでてらてらした妖あやしい雰ふん囲い気きのオッサンたちである。下半身はもちろん緊きん褌こん一番と主しゆ張ちようするがごとくフンドシでぐっとひきしめている。

　能のう力りよくが高いだけあって彼らは即そく座ざに事じ態たいの異い常じようさに気づき、

「おりゃぁぁぁぁ、ワシのいうこと聞けやぁぁぁ」

　と、高校生同士が血で血を洗あらう激げき戦せんを繰くり返すいまやマガ○ンよりは月刊チ○ンピオン系コミックを想起させる呪じゆ文もんを唱えて男でも大だい丈じよう夫ぶ、という精霊さんを呼よび集め、可能な限りの強度でウルリス全市に

「警けい報ほう！　警報！　現在我々は魔王軍と戦せん闘とう状じよう態たいにある！　これは演えん習しゆうに非あらず！　繰り返す、これは演習に非ず！」

　と、前にも一度似にたようなフレーズ使いましたがまあお約束なんでひとつよろしく、という警報を誰だれでも聞き取れる一いつ般ぱん精霊波で発したのである。もちろん妨ぼう害がい下で強ごう引いんに魔法を使ったため消しよう耗もうがいつになく激はげしく、そのあとすぐにぶっ倒たおれてしまいましたが、ともかくも、彼らは義ぎ務むを果たしたのだった。

　警報はたちどころにウルリスとその近きん郊こうへ達した。軍施し設せつでは兵士たちが電気を流されたようにハネ起き、非常呼こ集しゆうのラッパが鳴り響ひびいた。精強さではブラントラントに並ならぶものがない軍隊だけあって反はん応のうは迅じん速そくである。装具を手にした兵士たちは全力で営庭に向けて駆けだした。この世のすべてについて点数の辛からいシレイラちゃんだって満足するだろうほどの素す早ばやさである。なかでも郊外に置かれた近この衛えペガサス大隊の反応は特に素す晴ばらしかった。警報から30秒もしないうちに、当直の兵たちによって緊急出撃スクランブル待機をしていた一個小隊の騎士や兵をまたがらせたペガサスが誘ゆう導どうされつつあったのだ。

「馬場の安全を確かく認にんしろ！」吹ふきさらしの大隊管かん制せい台だいにいた騎士が叫さけんだ。ペガサスは飛び上がるのに助走が必要なため、馬場に邪じや魔まなものがあっては困こまるからである。

「確認しました！」即座に兵からの応答があった。「馬場フイールドクリア、スクランブル発進よろしい」

「よぉーし、スクランブル待機小隊──」

　騎士がそこまでいいかけた時、管制塔とう上で見み張はりにあたっていた兵士が悲鳴のような報告をもたらした。

「敵てき竜りゆう直上急降下ぁ！　こちらに突つっこんでくる！」

「ちくしょうめっ」騎士は絶ぜつ望ぼうのうめきを漏もらした。一いつ瞬しゆんのち、彼と管制塔はファイアーボールの直ちよく撃げきを受けて枯かれ木のように燃もえ上がりながら砕くだけ散っていた。逆さか落おとしで急降下してきたドラゴンたち──〈メリー〉作戦においてランバルト軍ペガサス空中騎兵の地上撃げき破はを命じられた第３４３征せい空くう戦竜戦隊のニーズヘッグたちがファイアーボールによる地上制圧を開始したのである。

　放たれたファイアーボールは翼を羽ばたかせていたスクランブル待機小隊を吹き飛ばし、馬場をぼこぼこに抉えぐって助走を不可能にした。むろんそれだけでは終わらない。低空に降おりたニーズヘッグたちは高速で大隊駐屯地上空を飛びまわり、ペガサスがおさめられた厩きゆう舎しやを片かたっ端ぱしから破は壊かいし、目を覚ましたばかりのペガサスライダーたちが大おお騒さわぎを繰くり広げていた兵へい舎しやを人間ごと吹き飛ばした。

　襲しゆう撃げきを受けたペガサス部隊は近衛大隊だけではなかった。ランバルト軍が王都周辺に配備していたすべての部隊が襲われ、一頭も舞まい上がらせることもできないまま壊かい滅めつしつつあった。

　攻こう撃げき開始から10分で、ランバルトがウルリス周辺に配備していた１０００頭近いペガサスの大半は厩舎ごと焼き殺されていた。ペガサスライダーたちにも甚じん大だいな損そん害がいが生じている。いまや地じ獄ごくの釜かまの蓋ふたを開けられていた。剛士の新たな戦いは初動にしてはやくも、まさに魔ま王おうの所行というほかない惨さん禍かをランバルトへもたらしつつあったのである。



　　　　３



　ドラゴンたちは徹てつ底ていした攻撃を目標へくわえつづけていた。

　先行したワイアームが狙ねらったのは王城への増ぞう援えん部隊投入経けい路ろとなりうるものすべてである。むろんそれだけではない。城内の防衛施設その他も標的にされている。

　濠ほりの向こう側と城しろを繋ぐ跳はね橋はすでに二つとも破壊され、外部からの部隊投入は不可能になっている。

　王城に対する攻撃の指し揮きをとっていたのは第54襲撃突竜戦隊長チェスト・ハリン中佐である。彼は直ちよく率そつする一個突竜中隊、約20頭のワイアームたちに次々と目標を指し示じし、ランバルト軍がここを叩たたかれたら困る、という場所へ次々と魔ま導どう弾だんとファイアーボールによる攻撃をくわえていた。

　ごぉっ、と空中で口を開けたワイアームたちの口から火球が飛びだした。むろん飛行速度より速い高速火球である。高い練度と戦意、魔族特有の優すぐれた知覚力、ＣＭＡによる見事な目標情報の収集、巨きよ大だい怪かい鳥ちようの背せから続々と飛び立ったドラゴニュートたち、上空で魔導捜そう索さくを続ける魔導士たちのコンビネーションのおかげで、放たれたファイアーボールが目標から逸それることはほとんどない。実際、目標を間違えたり狙いをはずして無関係なものを壊してしまう……いわゆる誤ご爆ばくはきわめて少なかった。ＣＭＡの入念な情報活動によって完かん璧ぺきなウルリスのターゲット・マップがつくられていたからである。それに、訓練にかけられた時間は短かったとはいえ、もともとドラゴンたちの練度は高かった。地球だろうがブラントラントだろうが、しっかりした計画のもとで投入された腕うでと気合いに自信のある兵士たちはおそろしいほどの威い力りよくを発はつ揮きするのだ。ワイアームたちの放った攻撃は白はく亜あの王城へ次々と命中し、窓まどを割わり、壁かべを崩くずし、内ない装そうを燃え上がらせた。

「フチダ、こちらファイアマン01。西側の哨しよう所しよ、魔導士詰つめ所しよ、連絡通路はすべての破壊を確認。攻撃効果充分エフエクト・オン・アタツク・イナフ。第二次攻撃の要なしザ・セカンド・アタツク・ワン・ウイザウト・ザ・ポイント、くりかえす、第二次攻撃の要なし」低空へ降こう下かして友軍を誘ゆう導どうしているドラゴニュート前線航空統制官ＦＡＣから報ほう告こくが届とどいた。人の背にドラゴン風の翼つばさが生えた外見のドラゴニュートはドラゴンと人族の中間的な存そん在ざいで、直ちよく接せつの戦闘力はそれほどでもない。しかし、そのおかげで魔族らしい鋭えい敏びんさ、人族らしいはしっこさ、そしてドラゴンたちと魔導士の手助けなしに精せい霊れい波はで話せるという能力を有している。

　特に最後の要素は大きかった。

　ただのアバウトな裏うら設せつ定ていなのでいままで書くのを忘わすれていたような気もするが、すべての魔族が精霊波を用いて語りあえることは事実である。が、それは別の問題も引き起こしうる。種族ごとに相性のいい精霊さんが異ことなっているために意い識しきを集中しなければ他の種族と精霊波で語り合えないのだ。それが古い時代の……初代魔王出現以前における魔族のまとまりの悪さの一いち因いんで、現げん在ざいもなお個こ人じん主しゆ義ぎが重んじられる遠因となっている。歴代の魔王陛へい下かが伝えてきた日本語を魔族たちが有あり難がたがった理由もそこにあった。また、すべての精霊に対して同じレベルで接することのできる魔導士たちがなぜ魔王領りようですら重用されるかという説明にもなっている。剛士君にしろ田中さんにしろそれ以前の魔王陛下たちにしろ、気合いを入れた時に精霊さんが勝手に集まってくることに（精霊波を自分で扱あつかえないにもかかわらず）なぜ魔族たちが敬けい意いを抱いだくのか、その気分もわかるはずだ。

　まあそういうことですけどあまりに気にしないでね、という裏設定の整合性はともかく、魔族たちの精霊さんとのおつきあいにはそういう限げん界かいがある。だからこそのドラゴニュートＦＡＣなのだ。小回りの利きく彼らがお願いする精霊さんはドラゴンたちと同じで、ともかく、距きよ離りをおいて意い志しを通じ合わせるのに面めん倒どうがない。ただし、同種の精霊さんを介かいして大量に情報をやりとりすることによる問題は（剛士がおそれたとおり）存在している。声がひずんでしまったり、ひどいときはなにをいっているんだかさっぱりわからなくなることもある。

　だが、いまのところはまだ大だい丈じよう夫ぶだった。ドラゴニュートＦＡＣからの声ではない声はハリンの頭のなかでクリアに響ひびき渡わたった。

　ハリンは即そく座ざに応じた。

「フチダ了りよう解かい。当方にはこれまでのところ損そん害がい無し。総そう員いん、攻こう撃げき続行可か能のう」

「ファイアマン01了解」ドラゴニュートも即座に返事をかえしてきた。「貴き隊たい第２並ならびに第３小隊は続いて城じよう内ない防ぼう衛えい拠きよ点てんの制せい圧あつにあたられたい。なお当とう該がい二個小隊に関してはファイアマン06に統とう制せい権けんを移い行こうする。確かく認にんされたい」

「フチダ了解。なおフチダは作戦手順に従したがいナグモへ直接報告をおこなうため、一時的に目標上空を離り脱だつする。御ご同どう輩はい、頼たのむから俺おれの編隊の分もごちそうを残しておいてくれ」

「ファイアマン01了解。しっかり狙ねらいをつけておく。貴殿のお早いお帰りをお待ちする」



　王城内ではファイアーボール攻撃の爆発音が絶たえ間なく響きわたり、警けい鐘しようが打ち鳴らされていた。火か災さいで生じた煙けむりは、シレイラの私室のあたりにまで漂ただよっている。

　乗馬ズボンにブラウス、シロギツネのコートというスタイルで身を固めたシレイラちゃん──いや、シレイラ王女はバルコニーから攻撃を受ける王城とウルリスを群ぐん青じようの瞳ひとみでただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　市内各所で火の手が上がっていた。炎ほのおが空を照らしだしている。

　そこには、無数のドラゴンが舞まっていた。

　見事な攻撃だった。シレイラには即座にそうわかった。無む駄だというものが一いつ切さいないのだ。

　すでに手元へもたらされた報告も彼女の判断を肯こう定ていしていた。

　城外への連れん絡らく路ろは断たたれた。運動能力に長たけた諜ちよう報ほう局きよく員いんたちだけが城外との連絡をとろうと飛んだり跳はねたりしているが、増ぞう援えん部隊の投入ができるような状じよう態たいではない。

　城内も通路があちこちで寸すん断だんされていた。あらかじめ配置されていた衛えい兵へいや魔ま導どう士したちは敵の第一撃で待機所ごと吹き飛ばされるか、生きてはいても、通路を壊されて動くに動けない状態に陥おちいっている。それになにより、指し揮き系けい統とうがズタズタにされているのが痛かった。司令部や指揮所のような施し設せつがまず潰つぶされたため、部隊は無む傷きずでも命令が届とどかず、効こう果か的な対たい応おうがとれなくなっているのだ。

　とぎれとぎれに入ってくる報告によれば市内もひどい有様らしい。ドラゴンたちは市街そのものは無む視しし、市内にある兵へい営えいや魔導士集会所をまず叩たたいた。続いて公共施設を叩きだしている。すでに王国戦争省は多数のウィングドラゴンからファイアーボールを浴びせかけられて松明たいまつのように燃もえ上がっていた。王国魔導士協会本部も例外ではない。市街の北側はくっきりと二分されていた。軍ぐん需じゆ工場街はハデに叩かれているが、隣りん接せつした解かい放ほう奴ど隷れい地区はまったくの無傷だった。

　市街の東側ともなると、もうメチャクチャである。ピンポイント攻撃とはいえ、軍施設が多いので絨じゆう毯たん爆ばく撃げきに匹ひつ敵てきする勢いきおいで叩かれていた。ドラゴンたちは攻撃の手を徐じよ々じよにひろげ、いまでは中央官庁へ次々とファイアーボールを打ちこみつつある。いや、それだけではない、魔導弾も併へい用ようしている。あたし激はげしいのが好みなの、な精せい霊れいさんたちを呼よび集め、一挙に解放……おまえとは今夜限かぎりだぜ、と告げることでヤケな気分にさせて周囲を破は壊かいするという詐さ欺ぎ師しのような兵器だが、実戦での使用例は珍めずらしかった。魔導士たちが防御魔法を用いている場合、簡単な対たい抗こう手しゆ段だんで不発にされてしまう（落ちこむなよ、僕ぼくは君のことを前から見つめていたよ、と告げる）からである。いま魔王軍がそれを多用しているのは、ランバルト軍の魔導士が大混こん乱らんへ陥り、まともに魔法を使えないからだ。

　夜空に黒く禍まが々まがしいシルエットが無数に浮かび上がった。その直後、空中に次々と火球が生じ、地上へ流星のように降ふり注ぐ。火球は地上にその威い容ようをさらしていた建物へ命中した。あっとおもう間もなく建物は炎に包まれ、半壊した。

「あーっ」とうとうシレイラは声をあげた。「なんで王立慈じ愛あい協会なんて攻撃するのよぉ！」

　王立慈愛協会は数代前の王がつくった慈じ善ぜん団だん体たいである。その本部を攻撃するのは確たしかにひどい話だが……シレイラは別の理由で頭に来ていた。

「知っている。知っているのね、くそぉぉぉ、いったいどこで調べたのよぉ！」

　そうなのだ。慈善団体とは仮かりの姿すがた、王立慈愛協会はセントール領りよう土ど化か推すい進しんのためにつくられた極ごく秘ひの調ちよう査さ・戦せん略りやく研究機関、いわゆるシンクタンクなのだった。もちろん、そこにはセントールについてランバルトの集めてきた資し料りようがためこまれている。ドラゴンたちはそれを狙ったに違ちがいなかった。

「オノデラ、ゴウシ……」シレイラはぎりぎりと歯を食いしばった。無傷の臣民街や解放奴隷地区といい、いまのネラいすました攻撃といい、魔王軍が、オノデラゴウシがなにを意図しているか、理り解かいせずにはいられなかった。

　ランバルト王国の政せい治じ・経けい済ざい・軍事中ちゆう枢すうだけを叩いているのだ。このような攻撃が過去におこなわれた例をシレイラは知らなかったが、それがどんな影えい響きようをもたらすか想そう像ぞうするのは難むずかしくなかった。

　たとえ魔法があったとて、結局のところ組そ織しきを動かすには多数の事じ務む屋やが仕事をこなせる場所が必要だ。だからこそ役所というのはひたすらでかくなり、官かん僚りよう主しゆ義ぎがはびこって木こっ端ぱ役人の天国になり、いまは憲けん兵ぺい隊たいの留りゆう置ち所じよに放ほうりこまれているツイネルのような不幸な人がうまれる。そして官僚たちはそこに安心して書類を積み上げる。書類がなければ組織に命令をゆきわたらせることができないからだ。ま、こればかりはしかたのないことかもしれない。

　オノデラゴウシは、そこをねらった。シレイラはそう受け取っていた。これほどの惨さん状じようを目にしながら、魔王軍の目的がウルリス奇き襲しゆう占せん領りようにあるなどという可か能のう性せいはハナから考えてもいない。王都をどうこうしたところでランバルトの巨きよ大だいな軍事力が消えてなくなるわけではないからだ。せいぜい、一時的に麻ま痺ひするだけのこと。どのみち維い持じなどできない。ウルリスだけを占領したところで戦争に勝てるわけでもない。フェラールと彼女を確かく実じつに片づけられるという保ほ証しようはないし、片づけたとしても、どこかから王家の血を引く者がかつぎだされて王位を継つぐだけのことだからだ。

　つまり、オノデラゴウシの目的はウルリスそれ自体ではない。シレイラはそう決めつけた。

　中央官庁を叩いているのは国家の指し導どう機き構こうをぶち壊こわし、来年の侵しん攻こう計画をさらに遅おくらせようとたくらんでのことだろう。

　確かにその効こう果かは大きい。魔王領侵しん攻こう計画は修しゆう正せいを迫せまられるだろう。

　が、ひとつだけ彼女に理解できないことがあった。

　真っ先に王おう城じようを孤こ立りつさせたというのは……ただ、指揮命令系統を麻痺させようとしてのことだろうか？　それだけならばここまで入念に叩く必要は……頭が熱くなり、考えがまとまらなかった。放心からパニックへと自分が陥りかけていることに気づいていた。

　シレイラは忌いま々いましげに手て摺すりを殴なぐりつけた。そして、すべてを呪のろうようにつぶやいた。

（クールに、クールにキメなきゃだめ）

　シレイラはともすれば激しく波打ちそうになる感情を懸けん命めいに抑おさえつけた。動どう揺ようしかけているのも無理はない。これは、戦争の天才である彼女が生まれてはじめて目にする実戦なのだ。

　ほとんどの面で彼女は自分を抑えつけることに成功した。

　だが、たったひとつだけ、どうにも納なつ得とくのいかないことがあった。

「なんで……なんで航続距離あしの短い大トカゲがウルリスまでやってこれんのよ」手摺を握にぎりしめながらシレイラは呻うめいた。

「ロクでもない魔法でも使ったの？　いいえ、そんなはずないわ。そうよ、なにか、なにか普ふ通つうのものを組み合わせたに違いない……」

　喉のど奥おくから獲え物ものを横取りされた豹ひようのような唸うなりが漏もれた。金色の御お髪ぐしは逆さか立だっている。後に、彼女の護ご衛えいについていた諜ちよう報ほう局員たちが

「ね、あんた見た？　あの時の殿でん下か？」

「え、あんたも見たの？　わたし、パニくってたから見み間ま違ちがいだとばっかりおもってた」

「殿下の身体からだからいかにもアレなオーラが……」

　とまあ、給湯室で深しん遠えんな社会問題を語るＯＬの皆みな様さま方のごとく寄り集まって回想したほどの怒いかりようであった。

　実じつ際さい、シレイラは怒り狂くるっていた。ウルリスを奇襲され、いいようにされていることに腹はらを立てていた。

　しかしなによりも腹を立てているのは自分自身に対してだ。

　オノデラゴウシは常じよう識しきを打ち破やぶるなにかを考えだした。自分はその可か能のう性せいを予よ測そくできなかった。じゃなに、アタシってバカ？　ということである。

　シレイラの命を受けて市街へ探さぐりにでていたミランが戻もどったのはまさにその時、最悪のタイミングだった。

「殿下……」

「どういうこと！　どういうことなのよ！」振ふり向いたシレイラは怒ど鳴なった。「なんでドラゴンがウルリスに来られるのよ！」

「わかりません。ともかく、完全な奇襲です」市街を探ってきたおかげで美び貌ぼうが煤すすで汚よごれているミランはあっさりとこたえた。自分自身も気が立っていたのでシレイラの怒りも平気だった。「すでに報ほう告こくがあったこととおもいますが、王城、市内、近きん郊こうの政府・軍施し設せつは軒のき並なみ攻こう撃げきを受け、機能を停止しています」

「迎げい撃げきは？　空中騎き兵へいはあがっているの？」

「ペガサスの厩きゆう舎しやが一番先に灼やかれました。壊かい滅めつ状じよう態たいです」

「魔導士は！」

「集会所が叩かれ、大多数の所在がつかめません。魔導士協会本部も破壊されました。それに……信じられないほど強力な魔法妨害マジツクジヤミングがしかけられています。どうにか動きのとれる魔導部隊が精せい霊れい波はの解かい析せきを急いでいますが、いまのところ、打つ手がありません」

　シレイラは爪つめを噛かんだ。戦場でならば魔法妨害マジツクジヤミングへの対たい処しよがここまで大変になることはない。魔導士たちがしっかりと準じゆん備びを整えているからだ。しかし、いまは状じよう況きようが違いすぎる。寝しん室しつで寝ねているところを強ごう盗とうに押おし入られたようなものなのである。

「情報。情報が必要なのに」シレイラは唸うなった。

　確たしかにそのとおりだ。大変な時だからこそ情報がより重要なのである。

　しかしその情報が、致ち命めい的なほどに不足している。

　どこにも連れん絡らくがとれないからだ。とるべき相手と場所がファイアーボールや魔導弾を浴び、燃もえ上がっている。

　これこそがオノデラゴウシの狙ねらったこと。シレイラは即そく座ざに理り解かいした。それはつまり、えーとアタシはさっき王城のことを考えていて──

「あ」

「どうされました、殿下？」ミランがたずねた。どういうわけか、彼女の態たい度どにはこの場に似に合あわないほどの余よ裕ゆうがあった。

「だぁーっ、そうか！　そうなのよ！」地じ団だん駄だを踏ふみながらシレイラはわめいた。「それだけのためになんてことを。ったく、あのぽんぽこぴーめぇぇぇぇぇ！」

「殿下？」

「タナカよ、タナカ」シレイラはわめいた。「ちんちくりんの奴やつ、あの腐くされオの字を魔ま王おう領りようへ連れ帰るためにこの大おお騒さわぎをやらかしてくれたのよ！　役所を焼いたりしてる方がついでなの！　だぁー、あのバカ」

「あ」さすがにミランも大口をあけた。

　田中さんが捕つかまっているんだからウルリス攻こう撃げきとなれば当然それを考えるだろう、というのは素人しろうと考えの極きわみである。

　これほどの規き模ぼの攻撃ともなれば、なにかもっと別の理由──戦局を一撃でひっくりかえすほどの理由があると考える方が普ふ通つうなのだ。はっきりいって田中さんにはそんな価値はない。捕らえられた王族など、しょせんその程てい度どの存そん在ざいなのである。地球にだって、たとえ女王陛へい下かがテロリストに誘ゆう拐かいされても交こう渉しようなんか絶ぜつ対たいにしない、身みの代しろ金きんも払はらわない、そのかわりに特殊部隊ＳＡＳを送りこんでおまえらの親子兄きよう弟だい姉妹しまい一族郎ろう党とうにいたるまで皆殺しにしてやる、なんて実に男らしい方ほう針しんを明らかにしているイギリスみたいな国やすぐに巡じゆん航こうミサイルぶっぱなしてくるアメリカのごとき国もあるのだから、全然特別なことではない。ブラントラントの場合まだ身代金を払おうという話がでることもあるだけマシなぐらいのものであった。

　シレイラは喚わめき続けている。

「でなきゃ王城をこんなにしつこく叩くはずがないじゃない！　そうに決まってる！　狙いは西尖せん塔とう、〈孤こ影えいノ間〉よ！」

　そこまで口にした時、シレイラ以下全員の顔が青ざめた。

「あそこには……」

「陛下が……」

「アタシの剣けん、まだなの？　早くしなさいよ！」シレイラは叫さけんだ。

「あの、殿下、せめてブレストアーマーも」泣きそうな顔で侍じ女じよがいった。

「悪いけどいらない！　この完かん璧ぺきなおっぱいみればわかるでしょ、痛いたいのよ！　それに……わたしが一番アテにしてる防ぼう具ぐはあなたたちなの！」

「あ……はい、はい、殿下！」

　喜びの声とともにさっとさしだされた細身の剣を腰こしにぶちこんだシレイラはミランに命じた。

「ミラン、じ城よう内ないの諜ちよう報ほう局きよく員いんを全部集めて！　兵隊や魔導士はどうせ役にたたないから無む視し。ただちに西尖塔一階に集合！」

「通路が破は壊かいされています、殿下」

「王族用の抜ぬけ道があるわ！」シレイラはだだだっと駆かけて壁かべの姿すが見たみの前に立った。過か去こ、ありとあらゆる乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきをつくしてきたこの部屋で、唯ゆい一いつ破壊されずに済すんでいた大きな鏡である。

「まさかこいつを本当に使うことになるなんて……」

　吐はき捨すてるようにつぶやいたシレイラはあの世のブルース・リー師し父ふもおもわず唸ってしまうだろう見事なワン・インチ・パンチを姿見にキメた。鏡が砕くだけ散り、その向こうに隠かくされていた通路が口を開ける。ミランを振り返って叫んだ。

「いい？　ここをひたすら真まっ直すぐ。それで西尖塔一階につくから！　曲がったりしたら罠わなに串くし刺ざしにされたり真っ二つに裂さかれたりするからね！」

「は、はぁ」

「ともかくみんな集めて！　10分あげる！　後の者はアタシにつづけぇ！」

　シレイラちゃん、行動しているうちに高こう揚ようしてきたらしい。立て万国のお姫ひめ様さまぁ、椎しいの木ばやしをなぎ倒たおし、追い散らかすぞぉ愚ぐ民みんどもぉ、などと、考えようによっては実にマズイ歌をがなりながら突つっ走っていった。剛士によってムチャクチャな目にあわされてはいるものの、まだまだ闘とう志しは衰おとろえていない、というか、あっという間に〈クリスマス〉作戦の目的まで見定めてしまったところはさすがという他はなかった。



　郊こう外がいに置かれた空中騎き兵へいの駐ちゆう屯とん地ちを襲おそい、兵へい舎しやや厩きゆう舎しやを破壊しつくしたニーズヘッグたちがウルリス上空へ戻ってきた。ラッシュバーンはただちに彼らを予よ備びとして控置すると同時に上空警けい戒かいに当たらせた。

　眼がん下かのウルリスには無数の火の手があがっている。炎ほのおのおかげで、家や屋や敷しきから飛びだしてきた人々の姿も見分けられることがあった。

　しかし、炎は一いつ般ぱんの住じゆう宅たくや商店にはまったく生じていなかった。街区で燃え上がっているのは公共機関と、実はすぐに再さい建けんされるので攻こう撃げきしても大した効こう果かはないが、まあとりあえず意味がないこともないからやっちゃえ、という方ほう針しんで重要度の低い目標に選ばれていた軍ぐん需じゆ工場街であった。いずれも充じゆう分ぶんな戦果があがっている。そうこういっている間にまたもや王城で新たな火の手があがった。西尖塔周囲の建物が粉ふん砕さいされていた。文もん句くなしの直撃である。アメリカ空軍式ＢＤＡ、爆撃損害評定ボムダメージアセスメントならば、トリプルＡとかエクサレント、とか、ともかく最高点に近い判はん断だんがくだされるであろう。

　攻撃の成功を確かく認にんしたラッシュバーンが満足げな鳴き声を漏もらした時、すっ、と低空から上じよう昇しようしてきた影かげが横に並んだ。ワイアームのハリンであった。

「長官、西尖塔の孤こ立りつ化かに成功しました！」ハリンは叫んだ。

「よくやった、中佐！　ワルキュラに帰ったらマノン山のサカマタイノシシを１頭おごってやる！」ラッシュバーンは応おうじた。ハリンの楽しげな鳴き声を聞きながら、新たな命令をくだす。

「よし、計画通り、貴き様さまの戦隊は王城の上空でのたくって、グラン・サッソ内の邪じや魔まなものを片かたっ端ぱしから破壊しろ。いいな、これからが本番だぞ」

「お任まかせください！」

　ハリンがさっと身を翻ひるがえしたことを確認したラッシュバーンは他の全部隊にも新たな命令を下した。

「ナグモより総そう員いん、ナグモより総員、これより〈メリー〉作戦最終段だん階かいに入る！　目標は市内にかかるすべての橋だ！　攻撃！　攻撃！」

　命令と同時に、夜空を制せいしたウィングドラゴンとニーズヘッグたちが小編へん隊たいにわかれ、ウルリス市街にある大小の橋に向け、攻撃侵しん入にゆうを開始した。



　　　　４



　ヒトカップは騒そう然ぜんとしている。作戦の成功にくわえ、〈クリスマス〉作戦発動が間近に迫せまっていたからである。

　総そう帥すい本ほん営えい天てん幕まくはすでに畳たたまれていた。剛士はもこもこの服ふく装そうでのたのたと歩きながら、ズゥへと向かった。首には玉たま藻もがそこから生えているかのように巻まきついていた。リアはすでに巨きよ大だい怪かい鳥ちようの背せで飛び跳はねている。

「では、閣かつ下か」クラリン大佐がぴしりと敬けい礼れいした。帰りは全軍がそのまま魔ま王おう領りように向かうため、〈クリスマス〉作戦部隊が離り陸りくした時点でヒトカップはその役やく割わりを終え、彼女の支し援えん部ぶ隊たいは撤てつ収しゆうするのだ。ただし、往路の護ご衛えいに当たっていた第１教導空中騎兵中隊は攻撃に参加する。支援部隊は物ぶつ資しがなくなったことで身軽になった巨大怪鳥のスピードに頼たよっておうちへ帰るのだ。ま、巨大怪鳥を迎げい撃げきする手しゆ段だんなど存そん在ざいしないから、じゅうぶん以上に安全は確かく保ほされている。

「あ、うん……お疲つかれ様」いつも以上に着ぶくれた（なぜかっていえば防寒服に加えて直接攻撃に対する防ぼう御ぎよ効果のある防護服も着せられているので）剛士はにこりとした。これから待ち受けるものについて考えすぎまいと必死の様子である。

「君たちのおかげで助かった。クラリン大佐、あなたがきちんとしてくれなければここまでできなかった」

「身に余あまるお言葉です」クラリンは目の前に立つちんちくりんの少年を見つめた。年ねん齢れいこそ違うものの、彼女の一番末の息子むすこと似にたような背せ丈たけだった。突とつ然ぜん、感情を抑おさえきれなくなったシルフの女じよ性せい将しよう校こうは、軍人としてでも女としてでもないおもいのままに──母親のように彼を抱だきしめた。

「どうか、御無事の御帰き還かんを……いえ、凱がい旋せんをワルキュラで御待ち申し上げております。くれぐれも、御おん身みを御大事に……」

「ああ……や、あの……うん、うん」剛士は自分を包みこむ優やさしい香かおりにほぉっ、としながらこたえた。覚えていないはずの、あまりにも幼おさない日の記き憶おくが脳のう裏りをよぎった。

「それでは」むしろ自分をむち打つような厳きびしさで剛士から離れたクラリンはもう一度敬礼した。剛士はそれに応じ、くるりと向きをかえて皆のいる場所へと歩きだした。いつまでも“〝おかあさん”〟に甘あまえているわけにはいかない、とわかっていた。自分の本当の……天あま抜ぬけにいる“〝おかあさん”〟ならばどうだろうとおもっていた。そして、はっきりと確かく信しんした。彼女ならば悲しみつつも喜んでくれるだろう。きっとそのはずだ。子こ供どもは親からいつか離れるべきだし、なにより臍へその緒おを生まれてすぐに切り離されているのだ。



「剛士様、もういちど申しあげます」天抜高校女子制服の上にレインコートという、よくこれで凍こごえ死なないな、という冬季登下校ファッションのスフィアがいった。

「ごめん」剛士はさきまわりした。「考えはかわらない」

　彼はスフィアを見上げた。寒さ以外の理由もあって引きつっている顔にムリヤリの笑えみがあった。

「でも、心配してくれてありがとう。本当にありがとう」

　スフィアは下した唇くちびるを噛かみ、顔をそむけた。剛士も気まずそうに視し線せんを外した。そのままではいられなくなり、小走りにズゥへ駆かけていった。それは彼の、スフィアに対する精せい一いつ杯ぱいの気き遣づかいとレジスタンスだったかもしれない。どれほど戦争についての覚かく悟ごは決めても……たとえ母親というものへの気分は割わり切れたようにおもえても、小野寺剛士という個こ人じんを成り立たせるなにもかもが簡かん単たんにかわるわけではないのだ。

「われわれがつとめを果たせばよいだけのことだ、スフィア」見ていられなくなったアーシュラが慰なぐさめた。

「わかっています」そうはこたえたものの、スフィアの表ひよう情じようは凍こおりついていた。

「つかぬことを訊きくが」なおも言葉をかける必要を覚えたアーシュラはいった。「あのとき、閣下はなんとおっしゃったのだ？」

「あのとき？」

「会議の席で、だ」

　スフィアはうつむき、たずねかえした。

「気になりますか？」

「なってはいけないか？」アーシュラはむっとした。普ふ段だんよりよほど怒おこりっぽくなっていた。作戦開始直前というだけではない、夜であり、ヴァンピレラとしての血がたぎっているためもある。それに、剛士を独どく占せん物ぶつのように扱あつかうスフィアの態たい度どへ反感を覚えてもいた。

「わたしも閣下にお仕えしているのだ」

「お仕え」スフィアはオウムがえしにつぶやいた。「そう、そうですね。そうでした」

「それで、教えてくれる気はあるのかないのか？」

「あのとき、剛士様はこうおっしゃいました」スフィアはいった。「……田中さんは僕ぼくに魔王領を継つがせるためにあの戦いで突とつ撃げきした。だから僕は田中さんを助けるために自分ででかけなければならない」

「理由になるようなならないような」アーシュラは悪意のかけらもない苦く笑しようを浮うかべた。「まあ、あの方らしいおっしゃりようではある」

「それだけではありません」スフィアはつけくわえた。「こうもおっしゃいました」

「教えてくれ、時間がない」

　スフィアは何度かためらい、浅い呼こ吸きゆうを繰くり返したあとでようやく口にした。

「自分で決めた──選せん択たくしたことだから、と。すべては、僕のふるさとである魔王領のためだからと」

　アーシュラは片方の眉まゆだけをあげた。サングラスを外した紅あかい瞳ひとみが燃もえるような煌きらめきを発した。

「愚おろかですらあるのかもしれないが、男おの子この言葉だ」

「ええ。そうなのでしょう。そうだとおもいます」

　スフィアは微び笑しようを浮かべた。知らぬ間に息子むすこが少年から大人になっていたことに気づいた母親のように寂さびしげだった。

「剛士様は……いまこそ、すべての魔ま族ぞくの総そう帥すい閣かつ下かです」

「おまえは閣下がそうなることを望んでいたのではないのか。セントールの戦いでかつておまえが口にしたように、いまや閣下は自分でお決めになったのだ。喜ばねばならない」

「そうです」スフィアはうなずいた。そしてアーシュラにひどく冷たい態度でたずねた。「閣下に対する態度が、ずいぶんかわりましたね？」

　ヴァンピレラ・ビューティは口をとがらせた。ほんの一いつ瞬しゆんだけためらう。そして、なかば開き直りにも聞こえる調子でいい放った。

「それがなにかいけないのか？　わたしは閣下にお仕えしている」

「田中陛へい下かのことはもうよろしいのですか」

「陛下にはリアがいる。わたしは御ご迷めい惑わくをおかけしていただけだった」

　──かえってきたスフィアの言葉は耳を疑うたがいたくなるようなものだった。

「だから、剛士様に乗り換かえると？　気楽なものですね」

　アーシュラは絶ぜつ句くした。スフィアの言葉はあからさまを通り越し、下げ劣れつとすらいえるものだった。

　しかし彼女はなにもいいかえさなかった。スフィアの顔を見たからだ。

　スフィアは、自分がおもわず口にしてしまった言葉に自分自身が衝しよう撃げきを覚えていた。

　アーシュラが離れ、さらに出撃準じゆん備びの進められるなか、スフィアはただぼんやりと立ちつくしていた。ちりちりと鈴すずが鳴ったようにもおもえたが、彼女はそれをあっさりと無む視しした。自分が存在するようになって初めてのその行こう為いが持つ意味にすら彼女は気づいていなかった。

　すっと人ひと影かげが近づいてきた。優やさしい兄のような表情のジョス・グレナムだった。

「ついにはっきりさせたね、スフィアちゃん」

「……いいすぎました」スフィアはこたえ、下唇をかんだ。

「いいんじゃないの、たまには」ジョスは笑みを大きくした。「それにまあ、本当に悪いのは閣下なんだしさ」

「剛士様はお悪くありません」スフィアはきっとジョスをにらみかえした。

「女の前では野や郎ろうなんてオモチャみたいなもんだ」表現とは裏うら腹はらに、ジョスの顔つきは真しん剣けんだった。

「あなたがそうおっしゃるんですか、ジョス・グレナム」

「いうね。いっちゃうもんね」ジョスはあいかわらずの態たい度どで応じた。「この世で好きなのはあなただけ、なんて顔をしていたのに、次の瞬間になれば冷たく突き放す。大たい抵ていの野郎はわけがわからなくなる」

「わたしはそんなこと、していません」

「自覚してそれをやらかすような女は見み透すかすことができる。軽けい蔑べつできる。どんな美人でも。目つきが卑いやしくなるんだ」ジョスの声は厳きびしさを増ましていた。「自覚せずにそうであるからこそ女は素す晴ばらしい、とおもうね。そうだとわかっていて玩もてあそばれるあの楽しさといったらもう、はは。もっとも、我われらが総帥閣下はそのあたりの機き微びをまったく理り解かいしておられないけれど。悪いというのはその点だな」

「なにがおっしゃりたいのですか？」

「そりゃもう色々と」ジョスはにやりとした。「でも、所しよ詮せんは他人の恋こい路じだからな」

「…………」

「気を付けた方がいい」ジョスはいった。「戦争は人間を簡単に変えてしまう。そして、閣下はただ戦争に巻きこまれているわけじゃない──戦争を背せ負おってる。とんでもないことだぜ、これは。ただ普通に生活しているだけなのに、たった一ひと晩ばんで面おも変がわりするほど成長する奴やつもいるんだ……あの御お方かたは、その比ひじゃない。考えてもみなよ。おそらくまだ女と一晩を過すごしたことがないはずなのに、事実上のハーレムができあがりつつある。そしてその面子メンツをきっちりと従したがわせている」

「わたしは別に……」

「気を付けろといったのはそこさ」ジョスは音を立てて手て袋ぶくろに包まれた手を打ちあわせた。「あの御方は魔王領総帥で──将しよう来らいの魔王陛下だ。いつまでもあんたのかわいい剛士様ではいちゃくれない。実じつ際さい、俺おれはもうあの御方のためならいつ命を捨ててもいいと考えてる。男の俺ですらそうなんだ、アーシュラちゃんやフィラちゃんならどうかな？」

「知りません。関係ありません」

「あの田中陛下でさえ、20年ばかりでとんでもない外交の達人になった」なにも聞きかなかったような態度でジョスは続けた。「だから正直、俺は怖こわいね。あの御方が魔王として20年を過ごされたらどうなるのか……」

「それは」

「たぶん、とんでもないことになっているよ。いや、絶対に、だな」ジョスは長々と息を吐はいた。白くかわった吐息が盛せい大だいに立ちのぼってゆく。

「ブラントラント全土が小野寺魔王陛下万ばん歳ざいを唱えているかもしれない。そして俺たちは心の底からの喜びとともにあの御方に付き従っているかもしれない」

「剛士様はそのようなことをお好みにならないとおもいます」

　ジョスはにっこりとしてうなずいた。

「つまりあの御方はあんたにとってただのオモチャじゃないってことさ、そうだろ？」



　一足先にズゥのそばへやってきた剛士は巨きよ大だい怪かい鳥ちようの生なま臭ぐさい息に辟へき易えきしながらその嘴くちばしを撫なでていた。乗り方を教わる必要はない。ここまではズゥに乗ってきたのだし、リアだけではなく、スフィア、アーシュラ、特殊吸血鬼戦隊ＳＶＳのお姉さんたち、それにフィラも同乗するのだ。どれほどズゥが荒あらっぽく飛んだところで死ぬ心配はない。仮かりに空中へ放ほうりだされたとしても、いまはなんの問題もなく飛びまわることのできるアーシュラが助けてくれるはずだった。

　と、剛士に呼びかける者があった。

「我わが君」

「あ、フィラさん……なんですか、その格かつ好こう？」

　振ふり向いた剛士は目を丸くした。先ほどまでの彼女は子こ供どもをだまして機械の身体からだをタダでくれる星へ向かう列車へ連れこむアヤシイ女の人のような、えーつまり、上から下まで黒毛皮ずくめ、でもなんでかボディラインはばっちり浮うきでてます、というファッションだったのだが、いまは倒たおれた戦士をヴァルハラへひっさらう娘むすめさんのような鎧よろい装しよう束ぞく／冬季戦型改Ｂという感じである。腰こしには剣とマジックステッキ、負い革かわをまわして、背せに大型のマジックボウガンを担かついでいる。傍かたわらの侍じ従じゆう長ちようはとみれば、これまたいかにも歴戦の戦士らしい戦いくさ装束で身を固めていた。二人とも、首から妙みように重たげな眼鏡めがねを下げていた。人族の夜間視力の弱さを補おぎなうために魔王領で開発されたジンライトグラスだ。鼻をつままれてもわからない闇やみのなかでも１キロ先ぐらいまでは視みとおせる。もっとも、物の輪りん郭かくがわかる程てい度どだが。

「いや、うん、そのな」フィラは珍めずらしくも、おずおずとした調子である。

「なんですか、フィラさん」さすがに剛士の声は険けわしかった。

「迷めい惑わくならいいのだが……ひとつ、おまえ様に伝え忘わすれていたことを思いだしてな」

「…………」

「わたしのペガサスを扱あつかう腕うではこのあいだの一件けんでわかってもらえたとおもうが……実は爺じいもな、その、ペガサスを扱わせたらなかなかの腕だ。爺は以前、コレバーン天馬騎兵連隊ペガサス・キヤパルリー・レジメントの連隊長だった。わたしは爺に手ほどきを受けた。いい教きよう師しだったし、いまではこんな感じだが、すばらしい指し揮き官かんだったぞ。で、アレだ。なんというかペガサスが少し余あまっているという話なのでな、うん」

　もちろん最後の部分はウソである。余っているのではない。余らせた、というか、最初からそのつもりだったのだ。

「フィラさんたちが……」

　剛士は目を丸くしてフィラを見つめ、つづいて侍従長を見た。

　侍従長は踵かかとをカチリと打ち合わせ、上官へ申告する軍人そのものの態たい度どで剛士に告げた。

「事実であります、閣かつ下か！　わが殿でん下かの空中馬ばじ術ゆつと部隊指揮の巧たくみさはコレバーン軍随ずい一いちであらせられました。なお、自分はコレバーン連合王国軍天馬騎兵大佐の階級を有しております！」

「二人とも、僕にそう申しでることがなにを意味するかわかってますか」剛士はたずねた。感情が波立たないのが不思議だった。脳のうがあつくうずいていた。

「わかっているよ、我が君」フィラは剛士を真まっ直すぐに見返した。「わたしは本当におまえ様の女になる、そういうことだ。ま、死ななければだが」

　侍従長がにやりとした。「殿下が選ばれた御お方かたであれば自分にとっても心からお仕えすべき御主君であります、閣下」

　剛士はフィラを見つめた。大きな瞳ひとみが真まっ直すぐに見つめかえしていた。彼には理り解かいできかねるほど真っ直ぐな瞳だった。

　剛士はなおもたずねずにはいられなかった。

「なぜ、そこまで？」

「心外だな」フィラはこたえた。「おまえ様はあの公園で見み栄えを張はってくれただろう。だからわたしも張りたいのだ。それに……いや、いい。そういうことだよ」

　剛士君──いや、魔王領総帥・小野寺剛士は問いかけのむなしさを唐とう突とつに知った。こうであるからこそのフィラ・マレルなのだ。

　剛士はいった。

「わかりました。ペガサス隊の指揮をお願いします、フィラ・マレル殿下」

「喜んで」

「それから」

「なんだ？」

「現げん場ばで勝手なまねは許ゆるしません、二人とも。命令します」

　フィラはまじまじと剛士をみつめたあとで、花咲さくような笑顔を浮かべた。

「わたしはおまえ様にとって都合の良い女になるといっただろう、我が君」

　剛士は奇き妙みようなほど嬉うれしそうな顔になり、それから頬ほおを叩たたいて表情を元に戻もどした。

「侍従長──いや、大佐」

「はい、閣下？」

「いまさらと怒おこられるかもしれないけれど、僕ぼくはまだあなたのお名前を伺うかがっていません」

「名前など……」

「僕は魔王領総そう帥すいです。可か能のうな限かぎり、忠ちゆう誠せいを尽つくしてくれる部下の名前は覚えていなければならないんです。それぐらいのことしかできませんけど」

　目を丸くするのは侍従長の番だった。背せ筋すじがさらに伸のび、身体側にあてられた拳こぶしが音のでそうなほどきつく握にぎりしめられた。目め尻じりになにかを滲にじませながら彼は告げた。

「トルラウ。アイデン・トルラウ天馬騎兵大佐であります、小野寺総帥閣下！」

「ありがとう」剛士はうなずいた。「わかりました。あなたさえ良ければ、その階級はいまから魔王軍におけるあなたの階級でもあります、大佐」

「閣下！」そうこたえたきり侍従長、いや爺、いや……アイデン・トルラウは絶ぜつ句くした。

「……ではお二人にお願いします。それから、トルラウ魔王軍天馬騎兵大佐」

「はい、総帥閣下」

「フィラ・マレル殿下をくれぐれも」

「無む論ろんであります、閣下。自分がお供ともする限り、殿下の玉のお肌はだにかすり傷きずひとつ負わせるものではありません」侍従長──いや、トルラウは大声で応じたあと、なぜかほっとした表情を浮うかべた。

「どうかしましたか」

「いえ、閣下」トルラウはにやりとした。「ようやく名前が出ましたので、なにやら安心した気分になりました。まるで遺い書しよを書き終えたような。もう、いつ死んでもかまいません。我わが姫ひめ様さまを安心して閣下におあずけできます」

「そんなことは僕がゆるさない」剛士は珍めずらしくも乱らん暴ぼうにいいきった。「僕にはわからないことが山のようにある。だから、大人の人から教わらなければなにもできない。いなくなられては困こまります。フィラさんだってそのはずです」

「閣下……いやそのはは、照れますな。それから、ほめ言葉はあまり本人の前で口にされないことです。いない場所で口にしたほうがかえって気持ちが伝わります」

「こういう人間なのだよ、わたしの爺は」フィラが混まぜっ返した。

　剛士は笑った。フィラも笑った。トルラウが一番大きな声で笑った。

　しぎゃあ、しぎゃあ、とズゥが鳴いた。リアが剛士を呼よんだ。

「お兄ちゃん、なんかいい感じのとこ悪いんだけど」

「あ、うん、わかった」

　剛士はズゥの背せに登ろうとした。しかし足場がないために途と中ちゆうで滑すべり落ち、雪の上に放ほうりだされた。緊きん張ちようして出撃の時を待っていた連中から失しつ笑しようがおこった。あいかわらず頭から爪つま先さきまでカッコ良くきめられない人である。

　雪まみれ、顔を真っ赤にして起きあがった剛士君、頭にだけは雪がついていないことに気づいた。理由はすぐにわかった。玉たま藻もが即そく座ざに脚あしをだしてかばってくれたのである。

「あ、ごめん、あの、ありがとう」

「ギャグとはいえないものの、みんな、少しは気分が楽になりましたね」玉藻の声は笑っているようだった。

「そうかな」雪を払はらいながら剛士はいった。

「この状じよう況きようで笑えるなんて、素す晴ばらしいことです。どんなことにも良い面がある、というところですね。精せい神しんの貧まずしさは心から笑いとエロスを奪うばい去ります。おわかりになりますか？」

　いかにも玉藻的な表現だが、どう解かい釈しやくしたらよいか剛士は迷まよわなかった。教条的な、○○は××でないからダメだ、と叫さけぶような態度は、人から魅み力りよく（笑いとエロスというのはそれだろう）を失わせるということだ。つまりまあ、シャレがきかないよりきいた方が人生楽しいんじゃないの、ということであった。

　剛士自身もその点については反省がある。救いのない連中が程てい度どの低い愛国心を売り物にしているように、気がつくとついついマジメを売り物にしかけていることがあるからだった。あの、ほのかという少女の世界で経けい験けんしたように、なにかの責せき任にん者しやという立場にある場合、それではまずい。魔王領総帥ならばなおのことだ。

「うん、まあ──うわっ」

　気づくと剛士は背中から宙ちゆうにつり上げられていた。じれったくなったズゥに嘴くちばしでつまみあげられたのだ。そのまま放り投げるように背中へ乗せられてしまった。それで良かったのかもしれない。あちこちから笑い声がまたおこったし、剛士本人も奇き妙みようなほどそれがうれしかった。

　すぐにスフィアとアーシュラもあがってきた。カミラ以下、ＳＶＳのお姉さんたちも後に続いた。

　リアのすぐ後ろに座すわった剛士は後ろを見た。スフィアは１メートル離はなれた場所にあの大おお鎌がまを握りしめ、腰をおろしている。アーシュラはすぐそばといってよい場所だ。

「閣下、よろしいですか？」アーシュラがたずねた。

　剛士はスフィアを見た。彼女の態たい度どが気になったのだ。美少女は暗い雪原を眺ながめていた。

「閣下？」アーシュラの声にはかすかないらだちがふくまれていた。

「あ、うん。出撃」

「もう少しポーズというものを」額ひたいを押おさえながらアーシュラが諭さとした。

「え？　あ、うん。えーと」

　剛士は周囲で出撃の時を待っている巨きよ大だい怪かい鳥ちようたち──なんでか知らないが、こっちはシュトルヒ君とかアラドちゃんとかハインケル先生とかユンカース・カ○ヒアとかいうコールサインがつけられている──とその背で命令を待ち受けている将兵を見つめ、精一杯の声で告げた。

「みんな、大変だとおもうけど……僕は絶ぜつ対たいに成功すると信じてます。気をつけて戦ってください──〈クリスマス〉作戦、開始！」

「第１教導空中騎き兵へい、離り陸りくせよ！」アーシュラのムチ打つような声が響ひびきわたった。まず上空警けい戒かいのために出足のよいペガサスを離陸させるのである。

「心得た！　心猛たけき良き魔族どもよ、汝なんじ等らの主あるじを信ずるならばわれに続けっ」

　フィラの普ふ段だんとはまったく異ことなる声が轟とどろいた。と、乗り手をまたがらせた２００頭ほどのペガサスたちが一いつ斉せいに疾しつ走そうを開始し、盛大に雪ゆき埃ぼこりが舞まいあがる。魔王領のペガサスたちはランバルトとだいぶんノリが違うので実は疾走というより暴走という感じである。

　それはともかく、育ちがアレであるからこそ発せられるもの、備そなえられているものがある。ばさばさと羽ばたきながら浮うき上がり、高度を稼かせぎはじめたペガサス隊は実に頼たのもしかった。みずからもすぐに出撃しなければならないからだろうか、剛士にはその姿すがたがドラゴンたちにも匹ひつ敵てきするほど力強く感じられた。

「マレル殿でん下かは本当にお上手なようですね」アーシュラが感心した声でつぶやいた。フィラがペガサスを率ひきいることになったのはすでに彼女も知っている。

「そうなの、やっぱり？」剛士はたずねた。

「即座に高度を稼いでいます」アーシュラは教えた。「上じよう昇しようしているあいだは、どんなに優すぐれたドラゴンやペガサスでもまともに戦えません。高度が低くても同じです。殿下は、その危き険けんな時間を最小限におさえようとされておられます」

「ああ」剛士はなるほどとうなずいた。素す直なおに感心している。

　子供のような魔王領総帥の反はん応のうを目にして微笑ほほえんだアーシュラはいった。

「そろそろ我々も参りましょう……よろしいですか」

「うん、任まかせた」

「リア、閣下のお許ゆるしがでた」

「いえっさぁー！　ズゥ、いくよぉ！　サタニアン・リア、いっきまぁーす！」

　しぎゃあしぎゃぎゃとズゥの鳴き声が轟き、ぶわっさぶわっさと巨大な翼つばさが羽ばたいた。脚あしで雪原をけっ飛ばす。ぐんっ、と下から突き上げるような衝しよう撃げきに剛士の身体からだがとびあがった。一いつ瞬しゆんのち、巨大怪鳥はぐいぐいと空の高みを目指していた。

　あやしげなコールサインをつけられたズゥのおともだちも次々と離陸する。最後に飛び立った１羽は白地に赤く『病』と染そめ抜ぬかれた巨大なゼッケンをつけていた。別に変な病気や趣しゆ味みの持ち主というわけではなく、タトゥラ・シャナン軍医長をはじめ軍医部の医い療りようスタッフをのせているからである。空中野戦病院というわけだ。コールサインはダストオフである。

　しかし、シャレっぽい要素があるのはそこまで、だった。暗く重い冬空に飛び立ったのはヴァルハラですら入場お断ことわりにしそうなほど気合いの入った戦姫に率いられた荒あらっぽいペガサスたち、そして地じ獄ごくの巨鳥そのものの巨大怪鳥たちであった。彼らが向かうのはむろん王都としての機き能のうを麻ま痺ひさせているウルリスである。

　そこに乗りこみ、田中さんを奪だつ還かんするのだ。



　　　　５



　サンバーノ伯はく爵しやくの屋や敷しきでゴローズが消費したのはほんの１分ほどだった。ランバルト王家の忠ちゆう臣しんたる老人は、いざとなれば濠ほりを泳いででも城しろに入ろうと、エントランスから屋敷の門へ向かっているところだったからである。

　老人の決意にあふれた顔をみた瞬間、ゴローズは複ふく雑ざつな微び笑しようを浮うかべた。そして呼びかけた。

「御お爺じい様さま、荒っぽいことはわたしに任まかせてください」

　上官の言葉を聞いたマヤは耳を疑うたがった。同時に、すべての疑ぎ問もんがとけてゆく気分も味わわった。

「おまえになにができる？」サンバーノは吠ほえた。

「できることをできるかぎり」ゴローズはにこりとして応じた。「ですから、あなたも御自じ身しんのお立場でできる最上のことをなさってください」

「しかし」

「兵と宰さい相しようでは仕事が違ちがいます」

「むぅ……」

「では、のちほど」

　不満げな顔で執しつ事じたちに情じよう報ほうの収しゆう集しゆうと連れん絡らくの確かく保ほを命じるサンバーノを残し、ゴローズとマヤはパニックに陥おちいっているウルリスの街路を疾走した。人々は不安げに空を見上げ、あてどもなく逃にげまどっていた。自分たちの住んでいる場所にまったく攻こう撃げきがくわえられていないことに気づいているものはまだ少なかった。

　二人は人々を押おしのけるようにして騎き走そうした。

　王立特とく務む遊ゆう撃げき隊たいに与あたえられた兵へい舎しやは王城の北側に１キロほど離れた距きよ離り、解かい放ほう奴ど隷れい地区へ入りこんだ位置に建てられた木もく造ぞうの仮かり兵舎だった。もともとは捕ほ虜りよ収しゆう容よう所じよだった場所である。ひどい扱あつかいだった。フェラール兄ちゃんの御言葉により、遊撃隊将兵の罪つみはすべて許ゆるされたものの、一いつ般ぱんのランバルト軍人がゴローズとその一党とうに抱いだく蔑べつ視しまでが消え去ったわけではないのだ。

　しかし、そのことが王立特務遊撃隊に幸運をもたらしていた。



　ゴローズとマヤは仮兵舎の１００メートルほど手前にある橋を渡わたり終えた。幅はば20メートルほどの川にかかった橋である。これまでの積雪のおかげか、かなり水量のある状じよう態たいで水面が凍こおっていた。あちこちから氷がきしみ、割われる音が響ひびいているのは、歩いて渡れるほどの厚あつみがないということだ。

　他の地区にくらべるとおそろしく整せい備びの悪い街路を20メートルほど進んだところで空から嫌いやな音が響いた。ぐぇっ、という夜の新宿駅ホームの酔よっぱらったおじさんがよく発している音である。ただし音量は数十倍、怖おぞ気けを震ふるわせる風切り音がつけくわわっていた。

　ゴローズはなにもいわずに併へい走そうするマヤへ手をのばした。反応する間も与あたえず抱かかえこむように抱だきしめ、そのまま馬から飛び降おりる。両りよう脚あしで着地のショックを強ごう引いんに吸きゆう収しゆうすると、手近な石いし壁かべの背はい後ごに隠かくれた。マヤの上に覆おおい被かぶさる。

　炎ほのおの塊かたまりが上空を飛びすぎた。背せ中なかが熱くなり、剥むきだしの首くび筋すじがちりちりとした。その直後、川の方から轟ごう音おんが響いた。

「あ、あの、ナサ」すがるような姿し勢せいのままマヤは目を白黒させていた。

「いまは軍務中だぞ、騎士ウラム」ゴローズはにやりとして応じ、橋の方を見た。皮肉な微び笑しようが浮うかんだ。

「魔ま王おう領りよう総そう帥すい、さすがに徹てつ底ていしているな」

「いまのはいったい……」

「見てみろ」ゴローズは橋を示しめした。

　マヤの目に映うつったのはドラゴンの攻こう撃げきで粉ふん砕さいされた橋だった。火のついた残ざん骸がいが飛び散っているが、解放奴隷地区側からの攻撃だったので、すべてが王城側へ落ちている。

「市内の交通を寸すん断だんして……」マヤの喉のどがこくりと鳴った。

「つまり大規き模ぼな地上軍の投入はないということだ。ウルリスを攻せめ取るつもりであれば橋は壊こわすより占領しようとしているはずだ」

「ただ王都を叩たたくと」

「それだけではない。解放奴隷地区には被ひ害がいが及およんでいない。計算しているのだ。気づいていたか？　臣民街にもまったく損そん害がいはなかった」

「……そういえば」

「魔王軍はこの国の中ちゆう枢すうだけを叩いている。もっとも効こう果かの大きい場所に最大の戦力を集中し、戦果を確かく実じつに得ようとしている。そこまではまだいい。戦力の経けい済ざい的使用は軍事の大原げん則そくだ」

　たちあがったゴローズは手をさしのべ、マヤを立たせた。彼女の脚はなぜかふらついており、そのまま上官の胸むねに飛びこむことになってしまった。

「臣民街や解放奴隷地区を叩かないのはさらに根こん性じようが悪い企たくらみだ」顔色ひとつ変えずに彼女をそっと抱き留とめたゴローズはいった。

「……どういうことでしょう」場違いもいいところの甘あまい声でマヤはたずねた。



    

  
    
      「敵を選んでいるのだ」ゴローズは教えた。

「われわれはランバルト支し配はい体たい制せいと戦っている。穏やかな日常を愛するランバルト国民と戦っているのではない、という魔王軍のメッセージなのだ。そうとしか考えられない」

「効果があるのでしょうか」

「長期的には、ある。魔王軍は自分たちを傷きずつけない。それなのに王国は親兄弟を兵隊にとり、税ぜい金きんまで払はらわせる。だいたい、戦争が好きなのはバカか狂きよう人じんだけなのだ。違うか？」

　のぞきこんできたゴローズの瞳ひとみにはからかうような色があった。自分が上官へしなだれかかるようにしていたことにようやく気づいたマヤはあわてて離れ、背筋を伸のばした。

「もうしわけありませんでした、隊長」

「うん、しかしなかなか楽しい体験だったよ。行こう」

　どこまで本気かわからない調子で言い捨すてたゴローズは仮兵舎へ向けて駆けだした。マヤもあとを追った。

　王立特務遊撃隊に与えられた仮兵舎は無傷だった。といっても、その内部には誰だれ一人残っていない。ゴローズの男ソルジヤーたちは、熟じゆく練れんした兵士たちらしく、すでに装具を身につけてそこを離れようとしているところだったのだ。

　一人の下士官──ゴルムが門を出たところで二人の姿すがたに気づいた。

「隊長と副官が見えられたぞ！」

　おおっ、と声があがった。隊列がくずれ、皆みながゴローズたちに駆け寄る。

「隊長」

「副官」

「よく御ご無ぶ事じで」

「損害はないな」ゴローズがたずねた。

「ありません、軍施し設せつのなかで、なぜかここだけが攻こう撃げきを受けていないようで」ゴルムが応じた。

　ゴローズは自分の想そう像ぞうの正しさを確かく信しんした。解かい放ほう奴ど隷れい地区内に建てられているため、被害を周囲に及およぼす可か能のう性せいがあるから見み逃のがされているに違いない。

「隊長」ぴしりとした態度のマヤがいった。「御命令を」

「ああ」ゴローズは燃もえ上がる橋をちらっと見ていった。「点数稼かせぎのために王おう城じようへ向かうべきだとおもっていたが、難むずかしいな。あの川は渡わたれない。他の橋も……」

　どーん、１キロほど離れた川沿ぞいで新たな火の手があがった。

「だめだな。いっそ全員でどこかに逃にげるか？」

　笑いが起きた。にやにやしながらゴルムがいった。

「いい加か減げんな思いつきがあるんですが」

「許きよ可かする」

「まだお話ししてませんよ」

「知らなかったのか？　おまえのいい加減なおもいつきはわたしの好みなのだ、ゴルム」



〈クリスマス〉作戦部隊はすでにウルリス上空へ達している。

「閣かつ下か！」アーシュラが叫さけんだ。猛もう烈れつな合成風が吹ふき付けているため、そうせざるをえない。

「間もなく予定時間です！」

「うん！」

　剛士はうなずき、背はい後ごでコウモリのような翼つばさをあらわにしているカミラたちＳＶＳ隊員に叫んだ。

「みんな、頼たのむ！　それから、なにがあっても必ず連れ帰るから！　誰も置き去りにはしない！　絶対に！　絶対に！　僕ぼくが約束する！」

　全員がばっと敬けい礼れいした。カミラが叫んだ。

「閣下もくれぐれもお気をつけて！」

　剛士へさっとウィンクしたカミラは部下たちに叫んだ。

「よーし、間もなく降こう下か時じ刻こくだ！　全員、覚かく悟ごはいいな！　怖おそれるな、訓練どおりにやればなんの心配もない！　必ず田中陛下を奪だつ還かんできる……」

　しぎゃあ、しぎゃあ、ズゥが鳴き声をあげた。振ふり返ったリアが教える。

「お姉ちゃんたち！　ズゥがもう大だい丈じよう夫ぶって！」

「了りよう解かい、いくぞ！」中腰になったカミラが叫んだ。

「小ヘ野ー寺ル閣・下ゴ万ー歳シ！　特とく殊しゆ吸きゆう血けつ鬼き戦隊、降下！　降下！　降下！　ブラド！」

　地獄の底よりも禍まが々まがしく、蘭らんの花よりもあでやかな異い形ぎようの美女たちが一いつ斉せいに空へ飛びだした。身体からだをまっすぐに伸のばし、頭を下にして石のように落下してゆく。そのまま地上へ激げき突とつするのでは、とおもわれた直前、ばっと翼を開いて急激に減げん速そくし、風をつかまえて高度を稼ぎ、城じよう壁へきの上を飛び越こえて続々と王城内へ侵しん入にゆうする。

　奇妙なコールサインをつけられた他の巨大怪鳥たちからも降下部隊が続々と飛び降りていた。ヴァンピレラだけではない。空くう挺てい特殊訓練を受けたハーピー、ドラゴニュートたちも城内へ突っこんでゆく。

「突入部隊には10分の時間を与あたえてあります！」アーシュラがいった。剛士ももちろん立案段階で知っているはずなのだが、時に大ボケをかますことがあるので、念を押しているのだ。

「その後に我々が西尖せん塔とう付近へ着陸し、陛下を奪還します！　予定時間は最大で５分です！　それ以上時間をかけると敵部隊の組そ織しき的反撃を受けるおそれがあります！」

　剛士はうなずいた。精せい晶しよう時ど計けいをみる。午前４時25分。たったの25分。ウルリス攻撃開始からそれだけの時間しか過すぎていないのだ。

　そして15分後には、田中さんを助けだし、ワルキュラ帰き還かんの途とについているはずだった。



「なるほどな」ゴローズは厩きゆう舎しやからひきだされたペガサスの鼻はな面づらを撫なでた。全部で20頭はいる。皆みな、よく訓練された完全な軍用ペガサスだ。場所は仮兵舎から２キロほど離れた廃はい工こう場じようだった。

「御用商人が横流しを企たくらんでいたやつです」ゴルムがにやにやしながらいった。地方の金持ちたちはステイタスとして軍用ペガサスを欲ほしがるため、よくある話だった。

「でまあ、ちょっとばかり相談を持ちかけて……手に入れました」

「代だい価かは払はらったのか」

「満足してましたよ。命を失わずに済すんだんですから。浮うき世の人間にとって、命ほど値ねの張はるものはありません」

　ゴルムのとぼけたいいぐさにゴローズはさらに笑いを大きくした。彼の横顔をみつめていたマヤは胸むねを押さえた。そこにあったのは、王立特務遊撃隊指揮官の顔ではなく、人ひと並なみの暮らしが得られていたらこの世に存そん在ざいしていただろうナサニアという男の素す直なおな横顔だった。

「よし」マヤの気分に気づいたのだろうか、ゴローズはさっと表情を元に戻してたずねた。「こいつを使わせてもらうとしよう。ペガサスを扱あつかえるのは何人だ？」

　ぱらぱらと手があがった。40人近い。ただの兵士でいることを許ゆるさないゴローズは機会のあるたび、彼らに様々な訓練を課していたからだった。

「うん。じゃあ、19頭に２名ずつ乗れ。１頭はわたしだけが使う。隊長の特とつ権けんだ。残りの者は副官の指し揮き下かにはいって──」

「18頭です、隊長」マヤが口を挟はさんだ。

「騎士ウラム、どういう意味だ？」ゴローズは険けわしい声でたずねた。

「自分もペガサスを扱えます。おそらく隊長より巧たくみなはずです。任にん命めいに有利だとおもって学びました。総そう飛行時間は８００時間です」

「危き険けんだぞ」

「自分はいままで常つねに隊長の御お側そばにおりました。いつも、危険でした」

　ゴローズは額ひたいをかいた。兵士たちが笑った。

「わかった、騎士ウラム。君にも１頭だ。あとは適てき当とうに割わりふれ。皆にもひとつだけいっておく。死ぬ可能性は高い」

　ゴローズの言葉は兵士たちの笑いをさらに大きくしただけだった。



　　　　６



　地上の状じよう況きようを伝えてきたひずみの大きな声……ドラゴニュート前線航空統とう制せい班はんの報ほう告こくには隠かくしようもない興こう奮ふんがあらわれていた。

「降下部隊、グラン・サッソへ突入しつつあり！　西尖塔付近を制圧中なるも、敵てきの抵てい抗こう、きわめて軽けい微び！」

「ナグモ了解」王城上空を飛行していたラッシュバーンは応答しつつ地上の状況を探さぐった。報告通り、降下した１０００名近い突入部隊が好き放題に暴あばれている。数では数倍する守しゆ備び兵たちは不意を衝つかれ大混こん乱らんに陥おちいっていた。時刻は午前４時30分である。

　周囲をみまわす。ウルリス各所からなおもさかんに炎ほのおがあがっていた。すでに目標のほとんどは破は壊かいされている。ランバルト軍の抵抗が予想されていたよりよほど弱かったため、新たに攻こう撃げきすべきものも見つかっていない。作戦時間はまだ10分残されている。

（閣下から内々に命じられていたあれをやらかす時間はあるな）

　ラッシュバーンはおもった。その話を聞かされた時、最初は驚おどろきだけを感じた。

　しかし、いまになってみると当然のようにすらおもえる。なんといっても、叩いているのは敵の国家体制だけなのだ。

「ナグモより第１０１ならびに第３４３の総そう員いんに告ぐ」ラッシュバーンは命じた。「これより住宅地上空へ展開、予備計画を実じつ施しせよ。第54戦隊はそのまま王城グラン・サツソ突入部隊の支し援えんにあたれ、以上」

　いいおえるや否いなやラッシュバーンも降こう下かをはじめた。いままで指揮に集中してきたが、最後に、自分でもなにかしてみたくなったのである。



　フィラ・マレルは指揮下に置いたペガサス隊とともに王おう城じよう付近を旋せん回かいしていた。

　緊きん張ちよう感かんは、ある。

　しかし、危険はなかった。拍ひよう子し抜ぬけするほどだ。ドラゴンたちの攻撃があまりにもうまくいっているためである。

　ウルリスがどれほど損そん害がいを受けているかを見て取るのにマジックグラスは必要なかった。それらしい建物はみな炎えん上じようしているか半壊していたからだ。一見無事にみえるものも、よくよくみると内部が破壊されていた。放ほうりこまれた魔ま導どう弾だんで破壊されたのだ。

「大したものだな、うん」巧みにペガサスを操あやつりながらフィラはうなずいた。「まったく、我が君を敵に回さないで良かった……いや」

　フィラの顔が曇くもった。

「我がふるさとにとってはまた別か」

　フィラ・マレルは遠い場所になってしまったコレバーンのことをおもいだした。別に好きな場所だったわけではないが、自分の生まれた都がこのウルリスのようになることだけは絶ぜつ対たいに避さけねばならないとおもった。

　どうにもならない気分になったフィラは気をまぎらわせようと再ふたたび王城を見下ろした。地上で、なにか変化が生じたようだった。



　姿すがた形かたちはどう見ても侍じ女じよである。しかし戦せん闘とう力りよくは夜のヴァンピレラたちですら怯ひるませかねないものだった。

　場所は王城西尖せん塔とう一階。突入部隊の当初占領目標の最後である。ここを押おさえ、尖塔の安全を確かく保ほしたのち、ズゥが直ちよく接せつ最上階へ頭を寄よせ、田中さんドウーチエを助けだす手て筈はずになっている。最初から降おりたのでは守しゆ備び兵の集中攻撃を浴びる危険があるからだ。ヴァンピレラやハーピィをいきなり最上階へ突っこませなかった理由も同じだ。無む駄だなように見えても、手順を踏ふむ必要がある。戦争は、乱らん暴ぼうで面めん倒どうなのだ。

　だが、ズゥの降下をわずか数分後に控ひかえて、ヴァンピレラたちは予想外の強敵に手間取っていた。西尖塔一階にいた侍女姿、つまりメイドさんルックの敵である。その戦闘力は狂戦士バーサーカーと呼よびたくなるほどだった。

　一人のヴァンピレラが剣けんに肩かたを切り裂さかれた。すぐに周囲の者たちが彼女を抱えて後方へさがらせた。怒ど号ごうに近い声が交こう錯さくする。

「先任曹そう長ちよう負ふ傷しよう！　衛えい生せい兵！　衛生兵！」

「スライムでなければ無理だ！　２名で抱えて飛べ！　ダストオフに収しゆう容ようしろ！」

「第２分隊前へ！」

　剣が打ち合わされる音が響ひびく。また何人かのヴァンピレラが倒れた。侍女たちも無む傷きずではない。すでに、最上階へ向かう階かい段だんちかくに追いつめられていた。床ゆかには点々と彼女たちの仲間が倒れている。

「なんだあの連中は」カミラは牙きばを剥むきだし、凍こおるような息を吐はきだした。

「我われ々われの魔法もさほどの効こう果かはありません。なんらかの防ぼう御ぎよ手しゆ段だんを施ほどこしています」額ひたいから血を流している（ただし、吸血族が備そなえる驚きよう異い的な治ち癒ゆ力によって傷はすでにふさがっている）第１小隊長のエリーザが報ほう告こくした。

「階段に入りこまれたらことだな」カミラは呻うめいた。ヴァンピレラにしては暖あたたかな印象が強い美び貌ぼうに焦あせりが浮うきでていた。「奴やつらもさすがにこちらの目的がドゥーチェであることに気づいている。時間を稼かせいでいるのだ」

「ハーピィ、ドラゴニュートとも手一いつ杯ぱいです。こちらに兵を割さく余よ裕ゆうはありません」

　カミラは唇くちびるを噛かみ縛しばり、喉のど奥おくで呻いた。侍女たちの中に二人、他とはことなる者がいることに気づいた。一人は金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女で、純じゆん白ぱくのブラウスに乗馬ズボン、ブーツ、そしてあっさりした銀のブレストアーマーといういでたちで細身の剣を手にしている。床にコートを脱ぬぎ捨すてていた。もう一人は整った顔立ちではあるが、奇き妙みようなほど印象の薄うすいところのある女だった。

　歴戦のヴァンピレラ指揮官は即そく座ざに二人が重要で、危険な存在であるとあたりをつけた。

「指揮官だな」カミラはいった。「もしかしたら王族かもしれない」

「狙ねらいますか」エリーザがたずねた。すでに牙を剥きだしている。

「狙え」カミラは命じた。「しかしあの──目立たない女の方は気をつけろ。気配が違ちがう。かなりの手練れフアイターだ」



　夜空から舞まい降おりたヴァンピレラたちの攻こう撃げきは熾し烈れつで、容よう赦しやがなかった。

「ったく、間の悪い」シレイラは呻いた。「合流した途と端たんに鉢はち合あわせするなんて」

そのとおりだ。魔王軍の行動は迅じん速そくすぎ、ミランが諜ちよう報ほう局きよく員いんを呼び集めるのにほんのすこし手間取った。原げん因いんはそれだけだった。その結果、彼女の諜報局員たちとヴァンピレラたちが一階で鉢合わせすることになったのだ。おまけに諜報局員の半分はまだ城しろや街のあちこちに散っている。

　指し揮きするどころの話ではなかった。両者は即そく座ざに乱戦へ陥おちいったからである。シレイラもむろん剣を振るっているが、それでどうなるものでもない。

「しかし、殿でん下かの予想されたとおりでした」暗殺剣カフイーリアを構かまえているミランが応じた。「敵の目標は……」

「この有様じゃ自じ慢まんにならないわよ！」シレイラは剣で突入の構えを見せたヴァンピレラを威い嚇かくした。

「ともかく最上階までたどりつかないと──」

　シレイラがそう口にした時、ヴァンピレラたちがどっと攻せめ寄よせた。いずれ劣おとらぬ美貌に一いち瞥べつされただけで腰こしが抜ぬけそうなほどの殺意をみなぎらせ、牙を剥きだして剣を突き入れてくる。幾いくつもの切っ先がシレイラに向けられていた。

「殿下！」

　傍かたわらにいた17歳さいほどだろう諜報局員が身体からだを横よこ滑すべりさせてシレイラを庇かばう。二人目までは受け流したが、三人目のヴァンピレラに深々と胸むねを抉えぐられる。そのままシレイラの方へのけぞり倒れた。

　ミランが即座に動いた。暗殺剣で突きだされたヴァンピレラの腕うでを切り裂さく。魔族の女は背筋が凍るような悲鳴をあげて後じさった。

「殿下──」振り返ったミランはシレイラの顔を見て口ごもった。

　ランバルト王国王女は絶ぜつ命めいした少女を抱だきかかえたまま蒼そう白はくになっていた。整った、宝ほう石せきのように磨みがき上げられた歯が下唇を噛み縛っている。

　駆け寄ったミランはそっと告げた。

「殿下、離はなしてください。その者は、もう死んでおります」

「あ」シレイラはぼんやりとした瞳ひとみをミランに向け、それから自分が抱き留めたものに視し線せんを向け直した。そして、ゆっくりと床に寝ねかせた。

「このままではどうにもなりません」ショックを受けた王女から現げん実じつを認にん識しきする暇ひまを奪うばうような勢いきおいでミランはいった。

「何人か連れて、我々だけでタナカを押さえましょう」

「え、あ、他の娘こたちは」シレイラは戦い続けている諜報局員たちを見回してたずねた。

「時間を稼がせます。戦術的にはそうすべきです」ミランはシレイラの肩かたを掴つかんだ。「さ、お早く」

「え……ええ、そうね」シレイラの瞳に力が戻った。大きく息を吸すいこみ、諜報局員たちに命じる。

「みんな、悪いけど時間を稼いで！　そこの２人は一いつ緒しよに来て！　稼ぐ時間は５分、５分でいいから！　その後は逃にげるなり降こう伏ふくするなり自由になさい！」

　諜報局員たちが口々に応じた。

「わかりました！」

「御ご武ぶ運うんをお祈いのりします！」

「お任まかせください！　お早くどうぞ！」

「……頼たのむわよ」後ろ髪がみを引かれるおもいで言い置いたシレイラはミランたちをともなって階段をかけのぼった。



　王族らしい美少女と他数名が階段に消えた。

「カミラ様！」後を追おうと踏ふみだしながらエリーザが警けい告こくした。「階段に──」

　その直後、数名の侍女が彼女へ襲おそいかかった。エリーザはたちまちのうちに防戦で手一杯になった。昼間だったら、殺されていたかもしれない。

「ちぃっ」カミラは罵ののしりの呻きを漏もらした。戦闘そのものは、彼女の部下たちが優ゆう勢せいを確保している。なんといっても夜なのだ。

　しかし、相手の戦意は異い常じようなほどの高さだった。侍女たちは自分の命をはなから捨すててかかってきている。強ごう引いんに攻せめ続けても損そん害がいが増ふえるだけだろう。そしてそういう戦い方はカミラの最高司令官、小野寺剛士が好むものではない。

　カミラは決断を下し、ヴァンピレラたちに叫さけんだ。

「仕方ない。独どく力りよくでの制せい圧あつは諦あきらめる。前線航空統とう制せい官かんはいるか！」



「５分といわず、10分やそこらは支ささえられるはずです」階段を駆け上りながらミランがいった。

「ったく、ったく、冗じよう談だんじゃないわよ！」

　額ひたいに汗あせを浮うかべながらシレイラが叫び返す。２人は、数名の諜報局員を連れて西尖せん塔とう最上階を目指している。

　さきほどまでとは、目的が変わっていた。

　もちろん田中さんを確保するという点に違いはない。しかし、いまでは彼のいる〈孤こ影えいノ間〉こそがもっとも安全な場所であるから、という理由もつけくわわっていた。

　魔王軍はタナカを救いにきた。そして王城もまた危き険けんな場所になった。ならば──〈孤影ノ間〉にたてこもり、タナカに剣を突きつける。人ひと質じちにする。反撃を怖おそれている魔王軍はウルリスに長なが居いはできない。だから、助かる。タナカも奪うばわれずに済すむ。フェラール王の身にも危険はない。

　そういうことだ。筋すじはとおっていた。他に方法もなかった。しかしシレイラはますます後ろ髪をひかれるおもいだった。

「ミラン」息をきらしながら彼女はたずねた。

「殿でん下か？」ミランは涼すずしい顔をしている。

「あの娘たち、無理だとわかったらきちんと投降しているんでしょうね？」

「一人たりとも、投降はいたしません」ミランの声は冷たく石いし造づくりの階段へ反はん響きようした。「すべて殿下の御おん為ため……そして祖そ国こくの為、です」

「バカいってんじゃないわよ！」シレイラは叫んだ。形ぎよう相そうは凄すさまじい。その表情のまま彼女は言葉をくりかえした。「バカいってんじゃないわよ！」

　それでも彼女は登りつづけた。ミランたちも後につづいた。



　ドラゴニュートからの要よう請せいがハリンの頭に響ひびいた。

「ファイア……チダ、貴き隊たいに……への攻こう撃げきを……」

「フチダより送信者、声がひずんでる、再さい送そうせよ」

　意い識しきを集中したらしい、あいかわらずひずみ、混信もしているが、意味をとることはできた。

「ファイアマン03よりフチダ、貴隊に臨機目標アンクル・ターゲットへの攻撃を要請する……どうだ、聞こえたか？」

「フチダ了りよう解かい。攻撃は可能だ」

「西尖塔一階で友軍が強力な抵てい抗こうにあっている。このままでは尖塔の安全を確保できない。よって貴隊は、尖塔の中なか程ほどを攻撃し、階段を破は壊かいしてくれ。頼む、階段だけだぞ」

「なるほどね……了解！」

　即そく座ざに部下たちが呼びかけてきた。

「司令、自分にやらせてください」

「いえ、ぜひ、自分に！」

「却きやつ下かする。いい気になるな若わか造ぞうども」ハリンの声は笑っていた。「おいしいところをいただくのは指揮官の特とつ権けんなんだ」

　実じつ際さいは特権どころではない。突入する角度、命中させる位置、腹はらの中でつくりあげておくべきファイアーボールの大きさ──実に困こん難なんなのである（魔ま導どう弾だんはもうない）。ひとつ間違えば尖せん塔とうを倒とう壊かいさせてしまいかねない。つまりハリンは、指揮官だからこそ貧びん乏ぼうくじをひくといっているのだった。部下たちの方は、困難な任にん務むに挑ちよう戦せんしたいというコンバット・ドラゴンらしい気分と、彼らにとって良い上官であるハリンを助けようとしてのことである。

「もういい、ここで見ていろ」

　なおも呼びかけてくる部下たちを置き捨て、ハリンは西尖塔への降こう下かを開始した。腹はら奥おくで熱いものを練る。このあたり、とおもったところで練るのをやめ、尖塔に意い識しきを集中した。

　どこを叩たたくべきか。時間はあまりない。ハリンは塔の中なか程ほどにある窓まどに狙ねらいをつけた。あそこからファイアーボールを放ほうりこめば……

　彼は塔までほんの10メートルへ接せつ近きんした時、そっとファイアーボールを送りだした。



「ったく、なんでこんなに高いとこにあんのよ！」脇わき目めも振ふらずに窓のそばを通り過ぎたシレイラはわめいていた。「歩いて登った時はたいしたことなかったのに！」

「幽ゆう閉へい用の塔ですから」ミランがこたえた。

「だいたい──」

　シレイラがまたもやなにかを罵ののしろうとしたそのとき、背はい後ごでガラスの割われる音が響ひびいた。

「殿下、伏ふせてください！」ミランが叫ぶ。

　シレイラはその場に倒れた。

　ごおっ、と鼓こ膜まくを破やぶりそうなほどの轟ごう音おんが轟とどろいた。背せ中なかが燃もえ上がったかとおもわれるほど熱くなる。重なり合った悲鳴が響き、すぐにやんだ。

　シレイラはよろよろとたちあがった。呼こ吸きゆうが苦しかった。

　振り向く。目を見開き、口をいっぱいに開いた。

　しかし、声はでない。喉のどが苦しげに鳴るだけだ。

「御無事ですか……殿下」

　すぐ後ろで伏せていたミランが立ちあがり、顔をのぞきこんだ。

　一言も発さないまま、シレイラはこくこくとうなずき、下を指さした。

　ミランも振り向いた。階段が破壊されていた。もう、降りられない。

　しかし、シレイラを絶ぜつ句くさせているのがそれでないことは彼女にもすぐにわかった。



    

  
    
      　黒いものが三つ、崩くずれた階段のあたりでぶすぶすと煙けむりをあげていた。

　後に続いていた諜ちよう報ほう局きよく員いんたちだった。

「…………」

　シレイラは目を見開いたまま指さし続けた。喉のど奥おくから引きつったような音が漏もれている。

　戸と惑まどったような、惚ほうけたような瞳ひとみがミランをすがるように見つめた。

「失礼します」

　ミランは彼女の頬ほおを張はった。シレイラの様子がかわらないとみるや、再ふたたび張った。

「戦争です、殿でん下か」ミランは怒ど鳴なった。「これが戦争なのです！」

　シレイラは殺意すら感じさせる目でミランを睨にらみ、唇くちびるをきつく結んだ。さっと階上へ振り向くと、再び駆かけだした。



　王城西尖せん塔とうに新たな破壊が付け加えられた同じころ、２００匹ぴきを超こえるドラゴンたちが住じゆう宅たく街がいの上空を舞まっていた。皆みな、何かを叫んでいた。ランバルト語だ。といっても、大半がカンニングペーパーをのぞきながら必死に読み上げている。肺はい活かつ量りようがハンパではないドラゴンたちの声は、ウルリスを圧あつするように響ひびきわたった。

『ランバルト国民の皆さん、こちらは魔王軍です。我われらが総そう帥すい閣かつ下かからの御言葉をおつたえします……魔王領は皆さんを敵てきとはしません！　我々の敵はあくまでも無法な戦争をしかけてきたランバルト指し導どう部ぶです……我々は約束します！　今後、我々に対して武ぶ器きをとることのないランバルト国民には一いつ切さい危き害がいをくわえません！　皆さんの生命財ざい産さんは魔王領総帥の名にかけてその安全を保ほ障しようします！　また、皆さんが魔王領と魔族に対して為なしたいかなる過か去この行こう為いも、これを不問に付します……どうか耳を傾かたむけてください。我々は戦いを望みません！　我々が求めるものは平和と協調だけなのです……』

（よく考えるよ）

　自分も大きな声でカンペを読み上げながらラッシュバーンはおもった。もちろんこれは剛士のアイデアだった。ウルリスへほんの30分ほどで大きな損そん害がいを与あたえた魔王領総帥が考えだしたもうひとつの攻撃だった。なお、メッセージを伝える方法は他にもとられている。ジンビューワーでよく用いられる精せい霊れい波はに限かぎって妨ぼう害がいが打ち切られているはずだった。でもっていまごろは巨きよ大だい怪かい鳥ちようの背にのった第11魔導連隊えりぬきのきれいどころたちが、ジンビューワー用の魔導器械を用いてウルリス市内のジンビューワーすべてを強きよう制せい作動させながら同じ言葉を伝えているはず。もちろんかわいい娘むすめさんたちの生映えい像ぞうつきである。

　が、効こう果かのほどは──よくわからない。

「すぐにどうこうってものじゃないとおもうけど」

　出撃前、ラッシュバーンへこの企たくらみを説明した剛士は自分でも迷まよっているような顔でそういった。

「でも、長い目でみたら……たとえば、攻撃のショックが薄うすれて、自分たちの家が全然被ひ害がいを受けていないことに気づいたら……あるいは、と考える人がでてくるかもしれないから。それにさ、秘ひ密みつを守らなければいけないから作戦中は無理だけど、終わったあとでならＭＮＮとかにどんどん情じよう報ほう公開するしね」

　とんでもない戦争だ。ウルリス上空をゆったりと舞いながらラッシュバーンはおもった。全体的な戦せん況きようはいまだ青ざめても足りないほど悪い。しょせん〈メリー・クリスマス〉作戦は一種のショウみせもののようなものなのだ。あの演えん習しゆうと同じように。戦争の帰き趨すうに与あたえる影えい響きようは……少なくとも軍事的なレベルでは、ひどく小さい。まあ、空中騎き兵へいや国家の中ちゆう枢すうを叩いた効果はそれなりにあるはずだが……

　が、政せい治じ的には、国家戦せん略りやくのレベルではまったく違ちがうかもしれない。いま魔王軍はランバルトの国民、それも王都に住む、もっとも政治的影響力の高い者たちに戦争の現げん実じつを知らしめたのだ。我々魔族がその気になればどれほどの破壊をもたらすか、我々に君くん臨りんするあの異世界の少年がいかに巨きよ大だいな存そん在ざいであるかを伝えたのだ。

　ラッシュバーンはおもった。

　やがて彼らは考えるようになるだろう。魔族と戦う意味がどこにあるのか、あの少年と争うことでなにを得られるのか、と。

　その疑ぎ問もんが彼らの心に生じた時こそ……

　ウィングドラゴン指し揮き官かんのとがった顔に苦笑いが浮かんだ。参っちまうな。俺おれはいつのまにか総帥閣下の忠ちゆう臣しんというやつになっている。そしてそれが全然イヤじゃない。本当に、参っちまうな。



　　　　７



　暗い空からわんわんとドラゴンたちの声が響いていた。

『……我々は約束します！　今後我々に対して武器をとることのないランバルト国民は……』

　発見されないよう、低空を這はうように飛ぶペガサスにまたがったゴローズは声をあげて笑った。

　まさに考えていたとおりだった。あの魔王領総帥の戦争は、これまでブラントラントが知っていたそれとはまったく異ことなっている。この先どうなることやら。

　いや、戦争が終わってしまうのであればそれでいい。誰だれのためにも良いことに決まっている。自分だって、戦争が好きだから軍にいるわけではない。平和。のんびりと、あくせくと暮くらせる平和。戦いを知った者たちが望むなによりのもの。

　だが、そうはならないだろう。

　戦いには勢いきおいがついている。少なくともランバルトはとまらない。たとえフェラール王が和平をのぞんでも、すぐにどうなるものではない。多くの者たちがこの戦争で何かを失い、何かを得ようとしている。だから、やめられない。実のところ魔ま王おう領りようもさして変わりはしないだろう。彼らはすでに多くを失っている。得られるものが平和だけでは満足はできまい。

　それに、自分が追い求めている何者かがそれを望まないに違いない。

「隊長！」彼より半馬身ほど遅おくれているマヤが叫さけんだ。彼女は城しろを指し示しめしている。

　西尖せん塔とうに新たな炎ほのおが生じていた。



　ずずーん、と地じ震しんのような衝しよう撃げきが〈孤こ影えいノ間〉を突つき上げた。コタツの端はしに置かれていたインク壺つぼが転げおち、コタツマットに黒い染しみをひろげた。きゃっ、とろりろりメイドさんたちが叫びを漏もらした。

「あーっ、なんだよ、もう！」

　田中さんはペンを放ほうり投げてたちあがった。完成しているように見える原げん稿こうをにらみつけていたフェラール兄ちゃんもむすっとした顔をあげる。

　田中さんは窓へずんずんと歩いた。分ぶ厚あついカーテンを開ける。といっても外界は見えない。やはり防ぼう音おん効果のある曇くもりガラスなのだ。外は真っ暗。なにか赤いものがちらちら見えているだけである。

「フェラールさん、すいません」田中さんはすまなそうに声をかけた。原稿の邪じや魔まをしているわけだから、本気でそうおもっている。

「なんか、外がさわがしいんですけど、確たしかめられませんかね」

「そうですね」フェラール兄ちゃんは大たい儀ぎそうに立ち上がり、ドアに向かった。

「あ、あの、陛へい下か」イリシャとジュラがハモりながらあわてて彼を押おしとどめようとした。

「あたしたちが見て参りますから、どうか、お座すわりになってください」

「そですそーですぅ」

「あ」フェラール兄ちゃんはハッとしている。はっきりいって国王という立場を完全に忘わすれていたのだ。捕ほ虜りよになった魔王にアゴで使われかけていた事実も、である。

　つーかいまでもおもっていない。フェラール兄ちゃんにとっても田中さんはソウルブラザーなのである。それに、もうひとつ理由があった。

「君たち、あと何ページ残っているのかな？」彼は優やさしくたずねた。

「あ、えと、３ページ半……」

「アタシは４ページ……」

「では、急いでください。わたしの方はもう……」

「え？」

「完成したんですか？」

「まだまだ修しゆう正せいしたいところはありますが……」

　そうなのであった。フェラール兄ちゃん、完全に同人作家として対等の立場での気き遣づかいを示してくれたわけである。イリシャ、ジュラをはじめ、ろりろりメイド同人作家一同、おもわず感かん涙るいである。田中さんもうなずいているが意味が全然違っている。原稿を完成させてしまったことに感心し、これで女じよ性せい客がいひひひひひ、とかおもっていた。

　メイドさんたちへ微笑ほほえみながらうなずいたフェラール兄ちゃんはドアを叩たたいた。外からしか鍵かぎは開けられないので、警けい備び兵を呼ぶしかないのだ。

「警備兵、ドアをあけなさい」フェラール兄ちゃんはドアの覗のぞき穴あなへ口を近づけて命じた。フタつきで、通路側にあるフタは閉とじているが、少しぐらい声は聞こえるはずである。

　が、返事はない。

　眉まゆを寄よせたフェラールは再びドアを叩いた。

「わたしです、フェラールです。ドアを開けてください」

「どうしました？」田中さんがたずねた。

「警備兵が持ち場を離はなれているようです」

「困こまったな」田中さんは腕うでを組んだ。

　フェラール兄ちゃんはほんの少しだけ考え込こんだあと、田中さんにたずねた。

「田中さん、失礼かとはおもいますがいま一度確かく認にんさせてください」

「なんでしょう？」薄うす汚よごれてはいるが真しん剣けんなフェラール兄ちゃんの言葉に田中さんも態たい度どをあらためた。

「あなたは、わたしをソウルブラザーと呼んでくださった。わたしもあなたのことをそう信じています。そして、友は友を決して裏うら切ぎりません……そうですよね？」

「なにをいまさら」田中さんは即そく答とうした。「僕ぼくは友人が少ないんです。だから大事にします。あんまりヘンなこと聞くと、怒おこりますよ？　いやもちろん、友人だからですけど」

「良かった」

　心からの微び笑しようを浮うかべたフェラール兄ちゃんは窓まどへすたすたと歩いた。

「その窓、はめ殺しじゃないんですか」田中さんが怪け訝げんそうにたずねる。

「そうみせかけているだけです」

　窓に近づいたフェラール兄ちゃんは窓まど枠わくと接せつしている石いし壁かべのある部分を叩いた。

　がたっ、と何かが外れる音がした。

　フェラール兄ちゃんは振り向いていった。

「この向こうがバルコニーになっています。幽ゆう閉へいされた者がロープを手に入れて逃にげ出さないようにはめ殺しに見せかけているのです」

「本当にはめ殺しにしてしまえば簡かん単たんなのに」

「家臣の企たくらみで王家の者が幽ゆう閉へいされる可か能のう性せいもありますから」

　あー、と田中さんはうなずいた。要するに秘ひ密みつの抜け道みたいなものなのだ。

「手伝っていただけませんか。わたしは疲つかれていますし、かなり重いはずです」

「わかりました」田中さんはすぐに窓へ手を添そえた。

「わたしもお手伝いします」

「あ、アタシもぉ」

　ろりろりメイドさんたちの力も借りて、窓を押おし開ける。使われていないため固くなった金具がイヤな音をあげ、これ以上力をいれるとたとえ魔導強化ガラスでも保もたないんじゃないかとおもわれたところで、派は手でな音とともに開いた。

「あ」

「うわっ」

「きゃあ」

　二人の王とメイドさんたちは勢いあまってバルコニーに飛びでた。

　その瞬しゆん間かん、なにかの焦こげる臭においと冷たいが汚よごれた空気がどっと押し寄せてきた。

「これは……」フェラール兄ちゃんが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「なんか凄すごいな」田中さんの声はあいかわらず緊きん張ちよう感にかけていた。

「お、お兄ちゃん」イリシャが田中さんにすがりついた。

「へ、へいか」ジュラが両手を胸むねの前で組み、拝おがむようにフェラールを見上げた。

　ぐぉっ、ぐぉっ、と異い様ような音が響いた。背せ中なかに翼つばさが生えた大だい蛇じやが火か災さいの炎ほのおによって空に浮うかび上がる。

「あれは……ワイアーム、ワイアームか」田中さんがつぶやいた。

「田中さん、これは……」

「ええ。小野寺君ですよ、きっと。でもなんでまたこんなことを……イリシャ、ジンビューワーをつけてみて。ＭＮＮならなにか流しているかもしれない」

「は、はい！」

　ぱたぱたと駆けたイリシャがジンビューワーへお願いをつぶやく。魔導器械が作動した。しかし、球体には意味を持つものはうつらない。イリシャは泣きべそをかきながら田中さんに伝えた。

「お兄ちゃん、砂すなの嵐あらしですぅ、全然だめですぅ」

　曇くもりきった眼鏡めがねの向こうで田中さんの瞳ひとみがすっとすぼまった。

「……魔法妨害マジツクジヤミングだ。本気でやってるんだな」

「ウルリス占せん領りようを狙ねらっている、ということですか？」青ざめてはいるが、厳きびしさの浮うかんだ表情のフェラールがたずねた。

「いや、それはないんじゃないかな」田中さんはあっさりといった。相手が実は、どころじゃなくランバルト国王であることなど完全に忘れていた。

「占領しても維い持じができませんからね。魔ま王おう領りようから直ちよく接せつ攻せめるには、ここは遠すぎます。だいたい、どうやってドラゴンを連れてきたのかも……イリシャ、どのチャンネルもだめなの？」

「えっとあの……」イリシャがなにごとかごにょごにょとお願いすると砂の嵐が消え去り、ぱっと鮮あざやかな映えい像ぞうがあらわれた。目のまん丸なかわいいエルフ娘むすめがにっこりし、舌した足たらずな甘あまえた声で語りかけてくる。

「ウルリスのみなさん、こんばんはー！　こちらは魔王軍特別放送局でっすぅ。今こん晩ばんはお騒さわがせしてごめんなさい！　でもでも、アタシたちはおうちで楽しく年末をすごそうとしているみなさんを困こまらせようとしてるんじゃありません……」

　田中さんもフェラール兄ちゃんもあんぐりと口をあけた。

「田中さん……」

「いやあの……うーん……そうか、こんな手もあったのか。絶ぜつ対たいに考えたのは小野寺君だな」

　田中さんはきょとんとしているフェラール兄ちゃんに自分の意見を伝えた。

「国ではなく体たい制せい、いや、支し配はい層そうだけを敵てきにする」フェラールは青ざめた。「そんな戦争が……そんな戦い方では……いや、そうなのか……」

　決してニブイ人ではないフェラール兄ちゃんはいまや完全に理り解かいしていた。

「では、この惨さん状じようも、見た目ほどにはひどくない、ということですね」フェラールはつらそうな顔で燃もえるウルリスを見つめた。

「お察しします」田中さんはフェラールの肩かたに手を置いた。

「すいません、気をつかっていただいて……」フェラールのほほを涙なみだがつたいおちた。

　その時、背後でどかっ、と蹴け飛とばされたようにドアが開いた。あわてて振ふり返った二人の王が目にしたものは、頭から湯気を立ちのぼらせているおっそろしい形ぎよう相そうのシレイラ王女であった。

「いったいこんな時に仲良さそうになにやってんのよ、この腐くされオの字ども！」

　シレイラの怒ど声せいが響ひびきわたった直後、尖せん塔とう直下からブライトボールが打ち上げられた。青く輝かがやいている。



「連隊長、青色信号ブルー・フラツシユ確かく認にんしました！　信号青、青、青！」アラドちゃんというコードネームを与えられたズゥのお友達に乗って周囲を監かん視ししていたメイム・カスターリャがジョス・グレナムに報ほう告こくした。完全に部下としての態たい度どをとっている。

「よし、いよいよだねぇ」ジョス・グレナムは叫ぶように応おうじた。アラドは王おう城じよう上空をズゥとペアを組んで旋せん回かいしていた。

　その隣となりには、あたしいまんとこ目立ってないなーという顔つきのセシエが忙せわしく精せい霊れいさんにお願いしていた。結局のところ、ランバルト軍が現在どこまで行動を起こしているか情報を集め、分ぶん析せきしているのだ。もうひとつ、ランバルト側の大魔導士たちの精霊波が持っているクセを掴つかむという重要な仕事があった。今日、ランバルト軍は混こん乱らんのなかで普ふ段だんはいろいろとごまかして特とく徴ちようを掴まれないように用いる大魔導士の魔法をナマで用いた。大魔導士のほかは魔法が使えないも同然で、ごまかしている余よ裕ゆうもなかったからである。実じつ際さい、セシエは普段の諜報活動であがる成果の軽く１００倍をこえる情報を得ていた。

　キャッチした大魔導士たちの精霊波パターンは今後の戦いで役に立つはずだった。パターンを掴んでいれば妨害しやすいし、どの大魔導士がどこにいるかわかりやすくなって……ランバルト軍が攻こう勢せいに出た時、その重点を即そく座ざに掴めることを意味するからである。

　というわけで、セシエには話しているヒマなんかない。

　眉み間けんに皺しわを寄せているセシエの背中をぽんと叩いたジョスはちらっとズゥの方を眺ながめ、軽く精霊さんにお願いした。

「スコルツェニー、スコルツェニー、青色信号を確認した」

　しぎゃあ、とズゥが即座に応ずる。高度をさげはじめた。

「さすがアーシュラちゃんだ」マジックステッキを握にぎりしめたジョスはさらに楽しげだった。

「アラドちゃん、バックアップにつくぞ！」

　しぎゃあ、実は女の子であるらしい巨きよ大だい怪かい鳥ちようが一声鳴き、ズゥの後を追って降下をはじめた。



「じゃあ、いまのいままで……」シレイラは呆ぼう然ぜんとしていた。「……全然知らなかったっていうの？」

「誰だれも知らせにこなかったし、ここは完全防音だからね」フェラールはこたえた。なんとなく田中さんの陰かげに隠かくれるような体勢に見えるのは気のせいだろうか。

「こ、この……」シレイラの髪かみが逆さか立だった。まなじりがきりきりと吊つり上がる。そして嵐あらしが吹ふき荒あれた。

「兄様！　あなたはいったい……うううううううううううっ」

「い、いやあのねシレイラ、わたしだって……」

「そ、そうですよ、シレイラ殿でん下か、ほら、あの、僕が誘さそったから、別にフェラールさんは悪いんじゃなくて」

「ダマらんかこの腐くされオの字ども！」

　シレイラは爆ばく発はつした。

「街中で戦争やってるっていうのに同人誌しの原げん稿こう描いてたから気づかなかったぁ？　おまけに、ホモでもない魔王と生まれる前からの友達みたいになってやがるし……あああああっ、アタシが人間的成長をさりげなくあからさまに描びよう写しやする苛か烈れつな戦争体験をあじわってる最中に……だぁぁぁぁぁっ、決めた！」

「な、なにをだい、シレイラ」

「し、シレイラ王女、お、落ち着いて」

「っさいわねぇ、二人とも！」ずんずんと怯おびえきった二人の王に歩み寄ったシレイラは両手を伸ばし、彼らの胸むなぐらを同時につかんだ。

「もう我が慢まんしない！　これからはアタシが直ちよく接せつやる！　この戦争はアタシの戦争！　兄様、王座ざにはそのままつかせといてあげるからせいぜいこのオの字と仲良くやって同人誌でもつくってなさい！　その代わり、これから一生ここに幽ゆう閉へいしてやるから！　あとそれからね、アタシの選んだ嫁よめと結けつ婚こんさせて仮か面めん夫ふう婦ふもやってもらうからね！　もう全部手はずは整ってるんだから！」

　田中さんとフェラール兄ちゃんは顔を見合わせた。

「どうですかね、フェラールさん」

「それはそれで……いや、妻さい帯たいの話はともかくとして」

　がっくりとシレイラちゃんの肩から力が抜けた。

「……ダメだ、こいつら」

　と、フェラール兄ちゃんが突とつ然ぜん真しん剣けんな顔でいった。

「いや、それでいいのだよ、シレイラ」

　シレイラはきっと兄王を見上げた。

「どういう意味なの、兄様？　いまさらゴマかそうとしても……」

「田中さんと出会って確かく信しんしたのだ」フェラールはいった。「わたしは──わたしは王に向いていない。この国は、おまえのような者にこそ統とう治ちされるべきだよ。だから……わたしは喜んでおまえに従したがおう」

「な、なにを」シレイラは蒼そう白はくである。兄が、なんか非ひ常じよう識しきな臭においがないでもない笑わらかし系けいからいきなりシリアスキャラに切り替かわったからだ。おまけに、話題が中性子星のごとく重い。

「本当にそうおもっているのだ、わたしは」フェラールは諭さとすようだった。どことなく翻ほん訳やく文体調で語っているところがさらにそれっぽさを増ましている──どころではない。この瞬間のフェラール兄ちゃんが抱いだいていた気分はまさにそれだった。

　疲ひ労ろうの色濃こい美び貌ぼうに哀かなしさをおぼえる微び笑しようを浮うかべながら心優やさしきランバルト国王陛へい下かはつづけた。

「物心のついたとき以来、いつでも争いが嫌きらいだった。戦争も大嫌いだった。しかし、わたしは自分に王としての能のう力りよくがないことに気づいていた……そして、おまえがいた」

「……悪いのはわたしだとおっしゃるの？」

「違う！　違うよ！　わたしは喜んでいたのだ。ランバルトが、おまえのような人物を得たことを！　だから、だから、おまえの決めたことには逆さからわなかった。これからも、そうで有り続ける。おまえがおまえなりにこの国を、臣民たちをどれほど愛しているか、わたしは良く知っているつもりだ。ふるさとのためとあらば、心おきなくふるまうがいい」

　ぐっ、とシレイラの喉のどが鳴った。信じられないことに、目め尻じりに涙なみだが溜たまっていた。

「なんでそんな……なんでそんなこというのよ！」シレイラは子こ供どものように泣き叫さけんだ。「アタシは、アタシは、自分の才能を確たしかめたくて、兄様を歴史に残る名君にしてさしあげたくて、それだけで、それだけで」

「わかっている」フェラールはうなずいた。「だからわたしはおまえをこの世の誰よりも愛いとおしくおもっているのだよ、我わが妹よ。さあ、好きなようにするがいい。望むならばわたしの命もおまえのものだ」

「ちょっとアレですね」

　傍かたわらでメイドさんたちともらい泣きしていた田中さんが口を挟はさんだ。

「なんでしょうか……友よ」

「それでは、妹さんが辛つらすぎますよ」

「…………」

「もちろん、あなたの心がけは尊そん敬けいに値あたいします。本当です」田中さんはいった。「でも、なんというか若わかさ故ゆえの過あやまちは認みとめたくない、じゃなくて……」

　フェラールは済すまなそうに口を挟んだ。

「すいません、専せん門もん的な表現についてはまだ疎うといもので……もう少し普通の言葉でお願いできないでしょうか」

「ええ、ええ、そうですよね。だからあのですね」田中さんはいった。

「僕ぼくは確かにここで楽しませてもらいました。みんな、あなたのおかげで。でも、僕らの間にはひとつだけ立場の違いがあります」

「……田中さん」フェラールの声が裏うらがえった。

「わかりましたよね？」田中さんは哀かなしげだった。「僕は……後のすべてを小野寺君に任まかせてきました。つまり、事実上は王だったこともある人間です。しかしフェラールさん、あなたは……」

　フェラール兄ちゃんの肩かたががっくりと落ちた。

「……ええ、わたしはいまこのときも王です。わたしの名を叫んで死んでゆく者たちのいる王なのです。たしかに、そのとおりです」

　内心で荒あれ狂くるうものに耐たえられなくなったのだろう、フェラールは神を呪のろうように叫んだ。

「しかし、忘わすれたかった！　戦場で耳にするあの叫び！　わたしの名を口にし、忠ちゆう誠せいの誓ちかいを守って倒たおれてゆくもののふたちの姿すがた！　遺のこされた家族の哀しみ！　もう耐えられない！」

「……いまさら戦争はやめられないわ、兄様」シレイラは押おし殺した声で告げた。「アタシは兄様とアタシ自身のためにこの戦争を王家のものにした。いまや戦争の勝敗は臣民が王家に捧ささげる信しん頼らいと分かちがたく結びついている。もし王家が臣民の信頼を失えば……王国そのものが瓦が解かいしかねない。それぐらいの覚かく悟ごがなきゃ戦争なんてしちゃいけないのよ」

「わかっている。わかっているよ！」フェラールは涙をこぼしながら妹を見つめた。「ランバルトは戦いにあまりにも多くのものを求めすぎている国だ！　それが、我が祖そ国こくの呪いなのだ！」

「魔王領がちゃっちゃっと降こう伏ふくしないからいけないのよ」

「それは無理だよ」田中さんがいった。心なしかぞんざいな口調である。「だって、魔族には魔族の生活があるし、愛する者もあるし、それを見ず知らずの、それも魔族を差別している連中に邪じや魔まされたくはないもの」

「それだけ？」シレイラがにらんだ。

　田中さんはランバルト王女を見つめた。手て脂あぶらで曇くもった眼鏡めがねの向こうに、いまはなにもかもが完かん璧ぺきな状じよう態たいにあるお姫ひめ様さまがいた。唐とう突とつに、自分が魔王として過すごしてきた世界のすばらしさにおもいいたった。

　夢ゆめのような存そん在ざいは、リアだけではない。シレイラもそうなのだ。かつて田中さんが生きた現げん実じつには、二つとも存在しなかった。少なくとも、彼自身の周囲には。いうまでもなく、ろりろりメイドさんたちも。

　わずかにためらったあと、田中さんはきっぱりと口にした。

「誰かを戦いに向かわせる理由なんて、そんなものさ。いや、むしろそれ以上納なつ得とくのゆく理由なんて、存在しない。いや、誰かと誰かが戦うことに理由を見いだしてどうなるというんだ。僕の故ふる郷さとではよくいわれていた。戦いでは何も解かい決けつできない、と。でもさ、僕がアニメやマンガや……そして現実から教えられたのはその逆だった。戦いだけがすべてを解決していた」

　シレイラはそのまま睨にらみつけていたが、しばらくしてぽつりといった。

「オの字でも魔王は魔王、そういうことね？」

「好きでなった魔王じゃないけど──魔ま王おう領りようのみんなは僕に良くしてくれたから。生まれてはじめてというぐらいに。あ、これ、さっきの繰くり返しだね」

「和平の途みちは探さぐれないものでしょうか、田中さん」フェラールがたずねた。

「できないことはないとはおもいますけど」田中さんは腕うで組ぐみした。「でも、いま話したとおり、どっちもその気になってるからなぁ……まあ、もうちょっとしないとダメなんじゃないかな。いえまぁ、あの、交こう渉しように使えるルートをつけておくことは大事ですよ、ええ」

　言葉はいい加か減げんすぎるが、田中さんの口にしている内ない容ようはある意味冷れい酷こくそのものである。いまはお互たがい血に酔よっているからたとえ王が戦いをやめたくてもやめられるものではない、酔いがさめるようなところまで戦わなければ──戦争の悲ひ惨さんさを徹てつ底ていして味わわなければ休戦交渉すら無理だろう、ということだからだ。ひどすぎる話だが、バカではないのならば理り解かいするほかない現実である。

　もちろん、この場にいる御三方は誰一人としてバカではなかった。全員が、戦争というものを自分なりに客観視する習しゆう慣かんを持っている。権けん力りよくは覚かく悟ごのある者をその立場にふさわしく向上させるからだ。

「ルート、ですか……」フェラールは考えこんだ。

「殿下」それまで黙だまってことの成り行きを眺ながめていたミランが囁ささやくように告げた。「確かく認にんしました。予想どおりです」

　彼女は頭上をさし示しめしていた。二つの巨きよ大だいな影かげがゆっくりと近づいてくる。

「面めん倒どうな話はここまでよ、兄様。アンタもね、オの字」シレイラは二人に命じた。「みんな、部屋に戻りなさい。早く！」

　シレイラは人質を取って立てこもったテロリストのように容よう赦しやなく彼らを追いたて、部屋の一番奥おくへ並ならばせた。

「ミラン、兄様を御守りして」そう命じるとシレイラは田中さんだけを皆みなから引き離し、自分と並ばせた。

「ななな、なに、なに？」田中さんはただならぬシレイラの様子に怯おびえていた。

「簡かん単たんよ」シレイラは剣けんを抜ぬきだした。「あのちんちくりん──オノデラゴウシはアンタを救うためにウルリスを攻撃してきたんだから、アンタを人質にするの」

「そ、そうななのの？」喉のど元もとに当てられた刃やいばの冷たさに田中さんはぞくりとした。同時にシレイラちゃんのお見事なボディとも接せつ触しよくしているのだが、さすがにその現実を楽しむ余よ裕ゆうはない。基き本ほん的にロリ属ぞく性せいだし。

「もうボケはなし」シレイラは奇き妙みようなほど落ち着いた、サディストの歯医者をおもわせる声でいった。

「アンタの命はアタシのもの。せいぜい、オノデラゴウシがムチャな命令を下していないよう、オの字の神様にでも祈いのってなさい」

　田中さん、さらに青ざめた。剛士がムチャな命令を下していないかどうかについて全く確かく信しんがもてなかったのである。それにまあ、オの字の神様なんているはずもないことは彼がこの世界で一番良く知っていた。

　そんな神様がいたら、天抜であれほど虚むなしい毎日を過すごしていたはずがないからだ。



　　　　８



「ズゥ、ゆっくり！　ゆっくりだよ！」

　西尖せん塔とうに向けて降こう下かしてゆく巨きよ大だい怪かい鳥ちようへ命ずるリアの声には隠しきれない興こう奮ふんがあらわれている。いや、隠そうなどとしてはいない。田中さんとの再さい会かいの時を間近に控ひかえ、リアは身体からだが燃もえるような感覚をおぼえている。

（へーかに、へーかにもうすぐ会える！　もうすぐ会える！）

　期待にぺったんこの胸むねを膨ふくらませながら彼女は、ボク（68）だから田中さんと再会したらあんなことをしてあげよう、こんなこともさせてあげようと考えていた。バルコニーに人ひと影かげがあらわれたのはその時である。

「なにっ」バルコニーの人影を吸きゆう血けつ族ぞくの強力な夜間視し力りよくで見分けたアーシュラが呻うめいた。

「あれは……リア、待てっ、降下待てっ」

「え、なんで？」

「陛へい下かだ。陛下がバルコニーへ出ておられる」

「へーかが？」リアの顔がぱっと明るくなった。

　アーシュラは牙きばをむきだしながら教えた。

「何者かに、剣を突つきつけられている」



「聞こえてるんでしょ、魔ま物ものども！」田中さんに剣をあてたままシレイラは夜空へ叫んだ。巨大怪鳥のダウンウォッシュは暴ぼう風ふうのようだったが、魔族なら聞き取れるだろうとおもっていた。

「これ以上近づいたらアンタたちの魔王は死ぬことになるわ！　魔王の命を救いたければとっとと帰りなさい！」

「……さすがだな」田中さんがつぶやいた。

「なによ」シレイラがたずねた。

「いやね、ほら、ありがちな悪役だと助けたければ降こう伏ふくしなさいっていうんだけど、いわなかったところがね」

「……その手もあったわね」

「ダメだよ、ダメ」剣を突きつけられているのをすっかり忘わすれたように（じゃなくて本当に忘れている）田中さんは教えた。「相手にしっかりと逃にげ道を残しておいてあげなければ交こう渉しようは成立しないから。そこまでいうと、ヤケになってそれこそ本当にムチャをしかねない」

「うーん、勉強になる……ってなにいわせんのよ！」

　シレイラは再び空へ叫んだ。

「すぐに撤てつ退たいしなさい！　しなければ本当に殺す！　殺してやる！　ウソじゃないんだから！」



　ゴローズの率ひきいるペガサスたちは城じよう壁へきを飛び越こえ、城内へ侵しん入にゆうした。低空を、ドラゴンたちに発見されないように進んできたので意外に時間がかかっている。

「お前たちは最上階へ突入しろ！」ゴローズは命じた。

「あなたは、隊長！」マヤが叫んだ。

「わたしは敵てきを引きつける。一人でいい！」

「だめです！　お供ともします！」

　ゴローズは叫び返さなかった。嬉うれしくないこともない、という顔になったわけでもない。彼は気づいたのだった。

　上空から、ランバルトのそれとは違うペガサスの群むれが降下しつつあった。



「姫ひめ様さま、敵てきです！　二時方向下方、距きよ離り、８００！」またがっているペガサスから身を乗り出し、脚あしだけで支ささえている姿し勢せいをとって周囲を探さぐっていた爺じいにして侍じ従じゆう長ちよう──トルラウ大佐が警けい告こくした。

「わかった！」フィラ・マレルは馬体を傾かたむけ、自分でもその敵影を確認する。ジンライトグラスが20騎のペガサスをとらえる。

「ふむ……大部分は二人乗せているな。兵を最上階へ突入させるつもりか。剛ごう胆たんな指し揮き官かんだ」

　フィラは配下のペガサスとペガサスライダーたちを振り返り、叫んだ。

「汝なんじ等らに伝える！　これより敵ペガサスを迎げい撃げきする！　得体も知れぬ異い国こくの女に従したがう汝等こそ哀あわれなれど、われは汝等が主あるじの女なり！　願わくば奮ふるって従え！　第１教導空中騎兵、突撃！」

　命ずるや否いなやフィラは馬体をぐるりと背面にいれ、そのまま逆さか落おとしの急降下へ移うつった。トルラウが後に続き、ほんの一瞬だけ度ど肝ぎもを抜ぬかれていたすべての空中騎兵たちが続々と降下を開始した。



「閣かつ下か！」

「お兄ちゃん！」

　美女と美幼よう女じよの切せつ迫ぱくした声が剛士に襲おそいかかる。プレッシャー。剛士は体たい奥おうから生じる寒気に身み震ぶるいした。

（ここまできて）

　とおもった。順調に、できすぎなほどうまくいってきた作戦が最後の最後になって瓦が解かいしようとしていた。

　なにも考えられない。なにもおもいつかなかった。頭をよぎるのは愚ぐにもつかない後こう悔かいばかりだ。いましても仕方がないこと。後悔はあとになって、一人布団ふとんのなかでやれば充じゆう分ぶん。反省は会議を開いてやるもの。ああ、誰だれか助けて。だめだ。だめだ。どうにもならない。

　振り返りたかった。一瞬にして魔ま王おう領りよう総そう帥すいから性しよう根ねの歪ゆがんだ17歳さいに退たい行こうしてしまった剛士はスフィアに頼たよりたくて仕方がなかった。スフィアならばなんとかしてくれるはずだった。失敗しても、優やさしく慰なぐさめてくれるはずだった。自分で決め、自分で選ぶ必要などなくなる。気楽で、暢のん気きな毎日になる。ただだらだらと、楽しいことだけをして、なんとなく時を過ごしてゆくだけでいい──

　くそっ、僕ぼくはなにを考えている。

　カァッと頭に血が昇のぼった。脳のうの中心であらたな灼しやく熱ねつ感が生じ、視し界かいが暗くなった。

「作戦中止！」剛士は叫んだ。「上じよう昇しよう、上昇して！」

「お兄ちゃん！」振ふり返ったリアの相そう貌ぼうには殺意すらあらわれていた。

「いいから、命令に従え！　僕を誰だとおもっている！　魔王領総帥だぞ！　ズゥ！　あがれ！」

　剛士は叫んだ。普ふ段だんとは大違いの、獣けもののような態たい度どである。どこか無理をして大声をだしているような感じもするが、態度はどこまでも真剣にアブなかった。

　アーシュラとスフィアが口々にたずねかけた。

「閣下……」

「剛士様」

「うるさい！　上昇だ！」

　発はつ狂きようしたような剛士と凍こおりついたようになった魔族たちを乗せた巨きよ大だい怪かい鳥ちようは羽ばたきをまし、高度を稼かせぎはじめた。

「お兄ちゃん……」リアはショックで呆ぼう然ぜんとしていた。

　剛士は彼女を背はい後ごから抱きかかえるようにした。リアが嫌いやがってもそのままでいた。そして背後に向けていった。

「スフィア、アーシュラ」

「はい、剛士様」

「……閣下」

　小野寺剛士は静かな声でいった。

「作戦を修しゆう正せいするからね」

「え？」能のう面めんのようになっていたスフィアの顔に驚おどろきが兆きざした。アーシュラも眉まゆを寄よせている。

「中止するのでは……」

「ああ」剛士はぽかんとした顔で自分を見上げているリアへ微笑ほほえみながらいった。

「あれ、ウソ」



　かすかに作戦中止、という叫びが聞こえ、巨大怪鳥が高度をあげはじめた。

　シレイラが安あん堵どの息を吐ついた。

「ムチャはしなかったわね」

「うん、まあ、そうみたいだけど」田中さん、さほど落らく胆たんしている様子ではない。余よ裕ゆうというか慣なれというか、ようやく自分が一いつ般ぱん的てきにいってかなり危き険けんであるのみならず、なかなか幸せな状じよう態たいであることを自覚していたのである。シレイラちゃん、息はかぐわしく、ボディの方もまたアレであるからだった。

「……あのさ、空耳かもしれないけど、魔王領総帥って、きこえなかった？」なおもシレイラがたずねた。

「きこえた気がする」

「……本人が来てたってこと？」

「小野寺君なら、やるかもしれない」

　シレイラはまた溜ため息いきをついた。

「……面めん倒どうね」

「なにが？」

「アンタの世よ継つぎよ。こんなところまで自分でやってくるなんてバカ以外の何者でもないけど、戦争が得意なバカほど始末に負えないものはないわ」

「あはは、なるほど」

　ますます強くシレイラを意い識しきした田中さんもぞもぞと身体からだを動かした。

「動かないでよ！」シレイラはますます身体を強く押おしつける。

「いやあはははは、あは」

　新しい世界が拡ひろがりそうだなぁ、などと場のノリを無む視ししたことを考えた田中さんは夜空を見上げた。

　そして、あんぐりと口を開けた。



　フィラ・マレルの突とつ撃げきは見事であると同時に容よう赦しやがなかった。

　フィラは急きゆう降こう下かしつつペガサスにくくりつけられているマジックボウガンの発はつ射しや準じゆん備びを整えた。定じよう石せきどおり指し揮き官かん騎きを狙ねらおうとしたが20騎のなかで一人で操あやつっている２騎だけは動きが俊しゆん敏びんで、かわされそうだった。

　フィラは迷まよわず後方の二人乗りをしたペガサスに狙いをさだめた。懸けん命めいに回かい避ひしようとしているが、動きが鈍にぶい。矢を放った彼女は即そく座ざにペガサスの横腹を蹴けって右旋せん回かいに入った。



　突撃してきたツノのある漆しつ黒こくのペガサスは地じ獄ごくの使者そのものだった。ボウガンを放つと同時にすぐに旋回へはいってゴローズの視界から消えたが、その時には後方を飛んでいた１騎がペガサスの脳のう天てんを砕くだかれて石のように落下していた。

「飛ぶな、降りろ！」ゴローズは叫んだ。「ペガサスを捨すてて屋内へ逃にげこめ！」

　後に続いた敵てきペガサスの放ったボウガンでさらに１騎が墜つい落らくした。部下たちは急きゆう激げきに高度を下げている。

「隊長！」マヤが呼よんだ。

「おまえも逃げろ、マヤ！」ゴローズはさらに叫ぶなりペガサスを鞭むち打うった。ぐん、と加速する。尖せん塔とうが間近に迫せまってきた。無数の敵ペガサスにどう対たい処しよしたらよいのか、まだ考えていなかった。いや、そんな暇ひまはないのだった。



　フィラとトルラウの後に続いた教導空中騎兵たちの攻撃は二人ほど効こう率りつが良くなかった。ゴローズの部下たちはすでに散開し、高度をさげていた。負ふ傷しようするかもしれない危き険けんを無む視しし、飛び降りたものもいる。マジックボウガンの矢は雨のように降ふり注いだが、さらに３騎がやられただけに留とどまり──騎乗していた者たちも地面に投げだされた衝しよう撃げきで傷きずを負っただけで済すんだ。

「つまらないな」再び敵を捕とらえようと旋回を続けながらフィラは毒づいた。なかなかまわりきらないのは急降下で速度がついているからだ。

「ここまでおできになれば見事なものです、姫ひめ様さま」後に続いているトルラウが慰なぐさめ、大声でつけくわえた。

「この爺じいなど、初うい陣じんでは小便を漏もらしましたぞ」

　フィラは笑った。笑いながら再び敵に接近していった。笑いがとまったのは指揮官騎らしい敵の異い常じような行動に気づいた時だった。



　ゴローズは考える間もなく反はん応のうした。後になっても、どうして自分がそんなことをおもいついたのかわからないほど直感的な行動だった。

　手た綱づなを強ごう引いんに引き、ペガサスをたちあがらせる。真上を向いた瞬間、強くムチをいれた。哀あわれなペガサスはいななきながらたちあがったまま羽ばたいた。馬体はそれまでの運動量のまま尖塔の壁かべに叩たたきつけられ──いや、ペガサス特有の強きよう靭じんな脚あしがその衝撃に耐たえた。ゴローズを乗せたペガサスは羽ばたきながら尖塔の壁をまっすぐに駆けのぼりはじめた。



「なんと、見事な武む者しやぶりよ」フィラは心の底からの賛さん嘆たんを漏らした。しかしあのペガサスを操あやつる者が敵であることは忘れていない。慎しん重ちように狙いをつけた。

　真正面に白い影かげが出現したのはその時だった。

「ナサはやらせない！」

　ペガサスにまたがっていたのは女だった。彼女が放ったボウガンの矢は射しや撃げき態たい勢せいに入り、直線的な飛行をしていたフィラのペガサス、その前脚を浅く抉えぐった。

「なっ、くっ」

　フィラは体勢を立て直そうとした。しかし無む駄だだった。いかに彼女が空中乗じよう馬ば術じゆつに長たけていても、女性としての体力的な限げん界かいがあった。泡あわを食ったブラックペガサス全開君は横転しながら降下した。フィラは渾こん身しんの力をふりしぼったがついに外へ放ほうり出そうとする力に耐えられなくなり、地上数メートルの高さで鞍くらから放りだされた。頭に血がのぼっていた全開君はそのことに気づかず、空へと駆け去った。



「くそっ、やられたぞ」剛士の命令を受けて高度をあげつつあったアラドちゃんの背せでジョスが叫んだ。彼は傍ぼう受じゆされないようにひねりをかけた強きよう烈れつな精せい霊れい波はをすべての部隊に送った。

「お姫様がやられたプリンセス・ゴウイング・ダウン！　お姫様がやられたプリンセス・ゴウイング・ダウン！　ブラックペガサス・ダウン、ブラックペガサス・ダウン！　救出せよ！　救出せよ！」



「姫様！」落下するフィラを目の当たりにしたトルラウは鬼き神じんのような表ひよう情じようになっていた。壁を駆け上るペガサスを庇かばうように垂すい直ちよく上昇している女のペガサスライダーへ狙いをつけ、ボウガンを放った。矢がペガサスの眉み間けんを貫つらぬいたのがわかった。トルラウは即そく座ざに高度を下げ、彼の愛らしい姫君の救出に向かった。



　ペガサスの頭が砕くだかれ、血とぶよぶよしたものが飛び散った。馬体がくるりとひっくりかえる。マヤは空中に放りだされた。高度は30メートルはあるだろう。

　これで終わり、とおもった。これでなにもかも終わり。結局、好きだともいえなかった。でも、いい。わたしはナサの命を助けた。助けることができた。これで……いままでのすべてに意味があった。

　と、放りだされた勢いきおいのままに伸のばされていた腕うでが、なにかがっしりしたものに掴つかまれた。そのままぐいぐいと上にもちあげられてゆく。関節が外れそうなほどの痛いたみが肩に生じた。

　しかし、マヤは生まれてこのかた感じたことがないほど暖あたたかで安らかなものに包まれていた。彼女の腕を掴んでいるのはナサニア・ゴローズの戦いで節くれ立った指であり、両の瞳ひとみで見つめているのは彼のたくましい背せ中なかだった。



　フィラ・マレルは激げき痛つうで失神もできなかった。ペガサスから落ちた高さは２メートルかそこらだっただろうが、なにしろ勢いが良かった。

　痛みに耐たえながら立ち上がる。本当ならば地べたに転がって泣き叫びたいところだったが、ここは敵てき地ちであり、彼女はコレバーンの第三王女……そして魔ま王おう領りよう総そう帥すいの女だった。たとえここで果てるとしても、見苦しい真ま似ねだけはできない。

　周囲には何人もの兵士たちがいた。最初に蹴け散ちらした二人乗りをしていた連中だとわかった。取り囲まれていた。

「……手て加か減げんは期待できぬか」

　フィラは強ごう引いんに薄うす笑わらった。前にもこんなことがあったとおもいだした。

　あの時は、ゴーシがいた。

　いまは、一人きりだ。正直なところ、泣きわめきたくなるほどに恐おそろしい。

　が、彼女はそうしなかった。

　確たしかにゴーシはいない。

　いないからこそ、恥はずかしい真似はできない。

　フィラ・マレルは堂々と胸むねを張はり、殺意に満ちて自分を見つめる男どもに呼びかけた。

「汝うぬらに告げる名は持たぬ！　しかし我われは魔王領総帥が女なり！　男子たるの意い気く地じあらば、我が首を奪うばって汝うぬらが誉ほまれとせよ！」

　ボウガンが一いつ斉せいに構かまえられた。フィラは剣けんを正せい眼がんに構えた。最初の矢が放たれた時、ペガサスのいななきと共にあの懐なつかしい爺じいの声が降り注いできた。

「おいたはいけませぬな、姫様」

　矢はぶすぶすと彼のペガサスに命中し、哀あわれな天馬は即そく死しした。トルラウは年ねん齢れいを感じさせない素す早ばやさで飛び降りると、フィラの背中を守るように剣を構えた。

「この爺めも、お供ともいたします」

　フィラは笑った。楽しくて仕方なかった。そして、ゴーシに再ふたたび会いたくてたまらなかった。



「あの爺さん、ったく」ジョスは罵ののしった。「アラドちゃん、なんとかなんないか？」

　巨きよ大だい怪かい鳥ちようはしぎぎゃと首を横に振ふった。ズゥと同じで、直ちよく接せつ戦うのはごめんだということだった。

　セシエがふっと顔をあげた。

「あのさ、ジョス」

「なんだよ」

「……あたしたちが降りたらいいじゃん」

「それは……」一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを寄よせたジョスは、すぐにぱっと笑いを浮うかべた。

「そういえば、そうだね」

　メイムが楽しそうに笑い、アラドに頼たのみこんだ。魔王領有数の大魔ま導どう士し３人はあの日ワルキュラでそうしたように、伸のばしたマジックステッキを構え、精せい霊れいを呼び集めながら夜空へと飛びだした。



「ファイアマン03、いったいどうなってる？　さっぱり状じよう況きようがつかめん！」ハリンは王おう城じようの周囲を旋せん回かいしながらドラゴニュートに呼びかけた。作戦の最終段だん階かいを迎むかえたとたん、通信をふくめたなにもかもが混こん乱らんしはじめていた。

「こちらもわからない、フチダ」ドラゴニュートＦＡＣが応おうじた。「ともかく、できることからだ。戦闘捜索救難コンバツト・サーチ・アンド・レスキユー要よう請せいがでている。君にはブラックペガサスの救出を頼たのみたい」

「ブラックペガサス？　そりゃなんだった、ファイアマン？」

「総帥閣下の……ナニな御お方かたらしい。助けようとしてお付きの爺やとそれに……グレナム大佐たちも降りちまった」

　ハリンはあの展てん示じえ演んし習ゆうでのちょっとした事じ件けんのおかげで『ナニな御方』が誰だれであるかを教えられていた。

「あの、俺おれの息子むすこを蛇へび扱あつかいした……なんとまあ物好きな」

「なんだそれは？」

「噂うわさだよ、噂」

「噂なんてどうでもいい、できるのかできないのか？」

「やらいでか」

　ワイアームのほっそりした胴どう体たいがうねり、王城へと突進した。



　ジョスたちは浮ふ揚よう魔法と防ぼう御ぎよ魔法を同時に用いながらフィラとトルラウの周囲に降こう下かした。トルラウは肩と背せに矢が突き刺ささっている。

「大だい丈じよう夫ぶかよ、爺さん」ジョスがたずねた。

「なんのこれしき……ということにしておきたい、グレナム君」トルラウは応じた。

「いいぞ、爺」フィラがうなずき、ジョスたちにたずねた。「なぜ、来たのだ？　わたしを助けるために命は張らないのではなかったのか」

「事じ情じようが変わったでしょ」マジックステッキで前にでたランバルト兵を瞬殺したセシエはこたえた。

「それほど重要なことか」

「それでは」ぱっとトルラウの矢を抜き取り、すばやく治ち癒ゆ魔法を用いたメイムの笑いをふくんだ声がいった。「あなたはなぜこんなところで戦っておられるのですか？　それはいったいどなたの御おん為ためなのです？」

「なるほど──なるほど」フィラは深々とうなずいた。

「頼むぜお姉ちゃんたち」防御魔法で辛かろうじて矢を弾はじいたジョスが呻うめいた。「そのだな、客観的にいって、俺たちは絶ぜつ体たい絶命のピンチというところなんだからさ。もうちょっと緊きん張ちようしてくれよ」

「まことに、お転てん婆ばにもほどがある」傷きずはふさがったが痛いたみが消え失うせたわけではないトルラウは苦しそうに笑った。

「ところで、なんとかなるのか」フィラはたずねた。

「わからない……いや、わかりませんね」ジョスはあっさりとこたえた。「状況が混乱しすぎてる。きちんとした魔法を使う余裕はないし、敵てきはずいぶんと戦いくさ慣なれした連中だ。ま、最悪の場合でも自決する時間ぐらいは稼かせいであげます──そうしたいのなら」

「さすが魔王領総帥、良い部下を持っている」フィラは嬉うれしそうにこたえた。「是ぜ非ひにと頼むぞ。もはやこの身はゴーシ以外、触ふれることは許ゆるされないものでな」

　トルラウが何気なく確かく約やくした。

「その時は、この爺じいが介かい錯しやくして進ぜましょう」



　　　　９



「ズゥに手伝ってもらう」剛士はいった。

「でも、ズゥは……」

「わかってる」剛士はうなずいた。リアにささやく。

「あ、えー？」リアは笑っていいのかどうか迷まよっている顔で応じた。

「一回きりならさ」剛士はいった。

「うん……後で怒おこるかもしれないけど」

「できる？」

「うん！　いつ？」

「いますぐ」

「いえっさー！」リアはズゥの頭に向き直った。

「閣かつ下か、なにを？」戸と惑まどったままのアーシュラがたずねた。

「すぐわかる。ねえ、二人とも」剛士はアーシュラとスフィアにいった。「僕ぼくをしっかり押さえといてくれないかな。落ちないように。このままだと、絶対に落ちるとおもう」

　スフィアはなにもいわなかった。無言のまま前にでて、剛士の左ひだり脇わきに身を寄せ、彼の左腕と自分の腕を組んだ。

　アーシュラも即そく座ざに動いた。剛士の右腕をとる。

「ありがとう。リア、いいよ！」

「ズゥ、あがるのやめ！　もうちょっと前にでて」

　しぎゃあ、と絶対に直接戦いたくない巨大怪鳥が応じた。宙ちゆうを圧あつする巨体に似に合あわないヒバリのような羽ばたきでほんのわずかに前進する。

「はい、いいよ！　でねー」



「な」田中さんが声をあげた。

「なによっ、えっ？」シレイラは固まった。

「ありゃ」敵に取り囲まれていたジョスがつぶやいた。

「うわっ」セシエが声をあげた。

「あらら」メイムが微笑ほほえんだ。

「うむ」フィラがうなずいた。

「なんとも」トルラウが溜ため息いきをついた。

「逃げろ！」ペガサスを乗り捨て、屋上へマヤと共に降り立っていたゴローズが再び彼女を引っ張って階段へ転げこんだ。

　で、なにが起きたかというと。

　リアがズゥに一言つたえたからである。

「ズゥ、うんちしていいよ！」

　ズゥは大喜びだった。生物災害バイオハザード扱あつかいされたあと、自由にいたすことができなかったからであった。でもって、この作戦が始まってからは（臭においでバレると困こまるので）、ずっと我が慢まんさせられてきた。

　だから、心置きなくナニをぶりりとアレした。

　地上でシリアスともいえないこともないドラマを展てん開かいしていた人々が呆ぼう然ぜんとしたのはそういうわけである。

　もちろん、剛士にとっては賭かけだった。唐とう突とつにおもいだしたズゥの糞ふん害がいが頼たよりだった。報ほう告こく書しよに書かれていたこともおもいだしていた。１トンにもなるズゥの爆ばく撃げき、じゃなくて糞撃を受けても、石いし造づくりの家は倒とう壊かいしていない……ならば、お城しろならばもっと頑がん丈じようだろうと考えたのだ。とにかく、驚おどろかせて向こうに隙すきをつくれたらそれでいい。

　かくして、巨大にして壮そう大だいなるナニはランバルト王城西尖せん塔とうへと落下した。

「逃げよう！」田中さんは叫さけんだ。

「え、ええ、ええ！」ぐんぐんと落下してくるものを魅み入いられたように見つめていたシレイラはうなずいた。手と剣けんが田中さんから離はなれる。

　しかし、脚あしが動かない。

「なにやってんだよ、はやく！」田中さんはシレイラちゃんの左手を握にぎり、〈孤こ影えいノ間〉へと引きずりこんだ。全員に警けい告こくする。

「みんな、コタツかなにかの下に隠かくれて！　原げん稿こうも忘わすれずに！」

「田中さん、いったい……」フェラール兄ちゃんがたずねた。

「とてつもなくくだらないことで死にたくなければ、急いで！」

　ただならぬ田中さんの剣けん幕まくに全員が──ミランまでが従したがった。さすが魔王陛へい下かというべきであろう。

　もっとも、次の瞬しゆん間かん、１トンのナニに直撃されると知っていたら誰だって血相を変えたでしょうが。



「どわっ、まずいまずいまずい！」ジョスが叫んだ。「ここにいたら死ぬ死ぬ、みんな死ぬ！　おーい、みんな逃げろぉ」

　なにごとか、と空を見上げたランバルト兵──王立特とく務む遊ゆう撃げき隊の兵士たちも顔色を変えた。わっと逃げてゆく。

「で、我われ々われはどうする？」フィラがたずねた。

「防ぼう御ぎよ魔法でどうにかなるもんじゃ……ないわよね」メイムが溜息をついた。

「あれで死ぬの、イヤだなぁ」セシエがつぶやいた。

「同意見です、セシエ殿どの」トルラウが人生の全すべてを後こう悔かいする顔で同意した。

　ぐぉっ、ぐぉっ、とドラゴンの叫びが轟とどろいたのはその時である。

「あ」ジョスの顔が輝かがやいた。

　一匹ぴきのワイアームが滑すべりこむように着地した。チェスト・ハリンである。

「みんな、急いで！」

　まず負ふ傷しようしているトルラウが胴どうにまたがった。ジョスたちも次々にまたがる。トルラウの様子を案じて傍かたわらに立っていたフィラが最後になった。

　彼女がまたがろうとしたとき、ハリンがたずねた。

「蛇へびはお嫌きらいなのでは？」

　フィラは眉まゆを寄せた。原げん因いんをすぐに思いついた。

「あのあと、すぐに叱しかられたよ、我わが君に」

「それだけですか？」

「心を入れ替かえた。今後はよくよく気をつけることにする。わたしはもはや魔王領の民たみだからな」

　ワイアームはにこりとした。

「ではお早く、殿でん下か！」

　全員を乗せたハリンは全力で上じよう昇しようした。傍らからどこか済すまなそうに響ひびく『ゴッドファーザー　愛のテーマ』が聞こえた。そちらをみたフィラは前まえ脚あしから血を流している漆しつ黒こくのペガサスに叫んだ。

「よい、ゆるしてつかわす！　あれはわたしの過あやまちでもあった！」

　全開君はうれしそうにいななきかけ……途と中ちゆうで悲鳴に変えながらわっさわっさと羽ばたいた。すぐうしろにその、はねあがったズゥのナニの一部が迫せまりつつあったからである。

　もう少しで飛沫しぶきを浴びるところだった……後になって、セシエ・ハイムＣＭＡ局長は本当の恐きよう怖ふを知った者だけに示しめすことのできる態たい度どでそう述じゆつ懐かいしたと伝えられる。



　衝しよう撃げきはおそるべきものだった。

　とりさんのアレだから水っぽくはあるのだが、重量が重量で、おまけに落下速度の影えい響きようもある。なんとも名めい状じようし難がたい音とともに尖塔へ激げき突とつしたナニは塔全体に激げき震しんをもたらし、バルコニーを吹き飛ばし、〈孤影ノ間〉の内ない装そうを崩ほう壊かいさせ、ついには塔そのものをピサのなんとかみたいに傾かたむけてしまった。ほとんどが外へ飛び散ったことだけが田中さんたちにとっての救いであった。

　しばらくして、とんでもない臭においと埃ほこりがもうもうと立ちこめる〈孤影ノ間〉のなれの果てで蠢うごめくものがあった。

　コタツを押おしのけた田中さんである。左手には原稿、右手にはシレイラちゃんをしっかりと抱だきかかえていた。シレイラちゃんといえば剣を持っているのも忘れて田中さんにすがっている。

「大だい丈じよう夫ぶ？」田中さんはたずねた。

「ムチャクチャよ」シレイラちゃんの目に涙なみだが盛もり上がった。「ムチャクチャすぎるわよぉ！　こんな戦争、絶対に認みとめないんだからぁぁぁ！」

「みんな無事かい？」子こ供どものように泣きわめくシレイラちゃんをなだめながら田中さんはたずねた。落ちてきた天板とか倒たおれたホワイトボードとかに埋うまったコタツからメイドさんたちが顔をだす。城のどこかが壊こわれたのだろうか、どーん、と大きな音が響いた。

「は、はい……」

「ありがとうございますぅ」

「それにしても……クサイ……」

　フェラール兄ちゃんもよろよろとたちあがった。その隣となりでは、滅めつ多たに表情を変えないミランが青ざめている。

「大丈夫だった、二人とも」もともとそういうキャラである田中さんは早くもいつもどおりであった。

「え、ええ……原げん稿こうも無事です」フェラール兄ちゃんはうなずいた。

「殿下は」とミラン。

「大丈夫よ」あいかわらず田中さんにもたれかかっているシレイラちゃんはこたえた。「でも、ムチャクチャよ……だいたいなんなのアレ！　なんて奴やつなのよ、オノデラゴウシって！」

　慰なぐさめかけた田中さんは、粉ふん砕さいされたバルコニーの方を見てぽつりといった。

「本人にきいたほうが早いとおもうよ」

「えっ？」

　バルコニーに面していた窓まどから巨きよ大だいな嘴くちばしの先せん端たんが突き込こまれている。美び幼よう女じよと、美少女と、美女を従したがえたちんちくりんが困こまったような顔をしてその前に立っていた。

「はじめまして。僕が小野寺剛士です」
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　一番最初に動いたのはミランだった。暗殺剣カフイーリアを手に、なんのためもなく滑すべるように前へでる。

　スフィアが即そく座ざに反はん応のうした。大おお鎌がまを低く構かまえ、すっと脚を滑らせる。腰こしの鈴すずがちりりと音をたてた。

　３メートルほどの間をあけて、対たい峙じした。お互たがいにとって必殺距きよ離りといえる。

　そのまま動かなくなった。先に動いた方が負ける、とおもったのかどうか──

「いまは誰だれも殺す必要はないよ、スフィア」剛士がいった。

「危き険けんです、この女は」スフィアの冷たい声が応じた。

　と、そっと〈孤影ノ間〉に入りこんでいた新たな人物が反対した。

「いまは君のほうが危険に見えるな、スフィア」

　スフィアの表情に困こん惑わくが付け加わり、わずかにあとじさった。

「あなたには見覚えがあります」剛士がいった。

「はじめまして、魔ま王おう領りよう総そう帥すい閣かつ下か」可か憐れんな女じよ性せい軍人を従えている、黒色の軍装を身につけた男はわざとらしく踵かかとを打ち合わせた。

「自分はナサニア・トルガ・ゴローズ男だん爵しやく、王立特とく務む遊ゆう撃げき隊たい指し揮き官かんであります。バハウスの森では、あなたをあと一息で弑しいし奉たてまつるところでした」

　剛士の頬ほお傷きずがかすかに痙けい攣れんした。

「あの時の……たしかに、そうですね。で、御ご用ようは？」

「こちらには陛へい下かも殿でん下かもおられます。家臣として、ランバルト軍人として、お守りに馳はせ参じた次し第だいです」

「どうやって？」剛士はいった。「僕ぼくと一いつ緒しよにいるのは……」

「皆さんを存ぞんじあげています」ゴローズはうなずいた。「世に知られた黒陽のアーシュラ殿、知る人ぞ知る田中魔王陛下の寵ちよう姫き、尖せん撃げきのリア殿」

「寵姫だって、えへ、ほめられちゃった」リアが頬を染そめた。「あ、そだ、へーかは、へーかはどこ？」



    

  
    
      　68歳の美幼女は部屋をみまわした。

　田中さんの姿すがたを目にした。手をちょっとあげ、指をにぎにぎさせている。

　ぱぁっ、とリアの顔が輝かがやいた。

「へーか……へーかぁ！」

　一方、剛士の方ではシリアスな展開が続いている。

「スフィアは？」剛士はゴローズへたずねた。

「彼女とは、忘わすれることを許ゆるされない過か去こが現げん実じつだったころからの知ち己きです。再さい会かいの挨あい拶さつはバハウスの森で交かわしました」

「じゃあ……みんなの力は知ってますよね？　邪じや魔まをしないでいただけませんか？」剛士は頼たのんだ。「僕たちは、田中さんを……魔王陛下をお迎むかえにきただけなんです。いま、この街でこれ以上騒さわぎを大きくしたくありません」

　ゴローズは笑った。

「騒ぎを大きく？　なるほど」ゴローズはフェラールをうかがった。「陛下、いかがいたしましょう？」

　フェラールと剛士は同時に会え釈しやくを交わした。

「わたしも小野寺さんに……」フェラールはいった。

「待ってよ、待ちなさいよ」シレイラが厳きびしい声でいった。剣けんが持ち上がる。刃が田中さんの喉のどに当たった。

「状じよう況きようは、なにも変わってないのよ」

「あなたが……シレイラ殿下ですか？」剛士はたずねた。

「そうよ、このちんちくりん。ともかく、早く退どきなさい。不利なのはそっちなんだから」

「そうかな？」剛士がアーシュラにたずねた。

「難むずかしいですね」アーシュラもどう解かい釈しやくしていいのか迷まよっている。

「なにがよ！」シレイラは怒ど鳴なった。

「あの……他ひ人と様さまのそういうことに口を挟はさむのは失礼だと父から教わったんですけど……」剛士がいいかけたところで、リアのアニメ声が響ひびいた。

「へーか、浮うわ気きした」

　さきほどの喜びはどこへやら、彼女はぶすぅっ、とふくれていた。

「え？」田中さんは青ざめた。彼女が実はかなりのヤキモチ焼きだということを知っていたからである。田中さんを目にしたとたんに飛んでいかなかったのは、彼がシレイラちゃんとぴったりとひっついていたからだった。決して、剣が理由ではない。

　自分が敵てき国こくの王女様と密みつ着ちやく……というか、彼女を抱だきかかえつつ剣を突つきつけられているというアブノーマルな状じよう態たいであることとその意味をようやく理り解かいした田中さんは青ざめた。

「あのさ、リア、いやあのね」

「二人でひっついてる」

「あの、いやこれは」

「趣しゆ味み、変わったんだ」ますますむくれるリア。

「自分で立てなかったし、いざという時は喉を切るんだから仕方ないのよ！」真っ赤になったシレイラがわめいた。

「他にもいっぱいかわいい子がいる……裏うら切ぎり者！　浮気者！」メイドさんたちをみまわして顔を怒いかりで真っ赤にしたリアは怒ど鳴なった。

「あのだからね」田中さん、完全にパニック状態である。

「もういいもん」リアはそっぽを向いた。そのままアーシュラに抱きついてしまう。

「あ、だからさリア、そのこれは誤ご解かい、誤解なの」

「知らない」

「アンタたちどーしても話をマジメな方向へ持っていきたくないの？」シレイラちゃん、田中さんをみてたずねた。

「いやこれだってかなり深しん刻こくな……あのさ」田中さんがいった。

「なによ？」

「剣、外れてる」

「あ、ごめんなさい」

「いや、いいんだけど」田中さんは自分から刃の側へ首をもっていった。

「あー、へーかやっぱりぃぃぃぃ！　うわーん！」リアはとうとう声をあげて泣きだした。

「いや、これは誤解、誤解なの、ね、リア」

　ゴローズが楽しげに笑いだした。

「で、どうしますか、総帥閣下？　スフィアたちは一いつ触しよく即そく発はつで、その……こちらはずいぶんなごんでいるようですが」

「あなたはどうしたいんですか？」

「わたしは主君の命令に従したがいます。とりあえず、この場は……陛下？」

　唐とう突とつに歩きだしたフェラールは田中さんの傍かたわらにたち、あの大惨さん事じから守りきった原げん稿こうを彼に手て渡わたしていた。

「まだまだ不満なところはありますが、完成しているといえます、田中さん」

　彼の薄うす汚よごれた美び貌ぼうは、美形ホモ同人作家兄ちゃんがやおい同人コミックの原稿について語っているとはとてもおもえない真剣なものである。いや、当然なのだ。フェラールはあくまでもランバルト国王として魔王に話しかけていた。

「あ、はい」一瞬戸と惑まどった田中さんだが、フェラールの顔を見ているうちにあっとつぶやいた。気づいてしまったのである。

「いいんですか？」田中さんはたずねた。

　フェラールは複ふく雑ざつな微び笑しようで応じた。

「それしかないとおもいます──ゴローズ男だん爵しやく」

「陛下」

「肌で戦いを知るあなたの意見を聞きたい。もし仮かりにわたしと小野寺総帥がともに和平を望んだとして、この戦争を即そく座ざに終わらせることができるだろうか？」

「無理です」ゴローズは即答した。「ランバルトと魔王領の戦いは、もはやそれ自体の重みで動いています。魔王領はどうかわかりませんが……我が国では、不ふ敬けいながら、陛下を弑しいし奉たてまつっても戦い続けようとする者がいるでしょう。それに他の者も……そうではないかな、スフィア」

「なんのこと、ナサ兄ちゃん」ミランとにらみ合ったままスフィアはいった。「わたしは……いまのわたしは剛士様に従したがうだけ。それだけよ」

　ゴローズは哀かなしげな微び笑しようを浮うかべた。

「戦いの現実とはこうしたものではありますまいか、陛下」

「わたしも同意見です、ゴローズ男爵。うん……ありがとう」

　フェラールは田中さんに向き直った。

「では、友よ……いつかまた訪おとずれる締しめ切りの日に」

「その時は逃にがしませんよ、フェラール先生」田中さんは深々とうなずいた。

　最後にシレイラへうなずいたフェラールは……くるりと向きを変え、剛士のそばへ歩いていった。

「に、兄様なにを！」シレイラが血相を変えた。

「戦いをやめることができないのであれば、こうすべきなのだよ、シレイラ」フェラールは寂さびしげに妹へこたえた。

「戦争はそれ自体の重みで動いている。ゴローズ男爵はそういった。わたしと田中さんも同意見なのだ。ならば……王国と魔王領、お互たがいが同じ条じよう件けんのほうが良い。戦いで得られるものと失われるものが同じだけあったほうが、過あやまちには気づきやすい」

「国王としての責せき務むをお忘わすれになったの！」

「違う。これこそが国王としての責務なのだ。それに、戦場で英えい雄ゆう王おうを演えんじているより、よほどわたしにはふさわしい」

　フェラールは剛士に向き直った。そして、王者の誇ほこりとともに告げた。

「小野寺総帥、ランバルト王フェラール三世は貴き殿でんに投とう降こういたします」

　ことの成り行きにあきれ果てていた剛士は、ちらりと田中さんを見た。田中さんは声をださずに口を動かした。ジーク・オノデラ。

　剛士はうなずいた。フェラールへ向き直り、全魔族の君くん臨りん者しやとしての態度を精せい一いつ杯ぱい取り繕つくろいつつ彼の言葉に応こたえた。



「フェラール陛下、魔王領総帥として、あなたを丁重にお迎むかえすることをここに誓ちかいます」



    

  
    
      
        ワルキュラ　魔王暦１００２年12月31日　その２



      

    

  
    
      

「いーもん、ボク、かんけーないもん」

　総そう帥すい執しつ務む室しつではリアがすっかりスねている。ウルリスから戻もどって以来ずっとこんな感じである。

「でもさ、リア、あのさ」剛ごう士しはおろおろしながらなだめた。「なんかよくわかんないんだけど、一いち応おう〈メリー・クリスマス〉作戦はさ、成果があがったことになったしさ、リアも大だい活かつ躍やくしたんだし」

「クリスマス過すぎたもん、へーかも……へーかもいないもん」リアの目にまた涙なみだが盛もり上がった。剛士はあわててティッシュをとり、彼女の目め尻じりをぬぐった。

「ほら、せっかくお化け粧しようしたんだから」

　とまあ、こんな感じである。新年の領民に対するご挨あい拶さつやら式典やらを控ひかえて大変なのだが、どうにもならなかった。

　結局のところ、田中さんはウルリスに残った。剛士がのぞめば簡かん単たんに奪うばい返すことができただろうが、彼はとうとうそれを命じなかった。血をみることが避さけられないから……というのはともかくとして、二人の王、つまり田中さんとフェラール兄ちゃんが示しめした戦争というものに対する認にん識しきに、深くうなずけてしまうところがあったからである。たしかに、どこかで戦争のおとしどころを見つけるためには……田中さんを奪い返すより、フェラール兄ちゃんにおいでいただいた方がいろいろと便利だ。たとえば、捕ほ虜りよとなった王同士の交こう換かんについて交こう渉しようする、という理由で、ランバルトの指し導どう部ぶと外交的な接せつ触しよくをおこなう公式チャンネルをもうけられる。これだけでもいままでとは大違いである。そのような可か能のう性せいをつくりだしてくれたというだけでフェラール兄ちゃんは尊そん敬けいに値あたいする王様だ……剛士はそう考えていた。

　だからまあ、祝ってしまってもいいだろうというのが剛士君のお考えである。反対する者もいなかった。魔王領はお祭りが好きだし、最初のもくろみとはだいぶん違ってしまったものの、王様には違いない人を一人は連れてきた。んでもってなにより、ランバルトの国家体制に一撃をくわえたのも本当なのである。実際、ブラントラント中が剛士の所しよ行ぎようにのけぞっていた。王族と臣民を区分けして戦争をされては、いずれは国がもたなくなることは明らかであるからだった。実際、コレバーンやパライソでも一部の実力者たちが対魔王領政せい策さくを柔じゆう軟なんなものにあらためるべきだと主しゆ張ちようしはじめ、政局の混こん乱らんをもたらしている。

ランバルトは不気味なほどに静かだが……これはまあ、シレイラちゃんが何事か企たくらんでいるからに違いない。

　という次し第だいで、お正月はとりあえずのんびりできそうなのだった。年とし越こし蕎そ麦ばをすませた剛士君、まずは安心して年末から正月にかけて唯ゆい一いつの公式行事であるフェラール陛へい下かお迎むかえの式典、その準じゆん備びを命じたのだった。

　でまあ、プロローグであったように様々な方々の努力で式典準備も整い、開かい幕まくまで15分ほどを──つまり新年まで15分ほどを残すのみとなったのだが……

「ボク、でたくない」

　とまあ、リアがスねつづけているわけだ。

　彼女の気持ちは剛士にもじゅうぶんにわかった。あれだけイロイロあった末にナニである。田中さんの趣しゆ味みが変わったのかとおもってしまうシーンを目撃したのだ。スねたくなって当然であった。

　おまけに、剛士には彼女に対して借りがある。

　本当ならば、ウルリスに残ってもいいよ、といってやりたかった。しかし、無理だった。魔ま王おう領りよう総そう帥すいとしての剛士は彼女を、戦争のために必要な『指し揮き官かん』としてイメージしてしまっているからである。正月はともかく、その先に待っている戦いのキビしさを考えると、口にはできなかった。もちろん、魔王領民の一人であるリアが、自分の許ゆるしを得ずに田中さんのもとへ残ることなどありえない、と知ったうえで口にしなかったのだ。彼女の弱みにつけこんだようなものである。

　だからこそ、リアは精一杯の意い思し表ひよう示じをしている。彼女とて剛士の立場は理り解かいしぬいているから、あくまでも美び幼よう女じよレベルのわがままとして、であった。

　ノックとともにスフィアたちがあらわれた。

「剛士様、そろそろ動かれませんと……あら、まだ……」

「いや、うーん、あの」剛士は弱り切ってこたえた。顔色を変えかけたアーシュラを目め交まぜでおさえる。にやにやしているフィラに叩たたくまねをした。

「失礼いたします……」しっとりした声が彼女たちの背はい後ごから響ひびいた。長身で銀ぎん髪ぱつでアイスブルーの瞳ひとみをもった美形のエルフであった。女性と見まがうような姿すがただが、立りつ派ぱな男の人である。

「フェラール陛下をご案内いたしました」

　背後からあらわれたランバルト国王フェラール三世は剛士の弱り切った様子をみて優やさしい微笑ほほえみを浮うかべた。魔王領にきてから御本人がカミングアウトされたので、美形で趣味の同じ侍じ従じゆうだとかなよっとした内ない装そうの豪ごう華かな部屋だとかケント紙そのほかのマンガ執しつ筆ぴつ用資し材ざい・資料をどっちゃりと与えられ、ウルリスの田中さんに匹ひつ敵てきするいい御身分である。年が明けたあとは、護ご衛えい付きでならワルキュラ市内のどこにでもでかけていいということになっているから、さらにいい扱あつかいだともいえる。

「リア殿どのは……まだ御機き嫌げんがなおられませんか」剛士の傍かたわらにたったフェラールはいった。やっぱし彼と方向性のおんなじ美形のファッションデザイナーとかスタイリストとかを専せん属ぞくでつけてあげたので、いまやそのお姿はそちらがお好きな方であれば男女問わず失神しかねないレベルにお達しあそばされている。あまりにもイキすぎて神こう々ごうしさすら漂ただよっているので、かえって妄もう想そうが浮かびにくいのでは……と心配したくなるほどであった。

「ええ、その……僕ぼくがいけないんですけど」剛士は正直にこたえた。

　フェラール兄ちゃんはにっこりと応おうじた。

（この気持ちを忘れずにいられたなら、良い王になるだろう）

　と、おもった。

　もちろんナニの対象としてではないが、彼はこのちんちくりんの魔王領総帥に好意を抱いだきつつあることを自覚していた。なんというか、崇あがめるのでも懼おそれるのでもなく、理り解かいして、受け入れてやりたくなるところが魔王領総帥にはあるのだ。

　次の瞬しゆん間かん、彼がとった行動は皆みなをはっとさせるものだった。豪ごう奢しやな純じゆん白ぱくの衣服に身を包んだ虜りよ囚しゆうのランバルト国王は、ぐすぐすとしゃくりあげている尖せん撃げきのリアにかがみ込み、顔を寄よせたのである。

「リア殿……お気持ちはわかりますよ」フェラールはいった。

「う……」リアは涙なみだで曇くもった目を彼にむけ。それからぷいっ、と顔をそむけた。

「わたしのことが、お嫌きらいですか」

「…………」

　リアはこたえない。

　フェラールはなおも続けた。

「あなたのことは、いつも田中さんからうかがっていました。魔王領に、たいへんにかわいらしい女の子がいると、あの御方は自じ慢まんなさっていました」

　リアはまだこたえない。だが、肩かたの力が抜ぬけ始めていた。

「田中さんがああいうことになったのは……わたしの責せき任にんでもあるのです。小野寺さんを恨うらむのは筋すじ違ちがいですよ」

「……恨んでなんかないもん」リアはようやくこたえた。「お兄ちゃんは好きだもん。へーかのことだって……」

　と、またしゃくりあげはじめる。

「シレイラはわたしの妹です。許してやってください。あの娘こは、いままで、ただの一人も友人をもてなかったのですから……」

「そうなの？」リアは泣くのも忘れ、フェラールを見つめた。

「王族というのは……寂さびしいものです。なかなか心からの友はもてません。わたしにとっては田中さんが初めての友だったのかもしれない。シレイラにとっても同じなのでしょう……あれはあれで充分以上に女なのです」

「ボクだって」

「わかっていますよ、リア殿。あなたは立派なレディです」フェラールはしっかりとうなずいた。「でも、そうであるならばおわかりでしょう？　あなたの一番好きな田中さんは魔王です。王なのです。ですから……わかってあげてください」

「わかんない」リアはいいきった。だが同時にフェラールをじっとみつめて続けた。「でも……考えてみる」

「ありがとう」大きな暖あたたかい笑みを浮うかべたフェラールは手をさしのべた。リアをしっかりと抱だき、立ち上がる。剛士へうなずいた。

「小お野の寺でらさん、問題がなければこのまま……」

「あ、はい、はい」

　剛士はあからさまにほっとした様子でうなずいた。ずれてしまったマントをスフィアに直してもらい、皆と共に歩き始める。練兵場に面したバルコニーまでは５分もかからない。

　潮しお騒さいに似にた音が響ひびいていた。式典のはじまりを待っているものたちのざわめきがここまで響いているのだった。と、開け放たれたバルコニーに通じる窓まどの方から、にゃっ、と猫ねこ又またが駆かけ寄よってきた。秘ひ書しよ官かん長ちようのミケちゃんである。

「閣かつ下か、心配しましたにゃ！」

「ごめんごめん、えーと、予定通りだよね？　まず……」

「練兵場に入ってもらったみんなに挨あい拶さつしてもらいますにゃ。フェラール陛下も……お願いしますにゃ。あくまでも御客様としての扱いを心がけますにゃ」

「……わかりました」リアを抱いたままのフェラールはゆったりとうなずいた。

「招しよう待たい客きゃくはどうなっている」アーシュラがたずねた。

「玉たま藻も様がアダルトモードで大だい活かつ躍やくしてらっしゃいますにゃ。ですから、もう少しあとでも大だい丈じよう夫ぶですにゃ」

「閣下、よろしいですか」アーシュラがたずねた。

「剛士様は準備ができておられます」剛士が口をひらく前にスフィアがきっぱりといった。

「いや、うん、まあ」

　剛士はあわてて取りなした。〈メリー・クリスマス〉作戦からこっち、アーシュラの態たい度どは目に見えて変わりつつあった。なんというか、その、剛士に対しての気き遣づかいをはっきりと態度に示しめすようになっていた。

　それはそれで幸せなのだが……困こまったのはスフィアだった。いまのように、やたらと対たい抗こうするのである。おかげで、剛士君の周りでは徐じよ々じよに微び妙みような嵐あらしが吹ふき荒あれつつある感じだった。フィラやセシエや玉藻が彼女たちなりにフォローしてくれるおかげで助かっているようなものだった。

（どうなるんだろう）

　エラく贅ぜい沢たくな悩なやみとともに剛士はおもった。そして……あまりにも、あまりにも当然の結けつ論ろんでもってそれを棚たなにあげた。

　どうなろうと戦争は続く。来年は……本当の戦いが待っている。贅沢な悩みは、本当に贅沢というだけにすぎない。小野寺剛士は負けるわけにはいかない。それだけはできない。このあらたなふるさと、魔王領のために。たとえ自分の中に戦うべきなんの理由が見つからないとしても、自分をまともな存そん在ざいとして扱ってくれたものたちのためであれば、戦い続けなければならない。

　練兵場にアナウンスが響き渡った。

「皆さん、静せい粛しゆくに！　ただいまより総帥閣下、ならびに閣下の御客人にあらせられるランバルト国王陛下がおいでになります！」

　剛士は歩みを再さい開かいした。全員がバルコニーに出ると、通路はがらん、とした嘘うそ寒さむさだけが残った。

　練兵場の方から剛士の声が響き、大歓かん声せいがそれにこたえた。そして、誰だれに求められたわけでもないのに、魔王領に生きるすべてのものたちのためにつくられた歌を、全員が声をあわせてうたいあげた。



　苦しぃみーの時は過すぎ

　我らこーこにつーどぉーう

　虐しいたげられし哀かなしみは

　とーわにきーえることはなし

　さぁれど我われらに魔王あり

　我らの信ず主あるじあり

　ならばぁ捨てよ、哀かなしみを

　胸に、抱け、新たな夢ゆめを

　ワルキュラ

　ワルキュラ

　誓ちかいの都

　ワルキュラ

　ワルキュラ

　我らがふるさと



「魔王領国歌『ワルキュラの誓い』……」

　無人だったはずの通路に忽こつ然ぜんとあらわれた少女がつぶやいた。朧おぼろ野のほのかである。いや、少女の姿すがたをしたなにか、というべきかもしれない。

　いま、彼女の顔には羨せん望ぼうにも近いものがあらわれていた。

「すべてはふるさとのために、ってわけね。お気楽でうらやましい」壁かべによりかかったほのかはつぶやいた。

「信じるものがあって、愛するものがあって……それで、充じゆう分ぶんってわけ。そうでしょうね。でも……その二つとも与あたえられなかったわたしはどうしたらいいのかしら」

　国歌が終わると、総帥閣下万ばん歳ざいの声がとどろいた。魔導ガラスがびりびりとふるえるほどの大きさだった。

「たいしたものよ、剛士。本当に。王同士を捕ほ虜りよとして交こう換かんするなんて……」

　ほのかの整った顔立ちにはいらだちがある。あの天あま抜ぬけを経けい験けんした剛士がなにかをしでかすとはおもっていたが、ここまでは予想していなかった。

「いえ、違ちがうわ」

　ほのかは腕うでを組んだ。

「剛士にとりこまれたまわりが勝手に反はん応のうした。そういうところね。他にも問題があるし……」

　ほのかはなにもない通路を何度もいったりきたりしながら考え続けたが、しばらくしてから顔をあげた。

「そうか。最初の計画にこだわるからいけないんじゃない。わたしも剛士に学べばいいんだ。そうよそうよ。臨りん機き応変が一番だもの、ね」

　ほのかは満面の笑えみを……暖あたたかさのかけらもない笑みを浮かべた。そしてつぶやいた。

「ごめんね、剛士。わたしたちはもう、敵てき同士よ」



    

  
    
      
        魔ま王おう領りよう軍制改かい革かく問題とその解かい決けつ



      

    

  
    
      発：‥総そう帥すい秘ひ書しよ官かん室

宛あて：‥参さんぼ謀うそ総うち長よう公室

　総帥閣かつ下かより参謀総長につぎのようなお話があったことをお伝えします。

『アーシュラ、ミリタリーネタに詳くわしい魔ま族ぞくと人族を集めて話をきいたら役に立たないかな？』

＊

発：‥参謀総長公室

宛：‥総帥秘書官室

　参謀総長は総帥閣下に対し以下のようにご報ほう告こくします。

『手配しました。数日お待ちください』

＊

総帥特とく務む通達　への６５３９２─ＴＸＣ─α

内ない容よう　軍ぐん制せい一いつ般ぱん改かい革かくの意見募ぼ集しゆうについて



　総帥は以下のごとく関係諸機関および担たん当とう者しやに達する。



一、総帥は今後わが軍が直面しうる戦せん況きようにより柔じゆう軟なんに対たい応おうすべく、一般にひろく軍制改革についての意見を求めることを決した。

一、このため、軍の内外を問わずひろく人材をもとめ、選せん抜ばつされた人材による総帥の私し的諮し問もん委員会を可か及きゆう的速すみやかに開かい設せつすべし。

一、なお、当とう該がい委員会の討とう議ぎ内容もまた可及的速やかに総帥へ届とどけられねばならない。



　以上、ただちに実行せよ。

　魔王領総帥　小お野の寺でら剛ごう士し

代理発令者　参謀総長　アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクール

＊

発：‥中央魔導局ＣＭＡ長官室

宛：‥総帥秘書官室

　ＣＭＡ長官は総帥閣下に次のメッセージをお伝えします。

『うわさ、きいちゃった。あたしも混まぜて。アーシュラちゃんには連れん絡らく済ずみでーす』

＊

発：‥軍事諮問委員会事務局

宛：‥総帥秘書官室

　事務局は以下のメンバーを諮問委員会委員としたことを総帥閣下にご報告するものであります。

・なんか歴史にうるさい人　87名

・走るのは嫌きらいだけど戦せん術じゆつについて語るのが好きな人　１２４名

・三次資し料りようで得た知ち識しきだけで戦争の奥おう義ぎを究きわめたと自負している人　91名

・他人より物知りであることを証しよう明めいすることになによりも喜びを覚える人　１４７名

・兵器のスペックを暗記しているのが自じ慢まんの人　２１５名

・特に詳しいわけじゃないけどともかく威い張ばりたい人　３８６名

・ともかくユーモアに欠ける人　５１２名

　……あの、本当にこんな面子メンツでいいんですか？

＊

発：‥リアだよー

宛：‥お兄ちゃんへ

　ちょっとだけ第一回いいんかいを見学したよ。

　……コ○ケ会場かとおもった。もういかない。ボク、ズゥとあそんでくる！

＊

発：‥謎なぞのお姉さん

宛：‥我わが君ゴーシ

　……そのなんだ、アレだな。第二回委員会をのぞいてみたのだが、魔王軍の編へん成せいがチキュウの古代ローマ軍とくらべていかに非ひ効こう率りつ的であるかの糾きゆう弾だん大会になっていたぞ。いやま、エア殿どのの大図書館でわたしもチキュウの戦史には目をとおしたから、古代ローマの軍事システムが優すぐれていたことは認みとめるが……おまえとローマ人の考え方が違ちがうこと、イコールおまえが間違っている、という図式がよくわからん。さっぱりわからん。よってわたしはラーメンでも食べにいった方がマシだという結けつ論ろんに達した。

＊

発：‥参謀総長公室

宛：‥総帥秘書官室

　参謀総長は総帥閣下に病気休きゆう養ようの許きよ可かを求めています。第三回委員会後、体調を著いちじるしく崩くずしたため、一時的に執しつ務むができなくなっております。

　なお、第三回委員会の討議内容は『チキュウの中世における軍事制度はこうだった』という知識自慢大会が繰くり広げられていたとのことであります。

＊

発：‥軍事諮問委員会

宛あて：‥総そう帥すい秘ひ書しよ官かん室

　現げん時点における我われ々われの結論をお伝えする。

　これまでの魔王軍軍制がチキュウの中世ヨーロッパにおいて成立した軍制の影えい響きよう下かにあることはだれの目にも明らかである。よって総帥が軍事改革をなしとげたいと望むのであればチキュウの近世における軍事システムの採さい用ようこそもっとも妥だ当とうであると考えられる。

＊

発：‥総帥秘書官室

宛：‥軍事諮問委員会事じ務む局きよく

　総帥閣下よりの委員会への要よう請せいをお伝えします。

『なぜ近世を真ま似ねするのか、はっきりした理由を教えてください』とのことです。

＊

発：‥軍事諮問委員会

宛：‥総帥秘書官室

　いまはチキュウの真似をしているのだから次もチキュウの真似をするべきだ。

＊

発：‥総帥秘書官室

宛：‥軍事諮し問もん委員会事務局

　総帥閣下よりの質しつ問もんをお伝えします。

『ここ、ブラントラントだよ。それに魔ま法ほうもあるし精せい霊れいさんも手伝ってくれるしドラゴンもいる土地なのに、なんで地球と同じでなきゃいけないの？』とのことです。

＊

発：‥総帥秘書官室

宛：‥軍事諮問委員会事務局

　前回の質問についての返答がありません。どうなっているのでしょうか？

＊

発：‥軍事諮問委員会事務局

宛：‥総帥秘書官室

　現在、議事が紛ふん糾きゆうしております。理由は不明ながら、委員の大半が『そんなこといったらなんでもありになるじゃねーか』とつかみ合いをくりひろげております。

＊

発：‥スフィア、です

宛：‥剛士様

　わたくしは……あまり軍事制度のことはよくわかりませんので、いえその気持ち悪いから第７回委員会に代理で参加したくないとかそういうことでは決してありません、でもあまりお役にたてないかな、と……あの剛士様、お夕食はなにがよろしいですか？

＊

発：‥軍事諮問委員会

宛：‥総帥秘書官室

　総帥がチキュウ近世を無む視しし、さらに先進的な軍事システムの採用を考えているのであれば、地上部隊の運用において決定的な重要なファクターの採用を忘わすれてはならない。それは『師し団だん』である。師団とは約１万人規き模ぼの、自じ己こ完結型の戦せん闘とう部隊を意味する言葉であるが、その有ゆう効こう性せいはナポレオン・ボナパルトの輝かがやかしき勝利の数々からみても明らかである。今後の魔王軍は定型化された編成をとった師団をつくりあげ、ランバルト軍に対たい抗こうするほかないであろう。

＊

発：‥総帥秘書官室

宛：‥参謀総長公室

　総帥閣下は以下のごとくおたずねです。

『学校のクラス分けみたいな型にはめた部隊をつくっても魔族にあわないし、なによりムダが多くなるので師団は編制しない。そのかわり、兵団、旅団の司令部をあらかじめもうけておき、予想される戦いの規模や内容にあわせて必要な大隊をその指し揮き下かにおいた不定形の編成をとったほうがいいとおもう。インターネット……じゃなくてジンネットをそのまま指揮や連れん絡らくに使って緊きん密みつな連れん携けいをとらせたらそういう部隊でも充じゆう分ぶんに戦えるとおもうけど、どうかな？　細かいことはよくわからないので、あとはよろしく』

＊

発：‥軍事諮問委員会事務局

宛：‥総帥秘書官室

　えとあの、エライことになってます。師団を無む視しするなんて総帥はバカだとか、いきなりジンネットを戦場で使えるはずがない、とか。昨日まで中世ノリだったのにいきなりそんなに変われるはずかない、不自然だ、とか。……どうしたらいいんですか？

＊

発：‥総帥秘書官室

宛あて：‥軍事諮問委員会事じ務む局きよく

　総そう帥すい閣かつ下かからのお言葉をお伝えします。

『んなこといわれたらぼくが総帥やってるのが一番不自然だよ』とのことです。

＊

発：‥玉ちゃんですわ

宛：‥閣下

　お気持ちはわかりますけれど、またやっちゃいましたわね！　あのですね、閣下、知ち識しきと知ち性せいはあくまでも別物です。仮かりに兵器にどれだけ詳くわしくても、その兵器がどういう状じよう況きようを想定して使われるのか、またその状況はどのような戦いにおいて発生するものなのか、そしてその戦いはどういう形で起こるのか……それらすべてを把は握あくしていないと知識にはなんの意味もありませんわ！　閣下もお気づきになったらしいので安心しましたけれど……これからは気をつけてください。では、暴ぼう動どうのような騒さわぎになっている委員会室にいって鎮しずめてまいります……ていうかそこのあなた、こら、静かになさい！　ええいもう、覚かく悟ごなさい腐くされ軍事オタクども！　みんなまとめて北朝ちよう鮮せんに転てん移いさせてさしあげますわ！



    

  
    
      
　あとがき（リローデッドつまんねえ編）






　で、六巻をお届けしました。実際は前巻とあわせて一つのエピソードを大人の事情で二冊にわけることになり、切ったり貼はったり付け加えたりしたものですので、本に対するイメージとしては五、六巻をひとくくりにしていただけると豪屋としては助かります。次はいよいよもって大きな戦いに突入ですので、楽しみにお待ちいただけると有り難いです。



　……で、国際情勢は相変わらずな感じでありますが、前巻のあとがきで似合わないことを書いてしまったので今回はパス。つーか、剛士君がこなしてゆかねばならない戦いと被る部分も多いので本編であれこれすることにします。ま、おファンタジアだからといって戦いの意味や何者かの命を奪うことまでおファンタジアにするこたないやね、ということです。

　あ、それから、政治だの軍事だのというネタにあまりなじみのない方のために、蛇足を承知で書いておきます。

　Ａ君では、

『魔王領におけるＡというものは、地球におけるＢのようなもの』

　という表現とともに、地の文でくっちゃべることがありますが、これはまあ、小説だのなんだので良く用いられる説明の方法に過ぎません。あくまでも例です。豪屋がそう信じているから、とか、あなたもそう考えなければならない、と演説しているわけではないので、どうか気楽に目を通してください。いえむしろ、そういう問題に興味のある方は、なにかを御自分で考える時のＭ奴隷にしてもらえると嬉しいです。四巻腰帯にも採用された朧野ほのかちゃんのプリティなお言葉、

『みんなウソなんだから』

　は、Ａ君に限らず、人間の書いた物語（←ようなもの、の集合体）すべてにあてはまる現実だと豪屋は考えているからです。

　あともちろん、地球を例にあげるからといって

『地球ではこうなのだからブラントラントでも同じでなければならない』

　なんてアホな理屈はなりたちませんので、よろしくお願いいたします。なぜかっていえば、ブラントラントは異世界だからで……ほんとに蛇足ですな、これは。

豪屋大介



    

  
    
      新装版

Ａ君くん（17）の戦せん争そう　６

すべてはふるさとのために



豪ごう屋や大だい介すけ
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